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◎第２回臨時会 

○５月21日（第１号） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名   ３ 

 日程第２ 会期決定の件について   ３ 

 日程第３ 議案第３５号から議案第４４号までの１０議案一括議題   ４ 

 日程第４ 質疑  １１ 

 日程第５ 討論・採決  １６ 

 

付議事件及び審議結果一覧 

付 議 議 会 議 案 番 号 件        名 結  果 年 月 日

平成24年 

第２回臨時会 

（５月） 

議案第35号 

専決処分した事件の報告及び承認につ

いて（三股町税条例の一部を改正する

条例） 

原案承認 ５月21日

〃 議案第36号 

専決処分した事件の報告及び承認につ

いて（三股町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例） 

原案承認 ５月21日

〃 議案第37号 

専決処分した事件の報告及び承認につ

いて（平成２３年度三股町一般会計補

正予算（第８号）） 

原案承認 ５月21日

〃 議案第38号 

専決処分した事件の報告及び承認につ

いて（平成２３年度三股町国民健康保

険特別会計補正予算（第５号）） 

原案承認 ５月21日

〃 議案第39号 

専決処分した事件の報告及び承認につ

いて（平成２３年度三股町介護保険特

別会計補正予算（第５号）） 

原案承認 ５月21日

〃 議案第40号 

専決処分した事件の報告及び承認につ

いて（平成２３年度三股町梶山地区農

業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号）） 

原案承認 ５月21日

〃 議案第41号 

専決処分した事件の報告及び承認につ

いて（平成２３年度三股町宮村南部地

区農業集落排水事業特別会計補正予算

（第２号）） 

原案承認 ５月21日

〃 議案第42号 

専決処分した事件の報告及び承認につ

いて（平成２３年度三股町公共下水道

事業特別会計補正予算（第４号）） 

原案承認 ５月21日
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平成24年 

第２回臨時会 

（５月） 

議案第43号 
工事請負契約の締結について（平成

２４年度塚原団地Ｂ棟建築主体工事）
原案可決 ５月21日

〃 議案第44号 
工事請負契約の締結について（平成

２４年度塚原団地Ｂ棟機械設備工事）
原案可決 ５月21日

 

◎第３回定例会 

○６月11日（第１号） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名  ２３ 

 日程第２ 会期決定の件について  ２３ 

 日程第３ 議案第４５号から議案第５５号までの１１議案及び発議１件並びに報告４件 

      一括上程  ２４ 

 日程第４ 質疑・討論・採決（発議第１号）  ２８ 

 日程第５ 三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の設置について  ２９ 

 

○６月13日（第２号） 

 日程第１ 総括質疑  ３２ 

 日程第２ 常任委員会付託  ３６ 

 

○６月19日（第３号） 

 日程第１ 追加議案の取扱いについて  ３８ 

 日程第２ 議案第５６号及び議案第５７号上程  ３９ 

 日程第３ 質疑・討論・採決（議案第５６号及び議案第５７号）  ４０ 

 日程第４ 一般質問  ４１ 

       １番 池邉 美紀君  ４１ 

       ７番 上西 祐子君  ５８ 

       ４番 内村 立澤君  ７３ 

       ６番 指宿 秋廣君  ８１ 

       ３番 堀内 義郎君  ９７ 

 

○６月20日（第４号） 

 日程第１ 一般質問 １１４  

       ９番 重久 邦仁君 １１４  
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       ２番 佐澤 靖彦君 １３９  

      １２番 桑畑 浩三君 １４７  

       ５番 福永 燧文君 １５１  

       ８番 大久保義直君 １５７  

      １０番 池田 克子君 １６５  

 

○６月22日（第５号） 

 日程第１ 常任委員長報告 １７９  

 日程第２ 質疑（議案第４５号から議案第５５号までの１１議案） １８４  

 日程第３ 討論・採決 １８６  

 日程第４ 意見書案第２号上程  １９２  

 日程第５ 議員派遣について １９３  

 追加日程第１ 議会活性化検討特別委員会の設置を求める動議 １９４  

 

付議事件及び審議結果一覧 

付 議 議 会 議 案 番 号 件        名 結  果 年 月 日

平成24年 

第３回定例会

（６月） 

議案第45号 三股町税条例の一部を改正する条例 原案可決 ６月22日

〃 議案第46号 
三股町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例 
原案可決 ６月22日

〃 議案第47号 
三股町印鑑登録及び証明に関する条例

の一部を改正する条例 
原案可決 ６月22日

〃 議案第48号 
三股町母子及び父子家庭医療費助成に

関する条例の一部を改正する条例 
原案可決 ６月22日

〃 議案第49号 三股町まちづくり基本条例 継続審査 ６月22日

〃 議案第50号 三股町環境基本条例 原案可決 ６月22日
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平成24年 

第３回定例会

（６月） 

議案第51号 
平成２４年度三股町一般会計補正予算

（第１号） 
原案可決 ６月22日

〃 議案第52号 
平成２４年度三股町国民健康保険特別

会計補正予算（第１号） 
原案可決 ６月22日

〃 議案第53号 
平成２４年度三股町後期高齢者医療保

険特別会計補正予算（第１号） 
原案可決 ６月22日

〃 議案第54号 
平成２４年度三股町介護保険特別会計

補正予算（第１号） 
原案可決 ６月22日

〃 議案第55号 
平成２４年度三股町介護保険サービス

事業特別会計補正予算（第１号） 
原案可決 ６月22日

〃 議案第56号 教育委員会委員の任命について 原案同意 ６月19日

〃 議案第57号 固定資産評価員の選任について 原案同意 ６月19日

〃 発議第１号 
三股町議会基本条例の一部を改正する

条例 
原案可決 ６月11日

〃 意見書第２号 

３０人以下学級実現・義務教育費国庫

負担２分の１復元を求める意見書

（案） 

原案可決 ６月22日

〃 報告第２号 
平成２３年度三股町一般会計繰越明許

費繰越計算書の報告について 
  

〃 報告第３号 
平成２３年度三股町水道事業会計継続

費繰越計算書の報告について 
  

〃 報告第４号 
三股町土地開発公社の平成２４年度事

業計画及び予算 
  

〃 報告第５号 
三股町土地開発公社の平成２３年度事

業決算の報告について 
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一  般  質  問 

発 言 

順 位 
質 問 者 質 問 事 項 質  問  の  要  旨 質問の相手

１ 過疎化対策について

① 長田、梶山、宮村の過疎化対

策の現状と今後の方針はどのよ

うなものか。 

② 住宅建築や、物産即売所の要

望があるがどのように考えてい

るか。 

町 長 

２ 文科省施策の学校図

書整備計画をどのよう

に活用しているか 

① 学校図書の現状はどのように

なっているか。十分な蔵書数と

とらえているか。 

② 学校司書は配置されているか。

役割はどのようになっているか。 

③ 三股町の小中学校図書整備計

画があるのか。 

町 長 

教育長 

３ 地場産品の地産地消

について 

① 地産地消の取組みはどのよう

なものか。 

② 冠婚葬祭の引き出物や贈答用

に使えるカタログを考えてはど

うか。 

町 長 

４ 人口増対策について

① 人口増加対策はどのようなも

のか。 

② 農地転用など宅地化を進めて

いるか。 

③ 人口増のために魅力ある地域

づくりが不可欠だと思うが、そ

の根本となる公民館加入の状況

は、どのように改善されている

のか。 

町 長 

１ 池邉 美紀 

５ 三股小学校の児童減

少について 

① 三股小学校の児童数が減少し

ているが、今後の見通しと対策

はどのようなものか。 

② 西小学校の区割りを再考する

考えはないのか。 

町 長 

教育長 
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１ 孤独死をなくすため

の施策とその問題点に

ついて 

① 公民館長や民生委員が活動し

やすい様に、本町独自の個人情

報保護条例を作ることは考えら

れないか。 

町 長 

２ 震災ガレキの受け入

れについて 

① 県や都城市とどの様な協議を

行っているのか。 

② 被災地に調査に行ったと聞く

が、その内容を問う。 

③ 町長としては、受け入れに対

してはどの様に考えているか。 

町 長 

２ 上西 祐子 

３ 地籍調査の取組み状

況と対応について 

① 今までの進捗状況と今後の計

画を伺う。 

② トラブルの件数とそれらの対

応はどうしてきたか。 

③ 今後解決に向けての取組みを

伺う。 

町 長 

１ 食と農について 
① 食農教育の取組みについて伺

う。 
町 長 

２ 学校給食施策につい

て 

① 子育て支援の一環として給食

無償化を検討するつもりはない

か。 

② 学校給食費の納入金を口座振

替にできないか。 

町 長 

教育長 

３ 中学校武道必修化

について 

① 柔道指導の安全対策を問う。 

② 弓道の必修化はどう取り組む

のか。 

町 長 

教育長 
３ 内村 立澤 

４ 和牛子牛について 

① 早期出荷対策の補助対象牛に

ついては、どのような状況であ

ったか。 

② 町内の牛の申請について、提

出期限が平成２４年２月１０日

までであったが申請は、何頭で

あったか。 

町 長 
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１ さらなる人口増対策

について 

① 三股小学校区の少子化対策は

どのような政策を実行していく

考えか問う。 

 ア 新しい住宅用地の確保をす

るべきではないか。 

 イ どの町営住宅の立て替えを

計画しているか。 

② 町の分譲以降、宮村小学校区

の少子化対策を計画するべきで

はないか。 

③ 空き家対策として家屋敷税を

新たに課税する考えはないか伺

う。 

町 長 

２ 情報公開について 

① 保育料を安くするために、本

町の負担額の総額を町民に広く

ＰＲする考えはないか問う。 

② 保育料を現在の規制ではなく、

条例化する考えはないか問う。 

３ 原子力発電に頼らな

い発電はできないか。

① 農業用水を利用した、小水力

発電はできないか。 

② バイオマス発電を導入する考

えはないか。 

４ 指宿 秋廣 

４ 駅舎の利便性向上に

ついて 

① 「三股駅舎」と「よかもんや」

の両方ともに公衆電話が設置さ

れていない、駅周辺の利用促進

のためにも三股駅に公衆電話の

設置はできないか。 

町 長 
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５ 堀内 義郎 
１ 危機管理体制の強化

推進について 

① 総合計画の中での、災害・危

機・有事の際町民の生命や財産

を守るため、職員の危機管理体

制能力の向上や危機の際に迅速

的確に対応できる体制づくりと

は、具体的にどういう事か問う。

② 地域防災計画見直し後の訓練

と災害で、孤立した地域が発生

した場合の対応について問う。 

③ 災害や有事の際の緊急情報の

発信について問う。 

④ 東日本大震災での消防団と自

衛隊の評価と、自衛隊派遣に係

わる要請権について問う。 

⑤ 消防団の確保と年齢、職業構

成について問う。 

⑥ 消防団員と自衛官の募集につ

いて問う。 

⑦ 消防署や自衛隊施設での、中

学生の職場体験学習受け入れに

ついて問う。 

⑧ 要望として、自衛隊や消防団

の活動紹介や募集をする掲示板

の設置とブースの確保ができな

いか問う。 

町 長 

１ 宅地分譲事業につい

て 

① 分譲する時に条件を付けるこ

とはできないか。 

６ 佐澤 靖彦 
２ 宿泊施設や総合体育

館ができることによっ

て町に与える経済効果

について 

① 宿泊施設と総合体育館を一体

的に整備することはできないか。
町 長 

１ 二元代表制について

① 平成２３年５月議会基本条例

が施行され、平成２４年第１回

議会報告会を行ったが、二元代

表制度の町長の見解を問う。 

② 町づくり条例での主体となる

「町民等」は、議会における議

決権と同等の権限を持つのか問

う。 

町 長 

７ 重久 邦仁 

２ 投票率を上げる対策

について 

① 投票率向上の対策。 

② 投票、開票従事者の民間採

用。 

③ 日当４万円支給額の是正。 

選挙管理委員会

委員長 
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１ 町内の体育施設の見

直しについて 

① 各施設の目的をはっきりさせ

中途半端はやめるべきだ。 

８ 桑畑 浩三 
２ 総合体育館建設につ

いて 

① イベント、体育大会など人々

を収容できる施設として建設が

必要と思うが。 

町 長 

１ 町財政における基金

の現状とその運用のあ

り方について 

① 基金の運用について適正な運

用が検討されているのか伺う。 

２ 個人情報保護のあり

方について 

① 民生委員・公民館長に対し

て、行政から地区住民の情報提

供はできないか伺う。 
９ 福永 燧文 

３ 各種団体に対する補

助金について 

① 本年度補助金打ち切りになっ

た団体は、どれだけあったの

か。 

② 補助金打ち切りの団体に対し

ての今後の指導・対応について

問う。 

町 長 

１０ 大久保義直 
１ 自治公民館加入促進

について 

① 現在、本町の自治公民館未加

入世帯の取組み状況。また、未

加入世帯にどのような指導対策

を進めているのか伺います。 

町 長 

１１ 池田 克子 
１ 福祉対策としての成

年後見制度について 

① 成年後見制度の活用推進につ

いて、どのような啓発を行って

いるか伺う。 

② 老人福祉法の改正により、市

民後見人の育成・養成講座を実

施すべきではないか伺う。 

町 長 

１１ 池田 克子 

２ 福祉対策としての傾

聴ボランティアについ

て 

① 傾聴ボランティアの養成講座

を実施したと伺ったが、今後、

育成事業としてとらえ、持続的

な実施ができないか伺う。 

② 受講生による地域活動グルー

プづくりの支援や、事例検討会

の開催など、学んだ後の活動が

継続できるような支援体制はで

きないか伺う。 

町 長 
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 三股町告示第21号 

  平成24年第２回三股町議会臨時会を次のとおり招集する。 

     平成24年５月16日 

                               三股町長 木佐貫 辰生 

 １ 期 日  平成24年５月21日 

 ２ 場 所  三股町議会議場 

────────────────────────────── 

 ○開会日に応招した議員 

池邉 美紀君         佐澤 靖彦君 

堀内 義郎君         内村 立澤君 

福永 燧文君         指宿 秋廣君 

上西 祐子君         大久保義直君 

重久 邦仁君         池田 克子君 

山中 則夫君         桑畑 浩三君 

────────────────────────────── 

 ○応招しなかった議員 

 

 
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 

平成24年 第２回（臨時） 三 股 町 議 会 会 議 録 （第１日） 

                             平成24年５月21日（月曜日） 

 

議事日程（第１号） 

                         平成24年５月21日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期決定の件について 

 日程第３ 議案第３５号から議案第４４号までの１０議案一括議題 

 日程第４ 質疑 

 日程第５ 討論・採決 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期決定の件について 

 日程第３ 議案第３５号から議案第４４号までの１０議案一括議題 

 日程第４ 質疑 

 日程第５ 討論・採決 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 池邉 美紀君        ２番 佐澤 靖彦君 

３番 堀内 義郎君        ４番 内村 立澤君 

５番 福永 燧文君        ６番 指宿 秋廣君 

７番 上西 祐子君        ８番 大久保義直君 

９番 重久 邦仁君        10番 池田 克子君 

11番 山中 則夫君        12番 桑畑 浩三君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 
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局長 上村 陽一君        書記 久寿米木和明君 

                 書記 谷口  光君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  木佐貫辰生君   副町長  石崎 敬三君 

教育長  田中 久光君   総務課長兼町民室長  大脇 哲朗君 

地域政策室長  西村 尚彦君   税務財政課長  渡邊 知昌君 

町民保健課長  山元 宏一君   福祉課長  岩松 健一君 

産業振興課長  丸山浩一郎君   都市整備課長  下沖 常美君 

環境水道課長  鍋倉 祐三君   教育課長  重信 和人君 

会計課長  財部 一美君                       

 

午前10時00分開会 

○議長（山中 則夫君）  それでは、ただいまから平成２４年第２回三股町議会臨時会を開会しま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（山中 則夫君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本会議中の会議録署名議員は、会議規則１１８条の規定により、議長において３番、堀内君、

７番、上西さんの２名を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期決定の件について 

○議長（山中 則夫君）  日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 議会運営委員長から報告をお願いします。議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 桑畑 浩三君 登壇〕 

○議会運営委員長（桑畑 浩三君）  おはようございます。議会運営委員会の協議の結果について

ご報告いたします。 

 去る５月１６日に委員会を開催し、本日招集されました平成２４年第２回三股町議会臨時会の

会期日程等について協議をいたしました。 

 今期臨時会に提案されます町長提出議案は、合計１０議案。その内訳は、専決処分にかかわる

議案が８議案、工事契約議案２議案であります。これら提出議案の内容等を踏まえ、当委員会に

おいて慎重に審議いたしました結果、本臨時会の会期は本日１日限りとし、提案される１０議案
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については委員会への付託を省略し、全体審議で措置することに決定しました。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  お諮りします。本臨時会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり本日

１日限りとし、今回提案される１０議案については委員会付託を省略し、全体審議として措置す

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、本臨時会の会期は本日１日限りとし、

今回提案される１０議案については委員会付託を省略し、全体審議として措置することに決しま

した。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．議案第３５号から議案第４４号までの１０議案一括議題 

○議長（山中 則夫君）  日程第３、議案第３５号から議案第４４号までの１０議案を議題としま

す。 

 ここで、提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  おはようございます。本日はよろしくお願いいたします。 

 では、平成２４年第２回三股町議会臨時会に上程いたしました各議案について、その提案理由

の説明を申し上げます。 

 議案第３５号から第４２号までの８議案については、すべて去る平成２４年３月３１日付で、

地方自治法第１７９条第１項の規定によりそれぞれ専決処分に付しましたので、同条第３項の規

定により今議会に報告し、その承認を求めようとするものであります。 

 まず、議案第３５号「三股町税条例の一部を改正する条例」について、ご説明を申し上げます。 

 地方税法及び国有資産等所在市町村交付金等の一部を改正する法律が、第１８０回通常国会に

おいて可決され、平成２４年３月３１日に交付されたところであります。 

 今回は、個人住民税においては、給与所得控除にかかわる見直し、退職所得課税の見直し及び

給与支払い報告書等の電子データ提出の義務化、また、固定資産税においては住宅用地の負担調

整措置の見直しや、地域決定型地方税制特例措置、通称「わがまち特例」の導入などを内容とす

る地方税法の一部改正が行われたところであり、これに伴い、三股町税条例について所要の改正

措置を講じたものであります。 

 なお、本条例の改正については、今回の地方税法の一部改正のほか、平成２３年１２月に改正

されました、東日本復興支援にかかわる、地方税法の改正に関連する所要の改正措置も同時に行

ったものであります。 
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 次に、議案第３６号「三股町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」について、ご説明申

し上げます。 

 本案は、災害により居住用家屋が滅失したとき、災害から３年後の年末までに、その敷地を譲

渡した場合にかかわる国保税課税の特例を、東日本大震災により被災したこれらのものについて

は、７年後の年末まで適用期限を延長するための条例の一部改正をするものであります。 

 次に、議案第３７号「平成２３年度三股町一般会計補正予算（第８号）」について、ご説明申

し上げます。 

 本案は、年度末における各種事務事業の実績あるいは決定に基づき、歳入歳出予算の補正を行

ったものであります。 

 すなわち、歳入歳出予算の総額９３億１,４９７万３,０００円に歳入歳出それぞれ１億

６,３７４万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９４億７,８７１万

９,０００円としたものであります。 

 まず、歳入の主なものについてご説明申し上げます。町税は収入実績見込みにより、地方譲与

税、利子割交付金、地方消費税交付金、地方交付税等は交付決定により、それぞれ増減補正した

ものであります。国庫支出金は交付決定により増額補正し、県支出金は実績によりそれぞれ増減

補正したものであります。繰入金は、国民健康保険特別会計及び人材育成基金等の繰入金を減額

補正し、諸収入は実績によりそれぞれ増減補正したものであります。町債については、それぞれ

事業の実績により減額補正したものであります。 

 次に、歳出の主なものについてご説明申し上げます。各款及び各項において、それぞれ各種事

務事業の実績に基づき、執行残、不用額を減額補正したものでありますが、民生費においては、

社会福祉費の扶助費、老人福祉費の養護老人ホーム措置費、介護保険会計繰出金、児童福祉費の

乳幼児医療費等の減額が主なものであります。 

 衛生費においては、予防費の個別検診等の健康増進事業委託料の実績による減額及びし尿処理

費の需用費、じんかい処理費の可燃残渣処理委託料の執行残による減額が主なものであります。 

 農林水産業費においては、梶山及び宮村南部地区農業集落排水事業繰出金の減額のほか、農業

振興費において、実績により園芸産地基盤強化緊急整備事業補助金を初めとする、各種事業補助

金の減額が主なものであります。 

 土木費においては、公共下水道事業繰出金の減額。住宅建設費において、塚原第２団地建設工

事及び同団地配電線移転補償費の執行残による減額が主なものであります。 

 教育費においては、特別支援教育支援業務委託料、幼稚園就園奨励費補助金を実績により減額

するほか、主に小中学校費における需用費等の執行残、各地区分館や文化会館の清掃委託料、弓

道場建設工事の執行残をそれぞれ減額補正したものであります。 



- 6 - 

 諸支出金は、今回の歳入歳出予算で見込まれる収支額の剰余分を、財政調整基金及び公共施設

等整備基金に積み立てるため増額補正し、予備費は、平成２３年度の実質収支額を見込んで、増

額補正したものであります。 

 次に、議案第３８号「平成２３年度三股町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）」につい

て、ご説明申し上げます。 

 本案は、年度末における事務事業の実績あるいは決定に基づき、歳入歳出予算の補正を行った

ものであります。すなわち、歳入歳出予算の総額３０億３,３７１万９,０００円に歳入歳出それ

ぞれ３,６２９万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０億

７,００１万３,０００円としたものであります。 

 歳入については、国民健康保険税及び国庫負担金の増額と、療養給付費等交付金の減額が主な

ものであります。歳出については、特定健康診査等事業費の減額と予備費の増額が主なものであ

ります。 

 次に、議案第３９号「平成２３年度三股町介護保険特別会計補正予算（第５号）」について、

ご説明申し上げます。 

 本案は、年度末における事務事業の実績あるいは決定に基づき、歳入歳出予算の補正を行った

ものであります。すなわち、歳入歳出予算の総額１８億１,６４９万３,０００円から歳入歳出そ

れぞれ１,８００万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１７億９,８４９万３,０００円

としたものであります。 

 歳入については、介護保険料及び一般会計繰出金を、歳出については保険給付費を、主に減額

したものであります。 

 次に、議案第４０号「平成２３年度三股町梶山地区農業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号）」について、ご説明申し上げます。 

 本案は、年度末における事業の実績あるいは決定に基づき、歳入歳出予算の補正を行ったもの

であります。すなわち、歳入歳出予算の総額４,３３６万５,０００円から歳入歳出それぞれ

２１５万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４,１２１万３０００円

としたものであります。 

 歳入については、使用料及び一般会計繰入金の減額が主なものであります。歳出については、

人件費、工事請負費、公課費及び委託料の減額が主なものであります。 

 次に、議案第４１号「平成２３年度三股町宮村南部地区農業集落排水事業特別会計補正予算

（第２号）」について、ご説明申し上げます。 

 本案は、年度末における事業の実績あるいは決定に基づき、歳入歳出予算の補正を行ったもの

であります。すなわち、歳入歳出予算の総額３,５３４万６,０００円から歳入歳出それぞれ
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２１４万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３,３２０万円としたも

のであります。 

 歳入については、一般会計繰入金の減額が主なものであります。歳出については、工事請負費

及び委託料の減額が主なものであります。 

 次に、議案第４２号「平成２３年度三股町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）」につ

いて、ご説明申し上げます。 

 本案は、年度末における事業の実績あるいは決定に基づき、歳入歳出予算の補正を行ったもの

であります。すなわち、歳入歳出予算の総額３億４,０６４万６,０００円から歳入歳出それぞれ

６５１万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億３,４１３万

３,０００円としたものであります。 

 歳入については、使用料の増額と一般会計繰入金の減額が主なものであります。歳出について

は、予備費の増額と委託料、人件費、下水道管渠工事及び水道管移設負担金の減額が主なもので

あります。 

 次に、議案第４３号及び議案第４４号の「工事請負契約の締結について」は、関連がございま

すので、一括してご説明申し上げます。 

 本案については、国の社会資本整備総合交付金等を活用して、塚原団地Ｂ棟建設を施工しよう

とするものであります。 

 本建設の建設主体工事については、特定建設工事共同企業体での参加を公募し、去る５月

１１日に、条件付一般競争入札を実施し、機械設備工事については、条件付一般競争入札を同日

実施し、総合評価落札方式で落札者を決定したものであります。 

 議案第４３号の建築主体工事については、丸宮・才田特定ＪＶが３億４,２４０万５,０００円

で落札し、議案第４４号の機械設備工事については、有限会社野元設備が５,１１８万

８,５５０円で落札しましたので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関す

る条例第２条の規定により、それぞれ議会の議決を求めるものであります。 

 以上、１０議案の提案理由を申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認くださるようお

願いいたします。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  ここで、補足説明があれば許します。税務財政課長。 

○税務財政課長（渡邊 知昌君）  おはようございます。私のほうから、議案第３５号「三股町税

条例の一部を改正する条例」について、補足説明をさしていただきたいと思います。 

 お手元に議案がございます。議案は、条例の改正条文がございますが、それに税条例の新旧対

照表が、資料として添付されております。それともう一つ別紙で、「三股町税条例の一部を改正
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する条例」の概要ということで、お手元に配付してあると思いますが、なかなか中身がわかりづ

らいので、新旧対照表と、今申し上げました条例の概要について、見ながら追って説明をさして

いただきたいと思います。 

 まず、新旧対照表の５ページのところになりますが、町民税の申告ということで、３６条の

２第１項ですが、概要資料のほうに説明がございます。 

 公的年金に係る所得以外の所得を有しなかった者が、寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合

の申告の提出を不要とするということで、公的年金の給与支払い報告書、これに今後、この寡婦

控除が記載されるということで、特段、別に申告する必要がなくなるということでございます。

そのために、６ページのほうの上のほうに寡婦（寡夫）控除というのが削除されております。 

 それから、１０条の２及び１０条の２の第２項、これについては地方税法の改正により、期限

の延長をする特例２件について、特例率を、課税標準の特例率を設定するということでございま

す。これは、先ほど提案理由の中でありました「わがまち特例」ということで、それぞれの自治

体のほうでその町に合った特例率を採用して、独自性を出すというような内容の法改正でござい

ましたので、その部分についての規定ということでございます。 

 この２つというのは、下水道除外施設、これは下水道につなぐ際に有害なものを下水道のほう

に放出する場合に、それを除外する施設を設置した場合に、その固定資産税について、特例とし

て特例率で減額補正するということでございます。 

 これについては、４分の３ということになっておりますが、法では３分の２から６分の５まで

の範囲内ということで、標準的なものが４分の３ということでしたので、標準で選んでおります。 

 それから、特定都市河川雨水貯留浸透施設については同じく３分の２、これは２分の１から

６分の５というのが地方税法上の範囲でございますが、それよりも標準的な３分の２を採用さし

ていただいております。 

 内容的には、この２つとも本町においては該当してないということでございます。 

 それから、ちょっと中身の変わってない条文については省きたいと思いますが、附則１０条の

３、これについては内容は変わっておりませんので、繰り上げ規定でございます。 

 附則第１１条については、７ぺージのほうになりますけれども、これについては土地価格の特

例の延長ということで、年度が２１年から２３年度までの特例を延長するということで、２４年

度から２６年度まで延長ということになります。 

 それから、８ぺージから１０ページにかけてですが、ここが附則第１２条第１項から第６項ま

でということで、これについては宅地等の各年度分の固定資産税の特例ということで、これが土

地の特例の主なところでございますが、まず一つは、住宅用地の負担調整措置を見直しをします

ということでございます。 
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 今まで、負担水準が１０分の８以上のものであったものは、据え置きがなされておりました。

１０分の８に達した場合は、もう１０分の８で据え置くということでございましたが、それが撤

廃をされます。 

 あと、附則改正のところで経過措置がございますが、２５年度までは１０分の９で据え置きを

すると、２６年度からは本格的に撤廃がされるということでございます。 

 それから、商用地については、特例が延長されるということで、２１年度から２３年度が、

２４年度から２６年度まで、これは特例は変わっておりませんので、延長だけでございます。 

 あと、１２条の３、それから農地に係る附則第１３条、これについても特例の延長だけでござ

います。 

 １５条についても、土地保有税の関係で、これは１２条の２を削除することによっての条項の

繰り上げが改正ということになっております。 

 それから、１１ページですが、１１ページの下の段のほうからになります。 

 第１９条の１４というところですが、これについては、旧民法の第３４条の法人から移行した

法人等に係る固定資産税の特例ということが規定されているんですが、特例民法法人から移行し

た特例移行一般社団法人ということで、こういう社団法人が図書館とか、博物館あるいは幼稚園

等を設置した場合の特例ということになっております。通常学校法人とか、社会福祉法人につい

ては、ある一定の届け出で非課税措置になってるんですが、それと同様のこの法人についても、

特例措置が受けられるということでございます。 

 中身については、平成２０年の１２月に移行しましたので、それ以降の５年間が経過措置とし

てこの特例が受けられると。それ以前にその法人であったものについては、そのまま特例が受け

られるということでございます。第２項で、その申請手続を規定をいたしております。 

 それから、２５条あるいは２６条の関係は、東日本大震災に係る被災者等の特例ということで、

支援の関係ですが、２５条の２は、今回、被災者住宅用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特例

ということで、内容としては、住宅用財産の買いかえの場合、譲渡損失の損益通算及び繰越控除

の特例がございますが、通常あるんですが、これをこの東日本の場合は、３年を７年に延長する

というものでございます。 

 で、第２項については、その申告書の提出に関しての規定を定めたもので、これが新設という

ことになっております。 

 それから、第２６条については、東日本大震災に係る住宅借入金等特別控除の適用期間の特例

ということで、これが適用期限となっておりましたが、適用期間等ということで、特例になって

るということでございます。 

 これは、第１条については条文の改正と中身は変わっておりませんが、２項でこれの読みかえ
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規定を、２項で定めたということでございます。 

 この２５条、２６条の東日本にかかわる被災者等については、被災地からの転居者が対象とい

うことになりますけれども、本町においては該当者がいないというところでございます。 

 あと、条文のほうの後ろのほうに、３ページの真ん中よりちょっと下のほうに、附則というの

がございますが、これは、施行日あるいは経過措置等を規定したものでございます。２条が、町

民税に関する経過措置ということで、第３条が、固定資産税に関する経過措置ということになっ

ております。 

 以上、説明を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  ほかにありませんか。総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  議案第４３号及び４４号の「工事請負契約の締結について」補足説

明いたします。 

 資料のところ見ていただきますといいと思いますけれども、まず、４３号の塚原団地Ｂ棟の建

築主体工事についてでありますけれども、先ほどもありましたように、特定建設工事共同企業体

ということで、８つのＪＶが参加されたとこでございます。結果といたしましては、この表の

１番、丸宮・才田特定ＪＶが入札価格３億２,６１０万円、落札価格が３億４,２４０万

５,０００円ということで、落札率が８７．９％でございました。 

 なお、この落札いたしました丸宮・才田ＪＶの代表者であります丸宮建設について、会社の概

要を簡単に説明いたします。会社名が丸宮建設株式会社。本社の所在地が都城市の庄内町でござ

います。事業内容といたしましては、総合建設業ということで、国、県、都城市及び民間から幅

広く受注されているようでございます。 

 今回、同種の実績といたしましては、平成２０年度に都城市の一万城団地の建築主体工事を、

３社のＪＶだったんですけれども、その代表として出資比率が５７％で受けていらっしゃいまし

て、翌２１年度は、県営の小戸団地の建築主体工事を単体で引き受けていらっしゃるところでご

ざいます。 

 続きまして、議案第４４号でございます。こちらにつきましては、同じく塚原団地Ｂ棟の機械

設備工事ということで、資料のところあけていただきまして、こちらにつきましては、総合評価

落札方式で実施したものでございまして、９社の参加をいただきました。 

 結果といたしましては、入札価格では、ここの８番の株式会社アクエアが、一番高い価格評価

点というものを得たわけでございますけれども、技術評価点も加えた総合では、２番目に書いて

あります野元設備が落札したものでございます。落札価格が、５,１１８万８,５５０円というこ

とで、落札率が８９％でございました。 

 以上、補足説明いたします。 
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○議長（山中 則夫君）  ほかにありませんか。町民保健課長。 

○町民保健課長（山元 宏一君）  議案３６号「三股町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例」について、補足いたします。 

 これにつきましては、今まで災害により住居用家屋が滅失した場合に、その敷地を災害があっ

た日から３年後の年末までの間に譲渡したときに限り、譲渡所得に対して３,０００万円の特別

控除があったわけでありますが、これを東日本大震災につきましては、今回この条例改正により

まして、３年間を７年間に延長するものであります。これによりまして、平成３０年度までの間

に譲渡した場合に３,０００万円の特別控除を受けられるというものであります。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．質疑 

○議長（山中 則夫君）  日程第４、質疑を行います。質疑は、専決処分の議案と工事契約議案の

２つに分けて行います。 

 質疑の際は、議案番号を明示の上、質疑を行ってください。なお、全体審議の質疑は、会議規

則により１議題につき１人５回以内となっております。 

 それではまず、議案第３５号から第４２号までの８議案、専決処分の議案に対する質疑を行い

ます。質疑ありませんか。癩癩ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  質疑もないので、議案第３５号から議案第４２号までの８議案にかかわ

る質疑を終結します。 

 次に、議案第４３号から第４４号までの２議案、工事契約議案に対する質疑を行います。質疑

ありませんか。指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  議案第４３号について質疑をいたします。 

 この落札した丸宮・才田特定ＪＶについて、私とすれば、その丸宮さんていう方がどういうあ

れなのかわからないわけで、議運のときに資料についてお願いしますというふうに言ってたと思

うんですが、それと、今まだ手元にありませんので、どういう趣旨のものか、どういう形、今ま

でどういう形でされたのかということが、１点ですね。 

 それから、失格者が５件出てますね。これは予定価格については開示をされて、これをやった

ということの理解でよろしいんでしょうか。 

 ２点よろしくお願いします。 
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○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  資料の提出ということで、私のほうが、丸宮さんの会社説明を口答

でということで勘違いしておりましたので、まずはおわびいたします。 

 丸宮さんの会社については、先ほどの説明したとおりなんですけれども、今回の参加資格とい

うところで、そちらのほうをまず説明さしていただきますけれども、構成員の数をまず２社とい

うことで限定しております。 

 代表者の出資比率は問わないということで、ただし他の構成員の子のほう、親がどこがあって

子のほうが３０％以上ということで定めております。代表者は、宮崎県内に建設業法第５条第

２号に定める、主たる本社または営業所等を置くことということで、他の構成員は、三股町内に

主たる本社を置くものであること。それから、経営規模等評価結果通知書、いわゆる総合評定値

の通知書が、代表者にあっては８５０点以上、他の構成員にあっては６５０点ということで、丸

宮さんにおいては１０１５点持っていらっしゃいます。 

 あとは代表者にあっては、監理技術者としての建築一式工事に係る監督技術者資格をというこ

とで、そういう職員も配置されるのが確認されております。それから先ほど口答で言いましたけ

れど、１０年間において、工事概要と同種の建築工事について、元請としての施工実績を有する

ものと。 

 それから、今年度からつけ足したのが、代表者及び構成員が暴力団等に一切かかわりがないこ

とということで、条件を付したとこでございまして、このＪＶに関してはその要件をすべて満た

していたということでございます。 

 先ほども言いましたけど、丸宮さんの情報は、会社名そして所在地、そして現在の２０年度、

２１年度における県営それから市営団地の実績等、それから総合評定値の１０１５点という情報

を今のところ持っておりますので、公開いたします。 

 それから、２点目が、（「失格」と呼ぶ者あり）失格は、３項のところに最低制限比較価格と

いうことで書いてございますけれども、これを上回らなかったというところで、（「予定価格」

と呼ぶ者あり）予定価格は、公表いたしております。すいません。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  それで、次の４４号についてお伺いをいたします。 

 この４４号について、９社の、要するに手を挙げられた方がいらっしゃると思うんですが、こ

の技術評価点については、事前にこの業者の方は関知しているのか。 

 要するに、公正性、公明性という立場からとると、それはどういうことであったのか。また、

三股町にも同種の業者様がいらっしゃると思うんですが、一般競争入札という建前の条件つきの

線引きは、どういうふうにされているのか、ちょっとお伺いします。 
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○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  まず、今回の入札の参加資格でございますけれども、先ほど言いま

した総合評定値が、三股町内に本店を有する企業につきましては、Ａランクに格付されているこ

と、それから都城市内に本店を有する者については、７５０点以上の評定値を有する者というも

のということで限定してございます。 

 技術評価点の内容につきましては、まずは過去１０年間の同種工事の施工実績、それから過去

２年間の工事成績点の平均、それからＩＳＯの取得状況、それから地域内における主たる営業所

等の所在地、今言いました本社の位置です。それから、ボランティアの実績、消防団等の有無、

障害者の雇用状況、町民の雇用、特別徴収事業所ということで、８つの項目について評価をして

おります。 

 今のをもとに、各事業所より書類を提出していただきまして、それを評価という、技術点のほ

うの評価ということで反映しております。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  ちょっと忘れてました。前の４３号の中で親と子がおって、親と

子だけではすみませんよね。必ず子の下には下があり、孫がある、こういきますね。 

 そこで、町長にお伺いしますが、この入札をされたときに、町長はこの８社に対して、落札し

てからいろんなことを言うのは、これは圧力になりますけども、入札前に何らかのお願いか、私

が言いたいのは、例えば、下請、孫請に対する配慮、それから工事に対する配慮、いつも、私は

問題にしてるんですけども、「町内業者優先しましたよ」と言われても、実はトラックには都城

ですか、宮崎の名前をつけたのがかなり入って来るという、あんまり、町内業者はどこまでなの

かという、大変疑問を思ってるもんですから、そういうアクションを起こされたのかどうかをお

聞きをしたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  説明会を、まあ、子だけの説明会ということになりますけれども、

それを開催いたしました。その際、できるだけということで話はしたところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  子はしょせん子なんですね。子はしょせん子です。出資率が７対

３てなっても、７のほうが力を持っているのに決まってるわけですし。親のほうから見た子は、

しょせん下請ぐらいにしか考えてないです。すいません。 

 出資比率の話から言うと、そういうことになりますので、子だけにしても、子の力というのは、

あんまりあるやに思ってないんですが、やっぱり、この案件をひっくるめて、今から先の公共工

事の発注の仕方について、町長に所信もう一回お願いしたいと思います。 
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○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  今回、この工事を発注するに当たりまして、最低制限価格、そちらのほ

うの見直しを行いました。あれこれつきましては、やはり国、県の動向等を踏まえながら、やは

り今までよりこの建築工事、競争が働きますので、厳しいんではなかろうかという話等も伺って

おりましたので、今回４月１日からということで、それも十分この事業所等に周知する必要があ

るということで、それについて、きちっと担当課のほうから十分念を押して、今回、失格が出た

わけなんですけれども、そのあたりを十分説明するようにというお話をさせていただきました。 

 そして、ただいまご指摘がありましたように、やはり町内の業者、そちらのほうに仕事が回る

ように、そのあたりについて十分配慮したいと考えまして、これはこのご指摘のとおりでござい

ますけれども、落札者を呼んで、そちらのほうの、あいさつがてらですけど、ぜひ町内の業者を

使っていただきたいということを念を押したいと。 

 そしてまた、ここに上がってませんけど、電気工事関係は、町外の業者で九南さんがおとりに

なったわけなんですけど、町内業者のほうにも、下請がある場合には、必ず町内業者を使うよう

にいうお話をさせていただきました。 

 また、この丸宮さん、才田さんですけど、こちらのほうとの契約を結ぶわけなんですけれども、

そのあたりについても、要するに下請関係につきましては、必ず承認願が出てきますので、そう

いうのを含めて、ぜひ町内業者のほうに配慮されるようにお願いしたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  発注してから、これについてこうしてくれと言うのは、これはも

う越権行為ですよ。どっから見積もりとってしたのかということになるわけですよね。 

 例えば、宮崎から持ってきたほうが安かったんですよと、三股町からあえてそれをやるとする

と高くなるんですよと。こういうふうに、なりかねないんですね。だからこれは、町長のほうで

現説をするなり、入札をする前に、どこがとられるかわかりません、わからないんですけれども、

発注をされるときに、三股町の業者を主に、例えば見積もりをお願いできませんでしょうかとい

うような形をとらないと、もうお金が決まった後でそれからするのは越権行為ですわ。要するに

その業者が、それはおかしいと言われたらどうにもならん。設計変更してくれと言われたら、ど

うもなりません。だから、それを踏まえて入札に臨んでくださいと、こういう踏み込んだことを

しないと、それはちょっと無理だろうと。 

 要するに、この案件についての話だけではなくて、今から発注されるときに、やっぱりどうい

う業者が出入りするんだということを、その下請のあれが来るとかそのときチェックする、それ

は無理です。それは無理ですよ。それはしょせん無理な話です。 
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 だから、その前に、その前に町長が集めて話をされるときに、親子そろってる状態をつくって、

これについては、こういう三股町は何で特定ＪＶを組まざるを得なかったかということも踏まえ

た上で、話をしてもらわないと、事後は無理なので、事後はですね。だから子だけに言っても、

子の力は３出しても多分１とか、そのくらいの力しかありません。技術者もそうですし、それか

ら力関係もそうなっていきますので、このやり方が、すべてがだめだという話ではないんですが、

再度、検討願いたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  趣旨は十分わかりました。 

 ただ、ＪＶを組んだときに、ＪＶ同士の顔合わせというのは、絶対しないようにしてます。要

するに、どの業者が参加するかというとこは、当日でないとわからないと。すべての、この一般

競争入札関係はそうでございます。 

 事前に顔合わせますと、皆さん方のどういうふうなメンバーであるということがわかりますの

で、ですから、そういう意味合いからは、一緒になってそんなできませんけれども、趣旨は十分

理解しながら、あるいは、町内業者のほうに仕事が回っていくということが大事でございますの

で、そういう視点から、検討させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  もう一回、なら。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  それはよろしくお願いしたいと思います。特に、親子会わせて、

みんなで会わせてだめだということであれば、例えば、例えば文書にあらわすとこれは大変でし

ょうけれども、親だけ集める、事前にわかってるわけですから、別に親に個別に話をするとか。

文書であらわすと大変な問題になるとは思いますが、そこら辺を親に対する考え方もしてほしい

と思います。 

 どの業者さんも、みんな知っているんですよね。事前に、三股町にある業者と組んでくれとか

話をすると、どこと組んだと全部知ってます。だから、そういう話の中ですけれども、それは行

政の中では、それは多分できないでしょうから、そういうことを踏まえて、善処方を特によろし

くお願いします。 

○議長（山中 則夫君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  ないようですので、議案第４３号から第４４号までの２議案の質疑を終

結します。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．討論・採決 

○議長（山中 則夫君）  日程第５、討論・採決を行います。 

 議案第３５号「専決処分した事件の報告及び承認について（三股町税条例の一部を改正する条

例）」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  ３５号なんですが、住宅用地の負担調整措置の見直しというふう

なところで、反対討論いたします。 

 １２年度は、固定資産税の評価替の年です。住宅用地の固定資産税は、１９９２年の通達で評

価額を取引価格に近づけるとして、公示価格の二、三割程度から７割水準まで引き上げたために、

評価額が一気に上がりました。その激変緩和のために、負担調整措置が設けられておりますが、

その結果、地価が下がり続けても税負担がふえるという矛盾が生じております。 

 地価公示価格の下落は、９３年度を１００として、２０１０年度は４４％ですが、税負担は

３５％も増加しております。今年度は、経過措置が１０分の９以上の据え置きが、１０分の８以

上の据え置き廃止がなくなるわけですが、そのために、住民の方々、わずかではありますが、固

定資産税がわずかですが上がるということになります。よって、反対をいたします。 

○議長（山中 則夫君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。ご異議があるようですから、起立による採決をします。議案第

３５号は原案のとおり承認することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山中 則夫君）  起立多数であります。よって、議案第３５号は原案のとおり承認するこ

とに決しました。 

 議案第３６号「専決処分した事件の報告及び承認について（三股町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例）」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第３６号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、議案第３６号は原案のとおり承認されま
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した。 

 議案第３７号「専決処分した事件の報告及び承認について（平成２３年度三股町一般会計補正

予算（第８号））」を議題として、討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第３７号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、議案第３７号は原案のとおり承認されま

した。 

 議案第３８号「専決処分した事件の報告及び承認について（平成２３年度三股町国民健康保険

特別会計補正予算（第５号））」を議題として、討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第３８号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、議案第３８号は原案のとおり承認されま

した。 

 議案第３９号「専決処分した事件の報告及び承認について（平成２３年度三股町介護保険特別

会計補正予算（第５号））」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第３９号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、議案第３９号は原案のとおり承認されま

した。 

 議案第４０号「専決処分した事件の報告及び承認について（平成２３年度三股町梶山地区農業

集落排水事業特別会計補正予算（第２号））」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第４０号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、議案第４０号は原案のとおり承認されま

した。 

 議案第４１号「専決処分した事件の報告及び承認について（平成２３年度三股町宮村南部地区

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号））」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第４１号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、議案第４１号は原案のとおり承認されま

した。 

 議案第４２号「専決処分した事件の報告及び承認について（平成２３年度三股町公共下水道事

業特別会計補正予算（第４号））」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第４２号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、議案第４２号は原案のとおり承認されま

した。 

 議案第４３号「工事請負契約の締結について（平成２４年度塚原団地Ｂ棟建築主体工事）」を

議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第４３号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４３号は原案のとおり決しま

した。 
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 議案第４４号「工事請負契約の締結について（平成２４年度塚原団地Ｂ棟機械設備工事）」を

議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第４４号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４４号は原案のとおり決しま

した。 

 ここで、しばらく本会議を休憩し、全員協議会を開きます。 

午前11時02分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時05分再開 

○議長（山中 則夫君）  それでは、休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（山中 則夫君）  それでは、以上で平成２４年第２回三股町議会臨時会を閉会いたします。 

午前11時05閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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                                   議  長  山中 則夫 

                                   署名議員  堀内 義郎 

                                   署名議員  上西 祐子 
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 三股町告示第22号 

  平成24年第３回三股町議会定例会を次のとおり招集する。 

     平成24年６月７日 

                               三股町長 木佐貫 辰生 

 １ 期 日  平成24年６月11日 

 ２ 場 所  三股町議会議場 

────────────────────────────── 

 ○開会日に応招した議員 

池邉 美紀君         佐澤 靖彦君 

堀内 義郎君         内村 立澤君 

福永 燧文君         指宿 秋廣君 

上西 祐子君         大久保義直君 

重久 邦仁君         池田 克子君 

山中 則夫君         桑畑 浩三君 

────────────────────────────── 

 ○６月13日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

 ○６月19日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

 ○６月20日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

 ○６月22日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

 ○応招しなかった議員 

 

 
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 

平成24年 第３回（定例） 三 股 町 議 会 会 議 録 （第１日） 

                             平成24年６月11日（月曜日） 

 

議事日程（第１号） 

                         平成24年６月11日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期決定の件について 

 日程第３ 議案第４５号から議案第５５号までの１１議案及び発議１件並びに報告４件一括上 

      程 

 日程第４ 質疑・討論・採決（発議第１号） 

 日程第５ 三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の設置について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期決定の件について 

 日程第３ 議案第４５号から議案第５５号までの１１議案及び発議１件並びに報告４件一括上 

      程 

 日程第４ 質疑・討論・採決（発議第１号） 

 日程第５ 三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の設置について 

────────────────────────────── 

出席議員（11名） 

２番 佐澤 靖彦君        ３番 堀内 義郎君 

４番 内村 立澤君        ５番 福永 燧文君 

６番 指宿 秋廣君        ７番 上西 祐子君 

８番 大久保義直君        ９番 重久 邦仁君 

10番 池田 克子君        11番 山中 則夫君 

12番 桑畑 浩三君                  

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

１番 池邉 美紀君                  

────────────────────────────── 
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欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 上村 陽一君        書記 久寿米木和明君 

                 書記 谷口  光君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  木佐貫辰生君   副町長  石崎 敬三君 

教育長  田中 久光君   総務課長兼町民室長  大脇 哲朗君 

地域政策室長  西村 尚彦君   税務財政課長  渡邊 知昌君 

町民保健課長  山元 宏一君   福祉課長補佐  東  光吉君 

産業振興課長  丸山浩一郎君   都市整備課長  下沖 常美君 

環境水道課長  鍋倉 祐三君   教育課長  重信 和人君 

会計課長  財部 一美君                       

 

午前10時00分開会 

○議長（山中 則夫君）  おはようございます。 

 開会前でありますが、昨年２３年の１０月に全協で決定しておりました町旗・国旗が本日から

掲揚されました。お知らせしておきます。 

 それと、池邉君より、忌引により本日より１４日まで欠席との届けが出されておりますので報

告いたします。 

 ただいまから平成２４年第３回三股町議会定例会を開会します。 

 ただいまの出席議員は１１名、定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（山中 則夫君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今会期中の会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、議長において４番、内村君、

１２番、桑畑君の２名を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期決定の件について 

○議長（山中 則夫君）  日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 議会運営委員長から報告をお願いします。議会運営委員長。 
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〔議会運営委員長 桑畑 浩三君 登壇〕 

○議会運営委員長（桑畑 浩三君）  それでは、議会運営委員会の協議結果についてご報告いたし

ます。 

 去る６月７日、議会運営委員会を開き、本日招集されました平成２４年第３回三股町議会定例

会の会期日程等について協議いたしました。 

 けさ、定例会に提案されました議案は、税条例の一部を改正する条例外の合計１１件、及び発

議１件、並びに報告４件であります。 

 なお、意見書案及び、人事案件が追加提案される予定であります。 

 この提出議案の内容等を踏まえ、当委員会において慎重に審査いたしました結果、本定例会の

会期は、本日から６月２２日までの１２日間とすることに決定しました。 

 会期日程は、お手元に配付されております案のとおりであります。 

 次に、議案第４９号「三股町まちづくり基本条例」の審査については、議員全員を委員とする

特別委員会、三股町まちづくり基本条例審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査するこ

とを決定したところであります。 

 以上で当委員会の報告を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  お諮りします。本定例会は、ただいまの議会運営委員長の報告のとおり、

本日より６月２２日までの１２日間とすることとしたいと思いますが、これにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議会運営委員長の報告のとおり決し

ました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．議案第４５号から議案５５号までの１１議案及び発議１件並びに報告４件一括上

程 

○議長（山中 則夫君）  日程第３、議案第４５号から、議案５５号までの１１議案及び発議１件

並びに報告４件を一括して議題とします。 

 ここで提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  おはようございます。平成２４年第３回三股町議会定例会に上程いたし

ました各議案について、その提案理由の説明を申し上げます。 

 まず、議案第４５号「三股町税条例の一部を改正する条例」について、ご説明申し上げます。 

 町民税の寄附金に関する税額控除については、平成２０年４月３０日に町税条例の一部を改正
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し、地方公共団体や共同募金会、日本赤十字社に対する寄附金を対象として施行しておりました

が、寄附金文化醸成と公益活動推進の観点から、さらに寄附金の税額控除を拡大するため、所要

の改正を行うものであります。 

 今回の改正では、県や県内市町村の動向を踏まえ、地方税法の規定に基づく寄附金のうち、県

内に主たる事務所を有する法人、または施設を設置する法人に対する寄附金を税額控除の対象と

するものであります。 

 次に、議案第４６号「三股町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」についてご説明申し

上げます。 

 本案は、平成２３年分の収入申告に基づき、平成２４年度国民健康保険税率を改正するもので

あります。 

 改正の内容は、所得割について医療費分及び介護分をそれぞれ引き上げ、後期高齢者支援分を

引き下げ、資産割について医療費分、介護分及び後期高齢者支援金分をそれぞれ引き上げるもの

であります。また、均等割について医療費分、介護分及び後期高齢者支援分をそれぞれ引き上げ、

平等割について医療費分及び介護分をそれぞれ引き下げ、後期高齢者支援分を引き上げるもので

あります。 

 次に、議案第４７号「三股町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例」について、

ご説明申し上げます。 

 本案は、住民基本台帳法改正に伴い、印鑑登録及び証明に関する事項を改正するものでありま

す。 

 改正の内容は、本年７月９日から外国人が住民基本台帳に登載されることに伴い、外国人の印

鑑登録等に関し、外国人も町民と同じような手続で印鑑登録等を処理できるようにするものであ

ります。 

 次に、議案第４８号「三股町母子及び父子家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条

例」について、ご説明申し上げます。 

 本案は、母子家庭及び父子家庭で扶養されている、当該年度末で１８歳以下の者に対する医療

費の一部助成に関する規定を町外の中学校に住民票を移して在学する児童にも適用させるために

も条例を改正しようとするものであります。 

 次に、議案第４９号「三股町まちづくり基本条例」について、ご説明申し上げます。 

 本案は、これから少子高齢化が進む中、また厳しい経済・財政状況の中、自主、自立の道を選

択した本町において、「自立と協働でつくる元気なまち三股」を実現するため、法の規定に基づ

く二元代表制のもと、町民と町役場がまちづくりに関するお互いの情報を共有しながら、町民が

まちづくりへ参加し町役場と協力して町民主体のまちづくりを進めるために本条例を制定しよう
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とするものであります。 

 次に、議案第５０号「三股町環境基本条例」について、ご説明申し上げます。 

 本案は、本町の環境保全について新たに条例を制定するものであります。資源やエネルギーを

大量に消費する現代社会は、豊かな生活をもたらす一方で環境への負荷を増大させ、地域の環境

のみならず、地球環境まで脅かされています。豊かな自然環境に恵まれた私たちのふるさと「み

また」を次の世代に引き継いでいくために、本条例を制定しようとするものであります。 

 次に、議案第５１号「平成２４年度三股町一般会計補正予算（第１号）」について、ご説明申

し上げます。 

 本案は、人事異動に伴う給与費等のほか、補助金等の内示・決定等に基づき所要の補正措置を

行うものであります。 

 すなわち、歳入歳出の予算の総額８５億８,０００万円に、歳入歳出それぞれ３,６３５万

６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８６億１,６３５万６,０００円

とするものであります。 

 まず、歳入について主なものをご説明申し上げます。 

 国庫支出金は、住民基本台帳法改正及び外国人登録法の廃止によって、戸籍登録事務委託金を

増額補正するものであります。 

 県支出金は、農業振興補助金において、内示により人・農地プラン作成業務に係る補助金を、

林業費補助金において、森林整備加速化・林業再生事業による木材加工施設整備に係る補助金を

それぞれ追加補正するものであります。 

 また、諸収入においては、宝くじ社会貢献広報事業として実施されるコミュニティ助成事業補

助金を交付決定により追加補正するものであります。 

 次に、歳出について主なものをご説明申し上げます。 

 歳出の各費目にわたる給与費等については、本年４月の人事異動に伴う費目間及び会計間の組

み替えによる人件費の増減等を補正するものであります。 

 農林水産業費は、人・農地プラン作成事業に係る経費及び森林整備加速化・林業再生事業補助

金を追加補正するものであります。 

 教育費は、ルール改正によるバスケットコートライン引きの委託料及び自治公民館音響設備の

整備に係るコミュニティ助成事業補助金をそれぞれ追加補正するものであります。 

 第２表の債務負担行為については、教育用パソコン導入事業として、平成２３年度に追加補正

したところでありましたが、当該年度中に契約に至らなかったことから機器保守委託事業も含め、

再度債務負担行為を計上するものであります。 

 次に、議案第５２号「平成２４年度三股町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」につい
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て、ご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額３０億２,２６６万９,０００円に歳入歳出それぞれ１８４万円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０億２,４５０万９,０００円とするものであ

ります。 

 歳入歳出の主なものは、本年度の人事異動等による人件費の増減補正であります。 

 次に、議案第５３号「平成２４年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）」につい

て、ご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額２億２,３８３万６,０００円から歳入歳出それぞれ７９４万

２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億１,５８９万４,０００円と

するものであります。歳入歳出ともに本年度の人事異動等による人件費の減額であります。 

 次に、議案第５４号「平成２４年度三股町介護保険特別会計補正予算（第１号）」について、

ご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額１８億９,３７７万円から歳入歳出それぞれ４８万６,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８億９,３２８万４,０００円とするものであ

ります。 

 歳入については、保険料、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金及び繰入金をそれぞれ減額

するものであります。 

 歳出については、今年度の人事異動に伴う人件費を増減し、公用車修繕料を増額するものであ

ります。 

 次に、議案第５５号「平成２４年度三股町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第

１号）」について、ご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額１,２２９万３,０００円に歳入歳出それぞれ３万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,２３２万３,０００円とするものであります。 

 歳出について、包括支援センターの委託職員に主任ケアマネジャーの資格を取得させるための

受講料負担金３万円を補正し、歳入について繰入金を同額補正するものであります。 

 以上、１１議案について、それぞれ提案理由の説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認くださるようお願いいたします。 

 なお、今議会に報告４件を提出しております。 

 報告第２号「平成２３年度三股町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について」、報告第

３号「平成２３年度三股町水道事業会計継続費繰越計算書の報告について」、報告第４号「三股

町土地開発公社の平成２４年度事業計画及び予算」、報告第５号「三股町土地開発公社の平成

２３年度事業決算の報告について」は、それぞれ関係法令の規定により、議会に報告するもので
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あります。 

 よろしくご理解をいただきますようお願いいたします。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  次に、発議第１号について、提出者の趣旨説明を求めます。桑畑君。 

〔１２番 桑畑 浩三君 登壇〕 

○議員（１２番 桑畑 浩三君）  発議第１号「三股町議会基本条例の一部を改正する条例」につ

いて、提案理由の説明をいたします。 

 この一部改正は、昨年５月２日に地方自治法の改正が行われ、行政の運営を図るための基本構

想及び計画を策定する場合に議会の議決が必要であるとした第２条第４項の規定が削除されまし

た。そのため、このたび、三股町議会基本条例第９条第１項を改正しようとするものであります。 

 改正の内容は、行政を運営するための基本構想の策定事務については、議決を必要としなくな

りましたが、本町議会においては、今までどおり議決を必要とすることとし、新旧対照表にあり

ますように、改正部分に下線を引いておりますが、「法第２条第４項に規定する」としたものを

「町における総合的かつ計画的な行政運営を図るため」に改め、「基本構想」の次に、「及び基

本構想」を加えるものでございます。 

 ご賛同くださいますよう、よろしくお願いします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程４．質疑・討論・採決（発議第１号） 

○議長（山中 則夫君）  日程第４、発議第１号「三股町議会基本条例の一部を改正する条例」の

質疑・討論・採決を行います。質疑はありませんか。（発言する者あり）今の発言に対してです。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  質疑もないのでこれにて質疑を終結します。 

 これより討論を行います。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないのでこれにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 発議第１号は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、発議第１号は原案のとおり可決されまし
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た。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の設置について 

○議長（山中 則夫君）  日程第５、三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の設置についてを

議題とします。 

 冒頭、議会運営委員長から議案第４９号「三股町まちづくり基本条例」の審査については、議

員全員を委員とする特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに決定したと報告をい

ただいたところであります。特別委員会の設置については、委員会条例第５条の規定により、必

要がある場合においては、議会の議決で置くとなっております。 

 お諮りします。議案第４９号「三股町まちづくり基本条例」の審査については、議員全員で構

成する特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４９号「三股町まちづくり基

本条例」の審査については、議員全員で構成する特別委員会を設置し、これに付託して審査する

ことに決定しました。 

 ここでお諮りします。議長は、地方自治法第１０５条の規定により、各常任委員会に出席して

発言することができます。また議長は、同法第１０４条の規定により、議場の秩序保持、議事の

整理、議会の事務のとおり、あるいは議会の代表者としての対外的な任務等その職責上から、三

股町まちづくり基本条例審査特別委員会の委員を辞退したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議長は、三股町まちづくり基本条例

審査特別委員会の委員を辞退することに決しました。 

 それでは、これより三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の正副常任委員長を委員会条例

第８条の規定により互選していただきたいと思います。 

 議事は年長の委員で進めていただくようお願いします。なお、副議長は、議長に事故あるとき

議長の代理を務めますので、委員長としての兼務は適当でないとの見解であります。よって、委

員会互選に当たってはそのように対処方お願いいたします。 

 ここで、しばらく本会議を休憩します。 

 議員の皆様は、全員協議会室にご移動お願いいたします。 

午前10時25分休憩 
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癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時34分再開 

○議長（山中 則夫君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 それでは、互選の結果を発表します。発表は局長にいたさせます。局長、お願いします。 

○事務局長（上村 陽一君）  それでは、発表します。 

 三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の委員長に指宿議員、副委員長に堀内議員。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  それでは、ただいま正副委員長が決定いたしました。三股町まちづくり

基本条例審査特別委員会は、１８日月曜日に一般会計予算決算常任委員会の後、議案審査に入っ

ていただきますようお願いいたします。 

 しばらく本会議を休憩し、全員協議会といたします。 

午前10時35分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時46分再開 

○議長（山中 則夫君）  休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（山中 則夫君）  以上で、本日の全日程を終了しましたので、これをもって本日の会議を

散会します。 

午前10時47分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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平成24年 第３回（定例） 三 股 町 議 会 会 議 録 （第３日） 

                             平成24年６月13日（水曜日） 

 

議事日程（第２号） 

                         平成24年６月13日 午前10時00分開議 

 日程第１ 総括質疑 

 日程第２ 常任委員会付託 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 総括質疑 

 日程第２ 常任委員会付託 

────────────────────────────── 

出席議員（11名） 

２番 佐澤 靖彦君        ３番 堀内 義郎君 

４番 内村 立澤君        ５番 福永 燧文君 

６番 指宿 秋廣君        ７番 上西 祐子君 

８番 大久保義直君        ９番 重久 邦仁君 

10番 池田 克子君        11番 山中 則夫君 

12番 桑畑 浩三君                  

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

１番 池邉 美紀君                  

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 上村 陽一君        書記 久寿米木和明君 

                 書記 谷口  光君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  木佐貫辰生君   副町長  石崎 敬三君 
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教育長  田中 久光君   総務課長兼町民室長  大脇 哲朗君 

地域政策室長  西村 尚彦君   税務財政課長  渡邊 知昌君 

町民保健課長  山元 宏一君   福祉課長補佐  東  光吉君 

産業振興課長  丸山浩一郎君   都市整備課長  下沖 常美君 

環境水道課長  鍋倉 祐三君   教育課長  重信 和人君 

会計課長  財部 一美君                       

 

午前10時00分開議 

○議長（山中 則夫君）  おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１１名、定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．総括質疑 

○議長（山中 則夫君）  日程第１、総括質疑を行います。 

 総括質疑は、今定例会の初日に提案されましたすべての議案及び報告に対しての質疑でありま

す。質疑は条例と予算の２つに分けて行います。くれぐれも一般質問のようにならないようにご

注意願います。 

 また、自己の所属する委員会が所管する議案に対しては、委員会の場で行ってください。 

 なお、質疑は会議規則により、同一の議題については、定例会では３回を超えることができな

いとなっております。 

 質疑の際は議案番号を明示の上、質疑をお願いします。 

 それでは、まず議案第４５号から第５０号までの条例改正等に対する質疑を行います。質疑あ

りませんか。上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  議案５０号、質問いたします。 

 環境基本条例のことですが、この３ページの１０条、１０条の騒音とか振動、悪臭、その他の

公害を防止するため、公害の原因となる行為に関し、必要な規制の措置を講ずるものとする。

２項の最後のほうに、同じようなことが書いてあります。このことに関して罰則とか、それから

科学的な根拠とかそういうふうなことは、どういうふうに審議されたのか、お尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  環境水道課長。 

○環境水道課長（鍋倉 祐三君）  お答えします。 

 今回提案しましたこの条例は、環境に関する施策の総括的な基本となる条例となりまして、必

要があればこの条例を根拠としまして、新たに保全条例などで規制とか、罰則規定を設けていく

ことになります。だから、今回、提案したのは、大もとには全般的なことを書いてあります。 
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 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  じゃ、この後にまた、そういう細かい規制とか規則とかそういう

ふうなのは考えて、またつくっていくというふうな立場なんですね。 

○議長（山中 則夫君）  環境水道課長。 

○環境水道課長（鍋倉 祐三君）  今後、まずは三股町の環境基本計画、こちらの策定に当たりま

す。この中で、そういう罰則規定とかそういうのが必要となれば、当然、そういう条例の検討も、

あわせて検討していくことになると思います。 

○議員（７番 上西 祐子君）  わかりました。 

○議長（山中 則夫君）  ほかにありませんか。指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  自分の所管に関することですけども、委員会に町長はお見えにな

りませんので、来ていただければまたそれでもいいんですけども、根幹をなすことですので、あ

えて質問させていただきます。 

 議案第４６号「国民健康保険税条例の一部を改正する条例」について、お聞きをいたします。 

 今回必要な、原資があって上げざるを得ないという趣旨はよくわかるんですが、今回、固定資

産税は評価替で前年度よりも課税総体が減っています。減っているにもかかわらず、今回、固定

資産割の全体をとる率を上げていらっしゃる。それで、課税総体が下がっているのに、国保税と

しては資産割に重心を移してしまうということは、これ、ちょっと間違いではないのかなという

ふうに思います。 

 もともと固定資産は所得を生まないんですね。家、屋敷持っていらっしゃるだけですから。こ

の人たちが、もし、その割が高くなってくると三股町に住むな、固定資産税は安いけれども国保

税は資産割が高いですよと。それが証拠に都城市は、この資料をもらうと、例えば医療分で都城

市は２１.６％ですよね。ところが、三股町は３３％、約１２％です。 

 前年度に比べても、今まで固定資産の４０％を、要するに、１０万円固定資産やれば４万円を

国保税としてまたもう１回いただきますよというのが、今回６０％に上がっています。というこ

とは、１０万円固定資産税がかかれば、去年までは４万円でよかったけども、ことしからは６万

いただきますよと、こう言っているわけですよね。そういう根本に関することについてどう認識

されたのか、お伺いいたします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  今回、国民健康保険運営協議会のほうに諮問するということで、内部の

ほうで担当課を交えて協議をいたしまして、この国保税率の決定についてどういう割合、負担割

合がいいのかとかいろいろと協議をさせていただきました。そのときの協議の基本的な考え方と
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いうところをお話しさせていただきたいと思います。 

 とりあえず、まずは、保険給付費総額が前年度に比べて約２億円、増してるということでござ

いますので、これをだれがどのように負担するかということになります。ですから、もうこれは

一般会計からの繰り出し、あるいは基金の取り崩しをしない限りは、これは上げざるを得ないと

いう状況が、まず前提としてございます。 

 それをもとに、収納率から割り戻したところの調定額を基礎額としまして、税率計算の説明を

担当課のほうからいろいろな試算がございまして、それを受けました。その基本的な考え方とし

まして、応益・応能の割合を５０・５０とすると。 

 それから、所得割、資産割、均等割、平等割、今お話をされていますが、こちらの割合比率、

これをどうするかというところで、これをこの地方税法の７０３条の４、ここに標準基礎課税総

額というのがございます。そちらのほうの応益、応能の負担割合というのがございまして、その

基準に基づいたところで、この割合を所得割４０、資産割１０、均等割３５、平等割１５と、こ

れに近づける。 

 それから資産割、均等割、平等割については、前年度と比べて、変化の割合を１０％以内に抑

えるというような点を基本的な考え方としまして、それぞれの試算、１３ぐらいありましたけれ

ど、いろいろと検討させていただきました。 

 その検討の中で、前年度と比較しまして、１人当たりの調定額をできるだけ抑える。そして、

調定額に対する不足の予算額を徴収が可能な努力の範囲内とするとか。そして、一般標準世帯の

負担額を隣の町よりも低く抑える。 

 そういうふうなものを念頭に置きながら、検討させていただいたところでございます。今言わ

れますように、その資産割の割合が、前年度が２４.５が３３になったと非常にひっかかりまし

た。その点も、いろいろと担当課のほうと協議をさせていただきましたけれども、どういう組み

合わせにするかというところ、細かく議論はしておりませんけれども、しかし、そこの部分を、

先ほど言いました隣の町、あるいは前年度１人当たりの標準額平均の、そのあたりをいかに抑え

るか。そういう総合的な観点から比率等を、国民健康保険運営協議会のほうに諮問等をして、さ

せていただいたところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  後、委員会で論議せにゃいかんとでしょうけれども、私が聞きた

かったのは、今回課税の見直しに当たって評価が下がった、下がるということが想定できてるし、

わかっている中で、なぜ、あえて今までの率に大きい数を掛けなければいけないのかということ

が大きな問題なんですよ。 

 先ほど言われた応能・応益の５０・５０というのは原則が５％、プラマイがあって４５・
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５５でもいっちょん構わんわけですよね。それは、その原則論はわかるんですよ。だけど、それ

をことしはこういうふうに課税が下がったので、そういう上げざるを得ないとしても、もしこれ

を据え置いた、資産割を据え置いた場合には、ならば所得割はほんならどうなるのかという試算

がこれにないんですよ、これには。 

 だから、資産割合というのを率からいくんではなくて、払う人の痛みというところから見ると、

所得にシフトしないと、資産にシフトすると、それは収入を得てないわけだから、固定資産とい

うのは。 

 だから、例えば町長だって、今、共済に入ってらっしゃるけども、固定資産割とか人頭割、世

帯割ってきたら大変ですよ。今、町長は所得割しか払ってらっしゃらないでしょう。だから、国

保税はそういうような理不尽な税負担だということをわかった上であれば、少し固定資産割とい

うのは、もう少し抑えようかなという話になったはずだということを申し上げておきたいと思い

ます。 

 もし、やはりやればまた委員会にも来てもらわにゃいかんのかなと思いますけれども、もし、

そういうことがもし論議されたんであれば一言だけ。なければいいです。 

○議長（山中 則夫君）  町民保健課長。 

○町民保健課長（山元 宏一君）  この中で、町長と検討したところは先ほど言いました、地方税

法７０３条の４におきまして、応能・応益、５０・５０に対しまして、これに近づけるというこ

とで検討いたしました。規則につきまして、応能が５０でありますが、所得を４０、これを

４１.１、前年度４３でありましたけど、資産割が１０、これを９.２、前年度は８と、そういう

ふうに調整していったものであります。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  最後に、これだけは言っておきたいと思います。この運協資料の

中で７ページですけれども、課税総所得額が２２億しかないのに、課税総額は３億３,０００万

掛けてるんです。かかってるんですよ。要するに、所得は２２億ありますよと、国保税だけで

３億３,０００万いただきますよと、こういうふうに書かれているわけですから、それだけ大変

重い税を町民の皆さんに賦課しようということなので、自分が払うような気持ちで賦課してほし

いと。 

 要するに、審議会といっても原案があって審議会ですから、執行部側の原案というときに、こ

こは考えながらしないと、都城市ですら、税金が高い高いと言われてるけど、資産割については

こうやって抑えているんですよ、矛盾があるから。そういうことも踏まえておいてほしいと思い

ます。 

 以上です。 
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○議長（山中 則夫君）  ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  それでは次に、議案第５１号から第５５号までの平成２４年度補正予算

に対する質疑を行います。質疑ありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  それではないようですので、議案第５１号から第５５号までの平成

２４年度補正予算に対する質疑を終結いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．常任委員会付託 

○議長（山中 則夫君）  日程第２、常任委員会付託を行います。 

 お諮りします。各議案は付託表（案）のとおり、それぞれの常任委員会に付託することにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって各議案はそれぞれの常任委員会に付託する

ことに決しました。 

 本日の議事日程は以上ですが、今後、各常任委員会におかれましては、委員会の審査日程を協

議の上、本日中に事務局に提出ください。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（山中 則夫君）  以上で本日の全日程を終了します。これをもって、本日の会議を散会し

ます。 

○事務局長（上村 陽一君）  起立、礼。 

午前10時18分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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平成24年 第３回（定例） 三 股 町 議 会 会 議 録 （第９日） 

                             平成24年６月19日（火曜日） 

 

議事日程（第３号） 

                         平成24年６月19日 午前10時00分開議 

 日程第１ 追加議案の取扱いについて 

 日程第２ 議案第５６号及び議案第５７号上程 

 日程第３ 質疑・討論・採決（議案第５６号及び議案第５７号） 

 日程第４ 一般質問 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 追加議案の取扱いについて 

 日程第２ 議案第５６号及び議案第５７号上程 

 日程第３ 質疑・討論・採決（議案第５６号及び議案第５７号） 

 日程第４ 一般質問 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 池邉 美紀君        ２番 佐澤 靖彦君 

３番 堀内 義郎君        ４番 内村 立澤君 

５番 福永 燧文君        ６番 指宿 秋廣君 

７番 上西 祐子君        ８番 大久保義直君 

９番 重久 邦仁君        10番 池田 克子君 

11番 山中 則夫君        12番 桑畑 浩三君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 上村 陽一君        書記 久寿米木和明君 

                 書記 谷口  光君 
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────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  木佐貫辰生君   副町長  石崎 敬三君 

教育長  田中 久光君   総務課長兼町民室長  大脇 哲朗君 

地域政策室長  西村 尚彦君   税務財政課長  渡邊 知昌君 

町民保健課長  山元 宏一君   福祉課長補佐  東  光吉君 

産業振興課長  丸山浩一郎君   都市整備課長  下沖 常美君 

環境水道課長  鍋倉 祐三君   教育課長  重信 和人君 

会計課長  財部 一美君                       

 

午前10時00分開議 

○議長（山中 則夫君）  おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１２名、定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．追加議案の取扱いについて 

○議長（山中 則夫君）  日程第１、追加議案の取扱いについてを議題といたします。 

 議会運営委員長より報告をお願いします。議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 桑畑 浩三君 登壇〕 

○議会運営委員長（桑畑 浩三君）  それでは、議会運営委員会の協議の結果について報告いたし

ます。 

 昨日１８日の午前９時半から議会運営委員会を開き、本日追加提案されます議案の取り扱いに

ついて協議いたしました。 

 その結果、議案第５６号「教育委員会委員の任命について」及び議案第５７号「固定資産評価

員の選任について」は、本日、委員会付託を省略し一般質問の前に全体審議で措置することに決

しました。 

 以上、報告終わります。 

○議長（山中 則夫君）  お諮りします。議案第５６号及び議案第５７号については、ただいまの

議会運営委員長の報告のとおり、本日委員会付託を省略し、一般質問の前に全体審議で措置する

ことにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５６号及び議案第５７号につ

いては、本日委員会付託を省略し、一般質問の前に全体審議で措置することに決しました。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．議案第５６号及び議案第５７号上程 

○議長（山中 則夫君）  日程第２、議案第５６号及び議案第５７号を議題とします。 

 ここで提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  おはようございます。本日、追加上程いたしました２議案につきまして、

その提案理由の説明を申しあげます。 

 まず議案第５６号「教育委員会委員の任命について」ご説明申し上げます。 

 本案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に基づき、教育委員会

委員の任命について議会の同意を求めるものであります。 

 現在の教育は、生涯学習の推進、国際化、情報化等の進展と相まって青少年非行の増大と大き

な社会問題化も危惧されております。また文明と自然との調和を目指して香り高い文化を創造し、

豊かな心と国際社会に適応する教育の推進並びに家庭や地域社会との緊密な連携が求められる等、

教育委員会委員の機能と役割は大きなものがあります。 

 現在、本町の教育委員として要職に就いておられます田中久光氏の任期が平成２４年６月

２０日付で満了となります。氏につきましては今期をもって退任されることになりますが、２期

８年間にわたり常に本町の教育の発展、振興に積極的なお取り組みを賜りこれまでの崇高なるご

尽力に対し深く敬意を表する次第であります。 

 そこで、後任につきまして種々検討の結果、岩﨑健一郎氏を最適任者として任命いたしたく議

会の同意を求めるものであります。 

 次に議案第５７号「固定資産評価員の選任について」ご説明申し上げます。 

 本案は、固定資産評価員の選任について議会の同意を求めるものであります。ご存じのように

同評価員は町内の固定資産を適正に評価し、町長が行う価格決定を補助するため、地方税法第

４０４条の規定によりその設置が定められているところでありますが、固定資産の評価に関する

知識及び経験を有する者のうちから、町長が議会の同意を得て選任することになっております。 

 従来、本町における評価員は所管の税務主管課長を専任いたしておりますが、４月１日付の人

事異動によりまして主管課長に異動があり、渡邊知昌氏を固定資産評価員としてここにご提案申

し上げるものであります。 

 以上、２議案についてそれぞれ提案理由の説明を申しあげましたが、よろしくご審議の上、ご

同意くださるようお願いいたします。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  ここで、補足説明があれば許します。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．質疑・討論・採決（議案第５６号及び議案第５７号） 

○議長（山中 則夫君）  日程第３、質疑・討論・採決を行います。議案第５６号「教育委員会委

員の任命について」を議題として、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  質疑もないので、これにて質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。この採決は三股町議会会議規則第８１条第１項の規定により無記名

投票で行います。 

 なお、この投票は第８４条の規定により第２７条から第３４条までの選挙規定を準用して行い

ます。議場の閉鎖を命じます。 

〔議場閉鎖〕 

○議長（山中 則夫君）  ただいまの出席議員は議長を除き１１名であります。 

 念のため申しあげます。この投票は単記無記名であります。本案に同意の方は賛成と、同意さ

れない方は反対と記名願います。なお白票は会議規則第８３条の規定により反対とみなします。 

 それでは投票用紙を配付します。 

〔投票用紙配付〕 

○議長（山中 則夫君）  投票用紙の配付漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  配付漏れなしと認めます。 

 ここで投票箱を点検します。 

〔投票箱点検〕 

○議長（山中 則夫君）  異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。１番池邉君より順次投票をお願いします。 

〔議員投票〕 

○議長（山中 則夫君）  投票漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  投票漏れなしと認めます。投票を終了します。 

 ただいまより開票を行います。会議規則第３１条第２項の規定により立会人に５番、福永君、

１０番、池田さんを指名します。 
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 なお、開票事務は事務局職員が行います。 

〔開票〕 

○議長（山中 則夫君）  投票の結果を発表します。 

 投票総数１１票、このうち有効投票１１票、無効投票０票であります。有効投票のうち、賛成

１０票、反対１票であります。 

 以上のとおり賛成が多数であります。したがって、議案第５６号は原案のとおり同意すること

に決しました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

〔議場開鎖〕 

○議長（山中 則夫君）  次に議案第５７号ですが、ここで渡邊税務財政課長の退席を求めます。 

〔税務財政課長 渡邊 知昌君 退席〕 

○町長（木佐貫辰生君）  議案第５７号「固定資産評価員の選任について」を議題として質疑を行

います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  質疑もないので、これにて質疑を終結します。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第５７号は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。しがたって議案第５７号は原案のとおり同意する

ことに決しました。 

 渡邊税務財政課長の入場を許可します。 

〔税務財政課長 渡邊 知昌君 入場〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．一般質問 

○議長（山中 則夫君）  日程第４、一般質問を行います。発言については、申し合わせ事項を遵

守して発言してください。 

 発言順位１番、池邉君。 

〔１番 池邉 美紀君 登壇〕 

○議員（１番 池邉 美紀君）  改めまして、おはようございます。 

 先月５月下旬、２９、３０、３１、３日間かけて、議会報告会が行われました。３日間で
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１５７名の参加、この数が三股町議会に対する期待の現状であれば、寂しい限りではありますけ

れども、議会報告会をしたことで参加者から三股町の現状がよく理解できた、議員が三股町民の

ために頑張っていることがよくわかった等と、ありがたい言葉もいただきました。 

 また、これから膨れ上がる歳費のことを知って合併がなされないように頑張ってほしいという

意見もいただきました。 

 宮崎日日新聞にも担当記者の感想がありましたが、私たち議員はもっと期待していただけるよ

うに頑張っていかなければならないと素直に感じた次第でございます。 

 私としては議会報告会を通して、もっと身近な議会を目指さなければならないと思いましたし、

私たち議員がどれだけふるさと三股町のためを思って活動しているかをもっとお知らせする必要

があると感じました。 

 こういったことも先輩議員が議会基本条例を立ち上げて開かれた議会として、報告会を開いた

ことで大きな改革が前に進んでいるという実感があります。少しずつかもしれませんが、多くの

町民がふるさとのこと、自分たちの生活にかかわることが決められている場としての議会に興味

を示してくれることを願うところでございます。 

 その議会報告会の成果の一つのあらわれとして、今回一般質問者が１１名という三股町議会始

まって以来のすばらしい状況となっております。私は三股町議会の僥倖といいますか、新しい幕

あけ、三股町議会活性化の新しい歴史の１ページを感じているところでございます。町長からも

ぜひ三股町議会報告会の感想をお聞きしたいというふうに思います。 

 それから、私事でありますが、先日父が他界をいたしました。本当に沢山のご厚情に心から感

謝を申し上げますとともに、ふるさとのためにもっともっと頑張ろうという気持ちが一段と大き

くなりました。 

 父は製薬会社を脱サラして２０代にこの三股町に来て、ヤマメの養殖を始めた。当時かなりの

貧乏な生活でしたが、そこには夢と希望がありました。平成２年に男のロマンといっておりまし

た「しゃくなげの森」を設立。 

 父はこの三股町で多くの方に支えられて生涯を閉じました。生前義理人情に重きを置き、人助

けと恩返しをしっかりと行っておりました。そして、病床で私に対して町民のための議員なのだ

から、町民のためにふるさとのために頑張れと言葉をもらいました。亡くなった日からこのこと

をかみしめて実行しているところでございます。 

 私たち議員は選挙を通じ町民の負託を受けております。議員だから町民のために頑張るという

のは当たり前、もちろん役場の職員の方々も町長始めここにお集まりの担当課要職の方々も町民

のために働くことは当然であります。 

 しかしながら、この当たり前のことを日常の業務や活動に置きかえて行動するのはなかなか難
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しいわけであります。常に町民のためにということを唱えて活動していかなければならないと思

います。 

 わかりやすく言いますと職員も私たち議員も、場面場面でどちらかを選択しなければならない

場合がございます。常に町民のためになるのはどちらなのかということをしっかり見据えて決定

して、それを公表することが住民理解となるわけです。議会でいいますと議会報告会や広報紙が

それですが、今回の議会報告会を通じて、議員が町民のためにと熱い議論をしていることを、も

っともっと伝えなければならないと感じました。 

 執行部もそうであります。結果的なところは伝えているつもりかもしれませんが、そのプロセ

スなど職員の頑張り、町民のことを考えてこのようになったということ、つまり町民を思う気持

ちなどは余り伝わってないということです。ぜひ何らかの機会を見つけて結果こうなりましたが、

その中ではこのように町民のことを考えて皆さんが笑顔になるようにふるさとが元気になるよう

にこの結果となりましたと、そのように伝えていただきたいというふうに思います。 

 現在は三股町にホームページがありますので、ぜひそのあたりを、木佐貫町政はふるさとの事

を考えた三股町民にやさしい町政運営を行っているということを広く公表すべきであるというふ

うに思いますし、それが三股町に住んでよかった、三股町に住みたいということにつながってい

くと思います。ぜひご一考いただきたいというふうに思います。 

 それでは、通告していた質問です。 

 まず、過疎化対策についてであります。長田、梶山、宮村の過疎化対策の現状と今後の方針は

どのようなものかをお尋ねします。続きは質問席で行います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  ただいま議会報告会についての報告等を交えながら、一般質問のスター

トを切っていただきました。 

 この議会報告会、今回３日間１５７名というお話しでございました。我々行政のほうも地区座

談会やっておりますけれど、動員をかけるわけじゃなくて、まずは皆さん足を運んでくださいと

いうようなことでスタートを切りました。そんなに多くの方々にはまだ足を運んでいただいてお

りませんけれども、でも、やはり行政そしてまた議会が地元に出て行って町民の声に耳を傾け、

こういう行動自体がまず大事だろうというふうに考えてます。 

 ですから、今回町のほうでも行政のほうでも地区座談会としてではなくて集落座談会として、

もしよければ三股町３０の集落がございますけれども、そちらにすべて出ていこうと、年間通し

て行政のお話をさせて皆さんの声に耳を傾けるような努力をしたいという形で今現在地区公民館、

地域の集落公民館のほうに投げかけているところでございます。 
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 そういうことで、大変出前講座といいますか、そういう形での今回の議会の報告会、大変すば

らしいことではなかろうかというふうに思います。お互いが二元代表制ですから町民の声に基づ

いて、それぞれがそれぞれの立場でこの行政を前に進めていくということが大事でございますの

で、そういう意味合いから切磋琢磨するということで、これからもよろしくお願いしたいなとい

うふうに思います。 

 そしてまた、この質問の回答に入る前ですけれども、議員の父上である池邊紀典さんがご逝去

に対しまして一言申し上げたいと思います。 

 池邊紀典氏はヤマメの養殖、しゃくなげの森を通じまして三股町を県内外に大きく発信してい

ただきました。氏の並々ならぬご努力を通じて本町に残された功績は多大なるものがあるという

ふうに敬服いたしているところでございます。氏の職責に敬意を表し、心から感謝を申し上げま

す。改めてご冥福をお祈り申し上げたいというふうに思います。 

 では、質問の事項であります過疎化対策について、①長田、梶山、宮村の過疎化対策の現状と

今後の方針はどのようなものか、という質問につきまして回答させていただきます。 

 長田、梶山、宮村における過疎化対策につきましては、平成９年から過疎地域定住促進奨励金

の制度を導入するとともに、町開発公社での宅地分譲事業、簡易水道の統合化、ケーブルテレビ

の回線敷設等、そして、古くは新農業構造改善事業や辺地事業等で住みやすい地域としての整備

に取り組んでまいったところであります。 

 これまでの過疎対策奨励金の実績を申しあげますと、新築購入に転入、転居合わせて長田小学

校区で１６戸６５人、梶山小学校区で７３戸２８３人、宮村小学校区で３８戸１４２人、全体の

合計が１２７戸４９０人となっております。つまりそれだけこの過疎対策奨励金を活用しながら

人口増、あるいは人口の維持が図られたということだというふうに思います。 

 また、宅地分譲につきましては、梶山が第１次、１２区画、第２次が１０区画、宮村昨年度眺

霧台の分譲いたしましたが、そちらが２１区画となっております。 

 今後の方針につきましては、この過疎対策は、町だけでは当然解決できるものではなく、どの

ような方法がいいのか、これまで同様地元と十分協議のうえ進めていきたいというふうに考えて

います。 

 特に宅地分譲につきましては、地元の強い要望により、地元と協議を行い実施してきたもので

あり、今後につきましても十分協議検討を行い、それぞれの地域の特性に応じた対応を取ってい

きたいというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  今回、宮村地区の議会報告会において更なる土地区画整備の要望
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がありましたが、町長、そのあたりをどのようにお考えでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  今回、この眺霧台が２１区画分譲しまして２１世帯７７名、そして小学

生以下の子供たちが３５名という大きな成果が発揮できたところでございます。この家は宮村小

学校に近く寺柱の地区でございましたけれども、それ以外にやはり宮村地域の集落のほうからそ

ういう声があるというのは伺っております。ただ先ほどお話しいたしましたように、梶山地区を

１次、２次ということでありましてそして宮村地区を今回やりました。そしてまた議員がおられ

る長田地域のほうでもそのような声もございますので、そのあたりの地域のバランスを考慮しな

がら、今後は進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  現在２１区画成功したというふうなことで、更なる要望というの

が宮村地区のほうからあるんですね。今の話を聞きますと、宮村の過疎化対策事業としては一区

切り、一休みというようなことで理解してよろしいんでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  そのあたりを今後どうするかというところはまだ決めておりません。宮

村地区、どちらかというと都城に大変近く、そして交通の便がよく、また、生活の便もある意味

でいいところでございます。そう意味合いから、今回の町の分譲をきっかけとして民間での努力

といいますか、民間での開発等がなされないか、そのあたりも踏まえながら、今後の課題という

ふうに考えております。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  民間となりますとやはりあそこの場合は農地が結構たくさんあり

まして、農地転用の問題、非常に高いハードルがございます。そのあたりは行政側が土地区画と

して行えば収用できるということでスムーズに進む可能性もあるわけです。ぜひ宮村地区の要望

というのもしっかりと受けとめていただきたいというふうに思います。 

 それでは次に、梶山地区は住宅建築をいち早く行ったわけです。今話を聞きまして１２プラス

１０の２２区画で２８３人、過疎化対策に使われていたということで、今後の梶山地区の過疎化

対策の目標といいますか、こういうふうなことで進めていくというようなことがありましたらお

答えください。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  梶山小学校につきましては、先ほど言いましたように宅地分譲を第１次、

第２次実施いたしました。次は何をするのかということの目標でございますけれども、やはり地

元との協議を踏まえながらやっていくというのは基本的なスタンスでございますので、今のとこ
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ろは地元の方からの声というのが、こういうものをやってほしいと、こういう形でというのがま

だ見えておりません。そういうところはやはり先ほど言いましたように、それぞれの地域の特性

に応じたところを踏まえてその声を聞きながらやっていきたいということで、今のところ梶山地

区について、こうしたい、こうしなければならないというような方針等は立てていないところで

ございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  それでは、次の質問です。 

 長田地区には住宅建築や物産即売所の要望がありますが、そのあたりどのように考えているの

か、お答えください。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  ②の住宅建築や物産販売所の要望ということで、以前からお聞きをいた

しているところでございます。答弁させていただきます。 

 長田地区の過疎化対策につきましては、これまで議会においてお答えしてきたところでありま

すが、内部でいろいろと検討した結果、まず公営住宅建築については、県の社会資本総合整備事

業で取り組もうというふうに考えております。来年度県への申請を行う予定としております。な

お、事業実施につきましては県と十分に協議を行い、まとまりましたらまたご報告をさせていた

だきたいというふうに思います。 

 次に、物産販売所につきましては、事業主体は地元でございます。その施設の立地場所、資金

計画、運営計画、維持、管理等につきましては地元で十分協議検討していただきたいと考えてお

ります。施設整備は県の補助事業の対象となるそうですから、町といたしましては、整備や運営

等にかかわるアドバイスや補助金申請に関わる手続等で支援してまいりたいというふうに考えて

います。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  非常にありがたいお言葉をいただいたなというふうに思っており

ます。 

 昨年この場で６月議会、昨年この場で同じような質問をして、非常に回答を心待ちにしており

ました。非常に気持ちのいい回答で、ほっとしているところでございます。 

 今、長田地区には過疎化対策協議会というのが立ち上がりまして、非常に盛り上がっておりま

す。そいったことによりまして少しでも過疎化対策、どうにかなればというようなことで盛り上

がっておりますので、前に進んだということは非常に大きな一歩かなと思っております。町長の
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公約にも「まち、むら、元気わいわいプロジェクト」、町土の均衡ある発展ということが書いて

ありますので、長田地区、梶山、宮村そしてこの中心部もそうなんですけれども、均衡ある発展

をするために前に進めていただきたいというふうに思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 文科省施策の学校図書整備計画をどのように活用しているか、お尋ねいたします。 

 学校図書の現状はどのようになっているか。 

 十分な蔵書数をそろえているか、お答えください。 

○議長（山中 則夫君）  教育長。 

○教育長（田中 久光君）  それでは、今の質問に対してお答えいたしたいと思います。 

 学校図書の現状はどうなっているか。十分図書はあるのかというご質問ですが、学校図書館法

というのがありまして、第３条において学校には学校図書館を設けなければならない、図書館と

なっておりますが、多くの学校は独立した建物はございません。一般教室と同じく校舎内に図書

室を設けている学校が今現状です。三股町もそのとおりです。これが法律上の学校図書館という

ことになっておるわけでございます。三股町の各小中学校には図書室が設置されているんですが、

そして学校司書によって運営をなされておる。 

 各学校の蔵書数は三股小が７,８７９冊、勝岡小が３,４１６冊、梶山小が１,９９１冊、宮村

小が４,６３０冊、長田小が２,５００冊、三股西小が１０,１５９冊、三股中が１４,１７２冊の

合計蔵書数４４,７４７冊が各学校の蔵書数でございます。毎年予算を計上しながら計画的に購

入をしている状況でございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  学校司書は配置されているのかということと、それから役割、そ

れから三股町の小中学校の図書整備計画というのがあるのかをお尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  教育長。 

○教育長（田中 久光君）  それでは私の方で、学校司書の配備状況ですが、学校図書館法第５条

第１項において、学校には学校図書館の専門的職務を司る司書教諭を置かなければならないとな

っております。ただし１２学級以上に置くようになっておりまして、その学級以下は置かなくて

もいいという状況にあります。 

 三股町の各小学校の図書室には学校司書が配備されております。学校司書については主に各学

校の教員及び校長先生が担当しておりまして、特に三股小学校、三股西小学校、三股中学校にお

いては、町採用のパート職員が学校の司書補助として採用され、今、仕事しておるところでござ

います。学校司書というのは法的に規定されていませんが、司書教諭を補佐することを職務とし
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ています。 

 司書の業務内容は、図書の収集、整理、管理のほか、図書を検索しやすいようにコードづけを

し分類を行ったり、記録作成を行っています。また、子供たちの相談や質問に答えたり、本への

興味をわかせたりする取り組み等大変重要な役割にございます。 

 以上のような状況でございますが、次に、三股町の小中学校図書館整備計画でございますが、

小中学校の図書館図書整備計画については、各学校において毎年予算を計上し計画的に購入をし

ております。各学校で今年度購入したい図書を選定していただいて、予算の範囲内において計画

的に購入することにいたしております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  文部科学省は図書整備事業として５年間で総額１,０００億以上

の財政支援計画を打ち出しております。そこには学力向上はもとより、思考力、判断力、表現力

の向上を重視する新学習指導要領の実施が背景にあります。今回の機会を逃したら、同じような

財政措置はないと考えますので、しっかりとした計画を打ち出して、文教の町としての図書整備

を行ってほしいと思います。町長の公約である歴史と伝統を尊び、豊かな人間性を育む文教の町

づくりに係ることでもございます。早急にこれは進めていただきたいというふうに思います。 

 少し数値的なところをお話しします。学校図書館標準というのがありますが、全国の平成

２１年のデータを見てみますと、図書標準１００％を達成している小学校は全国で５０％、図書

標準７５％以上の学校は３０％となっています。つまり小学校の図書整備７５％以上達成校が全

国８割ということ、全国８割の小学校が図書整備７５％以上を達成しているというふうなことに

なります。 

 中学校はといいますと図書整備が１００％が４２％、７５％以上達成が３２％ですから中学校

の全国の４分の３の学校が７５％以上を達成しているという状況であります。 

 三股町の現状はといいますと、小中学校ともに図書標準達成１００％が０であります。公表さ

れているデータで見ると図書標準の５０％未満の学校もあるようでございます。私はすべての小

学校を見に行ったわけではありませんが、かなり古い本がたくさんあるようでございます。ぜひ

担当者の方は現場を見に行って現状を把握をしていただきまして、今回の財政措置もありますの

で、早急に手を打っていただきたいというふうに思います。今後図書整備に関してどのような考

えかもう一度お聞かせください。 

○議長（山中 則夫君）  教育長。 

○教育長（田中 久光君）  今おっしゃる通り平成２４年度から１,０００億円という額を文科省

が計上しまして、各地方交付税としておろすということで、それを各市町村はしっかりと図書整
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備等に入れていくということは大事なことだと思います。 

 そこで、今ご指摘のとおり１００％の学校はありませんが、三股中においては８９.５％の達

成率になります。中学校だけですとね、小学校も５０％を割るところが２校ありますが、ほかは

８０％とかに近い率でございますので、まだ１００％に届いていないことは確実でありますので、

今後ともそういうことを頭に入れながら増やしていくということには努力したいというふうに思

っております。 

 以上であります。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  ちょっと私がインターネットで引っ張った資料の数値と違うよう

な気もしますが、前に進めていただきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

 それでは次の質問に移ります。地場産品の地産地消についてお尋ねいたします。 

 地産地消の取り組みはどのようなものか、お尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  地場産品の地産地消および地場産品の新商品開発につきましては、産業

振興課を中心に鋭意に取り組んでおりますので、担当課長のほうから具体的に回答をさせます。 

○議長（山中 則夫君）  産業振興課長。 

○産業振興課長（丸山浩一郎君）  それでは報告いたします。 

 本町の地産地消につきましては、平成２１年度に三股地産地消推進協議会を再編いたしまして、

食育・地産地消献立等検討部会、冷凍・加工食品開発部会の２つの専門部会を設け、それぞれが

事業として取り組んでおるところでございます。食育・地産地消献立等検討部会におきましては、

三股町の農畜産物を材料として利用しました「地場農畜産物利用拡大実証献立」というものを作

成いたしまして、学校給食センターの協力のもと、町内各小中学校に提供しております。 

 また、冷凍・加工食品開発部会におきましては、同じく地場農畜産物を材料としました「三股

メンチカツ」や「里芋コロッケ」を開発し、そのうち「三股メンチカツ」につきましては、既に

宮崎県の学校給食会を通じまして県内に５５,０００食を提供しておるところでございます。 

 本年度の計画でございますが、緑肥作物であります「ひまわり」を基幹としました新たな営農

作物、例えば枝豆であるとかプチベールの発掘、そして家畜の飼料を活かした食品化、またその

成分的機能を活かした新たな商品開発にふるさと大使、大学、地域企業と連携させた試験、実証

に取り組んでいきます。また６次産業化法に基づきます地産地消推進計画策定については食育推

進計画と合わせまして三股町食育・地産地消推進計画の策定を計画しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 
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○議員（１番 池邉 美紀君）  今回このように質問している意図は３つございます。１つは行政

側が地産地消を、町民が納得できるくらい本気で考えているか明確にしたいというふうなことが

１つ、それから、２つ目は地産地消と物産館がつながっているかということ、それから、ほかの

自治体では地産地消をあの手この手で進めておりますが、これからどのように具体的に進めよう

としているか、というふうなことであります。今取り組みに対する作文はお聞きしましたので町

長にお聞きしますが、今後地産地消を具体的にどのように捉えていて、どういうふうに今後進め

ていくのかを町長にお尋ねします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  ただいま担当課長のほうからもお話がありましたように、学校給食での

活用等もすでに実施しているようでございますので、そちらのほうでの地産地消そしてまた食育

の関連も含めての教育としての取り組み、そういうようなものも強化したいなというふうに考え

ています。それとまた商工会のほうで今回全国展開事業といたしましてゴマを取り上げておられ

ますけど、そちらのほうとも十分連携をしながら三股運のつく町のゴマ、開けゴマというような

ことでございますけれども、そういうふうな取り組みをしながら地産地消との結びつきを強化し

たい。また、その「よかもんや」を巻き込んでの取り組みというようなことで、やはり総合力と

いいますか、全体的な取り組みが大事であろうというふうに思いますので、行政、そしてまた観

光協会、そして商工会、それに関連する農業者、いろんな方々とのネットワークを通じながらや

っていくことを今後考えていきたいと。というよりも、この農業者を含めたところとの連携を重

視した取り組みが、もっと大事だろうというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  三股町には物産館があります。今回、その地場産品の地産地消に

ついてお尋ねをしているわけですけれども、物産館、非常に運営も厳しいというふうに聞いてお

ります。つくった段階では、期待も大きかったというふうに思いますが、地産地消の本丸と考え

ているのかどうかというふうなことであります。三股町物産館を今後、地場産品の地産地消の場

として位置づけをして、どのように活用するつもりなのかお聞かせください。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  「よかもんや」につきましては、設立の当初、やはりこの三股町を全国

にＰＲする、情報を発信する、そのような地場産品の発信の場、あるいは観光の発信の場等々、

いろいろな目的を持ちながらのこのスタートでございましたけれども、ただ、今の現状を見てみ

ますと、まだまだそのあたりの取り組みが弱いなと、つまり地域の農業者、地場産品含めたとこ

ろですけど、そちらのほうとの連携をもっともっと強化する必要があるのかなというようなとこ
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ろは感じています。 

 そういう意味合いでは、これからも連携をとりながらやっていきたいというふうには考えてま

すけど、やはりあれは一つの事業協同組合という形での取り組みでございますので、行政が財政

的にバックアップするというわけにはいきません。やはり、独立採算という形での取り組みが必

要だろうと、そのための周辺的な応援といいますか、支援等は側面的にはやっていきたいという

ふうには考えています。 

 やはり、この三股町の情報発信、そしてまた、いろいろな物産等の発信基地としての役割を担

えるような場所であってほしいなというふうには期待しているところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  私たちも非常に期待をしているわけですけれども、今、現状とし

ては非常に悪いので、どうにかしていきたいというふうに思っているところでございます。 

 次の質問に移ります。冠婚葬祭の引き出物などに使えるカタログを考えてはどうかというふう

なお尋ねです。よろしくお願いします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  具体的な提案でございますので、現場として、また現状を踏まえての答

弁がよろしいかと思いますので、担当課長のほうに回答させます。 

○議長（山中 則夫君）  産業振興課長。 

○産業振興課長（丸山浩一郎君）  本町の特産品などを掲載したカタログについてということでご

ざいますが、現在ありますカタログにつきましては、季節ごとに趣向を凝らしまして発行されて

おります、「みまたんよかもんふるさと便ギフト」に集約されているかと思います。 

 また、町物産館「よかもんや」が作成しました「よかもんやセレクション」「三股三昧」など

もございまして、「よかもんや」、あるいは役場案内などに置いてあるところでございます。 

 また、各企業、あるいは個人販売なども、それぞれに独自のカタログを作成されておるようで

ございます。 

 議員の質問にございます冠婚葬祭の引き出物や、贈答用に使える特化したカタログということ

につきましては、まだ本町においては広域的にまだ作成されておりませんので、よかもん協同組

合、あるいは商工会、観光協会などと相談、協議の場を設けまして検討してみたいというふうに

考えております。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  体験型のプログラムで成功した、大分県別府市の「オンパク」と

いうのがあるんですけれども、これ非常に脚光を浴びておりまして、さまざまな体験型のプログ

ラムを贈り物、引き出物に活用しております。 
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 その「ココロクルギフト」というのが、全国から脚光を浴びておりまして、宮崎県内ではＮＰ

Ｏ法人の宮崎文化本舗が体験型プログラム、「ミヤザキココロクルギフト」としてセレクト体験

プログラムを売り出す予定で、今進めております。これは、何が新鮮なのかといいますと、体験

プログラムを売り出すこのセレクトギフトとして、引き出物に使うというところが新鮮なところ

でございます。 

 三股町では、地場産品を生かした中元・歳暮などは、ほかの自治体であるように商工会の地場

産品部会を中心につくってきました。職員の方々には、もっと協力をお願いしたいと思うところ

でありますけれども、町長にお尋ねですけれども、これからさらに脚光を浴びる地場産品の妙案

として、地場産品の冠婚葬祭用のものを考えてはどうかというふうに思います。 

 アイデアとして参考にできるのであれば、このようなことは早い者勝ちでありますので、マス

コミも取り上げる可能性がありますので、地産地消を一歩でも進めるために考えていただきたい

というふうに思いますが、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  先ほど、担当課長のほうで回答しましたように、これは行政だけでやる

ものではなくて、やはり町全域を巻き込むという形では商工会、観光協会、一緒になって知恵を

絞ることが大事だろうというふうに思います。 

 そしてまた、いろんなところにこのカタログを持っていく、セールスも大事でございますので、

そういう知恵等も含めてぜひご協力いただけないかと、一緒になって検討させていただければと

いうふうに思うところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  ぜひ、前向きにといいますか、私が考えつくくらいですから、だ

れかがもう考えているかもしれませんので、ほかでしないうちに、できるだけ早くふるさと活性

化のために、予算をつけて進めていただきたいというふうに思います。 

 次に、人口増対策であります。人口増対策、どのようなものかでございます。宅地、農地転用

など宅地化を進めているか、あわせてご質問いたします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  人口増対策についてのご質問ということで、まずは人口増も、土地の開

発、あるいは町の分譲とかいろんな手法があるわけなんですけれども、しかしそれだけではなく

て、町全体の中でのいろんな福祉的な面、あるいはそういう具体的な面、いろんなものの総合力

というふうに考えてますので、そういう見地から回答をさせていただきたいと思います。 

 平成２３年度に、これからの１０年間にわたる総合計画の基本構想、５カ年の基本計画を策定

したところでございます。この計画の実現こそが、人口増対策そのものだと私は考えています。
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日本全体が人口減少社会に突入し、少子高齢化が進行しつつある中で、本町は豊かな自然環境に

恵まれ、都城に隣接し、暮らしやすい町である。そして、文化や福祉、子育て等で独自のまちづ

くりを展開しています。 

 我が町は、いつも言うことですが、過密と過疎、そして空洞化と、３つの顔を持つ町でもあり

ます。このような現状、地域特性を踏まえ、さらに発展していくためには、次のような主要課題

を解決、推進していく努力が、人口の増加につながっていくものと考えます。 

 まず１つ目が、定住促進のための良好な居住環境の整備の促進を図っていきたいと。２番目が、

町の均衡ある発展と中心市街地の活性化を図りたい。３番目が、自立した産業基盤の確立を目指

したい。４番目が、少子高齢化に対応した保健・医療・福祉の充実を図っていきたい。５番目が、

自然環境の保全と循環型社会の形成を図っていきたい。６番目が、協働のまちづくりと行財政改

革の持続的な推進を図っていきたい。 

 このような視点から、総合的な取り組みを通じまして町を活性化し、人口の増加を図っていき

たいというふうに考えているとこでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  先日、２万５,０００人を突破したということ、皆さんも耳に新

しいところでありますけれども、現在、その微増している三股町の人口、やっぱりここで次の手

を打たないと減少に転ずるかもしれない、そういう危機感を持って何かしなければならないとい

うふうに思います。 

 ２つのことを提案いたします。私は、もっと三股町のよさをＰＲすべきであるというふうに思

います。ホームページでも、「三股町に住みませんか」というようなやわらかいキャッチコピー

から、「三股町に住めば、近隣地域と比較してこんな利点があるんですよ」という情報を前面に

出して、積極的にアプローチをすべきだというふうに思います。児童福祉、国保税、そういった

ものを前面に押し出して、ＰＲすべきではないかというふうに思います。 

 それから、国土利用計画、先ほど総合計画の話が出ましたが、それと一緒に国土利用計画三股

版が出ております。そういうのの見直しも、やっぱりこう考えていくべきでないかなというふう

に思います。そういう宅地化を進める施策を打つべきだというふうに思いますけれども、どのよ

うにお考えでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  キャッチコピーなんかで、町のよさなんかをこのホームページ等で発信

していくということは、また後のほうの質問にございますけれども、町のいろんなよさを発信し

ていくということは、大事だろうというふうに思います。こちらのほうには、これからも心がけ
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ていきたいというように思います。 

 農地転用関係の宅地化でございますけど、これにつきましては、同様な質問が昨年の９月議会

でもございまして、農地転用における転用基準等を踏まえ、農地の宅地化についての町の考え方

を申し上げたところでございます。 

 繰り返しになりますけれども、本町における土地利用につきましてお話をさせていただきたい

と、回答をさせていただきたいと思います。 

 まず、農地ですけれども、農地は食料供給の基盤であり、多面的な公益的機能をもたらす重要

な資源であります。そして、本町の基幹産業である農畜産業の安定向上を図る観点から、農地の

面的集積、優良農用地の確保などに努めながら農業を推進し、農地と住宅地とのすみ分けを図っ

ていきたいというように考えています。 

 住宅地につきましては、本来、用途地域を中心に宅地化が進行しなければならないところです

けれども、本町では都市計画調整区域の撤廃以降、用途地域及び農用地区域の指定を受けていな

い、いわゆる白地の宅地化が進みまして、地域によっては住宅地と農用地が混在する地域が発生

している現状であります。その結果、畜産公害、害虫、農業用水への生活雑排水流入など、新た

な課題も生まれているところです。 

 農地の宅地化への方向については農地転用基準に従い、長期的な視点での宅地化の必要性、公

共施設等や生活関連機能に配慮した土地利用、既存住宅地や他の用途地域との整合性などを考慮

して、秩序ある土地利用の観点から宅地開発を進める必要があろうというふうに考えています。 

 植木のほうでは、大変この用途区域外、白地の宅地化が進みました。そしてまた、蓼池のほう

でも、三原と蓼池の間の大原というところですけども、今そちらのほうは大変こう宅地化が進ん

でおります。 

 町としましては、そういう一定の区域につきましては、それなりの宅地化の必要性があるだろ

うということで、道路等、あるいは生活雑排水の排水路の整備等、いろいろとこのインフラの整

備等に努めながら、そのような人口増への住宅開発への対応はしているところでございます。 

 ただ、無秩序な宅地開発ということは、大変行政負担も伴いますし、また周辺農用地とのいろ

んなトラブル等もございますので、秩序ある開発に向けた指導をしたいというように考えている

ところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  ぜひ、蓼池のほうもそうですし、植木のほうもそうでございます。

都城という大きな生活を中心とする場があるわけですから、ぜひ、そういったところも見据えま

して、農地からの転用というのも、もっともっと進めていただきたいというふうに思います。 

 人口増のために、魅力ある地域づくりが不可欠だというふうに思いますけれども、その根本と
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なる公民館加入の状況は、どのように改善をされているのか、これは以前ご質問しておりますの

で、どのように前に進んだのかということをお答え願いたいというふうに思います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  東日本大震災以降、地域のきずな、コミュニティの重要性が叫ばれまし

て、自治会や町内会などと呼ばれる自主組織は、地域住民の親睦や連帯の場であり、地域のいろ

いろな問題、課題を解決する場であることが、再認識されたところでございます。 

 地域のさまざまな活動を通しまして交流と親睦を図ることは、魅力ある地域づくりに欠かせな

いものだというように考えています。その担い手である自治公民館加入の取り組みについてのご

質問でございますので、担当課長が具体的に答弁いたします。 

○議長（山中 則夫君）  地域政策室長。 

○地域政策室長（西村 尚彦君）  それでは、自治公民館の加入促進がどのように進んでいるかと

いうことでございますので、お答えしたいと思います。 

 昨年から、いろんな場でご報告していますように、自治公民館加入につきましては、平成

２３年度から取り組んでおります。まずは、実態調査ということで、平成２３年度実態調査をし

た結果、加入率が７７％という数字が出ております。 

 当初は、住民基本台帳を基本にして６６％という数字だったんですが、６割しかないというこ

とだったんですけども、いろいろ実態調査をした結果、７７％になっております。その７７％の

加入率の中でも、特に町の役場からの東側の地区は、ほとんどが８割から９割、１００％の支部

というのもたくさんあります。 

 じゃ、この７７％の原因を探ってみますと、やはり西側の地域が加入率が低いというのがわか

っております。ちょうど西側のほうの加入率というのが、やはり５０％、４０％台というところ

もあります。 

 さらに、この加入率の低いところの調査をしますと、その低いところのほとんどがアパートと

かマンション、貸家等が、やはり支部に加入してないという実態もわかっております。町の全体

の割合からすると、このアパート、マンションの割合が、約１０％を占めていることもわかりま

した。 

 このようなことを踏まえて、現在取り組んでいますのが、現在、加入促進のチラシを町で作成

しまして配布しております。これは、各自治公民館、各支部にお願いして、未加入世帯の調査と

なっております。各地区、各支部ごとに未加入世帯がちゃんとわかっているんですが、その未加

入世帯へのチラシ配布を行っております。 

 これは、５月の半ばより、当然未加入者が多い町の西側のほう９地区のほうから、２名１組で

未加入世帯へ１軒ずつチラシを配布しております。その際に、いらっしゃる世帯、お話できる世
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帯については、チラシ配布の趣旨を説明しているところであります。役場から自治公民館に対し

て、自治公民館加入を強制をして入ってくださいと言える立場ではないんですが、理解をしてい

ただくということでお願いをして回っているところです。 

 早速なんですが、この西植木、東植木のほうから始まったチラシ配布なんですが、チラシ配布

の効果があったと感じてるんですが、新規加入の世帯が数軒出てきたという公民館長からの報告

を受けております。 

 今後、今現在、９地区から８地区が済んだところで、今度から花見原、今市、７地区のほうに

入るとこなんですが、今後、全未加入世帯への配布を計画しておりますので、この加入、全世帯

への配布が終わった時点で、また、その加入状況については報告をさせていただきたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  今話を聞いて、前へ進んだなというふうに実感をしたところでご

ざいます。 

 これは、私、公民館長を６年間やりましたけれども、実際そのときは前へ進まないなというふ

うな実感でございました。それからいくと、担当課ができて前へ進んだのかなというふうな気が

いたします。担当課、大変でしょうけれども、カンフル剤はないというふうに思いますので地道

な努力が必要だと思います。よろしくお願いします。 

 それでは、次の質問に移ります。三股小学校の児童減少についてでございます。三股小学校の

児童数が減少しておりますが、今後の見通しと対策はどのようなものかをお答えください。 

○議長（山中 則夫君）  教育長。 

○教育長（田中 久光君）  それでは、私のほうでお答えいたします。 

 児童数の減少に伴いまして今ご質問ですが、少子高齢化に伴いまして、年々児童数が減少して

いる中で、小学校の児童数について全国の状況を見てみますと、第二次ベビーブーム世代の昭和

５６年度の１,１９２万４,６００人がピークで、それ以降年々減少しまして、平成１９年度には

７１３万２,８００人まで落ち込んでおります。 

 また、１学級当たりの児童生徒数で見てみますと、小学校では、昭和３０年度の４３.８人か

ら平成１９年度の２５.７人と、約１８人の減少を見ております。 

 三股町の人口につきましては、先ほどもありましたが、今年度に入り２,５００人を突破する

など県内の市町村の人口が……（「２万５,０００人」と呼ぶ者あり）２万５,０００人を突破す

るなど、県内の市町村の人口が全体的に減少する中で、宮崎市と三股町だけが人口増と大変喜ば

しい状況にあります。 
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 しかし、そのような中で、町の東側に位置する３地区、４地区、５地区では過疎化、さらには

１地区、２地区においても少子高齢化の現象が拡大しておりまして、いわゆる西高東低の人口形

態が進行しております。 

 三股小学校区内の児童数も年々減少の傾向にあります。過去５年間の児童数の推移は、平成

１９年度で５３２人、平成２３年度が４５３人となっており、約１００人の児童数の減少を見て

おります。今後さらに児童数は減少することは予想され、平成３０年度には、３４０人まで落ち

込むんではないかというふうに予想しておるところでございます。 

 三股小学校区におきましては、現在、塚原住宅の替えなどが行われ、これも児童数増に期待で

きるものと思っておりますし、その跡地８,０００㎡につきましても、民間への譲渡が検討され

ると聞いておりますので、宅地分譲等により児童数増につながることを期待しておるところでご

ざいます。 

 また今後、簡平町営住宅についても、児童数増につながるような活用方法が検討されると聞い

ておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  この問題は、議会報告会で地元の要望として熱い議論がなされた

ことによるものです。 

 以前、西小学校の区割りを検討されたというふうないきさつも聞いておりますけれども、今後

もう一度、西小学校の区割りを再考する考えというのがないのかどうか、その辺をお尋ねいたし

ます。 

○議長（山中 則夫君）  教育長。 

○教育長（田中 久光君）  それでは、ご質問にお答えいたします。 

 三股西小学校は、平成元年開校以来、年々児童の増加によりまして、仮設校舎を設置するなど

の対応を行ってまいりました。そのため、校区割りについて再検討を行うため、平成１７年７月

に三股町立学校区通学区域審議会を発足させまして、８月には教育委員会から審議会に対し、通

学区域のあり方について見直しを行う諮問を行ったところであります。平成１８年５月には、三

股西小学校の通学区域見直しに関する、学校における説明会やアンケート調査も実施いたしまし

た。 

 その結果、三股西小学校の将来における児童数の推移及び保護者の強い意向を踏まえまして、

通学区域は現状のままとなったところであります。それ以後、通学区域についての要望等は出て

おりません。 

 ちなみに、仮設校舎を増設した平成１６年の児童数が７７７名、平成２４年度は７３１名、約
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４６名が減少しております。現在は、１クラスが空き教室ということになっておりまして、現在

のところそういう状況にあります。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池邉君。 

○議員（１番 池邉 美紀君）  この質問は、三股小学校と三股町中央部との空洞化の問題にかか

わってくる問題でありますので、町長は地元ですから非常に頭が痛い問題かもしれません。 

 ぜひ、いろいろな形で前向きに検討していただきまして、三股小の空き教室もありますし、若

干減少するとはいっても、今後、植木地区がもっと人口がふえてくれば、児童数の増加というの

も考えられますので、ぜひ、そういったところあたりもしっかり見据えて、前に進めていただき

たいというふうに思います。 

 私も今回、なるべく提案型の一般質問を目指そうということで、いろいろ考えて一般質問をし

たところでございます。町民のために、ふるさとのために頑張っていきたいというふうに思って

います。 

 以上で一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（山中 則夫君）  ここで、１１時２０分まで休憩いたします。 

午前11時12分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時20分再開 

○議長（山中 則夫君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 発言順位２番、上西さん。 

〔７番 上西 祐子君 登壇〕 

○議員（７番 上西 祐子君）  ７番、上西です。通告に従いまして質問してまいります。 

 まず最初に、孤立死の問題ですが、孤立死、孤独死が全国的に大きな問題になっております。

本町でも昨年、亡くなられてしばらくたった状態で発見された高齢者のご夫婦がいらっしゃいま

した。そのほかにも別にまた１名の方もいらっしゃると聞きました。 

 少子化の影響、核家族、他の市町村から移住してこられる方々がふえている本町では、隣人と

のかかわりが希薄になっております。高齢化が進み、年金だけで暮らす方々は今後もふえていく

ことは、間違いありません。孤立死を生まない政治、温かい地域づくりをどう構築していくかが

大きな問題だと思います。 

 経済問題、病気、家族の困窮問題等々、どこに、だれに相談してよいかわからない人もいらっ

しゃいます。相談活動、見守り活動、孤独死をなくすための施策にどう取り組んでおられるのか、
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また、これから取り組まれていこうと思っておられることがありましたら、お聞かせください。 

 本町では、民生委員さんが、相談を受けたり見守りをされたりと頑張っておられますが、その

場合、個人情報が優先され、どこにだれが住んでいるかわからず、苦労していらっしゃるとおっ

しゃいます。公民館長、民生委員の方々が、活動しやすいような個人情報保護条例をつくること

はできないか、質問いたします。 

 あとは、質問席から質問いたします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  孤独死をなくすための施策とその問題点についてということで、①公民

館長や民生委員が活動しやすいように、本町独自の個人情報保護条例をつくることは考えられな

いかという質問に対する答弁をさせていただきます。 

 単身高齢者や、高齢者のみの世帯が増加している中、地域から孤立した状態で高齢者が死亡す

ることが社会問題になっておりまして、早急な防止策が求められているところでございます。

６５歳以上の独居高齢者や、７５歳以上高齢者世帯が増加するとともに、家族や地域のきずなが

弱まる中、何らかの形での見守り体制を構築していくことが必要であろうというふうに考えてお

ります。 

 現在、町のほうでは、災害時要援護者避難支援プランの作成のために、訪問調査によりまして

各地区を訪問調査しまして、そちらのほうのシステムづくり等をやっているところでございます。 

 また、福祉課や社会福祉協議会では、介護認定の調査や配食サ－ビス事業や生きがいデーなど

を実施しておりまして高齢者と接する機会も多いので、これらを利用しての情報収集や緊急情報

システムによる方法等を孤独死対策に役立てていきたいというふうに考えているところでござい

ます。 

 先ほどの質問の中で、独自の個人情報保護条例についてのお話がございました。この個人情報

の保護ということも、大変大切なことではございますけれども、町民の福祉の向上や公益上の必

要があり、かつ町民の基本的人権を侵害するおそれのない場合や社会にとっての有用な活動のた

めには、個人情報が有効に活用されるということも必要ではないかというふうに考えています。 

 このようなことから、個人情報の保護と活用のバランスを図るためにも、今年度、本町の条例

であります「三股町電子計算組織に係る個人情報の保護に関する条例」の、こちらについての見

直しを予定したいというふうに考えています。 

 そういう中で、公民館長、そして民生委員さんたちにどのように情報を流すか、そして情報の

守秘義務といいますか、個人情報の保護をどう保っていくか、そのあたりを十分検討しながらこ

の条例の見直しをして、あるいは制定になるかもしれませんけれども、有効活用を図っていきた
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いというように考えています。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  昨年から、町長が、今おっしゃいましたように要援護者の名簿づ

くりを、訪問調査をされているとお伺いしましたが、今、全員の方がもう済まれたんでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（東  光吉君）  これは、２３年度から実施しておりますけれども、あと今年度

が、７地区と８地区、今調査中でありまして、これをもちまして全部調査が終了する形になって

おります。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  今までで６５歳以上の独居高齢者というのは、何人ぐらいいらっ

しゃるんですか。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（東  光吉君）  ２２年度で、６５歳以上の高齢者が５,６５５名おられます。 

○議員（７番 上西 祐子君）  独居高齢者。じゃ、いいです。はい。 

○議長（山中 則夫君）  後でお願いします。上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  本町でも、独居高齢者とか７５歳以上の高齢者世帯ていうのがふ

えていて、私の調べたところでは、７地区、８地区がまだ実施されてないというふうなことで、

６５歳以上が４５２名、７５歳以上の高齢者世帯が３２０名ということをお聞きしているんです

が、この中で、前から私言ってますが、名簿づくりというんですか、その連絡先、そういうふう

なことをするために、そういうふうな人たちとお会いしたときに、そういうふうなことも聞いて、

そして、そのねらいですよ、災害時とか、それから、もし何かあったときに活かすための、情報

を民生委員さんたちとかにしやすいように本人の同意とか、そういうふうなことはされたんでし

ょうか。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（東  光吉君）  訪問調査の中で、まず「要援護を希望されますか」という形で

聞き取りをして、その中で個人情報に対しての同意書をいただくという形で実施しております。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  昨年、植木のほうで亡くなられた方のことを聞いたときに、近所

の方は心配されてたらしいんですけど、民生委員さんとか公民館長さんに連絡をとったところ、

行かれたらしいんですけど、本人が断ったというふうなことで、ああいう状態になったらしいん

ですけど、そういうふうな人はちょっと例外かもわかりませんけど、もう一人の方は、たまたま
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電気屋に行ってあった人だったもんですから、電気屋に来ないということで、電気屋の職員が行

って発見して、割と死んですぐ見つかったというふうなことらしいんですけど、やはり私たち一

人だけで生活しているわけでなく、地域の人たちとのかかわりで生きているわけで、やはり温か

い地域づくり、本当に今から、三股も高齢化率は今現在約２２％なんですけど、あと１０年たっ

たら３０％以上になりますよね。 

 そうしたときにどうこの、本当に今、まちづくり基本条例も出て、みんなが支え合う協働のま

ちをつくっていくか、そこら辺も含めて、高齢化対策、孤独死をなくすための対策、そこら辺を

きちっとしていかないといけないんじゃないかなと思うんですね。そのあたり町長もう１回、自

分のお考えをどう考えてらっしゃるか、お聞かせください。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  ご指摘がありましたように、６５歳以上の独居高齢者、これについては、

近くに親戚がいるとか、あるいは支援する人がいる人は、この中に入ってません。そういう方々

が、今、言われましたように４５２名と、そしてまた７５歳以上の高齢者世帯、３２０世帯と言

いましたが、これもこちらのほうも、周りにそういうふうなつき合いをされてる人がいなくて、

要するに孤立しているというようなとらえ方をしているところですけど、やはりそういうところ

に民生委員さん、あるいは自治公民館長さんたち、あるいはそれ以外のＮＰＯ等が、目配り、気

配りができるようなシステムづくりが非常に大事だろうと、それが孤独死をなくす一つの手だて

ではないかなというふうに思っています。 

 ですから、この災害時要援護支援プランの中で、実態がどうであるかということを今回把握で

きますので、そういうこの独居高齢者や高齢者世帯、そういうところの連携を皆さん方の了解を

受けながら、そして、そういうところをどうやってふだんからのネットワークづくりをするか、

そういうところを今後つくっていく必要があろうということを考えています。そういう取り組み

をさせていただきたいと。 

 また、そういう中で、先ほど言いましたこの個人情報保護条例、そちらのほうを有効に、本当

に有効に活用できるようなシステムづくりをしたいというように考えています。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  民生委員の方がもう本当に一生懸命、うちの地区の方々はされて、

支部の総会に来たり、グラウンドゴルフのところに来たり、老人会の集まりに来たりして、「皆

さんの近くにひとり暮らしとかいらっしゃったら教えてください」と民生委員さんたちは、自分

の足でそういう情報を求めてらっしゃるんですよ。で、もう本当に役場に行ったら名簿をくれん

とか、そういうふうなことを言われるんですね。 

 それで、私も、ちょっと個人情報保護法を、法律をちょっと調べてみたら、町がそういうその



- 62 - 

地方公共団体、またその委託を受けた者が、法令の定める事項を遂行することに対して協力する

必要がある場合であって、本人の同意を得ることに当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがある

ときはしてもいいというふうな、あるんですね。だから、民生委員さんたちのその位置づけです

よ、公民館長さんたち。そのあたりをどう考えてらっしゃるのか、お聞かせください。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  民生委員さんの身分ですけれど、これは地方公務員法第３条第３項第

２号に規定する非常勤の特別職の地方公務員というふうに規定、該当するというふうに解されて

いるところでございます。ただ、この俸給とか給料とかそういうのはございません。ボランティ

アでありますけど、公の職と。 

 ですから、この民生委員さんにも守秘義務が発生するんじゃなかろうかというふうなふうに考

えますけれども、やはりこの個人情報を流す場合、やはりそれなりのルールといいますか、きち

っとした手続を踏みながらやっていく必要があろうと、やはり根拠の法律があってこそ、あるい

は条例とか規則があってこそ活動できますので、そのようなところを整備しながら、民生委員さ

んが活動しやすいような体制づくりを、また、そういう法的な裏づけをしながら活動できる環境

をつくっていきたいなというふうには考えています。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  ぜひ、もう早急にそういうふうなことをしていって、高齢者とか

そういう独居の人たちの、みんなでそういう人たちがどこに住んでいるか、マップみたいなのを

つくったりしてですよ、そして、本当に民生委員さんたちは、適切にやっぱ情報をもらわないと、

山登りさせちょって地図を与えないのと一緒じゃないかなと私は思うんですよね。 

 だから、やはり民生委員さんたちというのは、守秘義務が課されているわけですから、そのあ

たりちゃんとこの援助もしないと、私は、これから本当に民生委員さんたちの活動ちゅうの、仕

事ちゅうの大事になってくると思うんですよ。もっともっと人数をふやしていかないといけない

んじゃないかなと思うんですね。 

 昨年、輪島に行ったときに、あそこは民生委員さんたちの下に何人か、１００人以上の方々を

任命して、そして、積極的に見守り活動をされているというふうなことをお聞ききして、そして

また、民間の新聞配達員とか、それからガスの検針の人とか、そういうふうな方々にも情報を、

異変があったときには情報を、役場に自治体に通報してもらうような契約を結んでたんですね。 

 だから、そういうふうなことも含めて、孤独死とかそういう痛ましい事故が、事件が起こらな

いようにしていただきたいなというふうなことを思うんですね。 

 やはり、それと、そのお年寄りだけじゃなくて、うちの近所では５０代の男性が、もう何年か

前なんですけど、ひとり暮らしの男性が亡くなってたことあるんですね。で、つい最近も私のと
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ころにひとり暮らしの人が「自殺を考えてるんだ」と、仕事もない、お金もない、もう食料もな

いというふうな電話がかかってきたことあるんですね。年を聞いたら、６３歳とかなんかおっし

ゃいましたけど、中にはそういうふうなだれに相談してもいいかわからないような状況の人もい

らっしゃるわけです。 

 だから、そこら辺も含めて、もっと取り組みをお年寄りだけじゃなくて幅広くすることも必要

じゃないかなと。今、宮崎県では、自殺者が全国で２番目に高いというふうなこともありますの

で、そこら辺をどういうふうに考えてらっしゃるのか、お聞かせください。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  地域全体でやはり取り組むということが、非常に大事だろうというふう

に思います。公民館長初め、そしてまた民生委員、またそれ以外のいろんな組織がございます。

それぞれの方々の連携を含めたところの取り組みということで、今のお話等含めて参考にしなが

ら、本町でも見守り含めた相談員たちも含めて、いろいろと取り組みを強化していきたいという

ふうに考えています。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  それともう一つ、そのことにつけ加えまして、ライフラインです

ね、水道とか電気とか、そういうふうなのが払えないといってとめられる人がいらっしゃいます

よね。 

 だから、ライフラインとかそこら辺が長く続いている人とか、それから、税金の滞納問題があ

りますが、そこら辺があったときも、やっぱり何らかの職員が行くとか、民生委員さんに行って

もらうとか、そこら辺もしていただかないと、都会であったことですが餓死したというふうな、

本町ではあるかどうかわかんないんですけど、そういうふうなこともあるもんですから、そのあ

たりこれからの福祉を考えていく上で、ぜひ考えて施策をしていただきたいなと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  そういう生活苦、あるいはそういう孤独、そういうところをどういかに

把握するかという点で町が持っているいろんな窓口等を、ネットワークを十分使えというお話で

ございますので、そういうところの横の連携を含めてのそういう対策等を練っていくということ

が大事だろうと思いますので、検討させていただきたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  それでは、２番目の質問に移ります。 

 東日本大震災から１年３カ月、国は、地方自治体に瓦れき受け入れを推進するように求めてき

ています。復興が進まないのは、地方自治体が瓦れきを引き受けないからと決めつける政府、復



- 64 - 

興のためには瓦れきの処理は不可欠でしょう。 

 しかし、広域化処理に当たって一番最初に考えなければならないのは、瓦れきがどれだけ汚染

されているか、処理をして安全が確保できるかという点です。ところが、環境省は、汚染は福島

県だけにとどまるとして、昨年、岩手県・宮城県のごみは広域化するとしてしまいました。 

 ところが、この方針の後、７月に牛肉のセシウム汚染が見つかり、食べさせた稲わらが、数万

から１０万ベクレルに高濃度汚染されていることがわかりました。原発事故後も外に置いていた

ための汚染で、汚染地域は原発から１５０キロ離れた岩手県や宮城県にも広がっております。 

 福島原発では、ウランの燃焼によって生み出されたちりやガス状の放射性物質が海洋に汚染水

として流出し、大気放出されてきました。これまで放出された放射性物質の総量は、セシウムの

量でいうと広島原爆の１６８倍に上り、残存影響量は、広島・長崎の約３,０００倍に上ると言

われております。それらが、東日本の人口密集地域に降り落ちているそうです。 

 放射性物質が付着した汚染物質を燃やせば周辺に再拡散され、大きな影響を受けます。放射性

物質は燃やしてもなくなるわけでなく、より小さなちりやガスとなり、焼却炉に付設されている

バグフィルターなどでは取り切れないと言われています。 

 国は、本県にも瓦れきの処理を言ってきており、知事も、各市町村の首長さんを集めて協議さ

れたようですが、どのような協議がされてきたのか、また、本町に影響する都城市との話し合い

はどのようなものか質問いたします。 

 町長としては、瓦れきの受け入れに対してはどのように考えておられるのか、お伺いいたしま

す。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  震災瓦れきの受け入れについてということで、まず、県や都城市とどの

ような協議を行っているかというご質問について、まずはお答えさせていただきます。 

 東日本大震災により発生しました災害廃棄物の広域処理につきまして、本県での取り組みです

ね、これを時系列的に申し上げますと、ことしの３月１６日付で内閣総理大臣及び環境大臣より、

本県へも正式に協力要請がございました。 

 それで、県としましては３月１７日、翌日、各市町村長と知事との意見交換会というのが実施

されたところです。これにつきましては、３月議会の途中だったと思いますけれども、議会の皆

さん方にも説明いたしまして意見交換をさせていただいたところでございます。 

 そして、３月２２日には県議会におきまして、災害廃棄物の受け入れ処理を求める決議が全会

一致で可決されました。そして県では、４月５日に環境省による広域処理に関する説明会を実施

しました。そして、そのときの意見交換の中で県としての取りまとめを翌日国のほうに回答して

おりますが、その回答は、現時点では県内の市町村で受け入れると判断したところはないという
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ふうに、４月６日時点で県は国に回答しております。 

 そして、その後に、４月１７日に主管課長会議、これは廃棄物関係の課長会議でございます、

が実施されました。そして、５月１４日から１６日まで現地調査ということで宮城県等のほうに

本町からも主管課長が行っておりますので、これについては後でご報告させます。 

 そして、５月１８日に処理施設や放射能の専門家による説明会が、県のほうで開催されました

けれども、いろいろ詳しく専門家による説明会ですね、しかし現時点では受け入れを表明した市

町村はないところでございます。 

 災害廃棄物の広域処理においては、処理施設がある自治体のみならず近隣の自治体、輸送路に

当たる自治体、最終処分場の浸出水が流れる流域自治体など多くの自治体の理解が不可欠である

ことから、県では全体的なコンセンサス、大まかな合意が必要であるというふうに考えていると

いうふうに聞いています。 

 本町と都城市との具体的な協議ですけれども、現在のところは行っておりませんけれども、た

だ、私はいつも市長と顔を合わせますので、そういうときには、こういうことを話題にしまして、

お互い連携をとりながら対応していきましょうというふうなことで、情報交換しながら今後とも

やっていきたいというふうなお話はさせていただいておるところでございます。 

 都城のほうでも、一般質問で取り上げておられましたけれども、非常に慎重に対応するという

ことでありまして、県内のそれぞれの自治体も、今のところまだ慎重といいますか、受け入れを

表明したところはないというのが現時点での状況でございます。 

 次の、被災地に行ったときのその内容等、こちらのほうまで回答してよろしいですか。これに

ついては、環境課長のほうで回答していきます。 

○議長（山中 則夫君）  環境水道課長。 

○環境水道課長（鍋倉 祐三君）   被災地の現地調査についてお答えいたします。 

 現地調査につきましては、４月２３日に開催されました市町村連携会議の意見交換の中で知事

のほうから提案がありまして、５月の連休明けに県の担当者が直接本町のほうに来られまして、

要請を受けたものであります。 

 本町には焼却施設がないことから、当初は参加しない予定だったんですが、都城市さんが参加

されるということで、同じ焼却施設を使っておりますので本町も一緒に参加したところでありま

す。 

 現地調査は、県職員が３名、市町村職員が７名で、３日間の日程で行いました。 

 １日目は、４月２３日より岩手県宮古市の災害廃棄物の受け入れを開始しました秋田県の大仙

市にあります大仙美郷クリーンセンターにおきまして、受け入れまでの経緯、それと受け入れの

状況、そして検査体制などを調査しましたほか、実際に瓦れきを受け入れる状況、あと燃焼設備
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の状況、それらを見学したところであります。 

 続きまして、２日目は、秋田県庁におきまして、被災地岩手県から災害廃棄物を受け入れた経

緯ですね、それと、岩手県と締結した基本協定書や覚書の内容、それと、秋田県が独自に策定し

ました災害廃棄物の受け入れに関するガイドライン、それと、今後の受け入れを表明している自

治体があと５団体ありますので、それの状況について聞き取り調査を行ったところであります。 

 その後、岩手県宮古市の被災地へ行きまして、宮古市の現状、そして一時仮置き場になってい

る田老野球場での作業状況を視察しました。視察した宮古市田老町では、防潮堤の内側も見渡す

限りほとんど建物が撤去されておりまして、残っている基礎の部分から住宅があったというのが

わかるという状況でした。被害の甚大さを痛感して、改めて多くの犠牲者のご冥福をお祈りする

とともに、仮設住宅が続いておりますので一日も早い復興を願ったところであります。 

 ３日目は、一時仮置き場から搬入された粗選別後の産業廃棄物の二次処理を行っている岩手県

宮古市の藤原埠頭というところに行きまして、粉砕・選別等の作業状況を見学したところであり

ます。そこでは、放射線量等の測定の状況等につきましても調査したところであります。 

 粉砕・選別処理では、廃棄物の種類や大きさなどを受け入れ先の要望に合うような形でオー

ダーメード的に対応しておりまして、異物の混入につきましても手作業で選別を行っておりまし

た。 

 また、受け入れを実施している秋田県とか東京都の職員が派遣されておりまして、選別された

プラントに常駐しながら再度、協定を結んだとおりになっているかどうかの確認作業をしており

ました。 

 今回の現地調査についての報告は、県のホームページで皆さんに公開されておりますので、そ

ちらもまた確認していただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  町長としては受け入れ態勢をどのように考えているかというご質問でご

ざいます。これについて回答させていただきます。 

 東日本大震災で発生した瓦れきの処理については、これまで県主催によります市町村長との意

見交換会や環境省からの説明会に参加させていただきました。しかし、県内ではどの市町村も今

のところ受け入れには慎重だというふうに感じています。 

 私の考え方でございますけれども、まず、事故前までは放射性物質の取り扱いについては、放

射性セシウム濃度が１キログラム当たり１００ベクレルを超える場合は特別な管理下に置かれ、

低レベル放射性廃棄物処分場に封じ込めてきました。癩癩これはクリアランス制度ですね、ご存

じのとおりです。 
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 ところが、東日本大震災後は、福島県内に限定の基準として出されました８,０００ベクレル、

従来の基準の８０倍、を広域処理の基準に転用いたしました。環境省の説明では、再利用する場

合の基準が１キログラム当たり１００ベクレル以下で、埋め立てる場合は１キログラム当たり

８,０００ベクレルまでは人体への影響はないと説明しています。 

 しかし、この基準が突然発表されまして広域処理ができるようになったことには、疑問を感じ

ているところです。このように、国がいう安全が私たちの安心とならないことから、町民の安

全・安心に責任を負う立場としまして、瓦れきの受け入れは慎重に対応していきたいというよう

に考えています。 

 次に、日本全国を視野に入れた広域処理について本来必要かどうか疑問を持っています。全国

での広域処理には多額のコストがかかります。広域処理によるコスト増は復興支援に使うべきお

金だとの意見もございます。 

 阪神・淡路大震災時には、周辺の府県で処理を行いました。また、風評被害も心配であります。

そして、瓦れきをスピーディに処理することが復興支援に結びつくというとの声がある一方、瓦

れきを復興の資源として、防潮堤や道路や宅地のかさ上げなどに有効活用するともに仮設焼却炉

を増設しまして、施設の維持や分別作業で必要とされる雇用へ結びつけ、雇用環境の改善に資す

べきとの声もあるところです。 

 そして、先般、６月１２日なんですけれども、「河北新報」という向こうの新聞がございまし

たけれども、そちらのほうを見させていただきましたところ、なぜ広域処理にこだわるというこ

とで、県議会が全会一致で知事のほうに申し入れをしています。瓦れきの量の精査の結果、瓦れ

きは県内でも十分処理できる量になったというような内容が、この新聞にも書いてありました。 

 このように、広域処理自体に対する意見や考え方も多くあることから、瓦れきの受け入れは今

のところ慎重に対応すべきだというように考えているところです。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  今の町長の話を聞いて安心しましたが、私もこの間、専門家の交

流会に行ったりして勉強してきたわけですが、放射性物質で汚染された葉っぱとか枝とかの剪定

ゴミなんかは絶対に燃やしたらいけないと。煙突から放出されて、そしてまた土ですか、汚泥な

んかの焼却によっても大気中に拡散されると。 

 チェルノブイリなんかの映画も見ましたけど、何十年もたってから子供たちに影響が出てきた

り、本当に目に見えないわけですから、放射性のあれは。 

 だから、やはりそこら辺を含めて、私たちが広域化処理というのは、日本じゅうを放射能の汚

染列島にするというふうなことだから、そのあたりで閉じ込めないといけないんじゃないかとい
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うふうなことを交流会に行ったときの先生もおっしゃっていました。 

 それと、もう一つは、阪神・淡路とか中越地震による処理費用は、１トン当たり２万円だった

のが、コストが。広域化して東京に持ってきた処理費は、３倍の約６万円になっているそうです。

だから、大手のプラント業者、大きな会社のもうけの一端にもなっているというようなことも聞

きましたし、それとまた、きのうのニュースでも言っていたように、国が昨年３月にあったとき

に、アメリカが汚染図を日本政府にやったのにそれを放置して……きのうニュースで言いました

よね。だから、宮城とか岩手とかには放射能はあれしてないんだと言うけど、やはり、地図で見

ると、北西の方向に放射能が振りまかれているというふうなことなんですね。 

 だから、やっぱりそういうふうなことで、安全性が本当にこう確立できるまでは、私たち九州

にまでは持ってきてほしくないと、絶対に受け入れるなとは言いませんけれど、やっぱり安全性

が確認されるまで、そしてまた、住民の合意というようなことを前提にしていただきたいと思い

ます。 

 以上、２番目の質問を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  それでは、ここで昼食のために、１時３０分まで本会議を休憩いたしま

す。 

午後０時02分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時30分再開 

○議長（山中 則夫君）  会議を再開します。 

 午前中の上西議員の一般質問に対する答弁で福祉課長から補足答弁の申し出がありますので、

ここでお願いいたします。福祉課長。 

○福祉課長補佐（東  光吉君）  先ほどの独居高齢者の数についてお答えします。（「もう少し

大きな声でお願いします」と呼ぶ者あり） 

 平成２０年度の国勢調査の中では、独居高齢者が総数としては１,１３９名ということで上が

っておりますが、実際、福祉課のほうの調査で各世帯を回りますと、世帯分離をされている世帯

がいらっしゃるということで実際に回ってみますと、７地区、８地区のほうがまだ調査が全部終

わっておりませんが、大体総数が６００人になるということで想定しております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  それでは、３番目の質問に移ります。 

 本町では、昭和５０年ごろから地籍調査が行われていると聞きます。地籍調査とは、法務局に

備えてある土地、登記簿、地図をもとに１筆の土地について確認し、境界にくいを打ち、そして、
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１筆ごとに測量して面積をはかり、新しい正確な地図をつくり、調査の結果をまとめた地籍簿を

つくります。現在の字図は、明治年間に作成されたもので、当時の測量技術の未熟さと長い年月

がたっているため、現地と図面が合わず、地籍図の明確化を図るために行うとあります。 

 これまでの進捗状況と今後の計画をお伺いいたします。また、調査を行った結果、境界線、面

積が少ないなどのトラブルが起こっていると聞きましたが、その件数、その対応はどうされたの

か、お伺いいたします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  地籍調査の今までの進捗状況と今後の計画ということのご質問でござい

ますので、回答させていただきます。 

 本町の地籍調査事業は、昭和２６年に制定されました国土調査法に基づき、調査として昭和

５０年度から実施しておるところでございます。 

 地籍調査の計画総面積は７９.９０平方キロメートルで、そのうち平成２３年度末現在で、調

査済み面積は７７.７７平方キロメートルであり、９７.３３％の進捗率となっているところです。 

 今後の計画でございますが、平成２４年度は、ことしですが、今市、花見原の区域、約０．

５平方キロメートル、平成２５年度は稗田区域、約０．５２平方キロメートル、平成２６年度及

び平成２７年度は植木・唐橋区域、約１．１１平方キロメートルの調査を実施する予定でありま

す。 

 平成２７年度で一筆地調査は終了いたしますけれども、地籍簿及び地籍図の閲覧、国の承認を

経て登記簿が書き改められるまで事業は継続し、最終的には、平成２９年度に地籍調査事業が完

了する予定というふうに計画しているところでございます。 

 続きまして、トラブルの件数とそれらの対応についてでございますが、具体的なご質問でござ

いますので担当課長が回答します。 

○議長（山中 則夫君）  税務財政課長。 

○税務財政課長（渡邊 知昌君）  それでは、質問の２番の件について、私のほうから回答させて

いただきたいと思います。 

 今、言われましたトラブルの件数、それらの対応ということでございます。 

 先ほど議員のほうから言われましたように、非常にこの地籍調査事業についてはお隣同士の境

界がはっきりしないということが先ほど言われましたが、明治年間の測量が現在の法務局の登記

所でされている地籍ということで、現在地籍調査事業で行なっている測量等については、非常に

精度の高いＧＰＳ測量ということになっていますので、その辺の地積に基づいた公図との不一致

ということで非常に地積の問題が、少なくなっているとか、あるいは多くなっているとか、そう

いった問題で非常にトラブルが発生しているということでございます。 
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 一応そういうことで境界がはっきりしない、あるいは、ということによって当事者同士、ある

いは官民間での話し合い解決ができない、それから、公図が一致しないということからその地籍

者の理解が得られないということになりますと、その土地の実態というのが実際に測量ができな

いという状況ということになりますので、そうした場合に筆界未定ということで残ってしまうと

いうことでございます。 

 最近では、一筆地調査の結果作成した地籍簿、それから、地積図の閲覧時における誤り訂正申

し出件数というのが、平成２０年度で１４件、それから平成２１年度で１７件ありましたが、あ

と２２年度については長田地区の山林の測量ということで、これについてはなかったということ

です。 

 それから、２３年度の測量については今から閲覧が始まるということで、まだ、その申し出件

数が出てないということでございます。その際、再度現地での確認等をもう１回行います。立ち

会い等を実施して、当事者間で解決できるように進めていくということになります。 

 ほとんどの場合は、閲覧時点で立ち会い等で解決しますが、平成２０年度以降の筆界未定は、

それでも解決しないというところで残ったのが、件数でいって３件、それから、筆数にしますと

７筆ということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  筆界未定になると、登記簿の記載が従来のままできちっとした登

記簿謄本ができないというふうなことで、あと相続とか、売るときに困るというふうなことが出

てきますよね。 

 実は、何でこういうふうな質問をするかと言ったら、町営住宅の払い下げたところ、あそこ東

原なんですが、そこで、今度地籍調査をしたことによって、面積がいろいろ登記簿謄本と違うと

いうふうなことで境界線を接している人たちの関係が悪くなっているわけですよ。 

 だから、順序が、払い下げたときが昭和５７年なんですが、契約日が５８年で、そのときに土

地建物契約を渡したわけなんですが、権利書をですね、そして、その後に町道を広げているわけ

ですよね。 

 だから、地籍測量図ができて敷地面積が確定してから道路拡張をして、町道のほうが広がって

いるものですから、当然１軒１軒の人たちの面積が削られてるということで、今度の地籍調査を

した結果、自分のところ、何でこんなに敷地面積が狭いのかとかいうふうなことで、これは役場

から買った土地だから役場が間違いをするはずはないと、だから後から入ってきた、３０年前に

買った人で、また、代がわりしたりしているもんだから、隣近所との不信感が起こっているわけ

ですよ。 
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 だから、そういうことでいろいろとトラブルが起こって、隣の人とはつき合わないとかいうふ

うなことで支部を脱退した人もいると。だから、そういうふうなことが起こっているわけでやは

り順序が逆というのか、道路を広げてからきちっとした面積を測って本人に権利書でも渡せばよ

かったのに、そこをしてなくてやってるもんで、今度の最近２１年か２２年に地籍調査をしたと

きにきちっとした面積が出て、それで何でこんなに違うんだろうかというふうなことになったわ

けですよね。 

 だから、説明責任ができてないんじゃないかなと思うんですね、私は。そこら辺、住民ほんと

に一人一人が納得できるように、その地域の歴史ちゅうんですかね、もう３０年前は町営住宅や

ったわけですから、そこら辺の話をされたのかどうか、そのあたりをお聞かせ願いたいと思いま

す。 

○議長（山中 則夫君）  税務財政課長。 

○税務財政課長（渡邊 知昌君）  今の話、以前からお聞きしてそういう状況で何回となく話し合

いはしてきていると。当時、私は担当者ではございませんでしたので、そういうふうにお聞きし

ております。 

 ただ、前の払い下げの関係、それから土地の、道路の拡大の問題という時点での話ではないも

んですから、いわゆる地籍調査が入ってここ最近の２２年度ですか、調査事業が入った時点での

そういうトラブルに発展したということですので、できるだけこの期間に、地籍調査事業がある

間に、登記所のほうに登記のし直しができるということは、非常にご本人さんにとってもいいん

じゃないかなという気はしますので、できるだけそういった形で、今後ともご要望があれば中に

入って、先ほど言われましたように、住民の立場に立ったところでまた話し合いをしていくとい

うことしかないというふうに考えております。 

 何しろ、登記所に新しい登記が確定するまで期間というのが限定されておりますので、それ以

上になりますともう、各自自分たちで再度、最初からやり直して測量、それから登記手続までや

らないといけないということになってますので、できるだけその合間に解決をしたいというふう

に今のところ、こちらとしては考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  私が言うのは、個別的な問題ではないんですよね。やはりそこの

人たち、住民が後から入ってきた人、それから３０年前におった人、いろいろあるわけですね。

だから、なぜ食い違いができるのか。それと、今の新しい機械ではかるわけですから、そこら辺

の説明をきちっとしてないんじゃないかなと思うんですよ。昔の測量のやり方と今の測量のやり

方では食い違いができるというふうなことを知らない人たちもたくさんいらっしゃるわけですよ。 
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 だから、そういうふうなことと、町道が後からできて、少しこう削られたんだというふうなこ

との説明をやはりしていかないと、住民同士の個人的なトラブルになってしまっているわけです

よ。 

 みんなでまちづくり協働、いろいろやっていこうというふうなときに、一番基礎となる支部加

入、そこら辺がトラブっとったら私は発展はないと思うんですよ。だから、もっとそういうふう

なところは一人一人じゃなくてみんなを集めて、そして測量のやり方、何で食い違いが起こった

のか納得できるように住民説明会をしていかないと、私はまずいんじゃないかなというふうに考

えるんですが、どんなでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  税務財政課長。 

○税務財政課長（渡邊 知昌君）  毎年そうなんですけれども、この地籍調査事業を始める前の段

階ですね、一筆調査をする前の段階で、その対象となる区域の住民の方々、あるいは地権者、そ

ういった方にはすべて文書を出しまして、説明会を約１週間ぐらいだろうと思いますが、分けて

役場のほうで開催をしております。 

 その中で、先ほど議員さんが言われました内容のことですね、これについては十分説明はして

いるつもりでございますが、なかなか住民の方々が、そこで理解できてるかどうかというところ

もございますので、さらにその点については、現地での説明、あるいは閲覧時の説明、いろいろ

なところでやっては来ているんですが、そういうことで再度ご理解をいただくという形で進めて

まいりたいと思います。 

 先ほど言いましたように、年間のうちには数十件のそういった申し入れ等もございますけれど

も、大体、その時点でお互いに理解され、納得されて、ほとんどが解決はしているところです。 

 ただ、中には、なかなかそこまでご理解をいただけないという方もおられますので、そういう

方については、今後も同じような形でできるだけご理解いただけるように、こちらのほうも十分

進めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  それと、新しい面積ができたのにやはり固定資産税の面積を見る

と、前の面積で税金がかかってきていると、そういうふうなこともあるんですね。だから、きち

っとしたのが、まだ変わってないと。そこら辺のこともありますので、再度そこら辺を調べて住

民の納得を得るようにしていただきたいなと思うんですね。 

 そうしないと、本当にそこに地域住民の人たちはずっと住み続けるわけですから、隣近所との

口に言えないもやもやとしたものが……いつでしたか、ことしになってから梶山で境界線のこと

で殺人事件も起こりましたよね。 
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 だから、やはり自分たちの土地というものに対しては、すごく皆執着を持っているわけですか

ら、そこら辺でそういう大きなトラブルにならないように、本当に古いことで、皆さんのあれで

はないんだろうけど、そういうことは本当に慎重にやっていただかないといかんとやないかなと

思いますので、よろしくお願いしておきます。 

 終わります。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  今の件ですけれども、この地籍調査にかかわっていろんなトラブルがあ

りますけれども、町としましては、誠心誠意、説明責任を尽くしながら一生懸命やっています。 

 ただ、どうしても納得されない方もいらっしゃいます。そういうところは、幾ら話をしてもや

っぱり理解できない方もいらっしゃいますので、どこかでか決着をつけなければならんとなった

ときは、やっぱり町としましては、町の方針が悪ければそれなりの対応を地権者の方もしてくだ

さいという決着の仕方しかないんじゃないかというのもありますので、ただ、説明責任はきちっ

と、言われるその件についても、しっかりとやってきたつもりでございます。 

 以上です。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（山中 則夫君）  発言順位３番、内村君。 

〔４番 内村 立澤君 登壇〕 

○議員（４番 内村 立澹君）  皆さん、こんにちは。ことしは大きな災害被害もなくここまで過

ぎたと思っていましたら、梅雨本番のさなかに台風４号が接近しまして、６月といたしましては、

平成１６年以来８年ぶりとなる大型で強い台風が来たわけですけども、油断のできないような状

態であります。災害被害等が出なければと思っているところであります。 

 今、若葉の緑、日増しに色もまさる中で、５月の宮崎日日新聞に「綾照葉樹林、エコパークへ

ユネスコ委員会が承認勧告」という見出しが載っていました。 

 森林セラピーなどのエコツーリズムや環境教育において、エコパークに登録されるならば、さ

らなる恩恵がもたらされるだろうというようなことが書かれておりました。我が町においても非

常に緑の多いところで、環境豊かなところでございます。そして今、健康に対することがいろん

なところで取り上げられています。健康食品、適度な運動に対することが非常に言われておりま

す。 

 この前、７０歳代の男の方が歩き運動をされておりました。その人と話をするときに、この男

性の方は肺を手術されておりまして、ふだんは酸素を吸われております。 

 そのさなかに酸素を吸いながら歩き運動をされていたわけですけれども、上米公園近くに来ら

れたときに体が反応するそうです。それで酸素を吸わずに運動をされるということでした。酸素
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を外して運動もできるというようなことでした。目に見えない自然の力ではないかと。まさしく

森林セラピー、まさにいやされるということで話を聞いてびっくりしたところであります。 

 前回の一般質問の中で、食の安心・安全についてどのように考えておられるかということで町

長に質問をいたしました。その中で、町長の答弁といたしまして、食品の原産地表示の義務づけ、

遺伝子組み換えの表示区分、添加物表示区分、牛肉の全頭検査などは、安全な食品を求める消費

者の努力によって確立されたということでいただいております。 

 今、食と農ということで「食農教育」ということが言われております。多くの授業課題を抱え

る教育現場では今も試行錯誤が続いているというようなことであります。農園を確保し水稲・野

菜の栽培体験をさせることはできても、１年を通した取り組みが非常に難しいと言われておりま

す。子供たちに農作業や自然を体感させる農業小学校が全国的に展開されている、広がっている

のは、それを求める子供たちがおり、社会があると言われています。 

 目を向けたいのは給食の時間で、その日の献立にちなんだ話だけでなく、野菜や果物において

話をすれば食への教育も増す、教育だけでなく食と農の話をすれば育、栽培するだけが教育では

ない。 

 食農教育に初めにつまづくところがあるとしたら、まずＪＡ女性部、青年部が無理のない範囲

で協力してもらえばよいというようなこと。家庭でできないことを学校で行う考え方で取り組め

ばよい、珍しい形の野菜があればそれを教室に持ち込んでもいい。大人が目を向けたなら、子供

はもっと目を向ける。この食農教育の問題、取り組み状況について、どのように考えておられる

か伺いたいと思っております。 

 あとは質問席にて質問させていただきます。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  食と農について、食農教育の取り組みについて伺うということでござい

ますが、回答をさせていただきます。 

 食農、または食育の中で、食育は生きる上での基本でありまして、知育・徳育・体育の基礎と

なるべきものと位置づけられる重要な取り組みというふうに理解しているところでございます。 

 この食育、そしてまた広くは食農につきまして、それぞれ具体的に各課のほうで取り組んでお

りますので、その説明を担当課長にさせます。 

○議長（山中 則夫君）  教育課長。 

○教育課長（重信 和人君）  教育課の取り組みを回答いたします。 

 近年偏った栄養摂取、朝食欠食など、食生活の乱れや肥満、痩身傾向など、子供たちの健康を

取りまく問題が深刻化しております。 
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 また、食を通じて地域等を理解することや食文化の継承を図ること、自然の恵みや勤労の大切

さなどを理解することなども重要なことであることを踏まえ、平成１７年に食育基本法が制定さ

れました。 

 また、学校給食においても、学校給食の目的が食生活の改善から食育の推進に移行され、学校

給食の教育的要素がさらに強くなり、学校給食を活用した食農、食に関する指導の技術が求めら

れております。本町におきましては、栄養教諭が三股小に配属され、食育の推進において中心的

な存在となっております。具体的な活動といたしまして平成２３年度は、お弁当の日、サツマイ

モづくり、ヒマワリ栽培、郷土料理、がねづくりなどを行っています。 

 平成２４年度は、お弁当の日の各学年の目当てといたしまして、１、２、３年はおにぎりをつ

くる、４年生は卵焼きまたはゆで卵をつくる、５年生はおかずを１つ以上つくる、６年生以上は

全部つくるなどが計画されております。 

 また、農作物の栽培や調理実習、地域の方との交流など、食に関する授業も計画されておりま

す。 

 以上が、教育課の現在の取り組みでございます。 

○議長（山中 則夫君）  産業振興課長。 

○産業振興課長（丸山浩一郎君）  食の教育に関する取組みとして、産業振興課のほうでもござい

ますので、ひとつ御報告させていただきたいと思います。 

 産業振興課のほうで所管します食の教育の取組みにつきましては、午前中に池邉議員からの一

般質問の中でもお答えをいたしましたが、三股町地産地消推進協議会が平成２２年度から行って

いる、例えば三股メンチカツなどの学校給食への地場農畜産物の導入が一つございます。そして

また、三股小学校において、５年生が育てたサツマイモを使い、そして３年生が栽培したヒマワ

リから油を採取しまして、そのヒマワリの油で郷土料理の「がね」づくりを実施したこと。 

 そしてまた、弁当の日、先ほども教育課のほうで話が出ましたが、弁当の日の取り組みという

のが評価されまして、今年度平成２４年度宮崎の食と農を考える県民会議というところがござい

ますが、その中で「平成２３年度食と農の絆つくりコンクール」学校企業活動部門で最優秀賞と

して表彰されております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  内村君。 

○議員（４番 内村 立澹君）  わかりました。どうもありがとうございます。 

 いろいろ取り組みをなされているというようなことでございますけども、私は私なりに例を挙

げさせてもらいますと、福井県の小浜市では２００１年、全国で初めて食をテーマとした基本条

例、食のまちづくり条例を制定されているそうです。学校給食は、地場産の食材を要請して使う
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ほか、米飯にしている。食を通じて自分たちの生まれた町を知り、誇りを持てるようになるとい

われてます。食事に感謝して、いただきますとか、ごちそうさまという、手を合わせる習慣は、

時代が変わっていても受け継いでいかなければならないというようなことを、仕事をされている

ようなことが話を伺っております。 

 今後も、この取り組みに対していろいろとまた、今まで同様に取り組んでいただきたいと思っ

ている次第であります。よろしくお願いします。 

 それでは、次の質問に行かせていただきます。 

 全国的にも、子育て支援の一環として、自治体に給食費を無償化するというような検討をする

動きがあるというようなことでございますけども、本町としてはこういうようなことに対して、

そのつもりはないかどのように考えてるか伺いたいと思っております。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  学校給食施策についてということで、この子育て支援の一環として給食

費の無償化、これを検討するつもりはないかというご質問でございますが、給食費につきまして

は学校給食法第１１条第２項に、原材料については学校給食を受ける児童または生徒の保護者の

負担とするというふうに定められているところであります。 

 本町では平成２１年度の給食費について、物資の値上がり等により値上げを検討いたしたとこ

ろでございますけれども、厳しい経済状況の中、保護者負担をふやさないために、平成２０年度

まで給食費で賄っていた、つまり保護者の負担で賄っていました米飯委託料約１,０００万円を

平成２１年度から町で負担するということにしました。 

 平成２３年度三股町学校給食会の決算、審査の結果でありますけれども、平成２３年度の学校

給食にかかわる町の負担は、約１億３,０００万円であります。さらに、保護者負担の給食費約

１億１,５００万円でございますけれども、それを合わせると２億４,４７０万円となりますけれ

ども、これを全額町で負担するということは、大変この現在の厳しい財政状況を考えたときには

困難というふうに考えています。現在のところ、保護者の理解を得ながら、やはりこの学校給食

の原材料費については、給食を受ける児童保護者の負担ということでお願いしたいというふうに

考えてます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  内村君。 

○議員（４番 内村 立澹君）  この問題に対しましては、いろいろと両立した考え方があろうと

思いますけども、できるだけ保護者の負担をするようなことができましたら、よろしくお願いす

る次第であります。 

 次の質問に行かせていただきますけども、県内の学校で給食費の納入金をめぐるトラブルが後
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を絶たないということが新聞等に載っていたわけですけども、着服とか盗難、不正管理というよ

うなことがいわれていますね。学校の金庫に、長期間金庫に保管している、一人で保管するなど、

チェック体制の甘さも浮き彫りになっている。 

 校内に現金を保管しないような方法として注目を集めているのが、納入金の口座振替であろう

と。給食費を集めて回る人もおられたら、また行かなければならないというようなことも聞いて

おります。なかなか会えなかったら、二度も三度も足を運ばなきゃならないというようなことも

聞いております。 

 そのようなことで、いろんなところでそういう取り組みが宮崎県でもなされているようなこと

を、ちょっと新聞等で見てからわかったわけですけども、振り込み手数料とか発生するわけです

けども、不正とか紛失事故防止につながるだけで、地域で集金する保護者の負担の軽減にもなっ

ていくんじゃないかというようなことがいわれているわけですけども、このようなことに対しま

してどのように考えですか。伺いたいと思っております。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  今、言われましたように、学校での給食費の徴収、そしてそれの保管、

そして、あるいはまたＰＴＡ等でのこの徴収の手間隙、そういうのを考えたときに口座振替とい

うのが一つの方法だというふうに思いますが、これにつきましてはメリット、デメリットござい

ます。そういうのを踏まえて、いろいろと学校給食会でも検討をさせていただきました。その結

果について担当課長のほうで回答させます。 

○議長（山中 則夫君）  教育課長。 

○教育課長（重信 和人君）  では、お答えいたします。 

 給食費の徴収につきましては、梶山小学校が口座振替で、それ以外の学校ではＰＴＡの役員の

方々が徴収されており、各学校で集められた給食費は給食センターに納められ原材料として使わ

れております。 

 平成２０年度まで、学校から給食センターへ全額納入されていましたが、平成２１年度分から

給食センターへの未納が発生しています。平成２２年の４月にＰＴＡ連協の皆さんが、ことしも

ＰＴＡといたしましては、学校給食の徴収を引き続きやっていきますので、給食費の未納につい

て町のほうで検討してほしいという要望がありました。また、給食センターでは未納対策マニュ

アルを作成し、学校と連携しながら悪質な滞納者に対して裁判所への支払い督促申し立ても行い

ました。 

 このようにＰＴＡ、学校、給食センターの連携のもと、未納対策もようやくうまくいき始めた

ところです。平成２３年度の給食費徴収率は９９.９％となっております。このことは、ＰＴＡ

の方々の皆さんと先生方のご協力のたまものだと考えております。また、近隣の町で口座振替に
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したことで給食費の未納がふえてるという情報も聞いております。 

 以上のことから、学校給食費の徴収方法につきましては現状のままでいきたいと考えておりま

すので、ご理解をよろしくお願いいたします。 

○議長（山中 則夫君）  内村君。 

○議員（４番 内村 立澹君）  口座振替と言われたときに、やっぱり今言われたとおりなかなか

通帳関係の問題とかいろいろあると思いますけども、集金なされる側の立場もいろいろ聞かれた

ときになかなか難しいというようなこともありますので、またこれから先、いろいろとまたこの

ようなことも考えていただきたいと思っております。 

 次に行かせていただきます。 

 昨年度まで中学校の課程で、武道かダンスを選択をされているかというようなことですけども、

今年度の必修授業に武道が盛り込まれたということですね。それに対して、メディアなどから柔

道の危険性が表面化している、保護者の間でも不安が拡大している、専門家の間でも、最悪の場

合、投げわざなどで頭部にダメージを受け、死亡するようなケースもあると言われております。 

 中学校の授業といたしましては、受け身や礼儀作法を習得するのが目的であるといわれており

ます。この柔道に対する取り組みの中で、柔道の指導の安全対策をどのように考えられるか伺い

たいと思っております。 

○議長（山中 則夫君）  教育長。 

○教育長（田中 久光君）  それでは、私のほうでお答えいたします。 

 平成１８年に教育基本法の改正がありまして、その中で伝統と文化を尊重して郷土愛をはぐく

むことということが、大きな目的には掲げられております。それを受けまして文部科学省が、平

成２０年に学習指導要領を改訂いたしまして、平成２４年度、今年度から中学校の１年生、２年

生の男子女子に武道及びダンスを必修とすることとしまして、４月からスタートしているところ

であります。 

 今回の学習指導要領では、体育分野の武道を原則的に柔道、剣道、または相撲を学校ごとに選

択し、事情によってはなぎなた等でもよいとしておると。ここで懸念されているのは、柔道など

で頭を打ったり、今おっしゃるとおり重大事故も発生してきております。ほとんどが部活動での

事故が多いわけですが、他競技に比べて柔道による重大事故の比率が非常に高いということであ

ります。 

 柔道を選択する学校数は、現時点では全国の６割に達するということで、授業による柔道での

事故防止策は周知徹底をされていくべきであると考えております。 

 三股中学校におきましては柔道と剣道は、剣道が７、柔道が３の割合で実施しております。柔

道の授業は剣道の授業の割合の半分以下となっておりますけども、柔道においては事故が起こっ
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た場合、重大事故につながる可能性が大きいため、細心の注意を払い事故がないようにやってい

くということを、再三再四お願いしているところであります。 

 そこで、ことしの５月２１日に都城市との共催によりまして、柔道指導の安全講習会も実施し

たところです。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  内村君。 

○議員（４番 内村 立澹君）  今、取り組みで必修化になっているわけですけども、名古屋の市

議会の、ちょっと新聞見たわけですけども、投げ込み用の練習マットを導入してはどうかという

ような提案があって、その市の教育委員会は、受け身にも衝撃を緩和の効果があり、柔道初心者

の安全にも役立つとしてマットを導入するというようなことも伺っております。 

 そういうようなことで、危険が伴うようなことでありますので、今後よろしくお願いする次第

であります。 

○議長（山中 則夫君）  内村君。 

○議員（４番 内村 立澹君）  次に、本町はすばらしい弓道場ができたわけですけども、中学校

の武道に弓道を取り入れるようなことも、話も、今、よく聞くわけですけども、このことにつき

まして詳細的に詳しくあったら伺いたいと思ってる次第であります。 

 それと、すばらしい弓道場ができたわけですから、それに対して大会等もあると思いますけど

も、この中でほかの地域にこの大会の誘致といいますか、アピールといいますか、そういうよう

なことも、呼びかけ等を行っているかというようなことも伺いたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  教育長。 

○教育長（田中 久光君）  今、ご指摘いただきましたようにすばらしい弓道場ができ上がりまし

た。それで、弓道場を今後中学校の体育分野の武道の中の一環として、その競技を行ってはどう

かということはできたときから考えているところでございます。 

 ことしスタートしましたので、柔道、剣道できておりますからその中に弓道も加えながら、子

供たちの必修課の中の一分野に入れていくということは、今後十分話し合いをしていかなくては

いけないと思っております。を、ご理解いただきたいと。 

 それと、弓道場ができたことで大いに三股町をアピールしないといけませんので、そのために

は競技を持ってくることは最大条件になると思います。早速、今度の地区中体連の大会では、そ

こで今まで都城市の弓道場で実施した弓道競技を、この新しい弓道場で実施しました。それから、

高校でもその話が出てきておりますので、ここでもできますよという話もしております。 

 その状況を見ながら、しっかり宣伝はしていかなくちゃいけないと思っているところです。 

 以上です。 
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○議長（山中 則夫君）  内村君。 

○議員（４番 内村 立澹君）  いろいろ今後また、三股町のすばらしい弓道場ができたわけです

ので、いろんなところにアピールしながらいろんな大会等も持ってきて、いろいろと三股町を盛

り上げていただきたいと思っている次第であります。 

 和牛の子牛について伺います。 

 市と町、ＪＡ子牛競り市早期出荷試験対策として、早期出荷促進対策の補助対象牛、１月の競

り市、２月中旬、２月の下旬とあったわけですが、このような状況の中で、どういう状況だった

かを伺いたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  具体的な内容でございますので、担当課長のほうに回答させます。 

○議長（山中 則夫君）  産業振興課長。 

○産業振興課長（丸山浩一郎君）  それでは、私のほうから答弁をさせていただきますが、ただい

ま議員のほうの質問の中で、早期出荷対策のどのような状況であったかということでございまし

たけれど、２番の申請何頭であったかというところまで含んで回答させていただきたいと思いま

す。 

 この和牛子牛に係る早期補助対象牛ということになりますと、これにつきましては、１月のセ

リ市、そして２月の前期のセリ市、そして後期のセリ市、この３回において生後２７６日までに

出荷された子牛ということが対象になっております。 

 早期出荷のメリットとして、通常より早く出荷するということで、繁殖農家については経費の

節減につながったという話が聞こえておりますし、購入するほうの肥育農家においては、早い段

階で自分の農場に持っていき、そして自分のとこの農場に適応した育成を行うことができたとい

うふうに分析されているところでございます。 

 また、今回の早期出荷対策においては市場価格についても低下は見られなかったと。そしてま

た、３月以降に心配されておりました県外の購買客、そちらのほうの確保にも、１、２月で早期

出荷をしたことによって成果があったというような報告も受けております。 

 なお、出荷頭数につきましては、１月の市場全体で上場頭数が５９４頭でございましたけれど、

三股町からの上場が２４頭、その中で補助対象となったのが３頭でございました。また、２月前

後期合わせた分におきましては、市場全体が２,６７９頭でございますが、うち、三股町からの

上場は２２８頭、そしてその中で補助対象となりましたのが５５頭ということで、１月と２月合

わせまして、三股町で早期出荷補助の申請頭数として対象となった牛が５８頭ということになり

ます。 

 以上です。 
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○議長（山中 則夫君）  内村君。 

○議員（４番 内村 立澹君）  この早期出荷支援対策事業は、これには当たらないほうがいいわ

けですけども、値段としましては値段が安いからこういう補助事業の対象牛になるわけですので、

このことに対しましては、また今後何年続くかわからないというような状況ですので、今後もこ

の対策にまた取り組んでいただきたいと思う次第であります。 

 本町は、昔から畜産が盛んなところでありますし、生産者の皆さんがすばらしい牛をつくって

いただきますよう行政と一体となり、畜産の町、三股を大いに盛り上げてアピールしていただき

たいと思っております。 

 私の質問を終わらせていただきます。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（山中 則夫君）  ここで２時２５分まで休憩いたします。 

午後２時20分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時25分再開 

○議長（山中 則夫君）  会議を再開いたします。 

 発言順位４番、指宿君。 

〔６番 指宿 秋廣君 登壇〕 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  ４番目ということで皆さんお疲れでしょうけども、お願いをして

おきたいと思います。 

 前回の一般質問で、私は特に資源ごみの持ち去り禁止条例について質問をいたしました。その

回答内容はものすごく不満な内容でございました。私は、条例を用いて三股町が率先してするべ

きではないのかということで質問したんですけれども、回答は、回収指導員の指導をしたい、研

修を行いたいという内容でございました。これでは、町民にお知らせするには甚だ気が重いとい

うことで、前回の広報については辞退申し上げておりますので、今回も辞退のないような回答を

期待をしたいと思っております。 

 それでは、通告したものについてお伺いをいたします。 

 質問の１で、三股小学校区の少子化対策はどのような政策を実行するつもりかということで、

新しい住宅用地確保をするべきではないかという質問をいたしておりました。これは、先輩同僚

議員からもありましたけれども、私は少し視点を変えて、地域を町が農振を積極的に地域を指定

して、農振をとるということから、民活もひっくるめて新しい住宅用地の確保はできないかとい

う視点でお伺いをいたしたいと思っております。 

 場所については、植木のシグナルがあるところから南に進んでいって樺山の二地区公民館へつ
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ながるわけですけども、その線は、今、町が持っている土地、文化会館がある土地と隣接してい

るところになります。そういうところであれば、地域な利便性、新たなことの開発等々について

も利便性も強いし、三股小学校区でもあるし、そしてまた役場にも大変近いということからいっ

て、理想的なところではないのかなあというふうに思ったところであります。 

 町執行部側の答弁をお聞きをして、後、質問席から質問したいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  指宿議員からのさらなる人口増対策についてのご質問でございますけれ

ども、新たな提案をされましたけれども、まずは、町の考え方を説明をさせていただきたいと思

います。 

 三股小学校区の少子化対策ということでございますが、現在建設中の塚原団地、今回がＢ棟と

いうことで、４１戸の戸数の住宅を建設しようとしてますが、そちらのほうでの対応、またはそ

の隣の敷地、約８,０００平米ですけども、こちらのほうが団地として残りますので、そちらの

ほうの分譲、それとまた山王原のほうに今回、栗原住宅と中央団地、そちらのほうを用途廃止し

ようというふうに考えております。その跡地の活用というものを図ってまいりたいというふうに

思います。その活用によって、この少子化、要するに三股小学校の児童数を確保できないかとい

うふうに考えているところでございます。 

 そしてまた、今後の町営住宅につきましてですけれども、さきの３月議会でもお答えいたしま

したが、五本松住宅につきまして本年度検討に着手いたしまして、２５年度に公営住宅等長寿命

化計画等により、手法判断を行う計画となっていますけれども、五本松住宅周辺にあります射場

前、射場前第二、榎堀団地も隣接することから、一体的に検討をしていきたいというふうに考え

ているところでございます。 

 先ほど提案ございました、農振地域からの除外ということのご提案ございましたけれど、今の

ところ全くそちらのほうは考えていなかったところでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  新しい住宅用地の確保という点で、アのところで申し上げたんで

すが、今、イのところでそれをまたお聞きをしたいなと思いますので……。 

 新しい住宅用地の確保というところからいうと、今ある三股小学校区については、ほとんどの

ところが昔からの土地もしくは新しいとこはもうほとんど詰まっている状態、福祉会館の近くと

いう意味ですけれども、そういうところからいってなかなか厳しいのかなあというふうに思って
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います。 

 町営住宅も大切なんですが、町営住宅は収入の制限があって、なかなか、それをオーバーして

いる人については入居ができないということからいうと、先ほどありました塚原団地の

８,０００平米というのは魅力ではあるんですが、しかし住宅の隣接地でいうと公園もある一定

ないといけないやろうと、すべてがそれにそぐうのかどうかちょっとわかりませんけども、どこ

まで考えていらっしゃるのかわかりませんが、その今あるところの三股町の場所で、三股小学校

区は、どなたでもほとんど、今度の１年生５５名ですか、という形の中で少ない人数になってし

まいました。２つのクラスをとるのがやっとと、大きい校舎に少ない人数という形になってしま

いましたので、入れ物がいっぱいあるわけですから、新たな設備投資がほぼ必要ないとすれば、

三股小学校への新しい児童の受け入れというのも考えたほうがいいのではないかということでご

ざいます。 

 言いましたように、農地転用はなかなか厳しいというのは百も承知なんですけれども、しかし、

どういうハードルがあってどういう形で抜くことができないのか、どういうことをクリアすれば

できるのかというのは、やるやらんという以前の問題として三股町の今からの農業振興法との兼

ね合いということも踏まえて、ちょっと検討方お願いしたいと思うんですが、答弁をよろしくお

願いします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  私は以前この農振関係の仕事もさせていただきましたので、そのときの

知識から若干申し上げますと、要するに、今現在、農振除外といいますか、農振地域からの用途

を外していくということに対しては大変厳しい、といいますか、ハードルが高いところになって

ます。 

 以前は、ある一定の町の計画でエリアとしまして、そのあたりを、こういう計画があれば外せ

ますよと、外しますよということで、ある一定の理解が得られたところですが、現在の農振除外

ではこの特別管理というのをやっておりますけれども、その中ではより具体的に、だれがいつ、

どのような形でその住宅を建築するのか、そういう具体的なものが求められるというふうに聞い

ています。 

 そういう意味合いでは、新たな土地利用を除外しまして、そこに人口増をもたらすような用途

として推進していくためにはハードルが高いなというふうに私は思っているところです。ですか

ら、今のところは、先ほど言いました公営住宅関係の整理統合含めたところで、そちらのほうの

用地を有効活用しながら取り組むのがベターではないかと。 

 また、議員が言われますそういう新しい土地を求めて云々する場合には、その代替地という形

で、ほかに土地はないのかというところ非常に細かく追求といいますか、指示されますので、そ
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のあたりから考えますと、先ほど言いました残地等を、まだ町内には、町内といいますか用途区

域内にございますので、そういうところとの整合性も問われるのではないかというふうに思いま

す。 

 私は以前この担当でございましたので、今はちょっと若干違うかもしれませんので、後は担当

課長のほうに回答させます。 

○議長（山中 則夫君）  産業振興課長。 

○産業振興課長（丸山浩一郎君）  今、議員のほうのご質問の中にありました農振除外に対する

ハードル、そのあたりを若干述べさせていただきたいと思います。 

 農用地区域から除外する場合になりますが、まず、今町長の答弁の中にもありましたように、

代替地、農用地区域外の土地をもってかえることができないかという、まず１つ目のハードルが

ございます。その後、農業上の効率的、あるいは総合的な利用に支障がないか、要するに農用地

としての利用に影響は出ないかどうか。そして３番目に、農用地の利用集積に支障はないか。今、

集落営農等を通じまして土地の集積というのを行っていますが、その集積に支障はないか。そし

てまた４番目に、土地改良施設の機能に支障はないか。水利権がございますが、土地改良協会、

土地改良区のほうで、水利のほうの用水路等がございますけど、その機能低下につながらないか

どうかということになります。そして５番目の要件として、その土地改良事業等は今まで何ヶ所

かしてありますが、その工事が完了してから８年を経過していなくちゃいけないという、そのよ

うなハードルがございます。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  ハードルがあるからなかなか農振がとれんということはそれは百

も承知なんですけども、一歩こう県外とか目をそらしてみると大規模にできて、学校ごとできて

るところもあるんですね。学校ごとできてるわけですよ。その学校も、小学校じゃない中学校で

すわ。そういうところもあるんですね。そこはもうほとんど詰まってしまってるというところも

あります。そこはなぜ、要するに、一面田んぼであったところですね。 

 宮崎県はできんけども、例えば隣の鹿児島県はできるということ自体が少しおかしいかなとい

うふうに思いますので、果たしてそれはどういうふうなハードルを、したら超えられるのかとい

う検討は、まぁ、見もせんで無理ですわということよりも、ならばどうすりゃできるのかという

ことも検討してほしいと思ってますので、これはお願いをしておきたいと思います。 

 次、イのところの町営住宅の建てかえということで町長の答弁がありました。射場前住宅です

ね、山下医院の周りという意味ですが、あそこは多分４分の１、今入居率はそんくらいではない

のかなというふうに思っています。もちろん、新たに退去されるとそこの住宅簡平は建て壊され

てますので、余計悲惨な状態に見えるんですね。 
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 そういうことになると、五本松住宅は、とてもじゃないけど、今ほとんど満杯でしょうから、

でき上がったのも五本松住宅が新しいほうですよね、今市住宅の次ぐらいですか、昭和４７年、

６年とか、そこら辺だと思いますので、要するに射場前住宅、それから、県営住宅と交換した射

場前第二ですか、あそこは県営住宅の跡地ですけども、それも全部して何戸今、あそこの３つの

団地ですね、射場前住宅の関係、それから、あそこは何ちゅうたですかね、山下医院の西側、今

何戸ぐらい入っているのかちょっと教えてほしいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  まずは五本松のを申し上げます。五本松が１３４戸中１０８戸ですね、

そして射場前が２３戸中７戸、射場前第二が２４戸中１０戸、榎堀が２４戸中４戸です。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  全部足して、７と１０と４で２１戸ですか。多分、今は２４戸中

とか言われましたけども、もともとの敷地は１００戸以上ですよね、要するに、取り壊す前、も

ともとでき上がった当時の戸数からいうと１００戸は軽く超えてると思うんですよね。 

 そういう２４戸で１０戸ていう意味ではなくて、射場前第一、第二県営住宅の跡まで入れて、

多分１３０かそこらですよね、五本松に匹敵するぐらいあったはずですから、そういうところか

らで１７戸ですか、榎堀が４戸、これも壊されてますから、そういうことからいうと全体的に考

え直すときに一番いいのかなというふうに思ってます。 

 地理的条件からいうとものすごくいいところですね。都三線にもそこ、都万線にもそこ、ただ、

取りつけ道路が少し狭いかなというぐらいで、あとは大変いいところなので、積極的な改修をし

てほしいなというふうに思っておりますが、先ほどちょっと申しましたように、町営住宅につい

ては入居者の基準がありまして、ある一定の高収入者については入居できないと。入ってしまっ

て、収入が上がった者においては割り増し料金というのがあるようですけども、できないという

ことのようですから、それだけではちょっと事足りないのかなというふうに思っています。 

 それでもう一つお聞きしたいんですが、塚原第二団地のＢ棟について、新たな入居の基準、例

えば子供さんがこうですよとかっていうのは考えていらっしゃるのかお聞きいたします。 

○議長（山中 則夫君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（下沖 常美君）  今回Ｂ棟ということで、４１戸を建設しております。内訳とし

ては３ＤＫが３３室、から２ＤＫが８室ですね、４１戸ということで計画してますが、今のとこ

ろ入居については収入基準がありますので、それにのって、子供が幾らというまだ計画、そうい

う状況はまだ判断しておりません。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  これもまたマスコミで失礼なんですけども、例えば地域に積極的



- 86 - 

にかかわる人を優先しますよとか、それから、こういう人たちについては優遇しますよとか、そ

ういうのもやっぱり、可能であればしてもらって、例えば私たちのような年齢の人だけが住んで

もそれもまた考えもんかなというふうに思いますので、できれば若い世代の人が、子供さん、も

しくは今から結婚するとかですね、そういう形の中の基準をとってもらわないと新たな小学校の

増に、三股小学校の増には直接的につながるかどうかというのに疑問がありますので、そういう

制約の仕方は可能なのかどうかだけちょっとお聞きしたいと思います。できますか。 

○議長（山中 則夫君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（下沖 常美君）  今まで住宅の入居について、一応収入でと、基準という形でし

かやってませんので、今後検討していかないといけないと思っております。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  ぜひ、収入はもうこれは国ベースで、例えば１,０００万円も収

入がある人が入れない、これはもうわかり切ったことですので、それ以上に三股町に何かもたら

してくれる人、もしくは地域に積極的に溶け込んでくれる人とか、そういうことももんでもらえ

るとありがたいのかなというふうに思います。 

 それでは、これ、お願いですので、そこで置きたいと思います。 

 次に行きます。 

 先ほど話もありましたけれども、宮村小学校区の関係のでちょっとありましたので、あんまり

多くは言いませんけども、国道が立派な国道がモウチョウセンですけどもあります。ほぼ、特定

の砂利運搬会社の専用道路になってますけども、このまま放っておくのにはもったいねえなと

常々、いつも思っております。 

 あそこを通ると、都城市はすぐそこなんですね。都万線、都三線を通っていっぱいシグナルが

あるよりも、これ、すぽーんと行くんですよね。ＰＲすれば、ものすごく利便性がいいからすぐ

家が建てられるのではないのかなと。それが証拠に、眺霧台があったのかなというふうに思って

います。改めて三股町の利便のよさというのを痛感させられたことだというふうに思っておりま

す。 

 そこでお聞きをしたいんですが、国道と限らず、もう一つ立派な道路がありますので、要する

に休眠してた砂利採取のところに製材所が、あそこいいなあと思ったら製材所ができてしまいま

したので、あと、そういう類するようなものについて、砂利採取業者ばっかりじゃなくて、そう

いうところが休眠するところが何かあるのか、もしくはそういうことを考えてらっしゃるのか、

それから、あそこは何ですかね、自転車は……（「サテライト」と呼ぶ者あり）サテライトです

か、ありますよね。だから、そういう流れは、あそこを通るといっぱいいろんなものが、ここ、

でき得るよなというようなところあります。考えてほしいなと思いますので、すべてにおいて何
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か今から、今、同僚議員が聞かれましたので、いろんなことも考えられると思いますが、私のほ

うからはお願いという形でここはとっておきたいと思います。 

 それでは、３番目の空き家対策として、家屋敷課税は新たに課税する考えはないかというふう

に問うておきました。 

 家屋敷課税につきましては、地方税法の第２９４条第１項第２号で、均等割ですね、市町村内

に事務所、事業所または家屋敷を有する個人で、当該市町村に住所を有しない者という設定があ

ります。ですから、三股町の町民には一切関係ないんですね。三股町の町民でない人が家屋敷を

持っている人に、均等割課税はかけられませんかと、こう、そう問うているわけですから、どう

いう結論なのかちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  この家屋敷課税ですね、ただいま言われましたようにこの２９４条の

２項のほうに、市町村に事務所、事業所または家屋敷を有する個人で、当該市町村に住所を有し

ない者に対して均等割を課税できるということでございます。これにつきましては町の現状と考

え方、これについて担当課長のほうから回答させます。 

○議長（山中 則夫君）  地域政策室長。 

○地域政策室長（西村 尚彦君）  それでは、空き家対策という観点ですので、私のほうが担当と

いうことですので、説明させてもらいたいと思います。 

 それではまず最初に、町内の空き家の状況を報告したいと思います。 

 空き家につきましては、全国的に少子高齢化が進むに伴いふえている傾向にあります。三股町

におきましても、平成２０年の住宅土地統計調査によりますと、住宅総数が１万５０戸、そのう

ち約９.２％、９２０戸が空き家であるという調査結果が出ております。空き家は近隣住民にと

っては防犯・防災上の不安や環境・景観の悪化など、さまざまな問題を抱えております。 

 今、議員のほうからのご指摘の人口増対策としての空き家への家屋敷税の課税ということなん

ですが、先ほどありましたように、地方税法の第２９４条に基づいて、町内に事務所・事業所ま

たは家屋敷を有する個人で三股町に住所を有しない人に、県町民税として均等割４,５００円が

課税されております。これちょっと説明させていただきますと、これは土地や家屋そのものに課

税される固定資産税とは性質が異なりまして、三股町に一定の住居を持っている場合、その自治

体から何らかの行政サービス、防犯・防災道路の整備等これを受けているはずだという考えから、

住民登録をしていなくても一定の負担をしていただくという種類の税金であります。よって、家

屋敷課税の対象になる方は、毎年１月１日現在、三股町に住民登録のない方で、町内に本人また

は家族が住むことを目的とした自由に居住することができる住宅・事務所を持っている方になり

ます。 
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 ということで、内部でいろいろ検討させていただいたんですが、空き家につきましては、すぐ

に住める状態であるものは賦課とすることもある。ところが、老朽化した住宅、またはリフォー

ムが必要な住宅、あと相続者や所有者が住むような住宅、または解体費用を要するために放置さ

れたままの住宅など、さまざまな空き家があると考えております。そういう中で課税客体の把握

が非常に難しいと考えておりますし、また空き家対策として一定の効果はあるんじゃないかとは

考えておりますが、こういう今の経済状態の中、新たな空き家に対しての課税ということに対し

て、町外の方なんですが、理解が得られるかどうか受けていただけるが十分に検討する必要があ

るかと考えております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  要するに答弁の中にあったように、人が住んでいないのに放置し

ておくと、固定資産税の優遇措置があるんですよね。土地と家で、家が古いわけですから土地・

家で優遇制度がある。撤去すると、解体すると非住宅用地になって税金が上がるんですね。だか

らあえて壊さんというのもあるわけですよ。だから、そういうことを有効にしてもらうためにも、

これが全部調べて例えば２戸とか３戸かもしれないですよ。だけど、三股町は家屋敷税を創設し

ましたよというだけでもインパクトあるのかなと。 

 通常、これはこのためにできている法律じゃないんですね。これは通称別荘税ですわ、早い話、

それもわかった上でしゃべってるんですよ。別荘持っちょってあれしてると人の市町村の道路を

通るじゃないかと、じゃ少しくらいの通行料を払えと、これはまあ言い分ですわ。だけど、三股

町にそれを言ったってしょうがないので、人口増新たにこの家をどうにかして回転させようと、

もしくはリフォームして貸し家にでもしようという引き金にならんかなということで、この設問

をしたわけです。 

 三股町は家屋敷税にしましたよと、例えばいろんなとこを見ると、ホームページに「家屋敷課

税はご存じですか」と出てるんですよ。非合法ではありませんよと、税法で認められた立派な税

ですよと、それをかけるやつを放棄すること自体がおかしいんじゃないかと。法律のってるわけ

ですから。地域対策室でいかんければ、税務はどう考えられておりますかな。お願いします。税

務課長。 

○議長（山中 則夫君）  税務財政課長。 

○税務財政課長（渡邊 知昌君）  今、議員のほうが言われたこと十分わかっているつもりでござ

いますが、先ほど室長のほうからも申し上げましたように、なかなか実態がそこがつかめないと

いうところから、これには積極的にはやってなかったという面もございます。ただ、この地方税

法上は課税するというふうになってますので、その趣旨にのっとれば、その課税客体なりそうい
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うのを調査して課税する方向ということも考えられます。先ほど言われましたホームページ等に

載ってるということですよね。だから、確かにこれがあるんだということを載せることは非常に

有効かなというふうに思いますので、そうした上で実務的にどこまでできるのか、そういうとこ

ろを今後検討しないと、なかなか実際の課税につながっていかないんじゃないかと思いますので、

そういった面で今後検討させていただきたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  ぜひ、税務課がすべてわかるわけですよね。例えば、納税管理人

が三股町におれば省くとかそれはばかーっとできるはずですよ、今、固定資産税を払ってるわけ

ですから。農地の１反歩、２反歩やったら課税点以下で課税されてないといらっしゃいますよ。

だけど、家屋敷やったら何らかの税金がかかってるはずですから、そうなったら、そういうとこ

ろは税務課で把握してるはずですよ。今納めてもらってる通知書出してるっちゅうわけだから。

だから、そういうところで町外に出している人で、ていうふうにしていけば、すーっと出てくる

はずですよ。 

 だから、そういうことを三股町は家屋敷課税を新たにするようになりましたよと、そんなに

４００万も５００万も税金がかかるわけじゃないわけだから、その割には労力の割には身入りが

ないですよと、わかります。わかるんだけど、それが一つの引き金になるということから、ぜひ

とも検討よろしくお願いをしたいと思います。次、いきます。２番目の情報公開について質問を

いたします。直近でいいんですが、保育料を安くするために、本町が予算にのっていないお金を

直近でいくら出しているか教えてもらったらありがたいと。保育料を措置費のお金がありますよ

ね、それよりも三股町安くしてますね、この差ということ、お願いします。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（東  光吉君）  ２３年度の実績で申し上げれば、町の負担額としては約

６,０００万円支出しております。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  ６,０００万円ですか。いいんですか。（「いいです」と呼ぶ者

あり）お金が要するに予算にのっていないんですね。予算にのってません。要するに、新たにそ

ういう特別会計があってそこで保育料を徴収していれば、特別会計繰出金としてするけれども、

実際上は保育料を安くするだけだから予算は出てこないんですよ。出てこないのにわざわざ安く

していると、それは広く三股町はこんだけ子育てのためにやってますよと、保育料を安くするた

めにこんだけの金を使ってますよというのにはいい材料だと思うんですよね。３００万とか

４００万の話じゃない、今言われると６,０００万いうことだったですよ。概略でいいんですよ、

５,０００万なのかもわかりません、だけどいいんですよ、そういう何千万単位のを毎年払って
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るわけですよね。となれば、それは三股町はこうですよと厚地の紙にふってでも当初予算の中に

いれてでもいいような気がするんですけども、そういうところについて町長ＰＲというのは考え

てますか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  この町の福祉施策についてＰＲが足らないということで、以前も一般質

問でございました。やはり、この三股町がどういうところに力を入れているか、このあたりを大

いにＰＲすることは大事だろうというふうに思ってます。それでそういうことを担当課のほうに

も指示を出してるんですが、なかなかその意欲が伝わってこない部分がございまして、その点は

もっとやりなさいということで、今回の一般質問に対する回答として担当課のほうにも話をした

ところでございます。担当課のほうで、中身について報告等をかねて説明をさせます。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（東  光吉君）  そのＰＲとしましては、毎年２月に保育所の入所更新を行って

おりますが、そのときに子育てに関するその他の制度を含めた資料とともに保護者の方にお渡し

たり、子育支援センターや福祉課の窓口でも配布等を行っております。その中でそういった説明

をしております。現在、町内の１１保育所の定数総数は７４５人であり、その定数に対する４月

１日現在の入所人数は７５１人で、定数オーバーの状態でございましたので、回覧やホームペー

ジでのＰＲは今まで取り組んでおりませんが予算額・決算額の公表は町の責務でもありますので

保育料初め独自政策の負担額つきましては、わかりやすい方法で広く町民にＰＲしたいと考えて

おります。 

 なお、町内の２つの幼稚園に本年度当初に認定こども園の認可がおりまして、３歳未満の定数

は４５名増加となったところもつけ加えて報告いたします。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  どれぐらいのＰＲされてるのかよくわかりませんが、例えば知る

かぎりで言うと、こういう保育料の一覧があって、こういうことですよというのがあるんだろう

とは思うんですが、これも議会には諮られないんですよね。議案としては上がってこないんです

よね。何で上がってこないのかと言ったら、三股町児童福祉運営費規則というふうになっていま

す。規則では上がってこんですね。それを議員の皆さん、我々も知るためにも、厚生省から来る

んですか、厚労省から来て、県が来てそして町に来るんですか。別にこの表がこうあるんですよ、

これをこう変えたんですよ、変えようとしてるんですよ、これくらい安くしてるんですよ、総額

いくらですよていうのを、２番目に入りますけど、条例化するべきだろうと。間に合いません、

わかります。間に合わないとは、今までも全部専決でやられてますよね。だから、条例にして、
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そして専決をやって直近の議会でそれを諮ると、そうすることによって、議員さんを含めてみん

なが「ああ、こういうことになってるんや」というのがより現実的にわかるのかなというふうに

思いますのが、その点について答弁をお願いいたします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  この保育料のほうをいくら町が負担しているのか、あるいは国の基金が

どうあるか、そのあたりを皆様方に今までお知らせしなかったということが、非常に情報を開示

していないといいますか、予算の内容を説明していないというところで、若干この理解への努力

が足りなかったのかということは反省をさせていただきます。ただ、この規則ではなく条例化と

いうことですが、これについての考え方、こちらのほうを現状、県内の状況も含めてですけれど

も、そしてこの考え方について担当課のほうで説明させます。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（東  光吉君）  お答えします。 

 児童福祉法に基づき地方公共団体が設置する保育所、その他の児童福祉施設は自治法上の公の

施設に該当しますので、本来ならばその使用の対価はすべて自治法第２２５条及び第２２８条第

１項の規定により、条例で使用料として定めて徴収すべきものであると思われます。 

 しかし、保育園の保育料は、公の施設の利用対価として徴収するものではなく、入所に要する

費用、入所後の保護に要する費用等に要する保育費用を養育義務者に負担させるもので、一種の

負担金であるとされております。さらに、児童福祉法第５６条第３項の規定によって徴収する費

用は、同条に直接関係を持つ負担金であるので、市町村限りでこれを定めて徴収し得るという昭

和３２年８月３日付厚生省児童局長通達及び昭和４４年３月１３日自治省行政課長回答も出され

ており、多くの自治体が規則で対応している状況であります。県内でもほとんどの全市町村が規

則で対応しております。また、現在制度の福祉関係制度も流動的で、多くの法改正が生ずること

も想定されますので、改正に迅速に対応できる規則で対応したいと考えております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  迅速に対応するからという言葉は、先ほど言ったようにならば専

決でもいいでしょう。だけど、議会に、要するに条例改正をしましたけどまにあいませんでした

から専決しましたよと、そういうのはいっぱいあるわけで、その間に合わないというのは今さっ

きありました児童福祉法第５６条第３項、これは徴収することができる規定ですよ、これ。読み

ましょうか。「保育所における保育を行うことにかかわる児童の年齢等に応じて定める額を徴収

することができる」でしょうこれ。５６条の３項には準拠してませんので、だからそういうこと

じゃなくて、三股町がこういうふうに、先ほどからも何回も言いますけども、子供たちにこんく
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らい一生懸命してますよ、とそのためにも条例に定めてこういうふうにしましたよと、これに伴

う予算は表には出てこないわけですからこれにともなう費用はこれくらいかかっておりますよと

するために、条例でどうですかとこう言っているわけですから、再度答弁お願いします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  現在のところ条例化というところは、まだ担当課のほうとのまた庁内で

の検討はしていないところでございますが、ただ言われるように、三股町の児童福祉施策、この

保育料だけに限らずいろんなところのＰＲが足らない、そしてまた議員さんたちにもどういう町

の上乗せがあるのか、そのあたりを明確にまだ説明していない部分もあったということで、その

あたりを明確にしながら、そしてＰＲしていきながら、町の政策を大いに出していくことが大事

だろうというふうに思います。 

 これは、条例化については提案を受けましたので、一応内部でいろいろと検討させていただき

ますが、県内ではどこもやってないということでございますので、そのあたりはどうなのか、そ

のあたりの調査も含めて勉強させていただきたいなというふうに思います。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  ぜひ条例化の方向を含めて検討してほしいと思います。もしでき

ないとすれば、当初に間に合わなくても、直近の議会でこういうふうに三股町は保育料を下げる

原資を確保いたしましたと、こう規則をこうかえてますというぐらいは、表を２表つくって出し

てもらえればいいわけですよ。これが今の三股町の保育所、措置費の厚生省から出てくる表と

２つポンと出してくれば「これがこう変わったのか」ということで、それの原資はいくらですよ

と、それは何回も言いように一般会計の予算の原資の中には出てこない形になってしまうですか

ね。こんな形になるよね、実際は。特別会計を組めば別ですけど、だから、ぜひとも内部登用を

積極的に、総務課長が元福祉課長でもありますので、陣頭に頑張ってもらえるとありがたいなと

思っております。 

 次にいきます。３番目の原子力に頼らない発電はできないかということで、花と緑と水の町三

股町てつく以上は、子供たちの学習のためにも、今の農業用水が大変きれいだとか、もしくは汚

いとかいろいろありますが、そこを利用して落差を利用した小水力発電をやろうと思えばできる

と思うんですよね。水車じゃないので、少し音も出たりいろいろするのかもしれませんけれども、

三股町として小水力発電、昔、長田のトンネルに水が物すごく出るところがあるんですね、あれ

を長田の集落の近くまで水引いてこれんか大八重のとこら辺まで水引いてこれんかていうふうに

考えたことがあったんですけども、水が枯れると、時期があるんです。それについての検討はそ

こで終わってしまったんですが、しかし、とはいえある一定のところにいくと、水がこうで出て

きているわけで、そうするとその水は必ずもとの川に戻すわけですから、一切汚しもせずに戻し
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てくるわけですから、農業用水のところの小さい落差を利用したような形で小水力発電、場所は

いっぱいあるだろうと思うんですよね。そういうことを担当課に指示されるような気持ちはない

でしょうか。町長お伺いします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  福島第一原発事故以降、脱原発あるいは縮原発が国民の声というふうに

なりつつありまして自然エネルギー・再生可能のエネルギーへの関心が高まりつつありそしてま

たいろいろな民間含めてプロジェクトが動きつつあります。そして、ことしの８月には固定価格

買取制度が施行されることから、より一層の取り組みが期待されているところでございます。本

町でも太陽光発電設備設置への支援を実施していますけれども、またエネルギーの地産地消とも

言われることから、自然エネルギー・再生可能のエネルギーについて、本町のスタンスとして検

討することも大変重要だろうというふうに考えてます。 

 そこで、農業用水を利用した小水力発電についてでございますけれども、担当課長が具体的に

回答します。 

○議長（山中 則夫君）  産業振興課長。 

○産業振興課長（丸山浩一郎君）  それでは、農業用水を利用した小水力発電はできないかという

ご質問に対して、具体的なご回答をさせていただきたいと思います。 

 小水力発電につきましては、現在、宮崎県内でも数地区が稼働しておるようでございます。そ

の中で施設管理者というところが土地改良区になっているところについては、農業用水を利用し

ているものというふうに思われております。 

 本町におきましても、平成２１年度に宮崎県土地改良事業団体連合会、県土改連ですが、梶山

地区を１回調査しております。そのときの結果ですが、１０キロワット以上の発電ということに

なりまして、電気事業法上の届け出そして主任技術者の設置、発電のための水利権の許可、かん

がい水利権の許可が必要となるというふうに報告は受けているところでございます。 

 このように農業用水を初めとする小水力を用いた発電の普及推進に当たりましては、さまざま

な課題が指摘されております。例えば、法制的障害ということで、河川法そして土地改良法、電

気事業法などの課題、それから２番目として技術的な障害で、これは発電用の設備云々というこ

とになります。３番目に利害関係による障害ということで、水の利用者あるいは水利権者・管理

者に係る課題、そして４番目、経済的障害ということで、いわゆる採算性になりますが、そうい

ったことが指摘されております。 

 しかしながら、昨今の電力不足という現状というのは重々承知しておりますし、小水力発電あ

るいはもっと小さなところをマイクロ水力発電というふうにいいますが、そのあたりについては、

大規模な地形変革等を伴わない発電方式ということになりますので、期待されているところもご
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ざいます。また、平成２４年度に５月に説明会があったばっかしなんですが、小水力発電等農村

地域導入支援事業というのが、国と県から新たに出ているようでございます。これについては、

まだ勉強不足ではございますけれど、その中を見ますと、地域内の街灯や公共施設の利用を含め

たところを許可になっておりますので、ぜひ検討、協議を行いたいというふうに考えているとこ

ろです。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  ぜひこの水力発電はキャッチフレーズの三股町ですからぜひとも

とりあえず、障害がいっぱいあるのは百も承知なんですけども、障害があるからって二の足を踏

むんじゃちっとも進みませんので、とりあえずどっか一つやってみようっていうことをすると、

また違う考え方も、また違うアイデアも、また違う事業所もあらわれてくるんではないのかなと

いうふうに思いますので、ぜひ水がいっぱいある町としてお願いをしておきたいと思います。 

次、同じような趣旨なんですが、バイオマス発電という形でお聞きをいたしたいと思います。

三股町ではないんですが、今三股町が発電の電気でいうと需要町ですね、全然発電してませんの

で、そういうことから言うと少しでも何かならんかな、バイオマスを利用するということになる

と三股町は相当資源があるのかなと思いました。それで有効活用できたものについて、場所によ

ってはそこで発電したものでいろんなこと、その施設を回すというか、そういうことも考えなが

らされているところもあります。 

 新たな施設をつくると電気を食うだけということにならないように、そこはそこの施設で賄う

ような形をとりますよいうような形を含めて、少しバイオマスという考え方の観点を三股町はど

う考えられているのか、少しお聞かせを願いたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  地域政策室長。 

○地域政策室長（西村 尚彦君）  再生可能のエネルギー、バイオマス発電も含めてなんですが、

一応取りまとめとするということで、私のほうから回答させていただきたいと思います。 

 小水力については今ありましたので、バイオマス発電についてちょっとお話したいんですが、

ご承知のように、バイオマス発電は動植物から生まれた有機性の資源をエネルギー源として活用

した発電のことであると考えております。バイオマスは大きく分けると、廃棄物系と栽培作物系

に分かれております。 

 廃棄物系では、原料としましてはまず１つ目は家畜ふん尿、２つ目が間伐材とかおがくず、

３つ目が生ごみ・廃油、（家庭から出る生ごみ・廃油です）などに分類されております。 

 それともう一つの栽培作物系では、海外などでエタノール燃料用としてトウモロコシなんかが

あります。 

 ということで、これらの廃棄物系等について、それぞれ各関係部署あるんですが、集まってち
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ょっと協議をしたところなんですが、まず家畜ふん尿の再利用について検討しております。これ

につきましてはご承知かとは思いますが、都城市高城町にある株式会社南国興産が県内の養鶏農

家から鶏ふんを集荷し、発電を行なっております。鶏ふん以外の家畜ふん尿につきましては、そ

れぞれの農家において堆肥として自家処理をし農地に還元するなどの再利用が進んでおるところ

でございます。 

 次に２つ目の原料ということで、木材などを利用した発電についてなんですが、これは一般的

に未利用の丸太材とかからペレットを製造し、石炭火力発電の混合用燃料として、この地域にお

きましては都城森林組合が管内の林地残材などを小林市にあるウッドペレット製造工場に納品し

ておりまして、そこで製造されたペレットは佐賀県の火力発電所で利用されているところであり

ます。また現在県央地区において間伐材や林地残材を燃料とする火力発電が計画されておりまし

て、本町の町内の間伐材や林地残材の集荷対象となるであろうと聞いておるとこです。 

 それから、最後の生ごみについてなんですが生ゴミについては本町におきましては減量化の取

り組みを実施しておりまして生ごみ処理機の購入補助制度、あとはＥＭの活性液の無料配布によ

る自宅での堆肥化を実施しています。また、廃油等につきましては、回収体制とか回収後の管理、

利用体制、経費などについて引き続き調査研究している、というような状況です。 

 以上のようなことを考えたときに、バイオマス発電の原料になる資源の安定的な供給が今のと

ころ見込めないんじゃないかというような結論になっております。ということで、現在のところ

はバイオマス発電の導入計画というのは考えていないところであります。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  いっぱいあるんですけども、あえてバイオマスとしたのは投網を

かけたわけじゃないんですが、一般論の中で三股町は何か考えていないのかなあということで聞

いたわけですよ。私自身の頭の中は、農畜産の廃棄物及び生ごみという形の中で、それを混ぜて

三股町以外、宮崎県以外のところではいっぱいそういう発電をしているところはいっぱいあるん

ですよ。農畜産の町三股とすればそれの材料には事欠かんとかなと、言っちゃあ悪いんですけど

も、農地還元やり過ぎて喜ばれてるところはなくて、やり過ぎて苦情が来てるところは山と知っ

てるんですけれども、そういう考え方は環境もしくは産業振興課長について、地域新政策じゃな

い観点から苦情等がありませんか、お聞きいたします。 

○議長（山中 則夫君）  産業振興課長。 

○産業振興課長（丸山浩一郎君）  おっしゃるとおり、今、町内の養鶏農家の鶏ふんについては、

先ほど地域政策室長の答弁がありましたように南国興産へ入れております。そのほかの家畜につ

いては、三股町においては畜産業のほうで堆肥舎の事業を導入しまして、堆肥舎を全戸つくって
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おります。そこでの堆肥活用ということで、まして、また有機農業とかあるいは自然性農業を進

めるに当たって、県などからも指摘されまして、その堆肥を還元していくという方針に立って、

今それを動かしているところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  昔、水道が地下水から水を通すときに、硝酸性窒素が今何メート

ルきてるという調査が来てたと思うんですが、今そういう情報等は水道課にはありませんか。情

報等はありませんか。ない。わからん。ではオーケーです、いいです。要するに浸透していきよ

るわけですよ。農地還元したりなんかして硝酸性窒素がどんどん地下に、これがもし取水源のと

ころまでおりてきたときに三股町はアウトですわ。だから、表流水から水とらないかんという話

になってくるんです。 

 そういうことから言って、農地還元をしたりいろんなことやったりする、それはどんどんそこ

に蓄積されていくわけですから、そういう問題もやっぱり考えておくべきだと。もし、それが発

電という形になるんであれば、少々のものはしてでも考えていかんといかんとではないとかなと

いうふうに思っておりますので、ぜひとも新たな材料が見つからんとかそういうことではなくて、

三股のあそこの高才原の墓地のこっちは、もう農地還元し過ぎてどうにもならん土地があります

よね、ご存じだとは思います。農地還元という名前で全部ばかされてしまう、我々がだまされて

しまったらいかんのかなと。ましてやあそこはシラス台地ですから、下にどんだけでも入ってい

くのかもしれませんけども。しかし、それは大変大きな問題を含んでいるというふうに思います

ので、ぜひともご検討して、ハードルは何なのか、何をクリアすればいいのかをご検討願いたい

と思います。 

 最後に駅舎の利便性についてということでお聞きをいたしておきます。今、「三股の駅舎」そ

れから隣の「よかもんや」、夜あそこに、きょう雨が降ってましたけども、携帯電話を持たんけ

ればタクシー呼ぶこともままならない状態、ましてや子供たち高校生も乗り降りするわけですか

ら、そういうことから言って、公衆電話がいずれか、２つも３つもいらんとですけども、その近

くにつけられんもんかなと。それは今はやりのボックスていうことになると、なかなか厳しいの

かもしれませんけれども、ボックスじゃなくても、何かいい手だてはないのかなというふうに思

いますので、その点について検討されていっての結果なのかどうなのかをお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  この駅舎の利便性向上、「よかもんや」あるいは三股駅舎、公衆電話が

ないということで、これについての対応、これについての答弁をさせていただきます。 

 携帯電話の普及に伴いまして、公衆電話の稼働率が低下しておりまして、全国的に公衆電話の
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設置台数が減少している状況にあります。総務省が発表した平成２２年版の情報通信白書により

ますと、公衆電話の設置数は平成１２年から２２年の１０年間で６割減少し、今後も公衆電話の

必要性はだんだん減っていくものと予測されています。 

 このような中、町内におきましても利用者の減少等から公衆電話の撤去が見受けられますが、

駅舎については本町の玄関口でもあり、また交通の要衛でもあることから、携帯を持たない高齢

者や子供の配慮として、公衆電話あるいはそれにかわるものの設置をこれから検討いたしたいと

いうふうに考えております。 

○議長（山中 則夫君）  指宿君。 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  ぜひ、弱者を切り捨てるだけなら行政は要らないんで、いろんな

ことも想定しながら、あそこに人が立ちやすいということも踏まえて、今、町長の答弁であった

ように検討していくということですから、検討した結果どうにもならないじゃ、どうにもならな

いので、設置するための検討をお願いをいたしまして、私の質問を終わります。 

 以上です。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（山中 則夫君）  ここで３時３５分まで休憩いたします。 

午後３時26分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後３時35分再開 

○議長（山中 則夫君）  会議を再開いたします。発言順位５番、堀内君。 

〔３番 堀内 義郎君 登壇〕 

○議員（３番 堀内 義郎君）  みなさんこんにちは、というよりお疲れさまでございます。私は

最後かなと思いましたけれども、まだちょっと時間がありますので、朝からの心配していた台風

４号はそれたんですけども、まだ大雨強風注意報が出ているということでまだまだ油断はできな

いかと思っております。それにしてもまた青空が出てきたんですけども、幸いに交通の乱れや建

物の被害は出てないということで聞いております。何よりですけども、その後も台風５号という

のがありまして、そのほうがちょっと進路が気になっているかと思っているところでございます。

これからの時期といいますか、ことしは台風が非常に到来するのが早過ぎるということが、けさ

の新聞にも書いてございました。大雨災害が発生する機会が今後多くなるかと思いますので本日

の通告はこれに合わせたかというよりも台風のほうが勝手にこっちに来たんです、きょうですね。

そういったことを含めて災害を含めた危機管理体制に関する質問でございます。 

 先月、議会報告会でも長田地区から土砂災害に対して不安があるという意見や提言をいただき

ました。口と目を通して、目で訴えるような大変貴重なご意見でございましたので、これらを含
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んで私の質問というか通告にさせていただきます。 

 それでは、危機管理体制の強化対策についてですけども、１９９５年に発生した阪神・淡路大

震災や昨年度の東日本大震災の発生により、日本は地震大国であることを改めて認識したところ

でございます。国や自治体が防災計画の見直しを図っていますが、本町におきましても三股町地

域防災計画の見直しを行い、３月に改正ということで、マニュアルといいますか冊子をいただい

たんでありますが、今、簡単に目を通したんですけども、本町においても日向灘沖地震や温暖化

による台風の大型化、極力津波はないかと思いますが、かわりに土砂災害リストの自然災害に加

え、最近では中国による漁船衝突事件や北朝鮮による人工衛星と称して弾道ミサイルが発射され

ました。こういった挑発などを含めた有事を危機管理体制が必要かと考えているところでござい

ます。総合計画のなかで災害・危機・有事等の際、町民の生命や財産を守り、職員の危機管理体

制能力の向上や危機の際に迅速的確に対応できる体制づくりとありますが、これは具体的にどう

いうことか伺います。 

 あとの質問は、質問席について質問させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  では堀内議員の危機管理体制の強化推進についての①について回答させ

ていただきたいと思います。 

 災害・危機・有事等につきましては、自然災害・大規模事故・感染症・テロ行為などのほか、

一昨年発生しました口蹄疫などの家畜伝染病など、想定される事案は広範囲に及んでいるところ

でございます。そのような中で自然災害、特に風水害や台風時における土砂災害については平成

１８年度から地域住民・消防団・役場職員による防災訓練を実施しているところでございます。

また、職員についても同時に避難所運営マニュアル等を作成しまして、訓練をいたしているとこ

ろでございます。具体的には担当課長のほうに回答させます。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  職員につきましてでありますが、その訓練の中で災害対策本部の設

置、災害時に必要となる避難所の開設・運営に関する訓練、災害時要援護者に対する避難訓練、

県などの関係機関への連絡や広報車・防災無線を活用した住民への情報伝達などの情報伝達訓練

を実施しているところでございます。 

 しかしながら、日向灘沖地震が発生する確率が高まっているとも言われており、特に地震によ

る災害は町内全域にわたることから、有事の際、職員の連絡体制や参集基準の徹底、行動計画、

災害用品備蓄などさらに整備が必要と考えております。 

 また、４月危機管理係を設置いたしまして、昨年発生いたしました新燃岳の降灰被害のように



- 99 - 

全課にまたがるような災害や、口蹄疫などの多数人員が必要となるような災害については、関係

課とともに対策協議から対応することにしており、より迅速な対応がとれるようにと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  昨年１２月の一般質問で同僚議員も似たような質問があったと思

いますが、マニュアルについては、皆作業が完了後に消防防災活動要領、避難所運営自主活動組

織の活動マニュアルなどが整備され、３月に改正ということで、特に町内に考えられる災害で大

きいのは、見直しの対応にあったように、風水害とか土砂災害、震災、火災、火山の噴火という

あたりでよろしいかと思いますが、いかがでしょうか。もちろん、その他の災害も念頭に入れて

万全の体制をとっていかなければならないと思いますけども、昨年の３．１１の際消防隊の方々

が取り残されたお年寄りや寝たきりの方々、障害者救助の際に津波にのまれて災難に遭われたと

いう報道がありましたけれども、そういった災害時要援護者の支援対策が重要かと思われますが、

そういった立場もとらえてはいますけれど、と思われますけども、計画書の中に救護対策や整備

がありますけれど、災害は忘れたころにやってくると言われるように、先ほど言いました災害時

要援護者の支援対策としては、防災訓練等とか施設とか自主防災組織で行い、検証していくとい

うことでとらえてもよろしいんですか。その点をお聞きします。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  災害時要援護者につきましては、さきほどご質問の中にもありまし

たけれども、今まだ完全に調査が終わっている段階ではございません。４地区、５地区がたしか

リストアップが終わったところでありまして、その他の地域については今、集約中でございます。

そのような結果を踏まえて、今後地域と一体的に支援していくという形になりますので、その段

階でまた職員との連携を密にした体制づくりを努めていきたいというふうに思っております。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  先ほどご説明があったように、災害時要援護者の支援としては大

切だと思いますが、よろしくお願いしたいと思います。また、避難所の件ですけれども、地元

２地区におきましては、最初見てもらった分館、交流プラザ、中学校の体育館等がありますけど

も、避難者の大多数になった場合は近隣の住民は避難所によってはどうかわからないんですけど

も、公民館とか青年の家に避難がされるんじゃないかと自主避難ですね。谷・櫟田、上米とかに

はそういった青年の家とか公民館がありますけども、それらが今、建物が古く４０年近くなって

て、どちらかというとそっちに避難されてもちょっと危ない面が設備が整ってませんので、今回、

谷地区におきましては、改修ということでお願いをさせていただきましたので、その点はひとつ
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よろしくお願いしたいと思っております。 

 次の質問で入りますけども、地域防災計画見直し後の訓練と、災害で孤立した地域が発生した

場合の対応について伺いますが、今回、先ほど言いましたように、地域防災計画が見直され、

３月に改正ということで地域防災計画書をいただいたんですけども、見直しのポイントといたし

まして、先ほど言いました土砂災害が挙げられるということで、６月１０日、今月に長田地区で

土砂災害に対する防災訓練が実施されたてあるんですけども、これはそういった見直しを含めて、

まあ、土砂に対する準じた訓練であったということでもよろしいんであるんでしょうか。お聞き

いたします。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  平成１９年度からだったと思いますけれども、町内の６地区、４地

区、３地区、今度が４回目ですかね、５地区ということで、今回は土砂災害を想定して避難訓練

を実施したところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  この前、議会報告会の際にも、特に長田地区はこれから先、土砂

災害は心配されているという声がたくさんありました。先ほど言いましたのは、過疎地域でも災

害擁護者の方も長田地区多いかと思います。 

 また、町内においても長田地区以外に、宮村、高畑、細目地区も似たような地区だと思います

ので、最近、揺れは大きくないにしろ、小さな地震が多発しているように感じられますので、ま

た台風シーズンを前に、これらの近くで災害で孤立した地域が発生した場合について伺います。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  私のほうで回答させていただきます。 

 町内で孤立した地域が発生する可能性が高い地域は、今言われたところの１地区の細目、それ

から４地区の中野、そして第５地区であろうと思います。町内、これまで第４地区については、

橋梁の耐震化、５地区におきましては、川の対岸の道路を整備するなどの対策を行ってまいりま

したけれども、山間部であり、孤立する危険性が完全に解消されたわけではございません。 

 孤立した地域が発生した場合につきましては、状況によって対応は変わるものと思いますが、

まず基本的な考え方といたしましては、孤立住民の不安の解消を第一と考え、状況把握を行い、

通信手段の確保や必要物資配給など必要な措置を行ってまいります。また、それと同時に２次災

害等を考慮しながら、早期の生活道路などのライフラインの復旧を進めてまいります。これらの

対策につきましては、現地対策本部や関係機関の情報をもとに、災害対策本部において決定して

いくものでございます。 

 以上です。 
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○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  なぜ、こういったしつこくお聞きするかといいますと、きょうの

この台風４号もなんですが、昨年、紀伊半島南部を襲った台風１２号ですが、これが甚大な被害

をもたらしたということで、被害の検証で、こういった言葉を言われていますので紹介しますと、

台風１２号による被害は、見方によると、人災であったということが言われております。という

のは、土砂崩れの場所がほとんど杉やヒノキの人工林であったということと、また近くに治水ダ

ムや利水ダムがあって、その放水量により問題があったということが指摘されております。 

 先ほどの町内の地域には、大きなダムはないんですが、えん堤とかがございます。また、２地

区におきましては、上米地区、大小７つの治水系がありまして、そういったことも、人家が近く

にあって、きょうも消防団が警戒に回っていると聞いていますけども、そういった場所によって

は、池が崩れたり、そういった心配もあるし、また長田地区とかそういったところによっては、

土砂崩れによって川がせき止められ、ダムというか、こう自然災害の発生することが考えられま

すので、そういったことも念頭に置いていかなければいけないと思いますけども、どうしても、

こういった場合になったときに、消防団とか、自力では、活動できないとこは考えられると思う

んですけども、そのときに、自衛隊とかそういった要請を行うんじゃないかと思いますが、それ

で自衛隊のほうに問い合わせしてみました。宮崎地方協力本部に問い合わせたんですけども、ま

だこういった防災訓練をしてないのかということで聞いたところ、５月２７日に都城の志和池地

区でこういったことを想定して水防訓練ですか、そういったことをやってということで、三股町

では自衛隊関係との防災訓練等はやってらっしゃるんですか。どうでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  自衛隊との連携というか、防災訓練ということになれば、その今、

言われた５月２７日、これに町長も出席しておりますし、本来、私も出なきゃいけなかったんで

すけれども、私のほうはちょっと欠席したんですけど、担当もそれぞれ出ております。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  はい、わかりました。そういった要請が必要かと思いますけども、

昨年の夏のときには、消防団と操法訓練のときに県の防災ヘリですか、そういった訓練も小まめ

にやっていますので、そういった防災組織の訓練を必要に応じて今後、できていただければいい

かと思っております。 

 続いて、次の質問に入ります。 

 災害や有事の際の緊急情報の発信について伺いますが、４月に北朝鮮が人工衛星と称して弾道

ミサイルを発射したのはご存じだと思いますが、各国の報道機関を招き、世界のメディアに公開

し、発射成功の自信を深めていたんですけども、結果的には失敗に終わったということで、
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１３日に発射に対して防衛省は首都圏や沖縄県石垣島などにミサイル落下の予測をし、迎撃、配

備等の万が一に備えたということで、緊張が走ったんですけども、指摘されたのが政府として情

報伝達の遅さが指摘されたということで、全国瞬時警報システム、Ｊ癩ＡＬＥＲＴですか、それ

が作動しなかった。どちらかというと、緊急情報ネットワークシステム、Ｅｍ癩Ｎｅｔですか、

システム的にはわからないんですけども、これが早かったということで、本町としては２３年

３月に、システムの整備が完了したとありますけども、このときの対応はどのように対応された

かをお聞きいたします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  この質問の災害や有事の際の緊急情報の発信ということで、ちょっと前

段申し上げますけど、住民への情報発信手段につきましては、通信技術の向上によりまして、現

在、多種多様な方法がございましてその中でこの地域に有効で効率的な伝達方法の確保について、

それぞれ検討を行っているところでございます。 

 先ほどありました、全国瞬時警報システム、Ｊ癩ＡＬＥＲＴ等、また本町では防災無線ありま

すけれども、そちらのほう検討と、いろいろとやってますので、その点につきまして担当課長の

ほうから説明させていただきます。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  現在の本町で行っております緊急情報の発信について説明いたしま

す。 

 まず、２３年の３月に言われましたけども、２２年度に整備いたしましたＪ癩ＡＬＥＲＴ、全

国瞬時警報システムにつきましては、武力攻撃などのほか、地震におきましても震度５弱以上の

揺れが予測される場合においては、消防庁からの自動起動送信により緊急地震速報が町の防災無

線、行政無線に放送されるようになっております。 

 次に、本町で運用している住民への情報発信手段につきましては、防災行政無線、それから職

員の公用車での広報、消防団による広報、自治公民館長への連絡、報道機関へのファクス連絡、

県防災防犯メールへの発信、それから町のホームページへの掲載、ＮＴＴのほうは、ドコモエリ

アのメールを発信を行っておりますので、今そういう形で取り組んでおりまして、ＡＵとソフト

バンクにつきましても、既にサービスを開始しておりますので、また取扱いについては、今後検

討していきたいというふうに考えております。 

 また、本年度より、防災行政無線につきましては、デジタル化への更新を進めておりまして、

双方向通信も可能というふうになっております。費用などの検討は必要となりますけれども、現

在、今年度中に調査実施設計を行いまして、２５年度から２カ年で整備することにしております。 

 緊急情報の発信につきましては、多種多様な手段での発信と速報性を求められてると考えてお
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り、今後も通信技術の進展に応じた対応を検討していきたいというふうに考えておりますけれど

も、先ほど、今回のにはどうやってされたというのは、北朝鮮のミサイルについてですかね。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  １３日に発射されたということで、聞くところによりますと職員

が２名ぐらいですかね、待機していたということで、稼働について正常に稼働したのかなという

か、それを聞きたいんですけど。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  申しわけありませんでした。当日は２名の職員が、待機しておりま

して状況を見守ったわけなんですけれども、結果としてこのＪ癩ＡＬＥＲＴは、先ほど言われた

ように、作動しなかったというところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  今回は、住民まで伝達されなかったということでございますけれ

ども、システムの流れを見てみますと緊急情報を受信した防災無線が自動的に起動し、それは住

民の皆さんに、警報やサイレン等内容が放送されるということでよろしいわけですよね。警報音

というのが、サイレンは火災のサイレンとは違うというか、別に、そこまでちょっとわかりませ

んか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  大変申しわけないんですけど、聞いたことがまずありませんで、一

回は鳴らすべきだという話も確かに出ておりますので、十分、住民のほうに周知して、鳴らす練

習というか、そういうのも必要なんではないかなというふうには思っております。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  といいますのは、長田地区でちょっと出たんですけども、防災無

線とかが聞こえないというか、聞こえづらいというのが出てまして、または聞く体制が整ってな

いというなご意見が出ました。地域によるかもしれませんけども、お隣の山之口の放送のほうが

よく聞こえたということで、また、行事があるごとに町のほうも小まめに放送しているのかもわ

かりませんけども、まあ、そういったことも必要かというところで、現在テレビやっていろいろ

情報が入ってくるんですけども、深夜とか屋外にいたときに何の警報がなっているのかとか聞き

取りにくいとか、この警報は何なのかというのも、防災訓練時にそういった音の種類とかそうい

ったことも説明してもいいのかなということで伺いました。どのようにお考えでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  先ほどちょっとわかりにくい説明で申しわけなかったですけれども、

行政無線についても今まさに検討しておりまして、今年度に調査、実施設計というものをやりた
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いということで、今、庁舎内に検討委員会を設けまして、県の協力も得ながら、それに向かって

検討進めているところでございます。できれば来年度、再来年度、２５年度、２６年度にパンザ

マストこちらのほうも含めて、見直しを図っていきたいと。今言われるとおり、よく聞こえない、

聞こえ過ぎると言ったり、それから、この前ちょっと、ああ、そうかなと思ったのが、平屋だっ

たから上にあったらしいんですけど、３階建てができたらまともに聞こえるようになって、うる

さいという声があったとか、そういう、いろんな状況が変わっておりますので、デジタル化とい

うところで、今後進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  防災無線が聞こえる、聞こえないは、いろいろ地形とか地域のよ

って差がありますんで、そういったことを含めながら、今後の検討をよろしくお願いいたします。 

 次の質問に入りますけれども、東日本大震災での消防団と自衛隊の評価、それに自衛隊派遣に

かかわる要請の要求について伺いします。 

 昨年、３．１１発生した東日本大震災で消防団や自衛隊の存在の大きさを改めて実感したとこ

ろでございます。消防団におかれましては、家族をさておいての自分の安全を確保がならない中

での活動の様子をテレビ番組を見て、もし自分がこういった立場になった場合はどうするんだろ

うかということを考えさせられた場面が出てきました。津波が迫ってくるのに、避難誘導や捜索

等の任務を続ける団員の姿があり、自分の命か他人の命かということで考えさせられることであ

りました。 

 また、自衛隊においても、阪神淡路大震災の経験を生かした災害現場の活動ということで聞い

ております。ふだんからの大規模な出動計画や訓練が役に立ち、災害発生時の現場の確保やその

後の活動が計画性があったということで評価を受けております。 

 消防団、自衛隊等も災害現場での人命救助や気の遠くなるような遺体捜索などを含めて献身的

に活動していただいていることを感謝しているところでございます。 

 消防団につきましては、特にボランティアにもかかわらず、それ以上の活動を実施し、地域的

にも貢献しております。自衛隊においても、国防はもちろんですけども、本県では、鳥フルや口

蹄疫、新燃岳ですか、その他にいろいろと即戦力となる組織だと認識しているんですけども、こ

れらの活動を踏まえて昨年の東日本大震災での消防団と自衛隊の評価と自衛隊派遣にかかわる要

請の要求について改めて伺いします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  東日本大震災での消防団と自衛隊の評価についてということですが、私

が評価できる立場ではないと思いますけれども、消防団では岩手、宮城、福島の３県で防潮堤の

捜査や避難、誘導などの活動中に、把握できているだけでも、２５０名以上の殉職者を出したと
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いうことでございまして、大変ショックを受けておりまして、またそして亡くなられた方のご冥

福をお祈りしたいなというふうに思います。 

 また、消防団、自衛隊など自身も被災者でありながら、救助活動や行方不明者の捜索など活動

の姿を報道で拝見いたしまして、ただただ頭の下がる思いでありました。この東日本大震災での

状況を教訓といたしまして、災害時における安全な活動体制の確保対策などの検討は必要であろ

うというふうに考えています。 

 次に、自衛隊派遣の要請については、災害対策基本法第６８条の２では、町長は、災害が発生

し、またはまさに発生しようとしている場合で応急措置を行う必要があると認めるときは都道府

県知事に対し、災害派遣の要請をするよう求めることができると、さらに知事に対する要求がで

きない場合には災害の状況などを防衛大臣、または大臣が指定する者に通知することができると

いうふうになっており、この規定の手続により、もし万が一のことがありましたら、進めてまい

りたいというふうに考えています。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  本当は、消防団とか自衛隊が災害で活躍しないほうがいいという

のは、つまり災害がないほうがいいということを言いたいんでございますけども、あえて、３．

１１では多くの消防団員を必要とした。自衛隊においては過去最大１０万人の動員があって、都

城駐屯地から５０名が炊き出しや派遣されたということを聞いております。 

 当時の防衛大臣は自衛隊についてですけども、最後のとりでということで、自衛隊のあとには、

まあ、だれもいないということです。危険とわかっていても、命令や任務になれば迷うことなく

進むということを聞いております。活動するということですね。 

 また、本町においても高齢化や過疎化が進んでいますけども、日向灘沖地震、新燃岳の噴火、

温暖化による台風の巨大化、あるいはまた竜巻ですね、そういった、まあ、家畜伝染病等も含め

て自然災害はふえる一方だと思いますけども、やむを得ない場合に限って、自衛隊の果たす役割

は大きくなると思われますが、町長はこういったことについてどのようにお考えでしょうか。災

害が大きくなるっていうか、多くなることについては。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  これまでも、自衛隊の派遣をお願いしまして、いろいろと本町の災害に

も対応していただいております。昭和４４年の６月３０日の新坂のときもそうだったと思います。

そしてまた、この前の平成１７年の台風１４号でもそうだったと思います。 

 ふだんから本町の災害危険箇所の点検等については、自衛隊の方々も来ていただきまして一緒

に点検活動も取り組んでいただいております。そういうふうなふだんの連携、そして情報交換し

ながらやはり信頼関係をつくっていって、そして三股町を周知していただきまして、いざという
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ときの対応をお願いしたいというふうに考えてます。そういう意味合いで、自衛隊の果たす役割

と、大災害時ですけれども、大きいと思いますので、そのような形でのふだんからの取り組みを

させていただきたいというふうに思ってます。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  今、説明がありましたように、自衛隊の確保を要請したところが

あるということで、新坂ですかね、そのときに要請ということで、災害現場では、災害が起きた

ときには、待ったなしの状態があると思います。より機能的な災害派遣を行うためには、現場で

対応に当たっている町にも災害派遣にかかわる要請権があってもよいのではないかと思います。

県の要請権をなくしてしまうのではなくて、町に要請権を与えることは、不測の事態に備える危

機管理の原則や体制にかなったことではないかと思いますが、町長はこの件についてどのように

お考えでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  現行法でも、やはり県の役割というのも非常に重要でございます。やは

り県を介しながらとりあえずは自衛隊との連携を図るというとこはまずは、第一段階と、ただそ

ういう、危急存亡といいますか、大変な事態のときには、直接ということもあり得るかと思いま

すけれども、その後にはやはり県への報告ということも大事ではなかろうか、要するに、町民の

安全安心を守るためにはやはり、自衛隊はもちろんですけれども、県のほうとも連携をとるとい

うことで総合力が必要だろうというふうに考えています。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  わかりました。 

 次の質問に入りたいと思います。 

 消防団員の確保と年齢、職業構成について伺いますが、平成２４年の消防団辞令交付式が４月

１４日行われ、出席したんですけども、退団者が１３名、同じく入隊新任隊員が１３名というこ

とで、退団者の皆様におかれましては、感謝と敬意を表したいと思いますが、中には、退団者の

中で２７年間活動にご尽力されたという方もいらっしゃいました。大変頭の下がる思いでござい

ましたけども、まあ、私ごとでありますけども、私が団員のころは、まあ、二十数年前になりま

すが、第２部に所属してまして、５年すれば、やめられるということで、かわりに跡目を見つけ

なければいけない、後がまを見つけなければいけないということで、うまく後がまがいて、退団

したんですけども、当時も自営業以外のサラリーマン世帯の方がいらっしゃいまして、無理なお

願いをしたところがございました。 

 消防団の必要性や、自分の地区は自分で守れたという気持ちはあるんですけども、いろんな諸

事情により理解が得られないということがあるように聞いております。 
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 ５月の地元の団員と飲む機会があって、意見交換したんですけども、中米地区の中でも、十数

年活動し続けている方もいらっしゃいました。それで、自分としては、後がまを探したい、いき

たいんだということ、話されたんですけども、団員の確保が難しいということがあるちゅうこと

ですね、まあ、まだ続けてらっしゃるんですけども、現在の消防団員の確保の現状と年齢構成、

職業構成について伺います。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  本町の消防団の確保につきましては、各消防団の後援会などのご協

力によりまして定数の１６０名を維持している状況になっております。年齢につきましては、

３０歳未満が３０名、それから３０代が７２名、４０代が４１名、５０歳以上が１７名となって

おりまして、うち女性団員が２名いらっしゃいます。 

 職業構成ということでございますけれども、被雇用者ということで、サラリーマンが１２１名、

自営業者が３０名、家族従業者が９名となっておりまして、順調に、退団された後は後をうめら

れている状況だということで把握しております。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  本町としては平均年齢が４０代でよろしいんでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  ３０代だろうと思います。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  全国の平均が４２歳ぐらいで、県が４０歳ぐらいで、本町は若い

ということで大変いいことだと思いますけども、平日の火災とかは消火活動は、滞りなくできて

いるんじゃないかと考えております。 

 先ほどから申し上げますように、消防団は地域に密着した活動を行う地域防災のかなめである

と考えているんですけども、団員の確保ですけども、聞くところによると職場が町内にあれば、

町外に住んでいても団員になれるというのは聞きますが、そういった方々は何人ぐらいいらっし

ゃるんでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  全体の数字は把握しておりませんけれども、うちの、まあ、三股町

役場ですね、役場の職員もほとんどの職員が、若い職員ですね、都城に住んでいて三股町役場に

勤務ということで消防団のほうに入ってもらっています。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  定員が１６０名で、定員割れしたことはないということで、本町

はまた年齢も若いということで有望だと思いますけども、この前テレビを見ていたんですが、東
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日本大震災で被災した地域の消防団員の確保が危機に陥っているということを聞きました。とい

うのは、大変残念なことですけども、被災の影響でいろいろ、まあ、危険性とか、そういうこと

があって、家族の理解が得られない、やむなく団員をやめたいという方がいらっしゃるというこ

とで、本町は今のところ、そういうことはないということで、大変いいことだと思っております。 

 しかしながら、今後は高齢化やサラリーマン化が進んで、災害時というか、災害の規模によっ

ては確保が困難になるかと予想されますが、その中で防災計画の中に自主防災組織等の育成強化

で活動支援に消防団退職者等が自主防災組織へ組織加入を図るとありますけれども、県内では高

鍋町、美郷町、日之影あたりが、まあ、大災害時に限ってですけども、消防団ＯＢに支援をいた

だき、団員が配置されていると思われると聞いております。 

 大災害時に、ボランティアはもとより消防団ＯＢの方が支援もいただけるということで心強い

かと思いますが、具体的な支援策としては消防車を運転したり、筒先を持って消火活動をするこ

とを、まあ、加勢するということで考えていいかと思いますけれども、そういう方々も、いざと

なるときに、いろいろな戸惑いもあると思いますが、できればＯＢを中心とした現役消防団員を

補完する補助隊員が加入しやすいようにしてもらえばよいかと思いますが、そういった規制とい

うか、そういったものがあれば、今後考えていただければいいかと思いますが、これについては

いかがでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  現時点では、大きなものが発生してないということで、現在の

１６０名体制で賄っている状況でありますけれども、言われるように、予期せぬような大災害と

か発生することも考えられますので、組織化というまでにはいかなくても、協力をもらえるよう

な体制づくりはやはり必要なのかなというふうには思っております。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  ＯＢの方もたくさんいらっしゃいますので、いざというときに加

勢もらうとなると、どこまでやっていいのかという戸惑いがありますので、検討のほどをよろし

くお願いいたします。 

 次の質問に入りますけども、中学校の授業の一環として、これは都城管内ですけども、消防署

や自衛隊施設の体験や、各地に出向く出前授業はできないかということで伺いします。 

 消防署のほうはちょっと詳しくわかりませんが、自衛隊施設のほうは都城駐屯地が受け入れて

いるということで、八、九年前に受け入れがあったということ聞いておりますが、現在、２４歳

ぐらいの方が体験したんじゃないかということを聞いております。その後について、授業の一環

として体験したのがあるか、出前授業はできないか、お聞きいたします。 

○議長（山中 則夫君）  教育課長。 
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○教育課長（重信 和人君）  お答えいたします。 

 三股中学校における職場体験学習は平成１１年度から始まり、ことしで１４年を迎えておりま

す。中学校２年生全員が３人から４名のグループをつくって、町内外の約９０カ所において体験

学習を行っております。職場体験学習は、生徒が直接、働く人と接することにより、また実際的

な知識や技能、技術に触れることを通じて、学ぶことの意義や働くことの意義を理解し、生徒が

自主的に進路を選択決定する態度や意識、意欲など培うことのできる教育活動として大変重要な

意味を持っております。 

 近年、消防署への体験は行っておりませんけれども、自衛隊での体験学習は昨年は、日程がつ

かずというか、他の学校と重なったため実施はできませんでした。しかし、２２年度以前におい

ては、毎年実施されておりました。体験内容といたしましては、教室における、自衛隊組織や活

動内容の学習をしております。また、実地体験として、歩行訓練や敬礼の仕方、規律について学

んでおります。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  今、ご説明がありましたように、中学生のこの時期というのは大

変重要な時期かと思います。将来の進路を決めたり、何になりたい、どんな職業があるのか、そ

んな内容を知ったり、それに対しての勉強とか、準備とかそういう大事な時期かと思います。 

 また、新しい制度というか、そういった制度があるっていうこともこの場を通じて紹介してい

きたいと思いますけども、自衛隊の、中学校から入れるということで、普通は大体、自衛隊とい

うと１８歳から２７歳までが入る、あれなんですけども、中学校からは入れる施設、制度といた

しまして、高等工科学校という、こういう制度がございます。今、パンフレット持ってきたんで

すけども、子供が一生懸命、授業を聞いているということで、こういった制度があるということ

も、体験を通じて、あるいはパンフレットもございますので、そういったことをＰＲさせていた

だきたいと思っております。というのは、自衛隊のほうも昨年は、震災の影響で定員割れという

か、募集が少なかったということを聞いておりますので、できれば、こういったパンフレットと

かも中学校に置かせてもらってもいいのかなと思いますが、いかがでしょうか。お聞きします。 

○議長（山中 則夫君）  教育長。 

○教育長（田中 久光君）  はい、今、堀内議員からおっしゃるとおり、中学校のほうでは、進路

指導の一環、いわゆるキャリア教育も含みながら、広い意味で職業体験をさせながら、そして紹

介していく、これは当たり前のことですから、進路指導に当たっては、そういう学校、その他に

ついては、十分指導していくようにしておりますので、何も遠慮はいらないので紹介もしていた

だきたいと思います。 



- 110 - 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  よろしくお願いいたしたいと思います。 

 次の質問になりますが、これは要望になりますけども、自衛隊の活動の紹介や消防団の行う掲

示板の設置やブースの確保はできないかということで、自衛隊におきましては、広報官によって

要望がありましたので、それについてお伺いしたいと思いますが。 

 以前、今の唐橋団地だと思いますが、それに掲示する場所がありまして、場所というか、掲示

板がありまして、それが台風で飛んでしまって、それ以来設置されていないということをお聞き

しております。先ほどで申し上げたんですけども、中学校ですか、中学生のそういった認識も含

めて、まあ、場所の選定もありますが、できれば役場周辺とか子供たちが通る通学路あたりにし

てもらえばいいかと思いますが、ガラス張りの、ポスターとかそういったのが貼れるとが欲しい

ということでございましたので、そういったことを要望させていただきたいと思います。 

 また、そういったことを含めて、ふるさとまつりとかそういったイベントでもブースの確保が

できないかなということがありましたので、ぜひ、検討のほどをよろしくお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○議長（山中 則夫君）  答弁はいいんですか。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  はい。じゃ、その要望についての回答をお願いいたします。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  現在、自衛隊や消防団の活動紹介や募集につきましては広報みまた

に、また回覧への掲載、それから庁舎内の掲示板へのポスター提示で行っているところでありま

す。ご要望として賜りますけれども、自衛隊や消防団に特定した掲示板やブースの設置は、今の

ところ考えておりませんけれども、今、ご質問にあったイベント時のブース設置、こちらはまつ

りの実行委員会のほうに申し込まれて話をされれば可能だと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（山中 則夫君）  堀内君。 

○議員（３番 堀内 義郎君）  ブースの設置については、わかりましたけども、掲示板について

も、掲示板ができなかった、そういったポスター貼れる場所とか、そういった確保もぜひよろし

くお願いしたいと思います。 

 最後になりますけれども、自衛官が無事退職されるときに、お祝いと感謝の気持ちとして幹部

上司から一言、言われるそうです。どういった言葉を言われるかといいますと、「長い間の任務

ご苦労さまでした。また、活躍できなくておめでとう」ということで、要するに、まあ、自衛隊

とか消防団もですけども、活躍するときは災害とかそういう国防も、もちろんですが、そういっ

たときに活躍するということです。活躍できないということは、そういった災害が少なかったと
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いうことで言われますので、言い方によっては、皮肉かと言われるようになりますが、そういっ

たことがあるということをお知らせしながら、近年、自然災害や有事等とか危機管理等について

は職員や住民、関係機関、組織の訓練や連携が、日ごろから大切ということがありますので、も

しものときは、ぜひ迅速な対応ができるようにお願いいたしながら私の質問にかえさせていただ

きます。 

 以上で終わります。 

○議長（山中 則夫君）  一般質問は、これにて終了します。 

 残りの質問はあす以降に行うこととします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（山中 則夫君）  それでは、以上で本日の全日程を終了しましたので、これをもって本日

の会議を散会します。 

午後４時25分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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平成24年 第３回（定例） 三 股 町 議 会 会 議 録 （第10日） 

                             平成24年６月20日（水曜日） 

 

議事日程（第４号） 

                         平成24年６月20日 午前10時00分開議 

 日程第１ 一般質問 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 一般質問 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 池邉 美紀君        ２番 佐澤 靖彦君 
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５番 福永 燧文君        ６番 指宿 秋廣君 

７番 上西 祐子君        ８番 大久保義直君 

９番 重久 邦仁君        10番 池田 克子君 
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────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 上村 陽一君        書記 久寿米木和明君 

                 書記 谷口  光君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  木佐貫辰生君   副町長  石崎 敬三君 

教育長  田中 久光君   総務課長兼町民室長  大脇 哲朗君 

地域政策室長  西村 尚彦君   税務財政課長  渡邊 知昌君 

町民保健課長  山元 宏一君   福祉課長補佐  宮之原泰子君 
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産業振興課長  丸山浩一郎君   福祉課係長  松野 良保君 

環境水道課長  鍋倉 祐三君   都市整備課長  下沖 常美君 

会計課長  財部 一美君   教育課長  重信 和人君 

選挙管理委員長  山元 秋夫君                       

 

午前10時00分開議 

○議長（山中 則夫君）   ただいまの出席議員は１２名、定足数に達しておりますので、これよ

り本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（山中 則夫君）  日程第１、一般質問を行います。 

 発言については、申し合わせ事項を遵守して発言してください。 

 前日に引き続き行いますが、発言の順位の変更をいたします。昨日、発言順位５番まで行いま

したが、先に発言順位７番の２を行ってから、７番の１、残りの６番、８番以下を行います。発

言順位７番、重久君。重久君。 

〔９番 重久 邦仁君 登壇〕 

○議員（９番 重久 邦仁君）  おはようございます。本日は、登壇の順番を前もって先にいたす

こと、大変感謝いたしております。また、選挙管理委員長の山元様におかれましては、この議場

に出席いただきましてまことにありがとうございます。私の、この２番の投票率を上げる対策に

ついてということで、質問事項の中に入らせていただきたいと思います。 

 私は、この投票率のアップということについて、全体的に今度の衆議院選挙の解散等があるや

もしれないほど、国会の行政は緊迫いたしております。この国政の選挙の費用、その他につきま

して、私のこの国政選挙における国の定めた選挙執行経費基準法、これら等に基づき、町が支出

した選挙経費の国からの予算等、また町の基準に沿った予算がそれぞれ町のほうに委託金として

国の参議院、衆議院、それから県におかれましては県知事選、県議選、これは全額町の会計に入

ってきております。 

 そこで、この質問でございますが、選挙管理委員会におかれましては、この国の選挙管理執行

経費基準法に基づいて、町の選管では町の中で選挙管理対策、選挙管理委員会があろうと思いま

す。これにつきまして、年何回か開催されて、現状では町議選、町長選、それから農業委員会の

選挙、この３つが独自であるわけでございますが、いずれも投票率が下がっております。蓼池地

区においては、前回選挙におきましても２２％の投票減と、投票率の減少が引き続いております。

当然、選挙管理委員会では重要な課題であるということでとらえられて、対策等を練られている
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等に思っておりますので、その中身について具体的にお尋ねしたいと思います。 

 以上、壇上の質問とさせていただきます。 

○議長（山中 則夫君）  選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員長（山元 秋夫君）  おはようございます。選挙管理委員長の山元でございます。

よろしくお願いします。 

 投票率の向上のためには、選挙人に対して関心を持ってもらうことが最も大事なことかと考え

ております。本町におきましても、従前から選挙啓発についてはさまざまな啓発活動に取り組ん

でおります。常時啓発といたしましては、都城市選挙管理委員会と連携を図りながら、高校を卒

業する皆様への選挙に関するパンフレットの配布、それからわけもんの主張開催、明るい書道、

ポスター展などを実施いたしております。選挙時啓発といたしましては、当日を周知する看板の

設置や期日前投票期間中の広報車による投票呼びかけ、また選挙日当日の防災無線による呼びか

けの放送等を実施いたしております。 

 さらに、町内の有権者２,０００人を対象とした投票報道、及び選挙啓発に関するアンケート

調査を昨年度末実施いたしました。このアンケート結果においても、若年者の投票率の低下が改

めて確認され、投票率向上のためには政治、選挙に興味を持たせる教育の充実や投票しやすい環

境の整備を行うべきとの割合が高かったところでございます。アンケート結果を分析し、今後の

効果的な啓発活動の参考といたしたいと考えております。 

 今後とも、地道で努力を重ね投票率の向上に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  それでは、第２問目の投票、開票従事者の民間採用についてとい

うことで質問いたしたいと思います。 

 前回というよりか、もう１年前以上になりますが、この採用につきましては担当課長、事務局

ですかね、において民間からはパートタイマーとして２名は採用しているということの答弁であ

りました。その後の、この民間採用の私の提案に対してどのような取り組みをされているかお尋

ねします。 

○議長（山中 則夫君）  選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員長（山元 秋夫君）  事務従事者の民間採用についてでございますが、選挙の事務

の性格上や、有権者の個人情報を取り扱うことから役場職員で対応すべきだと考えております。 

 なお、複数の投票が行われる国政選挙におきましては、選挙事務補助者として一般の有権者の

方をパート職員として採用し、投票用紙の交付等で協力をいただいているところでございます。

今後におきましても、さらなる開票事務の効率化や若年職員の任命等により費用削減に努めてま

いりたいと考えております。 
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○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  もう一つ質問いたしたいと思います。この投票、開票、事業従事

者の民間採用につきまして、公務員でなければならないというような話の流れで、民間は２人程

度しか雇えないんだというようなことの答弁があったわけですね。 

 それで、法的にこれは民間を採用、２人程度しか雇えないという法的にそういう縛りがあるも

のか、それから選管長の任命するときに選挙開票事務等におきまして、公務員等の資格がなけれ

ば何人たりともその開票とか、そういうのには従事できないという法の裏づけがあるような文書

があるものかをお尋ねしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  選挙管理委員会の書記長の立場から答えさせていただきます。 

 ただいまの質問でありますけれども、法的にはそのようなものは何もないと思われます。ただ、

先ほど選管の委員長からの話もありましたけれども、個人情報を取り扱う観点から、全部を民間

に委託するというのは、全国的にも例はないと思われます。完全な形で調べたものではないです

けれども、インターネットで調べてみますと、確かに事務の一部を民間に委託しているところが

ございますけれども、あくまでも投票事務の投票用紙の交付に限るというような形で推進されて

いるようでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  この私が従事者の民間採用ということで質問しておるのは、ほか

のところではシルバーの人材センター等を使い、また役場のＯＢさん等を使い、経費削減が相当

図られているということでありますが、その辺は選挙管理委員会の委員会の中では討議はされな

かったものか、質問いたします。 

○議長（山中 則夫君）  選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員長（山元 秋夫君）  選管係はやっておりません。失礼しました。やっています。

訂正します。 

○議長（山中 則夫君）  もう一度お答え。 

○選挙管理委員長（山元 秋夫君）  実施しております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  これの私の質問の最初のきっかけは、投票所が１５カ所あったも

のを１１カ所に削減し、選挙管理委員会の意見は経費削減、それからもう一つは何とかうたって

ありましたけども、非常に選挙管理委員会が断を下した答弁が残っております。 

 当然、その後の投票率アップには、投票所をなくした以上は、選挙管理委員会がそういうこと
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を断を下した以上は、その後の投票率の低下については責任を持って進められていくものだと私

は思っておりますが、投票率は下がったままで、この主な原因は何かと、どういうことが原因だ

と思いますかという質問をしてもおりますが、なかなかこれだということは、答弁はまだ回答が

得られておりません。明快な回答を求めたいと思いますが、その後検討、その後の主要因は何と

いうことで答弁を求めます。 

 以上。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  前回の知事選の選挙の年代別の数字がございまして、県内全部の取

りまとめた数字ではなくて、県のほうが一部の地域を集計をしたものがございまして、その中で

言われたのが２０歳代の若者の投票率が２０％前後だと、全体的にこれがなかなか伸びない状況

であって、県全体、市町村全体もそうですけれども、投票率の低下につながっていると。ここの

底上げをしないことには、なかなか伸びてこないんじゃないかということが、県と、私が会議に

出席して理解したところでございます。 

 それから、先ほど２,０００人に対してアンケートを実施したということで、その中でこれは

選挙管理委員会の協議の結果じゃないんですけれども、投票しなかった理由は何かというところ

で答えて一番多かった答えが、候補者について十分知らなかったからと、それから投票したい候

補者がいなかったから、ほかの用事があり投票する時間がなかったからというのが上位３つの理

由でございます。 

 こういうものを今後分析しながら、まだこちらのほうが単純集計しか終わっていないものです

から、クロス集計をかけながら、自由意見等もまとめながら近くまた広報等でお知らせすると思

いますけれども、現時点でこういう考えが強いのかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  先ほどは、私の選挙管理委員会の意見というのがちゃんと残って

おりますので、最初から読みます。 

選挙管理委員会では、以前から選挙の準備作業や投票日の投票用紙配布係を臨時雇用で対応し

たり、開票作業の敏速化を図るなどして選挙経費の削減に努めてきました。しかし、さらなる

経費削減が求められてきたことに加え、町職員の削減が進められ、それまで（投票所を削減す

るまでの）の選挙態勢では事務に携わる職員の確保が難しく、選挙自体が大変困難になる状況

になってきました。よって、選挙管理委員会としましては、経費削減や適正な選挙の執行のた

めにも、投票所の削減はやむを得ないという意見でした。 

 という区切りで終わっています。 
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 しかし、私が壇上で申し上げました国政選挙、それから県の選挙、これで町に負担があるのか

どうか、お尋ね申します。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  全体的には今経費が削減されている方向にはございますけれども、

町の持ち出し分はございません。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  そうであれば、ここにうたってある削減の云々ということの困難

な理由は何もなくなるんですが、削減して主たる原因をもうそろそろ要因、原因、結果、もう

１年半もたっておりますので、結果を出してもらわないと、町民は結局は４つも削減されて、町

議選と町長選、それから農業委員会ですかね。これが実施されたときだけ税金が使われるんです

よね。町の、（「町費ですか」と呼ぶ者あり）町費が。あとは、すべて上から委託金として交付

されているんですね。どこが、何の要因であれば削減し、効果があったということの選挙管理委

員会の意見につながるのか、甚だ疑問であります。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  国県については、国のほうから交付金というような形で、選挙にか

かる費用といいますか、来るんですけれども、先ほど言いましたとおり年々そちらのほうが少な

くなっているところで、三股町もそれにあわせた形で選挙態勢をとっていかなければいけないと

いうのはございます。 

 先ほど言ったように、三股町の選挙に限っては町の持ち出し分と、すべて町のほうで対応しま

すので、町長選、町議選、農業委員の選挙はですね、これであわせたような形で一つであるとい

うことと、もう一つは先ほどから出ています選挙の事務ですね、こちらに職員が今の現状ではな

かなか厳しい状態であると。今職員のほうが１７３名ということで、きのうお話しましたけれど

も、１７３名の中で１１カ所の投票所そして本部ですね、こちらを運営するのが今やっとの状況

でございます。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  今の答弁で主たる要因と、原因と、結果でちょっと理解できない

んですが、もう１回丁寧に答弁お願いします。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  どこの部分というか、経費の分ですか。経費。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  投票所を４カ所減らしましたよね、その主たる要因がわからない

と。まだ、ずっとあるんですよね。投票の率が下がってきているね。投票所は４カ所削減したま
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までですよ。しかし、その投票率が下がっている原因が、主たる原因がわからないって、ずっと

答弁があったわけですね。主たる要因、若年層とか何とかいうのはずっと答弁書にありますよ。

職員の定数が減っているから、それを選管のほうの従事者が対応できないと。それが主要因です

か、減らした原因。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  すみません、大変申しわけないですけど、私のほうがよく理解でき

なくてですね。投票所を減らした主たる原因ですか。それとも投票率が下がった主たる原因を答

えろと言われるんですかね。どちらを。投票率が下がった主たる原因。それとも投票所を削減し

た主たる原因。すみません。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  それじゃあ、投票率が下がった原因を最初に。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  これは先ほど申しましたとおり、今回のアンケートでも明らかにな

ったのではないかなと思いますけれども、若年層がまず投票所に行かないというのが一つの原因

でありまして、三股町のほうでは確かに分析したものはございませんけれども、県のほうで前回

の県知事選ですか、のところで集計したものがございまして、それを参考にはしてもらうと郡部

と市部には確かに分かれてはいるんですけれども、全体で２０歳から２４歳の方の投票率が

１９.４９％、２５歳から２９歳までの方の投票率が２３.３６％ということで、例えば７０歳代、

７０から７４歳の方の投票率が６８.５９ですので、全体の引き下げにつながっていると、この

投票率のですね。 

 ですから、いわゆる若年層が投票所に行かない、投票しないことが原因ではなかろうかという

ことで理解しているところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  投票所の４カ所削減は何ら影響はしていないという分析に聞える

んですが、との点については触れられていないように、私は感じますがいかがでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  前回、４つの投票所を減らしたというところで、削減したというと

ころで、出張所という形で長田地区、田上、前目、餅原を投票所を設けて期日前投票という形に

なるんですけれども、設けて投票所を開設したんですけれども、その結果を合わせても投票率は

下がっておりますので、直接の大きな原因ではないというふうには判断しております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  それでは、ここにある蓼池地区が２２％投票率が減になっている
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ことについての地区ですね、出ていますけど、この分析についての解答を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  大変申しわけないんですけれども、細かい数字を持ってきていない

んですけど、私が今手にしているのは２３年の４月、去年の４月の町議選の投票率の関係の、期

日前投票の関係の書類なんですけれども、出張所、今言いました４つの出張所の投票率が長田地

区が８.９６、田上が２４.８、前目が４.７、餅原が２０.０ということで、こちらを足した数字

でも届かなかったというところでございますので、全体的に場所によって数字の大きな違いがあ

るんですけれども、これが直接の原因ではないというふうには考えております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  それが直接ではない、先ほどいう若年層関係の話をされる。で、

いまだにまだ主なものはまだ見つけられていないということで理解していいですか、いかがです

か。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  アンケートが、回答率が非常によくて３９.８％、約４０％の回答

をいただいているんですけれども、こちらのほうの分析を最終的なのをまだそこに至っていない

んですけれども、これをもう１回再分析して、今の県での集計結果等も合わせた形で主原因をま

とめていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  それはいつごろまでを予定しているのか、はっきりとお答えいた

だきたい。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  ３月でアンケートを締め切った関係で、今年度に入りまして集計に

入ったところで、できれば早い時期ということで考えておりますので、夏場くらいまでには、今

の自由意見のところを打ち込んでいて、非常に自由意見が多いものですから大変手間取っている

んですけれども、そちらのほうの対応が終わり次第、クロスの集計をかけながら対応していきた

いなというふうには思っております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  夏場ということで私は、夏場ということはことしの夏場ですね。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  はい。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  了解しました。 

 それで、２番の投票、開票事業所民間採用からちょっと枠を広げすぎましたかもしれませんが、
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この中で結局はパートの人に第一区の選挙管理立会人の人に払っている費用は３万４,０００円、

職員が５人で１３万５,０００円、パートは２人で２万２,０００円、報償等４,０４０円、これ

第一区では１９万６,２５０円の選挙経費となっております。それの中でパートとして二人、そ

れから管理者立会人の中の３万４,０００円の金額は、これは管理者ですので、何に相当するの

かわからないんですが、ちょっと教えていただければ、管理者立会人等に３万４,０００円の支

出があるんですよね。大体３万円以上出している。２人かな、職員が５人、こっち５人だから

７人、３人くらいかな、管理者としてわかれば教えてください。わからなければいいですが。 

 ３番目のほうで、失礼しました３番目、日当４万円の支給額の是正について質問をしたいと思

います。これは、費用等についての質問ができるわけですから。 

 これにつきまして、選管委員長にお尋ねいたします。選挙管理委員会で私のたびたびの質問に

ついて、非常に議論が沸き起こったかなと、私は思っております。その他町民からも、そんなに

高い日当であるのかという等々の意見も、私にまたはね返ってきております。 

 そして、議場でも町長に、前町長でございますが、日当におかれましての４万円の、正確にい

うとそのときの数字は４万６,０００円でした。そのように町長は感じられますかという質問を

したところ、町長は奇異に思うという答弁をされております。その件につきまして、選管長とし

てこの日当４万円と支給の是正について、そういう質問をいたしておりますので、選挙管理委員

会で協議されたと思いますので、ぜひ選挙管理委員会の答弁を求めます。委員長の。 

○議長（山中 則夫君）  選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員長（山元 秋夫君）  選挙費用については、国政選挙につきましては国、県政選挙

につきましては、県より委託金として支給されますが、町の選挙においては町費で賄わなくては

なりませんので、開票事務の迅速化等により費用削減に努めているところでございます。 

 それから、平成２３年度の町議会議員選挙における支給額については、当・開票事務が１３時

間の者が３名で１人当たり２万９,９６５円、１２時間の者が１２名で２万８,８１３円、１１時

間の者が５９名で３万７,６６０円でありました。お示しされた日当４万円については、平成

２１年度の衆議院選挙の開票終了時間が深夜１時までに及んだ際に、選管書記の２名が４万

４,２４２円の支給となりました。今後も開票事務の迅速化等を進めること等により、支給額総

額の抑制に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  すみません、今委員長のほうが答弁の中で１１時間の者が５９名で

３万７,０００円って言ったと思いますけど、２万７,６６０円です。訂正いたします。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  それでは、２万７,０００円のこの金額と最高の４万何ぼの従事
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したその、従事した仕事の役職名で金額が違うのか、どうかを答弁を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  時間がまず違うということで、前回の２３年度の町議選においては、

１３時間の者が２万９,９００円、それから１２時間の者が２万８,８００円、１１時間の者が

２万７,６６０円ということで、それぞれ１時間ずつ勤務時間が違いますので、その影響があっ

たと。役職には関係ございません。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  今質問しているのは金額と４万何ぼもらう人との、ただ時間だけ

が長くなったからその高額になったという意味なのか、役職があるでしょう、従事しているその

こととの違いで金額が違うかを質問しています。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  時間だけです。そして、４万というのは２１年度の選挙のときのが

４万であって、２３年度は最高額といいますか、１３時間働いた者が、勤務した者が２万

９,９６５円ということでございます。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  それでは、選管長はパート職その他に任命をする責任の権限も持

っていらっしゃると思います。そして、このように最高金額が出たり、総額参議院選挙では約

８６０万円、衆議院ではちょっと記憶がないですが、参議院では８６０万、それから県知事選で

は７００万、それから町長選においては６００万相当の支出があります。そのことを金額として

選挙管理委員長は支出行為ですね、そういう支出伝票等に印鑑を押された、またその記憶、その

数字があるか答弁を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員長（山元 秋夫君）  私は押しておりません、事務方のほうでやっています。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  私は、選管長においでいただいております。それは、行政と違う、

要するに行政の持ち分でありませんよ、選挙管理委員会は。独自に独立した機関であるから、こ

うやって議長に申し出をして、そしておいでいただいているわけですね。その中に、費用がこの

ほどかかっているところの支出の伝票等におきまして、このくらいの費用だと。いわゆる当初予

算で私たちはその数字を上げますけど、実質の伝票等については今、高額の４万から２万

７,０００円という伝票が回ってくるはずですよね、普通。支出伝票等において、それすら目を

通していないという発言は非常に重いと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 
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○総務課長（大脇 哲朗君）  選挙の執行につきましては選挙管理委員会ですけれども、選挙にか

かる経費につきましては、一般会計ですのでこれは町のほうで執行いたします。財務規則にのっ

とってですね。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  それでは、そちらのほうに質問を変えます。そのもとになる先ほ

ど町のほうの４万と３万の違い、２万について、その時間だけで割り当てをされましても、基礎

単価は幾らになるか、平常勤務で８時から、基礎単価でね、基礎単価、それの算出基準を求めま

す。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  単価は職員の給与に関する条例に基づく時間外勤務手当によりまし

て出しておりますので、その中でも深夜と夜間と日中は単価が違うと思うんですけれども、それ

ぞれ出した方がですね。基礎額となるのは給与が基礎額になるわけですから、計算式自体は今こ

こで私の頭の中に入っていないんですけれども。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  今基礎単価給与でと言われましたね。これ違うんじゃないですか。

国の基準にのってそれに準ずるというのが答えでしょう。執行基準法にのっとり、それに準じて

支払っていますよってあなた方は答えていますよ。でしょう。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  職員につきましては、職員の給与に関する条例にのっとった形で支

払っていると。そして、選挙に立ち会っていただく方々については、国が出している国会議員の

選挙等の執行経費の基準に関する法律というのがございまして、そちらのほうの額から持ってき

ているということでございます。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  明快な答えありがとうございます。それに数字をつけていただけ

ますか。国の基準、そして自分たちのこの給与、職員の場合は給与規定がございます。それの時

間外規定に基づいて算出したものでございますという答弁でありますから、数字をお願いいたし

ます。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  選挙委員会の委員長ですね、１日につき１万６００円、投票所の投

票管理者１万２,６００円、期日前投票所の投票管理者１万１,１００円、開票管理者１万

６００円、投票所の投票立会人が１万７００円、期日前投票所の投票立会人が９,５００円、開

票立会人が８,８００円、選挙立会人が８,８００円と８つの項目で分かれております。 
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○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  これは職員の基準、国の基準と、もうすみませんけど、頭がちょ

っと、数字をいっぱい出されたものですから。その町職員の平均で出されていると思うんですけ

ど、約２万、多いときの僕は数字でいうから誤解しないでくださいね。 

 たしか４万四千幾らもらった最高の人と、区長さんなんかと一緒にその日、立会人になってい

る人たちは２万７,０００円はもらっていると思うんですよね。だから、それが国との基準と時

間的に、時間給でいうと前回も質問したんですけど、時間で三千何ぼになるんですよね、だから

基礎単価からまず、もう１回質問いたします。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  比較ということになると、職員の比較ということになりますと、職

員が１１時間の者が２万７,６６０円ですから、これが投票所における職員の手当というか、支

給額ですね、職員に対する。 

 で、国のほうに定めてある選挙長等の費用弁償額というものにつきましては、投票所の投票立

会人ですわね、投票立会人は１万７００円ですというのが明記されていますね、これに従って支

払っております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  国から委託金が１００％入るわけですね。国県は。今の標準とい

うと、１万と７００円と投票同じ仕事の国はもう２万７,０００円と、町はこの差額１万

７,０００円はどのような見解を持って判断されて支給されているんですか。国の執行基準法で

定めている数字は、結局はこれを１万７,０００円の基礎は投票所は、ここから投票箱を持って

きますよね。そこからの距離とか、それからそこに行く人員とか、そして基礎体系は人口が２万

人、５万人、１０万人で市町村によって、そして平日と日曜単価、違うんですよね。細かく言っ

ていえば、そうでしょう。じゃあ、国が出している１万７００円のこと、ここから２万７,６００円

差額がありますよね。どういう考えでここはそのような支給法に決定されたか理由を教えていた

だきたい。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  職員については、先ほどから言いますけれども、職員の給与に関す

る条例という職員の給与に関する条例がございますけれども、そちらに基づいて支給しておりま

すということで、そして当日の立会人につきましては、国会議員の選挙等の執行経費の基準に関

する法律により支払っております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  ただいま法律により給与規定条例で支払っております。それでは、
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そこの中に開票所、投票所それから開票所、同じ人間と同じ役職ということで理解していいです

ね。いかがですか、同じ単価で払っているということは。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  その従事職員ですか。従事職員ということですかね。従事している

職員は、開票だけの職員ももちろんおりますし、当開票に従事する職員もおりますし（「職務だ

から、そこはみんな同じ主任さんなのか、同じ課長さんがおったのかということ」と呼ぶ者あ

り）課長はおりません。課長補佐はいるときがございますけれども、できるだけ若い職員という

ことで、役職はもともとついてない若い職員と。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  町のほうの職員の場合は給与規定だね。そこに同じ人間である役

職だから、この２万７,６６０円でいいよ。でも、ずっと主任さんもおれば、課長さんもおれば、

主査もおったりするでしょう。これは、同一単価で給料を払っておられるんですか。おかしいじ

ゃないですか、あなたたちのこの解釈は。給与規定は一緒なの。そこにおる主任さんも、ここに

おる主査も２万７,６００円給料を払っているんですかって聞いているんですよ。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  従事者の中には役職のあるものはほとんど従事していないんですけ

れども、平均額がこの先ほどの５９名で２万７,６６０円という形です。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  今度は言い方が違いましたね。５９名でプール計算した平均で

２万７,６００円、私が最初聞いたのは単価をどうして出されていますかということを聞いてい

るんですよね。で、２万７,６００円と答えらっしゃったね。それが、ここに私がそういう役職

を持った人が、偶然かもしれませんけど５０何名を同じ金額を払っているところがありますね。

そこにじゃあ集中していたということですか。どういう理由で同じ単価になって、その主任さん

がおられたのか、私は納得できませんが、説明を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  職員の給与に関する条例ということで、時間外勤務の手当の単価を

出す計算式がございます。それに一人一人当てはめて、それの平均額を持ってきているというこ

とでございますので。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  平均額をということは、一人一人単価が違うということははっき

り言えますね。どうですか、それは言えるんですか、言えないんですか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 
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○総務課長（大脇 哲朗君）  支給額は一緒です。２万７,６６０円で、支給額は５９人一緒です。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  役場に給与規定にそういう単価表を私は見たことないんですよね。

年数、給、１００円単位か５００円単位か知らんけど、全部給与表は違っていますよ。役場職の

公務で日曜出勤といえ、職員でなければできないというから、一つずつ単価表から調べると矛盾

があるじゃないですか。一体どうなっているんですか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  選挙管理委員会ですけれども、このほかの選挙も含めてですけれど

も、職務命令という形であれば、職務命令ですね。出なさいと、町長が選挙に出なさいというこ

とであれば、先ほどのものを個人に当てはめて、先ほど言われたように仮に役職が違うものであ

れば、そういう金額が違うと。ただ、地方自治法の中に職員を補助執行させることができると。

この場合、選挙事務はお手伝いみたいな解釈で、解釈としてはお手伝いと選挙管理委員会の職員

というのは、私をはじめ書記がほか２名しかおりませんので、これじゃあとても足りないという

ことで、町の職員を借りてくるわけですね。その借りるという行為に関しては、謝礼というよう

な形になって（「謝礼」と呼ぶ者あり）という形になっておりまして、そこを今のような形の計

算で出すというのが認められております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  いろいろ答弁の仕方がありますね、今度は謝礼になりましたね、

そして町長の仕事の特命というんですか、そういう言葉は。町長、今の答弁で町長がそういって

選挙の補充人員として出るという執行命令、そういった特、何というんですか、自治法の何とか

の解釈をすれば、町長ができるということを解釈というのは、町長ご存じでしたか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  私も町長になりまして、その後の選挙というのは町会議員の選挙があっ

たように思います。そのときに、職員自体に職務命令という形では出しておりません。要するに

選挙管理委員会のほうから、こういう補助というような形が来ますので、それに対してそういう

メンバーであればいいだろうということで決断しております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  あくまでも選挙長からの依頼というか、任命というか、選挙長が

主でなければおかしな話になっていますので、それでいろいろと答弁、間違えないで下手に町長

すると大変なことになりますよ。私が言っているそこは、まとめて云々とかいろいろありますけ

ど、いつごろそれは決まったんですか、その単価でやるというのは。そしてそこに、じゃあ１回

ごとに選挙長とそういうような依頼で来る文書というか、頼んでなと、文書はないんでしょう。
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一人一人に。 

 それとも、立会人選挙、国政においては住民票等を添えて一般の人は、また１週間してやるん

ですよね。従事者において職員の方々というのはいつもこうだから、顔なじみだからということ

で、そういう依頼、従事してくれという書類等においての、書面等においての覚書等についてあ

るものかどうか選管長の答弁を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員長（山元 秋夫君）  やっております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  ということは、文書があるということで考えています。というこ

とは、今度はそのお金につきましては、事務所に幾ら幾らで今度はこの参議院、衆議院、県知事

選、県議選、この４つは全部委託金で来て、そして今度はその仕事をしました。それで、請求書

を今度は向こうに出さないといかんわけですよね。その請求書は選挙管理委員長の印鑑をおいて

請求書を出されると思うんですけど、事務局長でいいですね、選挙、僕わからないけど、選挙事

務局長で出されるのかどうか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  一般会計ということで、町長名で出します。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  ということは、その同一単価で出されているということは、町長

名で出されているということは町長もご存じということで、その単価表で出すということでいい

ですか。私の理解は。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  町長の決裁を受けて出しますので。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  国の選挙管理基準法等の中の１日単価の１万何ぼと２万

７,０００円と誤差があります。それでも、総体的においてはその経費を約、参議院で８６０の

数字の中の人件費が約２分の１、３６０万ほど平成２２年度の決算においては出ております。そ

れの中の請求書を書くときに、統一単価で２万幾ら何がしかのお金を５４名も請求書の中にちゃ

んとつけて請求書として出しておられるか、答弁を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  一人一人というわけではないんですけれども、すべてを含めた形で、

人件費という形では出しておりました。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 
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○議員（９番 重久 邦仁君）  議長、すみませんけど、私そういうことを書類を見たいと思うん

ですけども、その総額とそれから国に、県に出す書類等をですね。その明細がわからないと私も、

なぜそんなに統一単価でお金を出して、それが構わないものか、役職名がそこ、開票者それぞれ

といったとこのその人間という人には、確かに日曜出勤とはいえ従事者であれば、役場職の担当

でいうと課長補佐、主任とか、段階があってそれによって日曜出勤の金額をもらって、それを役

場給与規定に基づいていただいておるという単価でなら私はわかりますよ。しかし、統一である

ということはちょっと疑問なんですが、その表を見るために、議長にその許可を求めたいんです

けど、いかがでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  県への報告という形で今言われたんですけれども、町長名で実績と

いう形で出させていただいておきますし、また毎年監査も受けているわけですので、見ていただ

いているものとうちのほうは判断しております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  私がなぜその金額にこだわるかというと、１日に最高で４万

６,０００円もらって、４月には県会議員選挙、そして次に１週間か遅れて町議選があります。

２回その月に臨時ボーナスを４掛ける２でもらうと８万です。仮にその中に夫婦の人がおると、

８掛ける２であれば１６万、その２回の選挙に夫婦で２日出るで１６万いただいております。こ

れが町民の選挙にこたえて４カ所削減した町行政の心かどうか、そこの点について私は大きなと

ころで、小さく小さく個別単価を聞いているのであります。その点について明快に、なぜ単価が

違うのか。そして、国とその差額についてちゃんと自分たちは日曜日行っているから２万

７,０００円だよと。こっちに区長さんから規定、こっちは町の規定に１万６００円か、同じ、

言っちゃあ失礼だけど特殊能力、賃金というのは能力と、特殊な能力とその人が、その１日の従

業するものに対しての対価なんですよね。お金は。 

 それなのに、そんな特殊能力がない、必要でないやと僕は判断して、大変失礼ですけど、そん

なに違う単価をもらうことで何も痛まないのかなと思うんですよね。当たり前やと、おれのもら

うのは。給与表は法律があるんだって、そこまでおっしゃるなら、いかがですかその点について

は、差額については。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  同じような話をさせてもらいますけれども、あくまでも立会いにつ

きましては、国の定める法律によりまして支給、あくまでも立会人ということで、表現は非常に

悪いんですけれども、立会人ということで国が定めていると。そして、事務従事者ですので、そ

れだけ働くと。働くと言ったら表現が悪いかもしれませんけれども、それは町の時間外勤務手当
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ということで、職員の給与に関する条例を適用しているということでございます。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  簡単な国の執行基準法は１日１万何かで、基準法でうたってある

じゃないですか。何で、自分が都合がいいところは２万７,０００円の町の基準規定を持ってく

るんですか。そこを、どうもその痛みも考えませんかっていうことです。 

 結局は、これはいつそうやってその値段になったのか、ちょっとそれを明確にしてください。

町の条例法規、そこに選挙管理従事者に対する細かな規定をうたわれているのは、地区公民館長

さんたちに対する日当費用だけが明快、あとは選挙管理委員会の局長、委員長、それから委員の

日当は明確ですが、日曜出勤等における皆さん方の明確な数字がどこにも明記していないんです

が、どのように答弁されますか、伺います。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  いつこの金額になったかというのは、ここには資料を持ってきてお

りませんので、現時点でお答えすることはできませんけれども、先ほどから言っている国会議員

の選挙時の執行経費の基準に関する法律は、昭和２５年５月１５日に施行されていると、制定さ

れているということでは載っておりますが、例えば投票立会人が１万７００円という額がいつか

らかというところは調べてみないと、今現時点ではお答えすることはできません。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  これは、そんなもう最高が４万何ぼもらうような日当の中の時間

割の規定もいつから始まったもわからないで、その税金を支払っているということですよね、結

局は。でしょう。 

 要するに参議院における人件費は３６０万ですよ。それから、明確なあれはそれの裏づけの、

選管のところに行って仕事をするのに、その契約書の何もしないで、要するにそこで事故等があ

った場合には保険がきくのかといろいろ小さいことになるんですが、最低限幾ら幾らの日当計算

で、こうしておりますよということがないと、日当は町民の方がみんな反応があるはずですよ。

極端な話、あなた方のために投票所に行くようなものですね。こんなことを言うと失礼だと思う

んだけど、もう失礼はいいですよ。同じ座っておって、こっちは開票と、こっちは区長って、こ

っちは１万円、こっちは２万７,０００円ですよ、そんなばかな選挙の人たち見るとき、お前ど

んがためち言われたらどうしますか。 

○議長（山中 則夫君）  答弁をお願いします。総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  私の説明がちょっと悪かったんですけれども、先ほどから同じよう

な形で職員の給与に関する条例に基づき、時間外勤務手当ということで答弁を繰り返しておるん

ですけれども、私も知らなかったですけど、上限があるということで、国のほうが定めているの



- 130 - 

が、その上限額に今適用しているということで、（「適用している」と呼ぶ者あり）の範囲以内、

すみません、範囲以内らしいですね。範囲以内でやっているということで、そのものは必ずしも

算定としてはしていないと。今の時間外勤務手当の算定方式に必ずしもあわせた形ではなくて、

範囲以内で収めなさいというのがありますので、その範囲以内で収めているということでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  先ほど国が定めている選挙基準執行法ですよね。それの上限を超

えていないという、そんな失礼な私に答弁がありますか。東京都の場合は、職員の人件費とそれ

から車、それからそこの投票所の借り賃から全然単価が違ってきますよ。そんなことで、上限の

範囲は超えてないという答弁はおかしいんじゃないですか。根拠がないからそういう答弁になる

んですよ。あやふやなものからきているから。 

○議長（山中 則夫君）  答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  今言われているような形で求められているものを書いた資料がござ

いませんので、それをもう１回確認してお答えをするような形でいきたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  私は、これ何年度ってはっきり覚えていませんが、現行の投票事

務、開票事務の支給額の算出額と根拠はだれとだれによって決定されたのかを、以前にも質問し

ております。そして、今の答弁はまた持ち帰って話をするということですが、期限を切りたいと

思います。いかがでしょうか、いつまでの回答ということで、回答をその期限をこちらが求めま

す。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  すみません、この議会でということですか。それとも、議員個人に

報告という形ですか。いつまでと言われるのは。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  ここで答えられないから、だからそっちが答えてもらわな。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  だから、議員に直接答えるという形でいいですか。議会にですね。

わかりました。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  いつまでですか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  最終日の２２日でいいですかね。２２日、今週の金曜日ですか。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  その今後、投票、選管長が町のほうに町長を通じてこういう何人、
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開票所とあれに立会い等の議員を、協力を求めるとうことは口頭で行われるのか、文書でという

ことの、さっきが文書やったですかね。答弁を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員長（山元 秋夫君）  文書をもってやっております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  それを受けまして町長は、それをどちらに流し、その陣容態勢に

つきましてはどのような態勢でもってそれに答えらおられますか、答弁を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  そちらのほうは、選挙管理委員会という意味じゃなくて、町のほう

にお願いされたわけですので、総務課のほうで対応しております。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  私が何でも来てしているのは、それの命令がはっきりしているか

ら町の職員に準じた給与規定で仕事に行くんですよという話になるのか、ただ雇われて日曜はや

っどん行くのというのか、はっきりしたいから私のそこ辺たいをただしているのでございます。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  先ほども言いましたけれども、職務命令という形ではございません

ので、これは総務課のほうで人を探すという形になります。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  総務課で人を探すということになると、当然どこを探すんですか、

具体的にお答えいただきたい。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  どこを探すと言われると、職員全体をあたっていくということです。

職員にあたっていくと。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  依頼が来ました。文書等、口頭なりだと本当は思いますよね。口

頭で来た、また選挙やどと、通常の選挙がまた始まるどと言った、人を探すと言いました。当然、

ある程度の団体のところにお願いするんじゃないんですか、いかがですか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  団体はありません。お願いする団体はですね。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  平たくいうと、職員さん個人個人では掌握できないからシルバー

センターの団体、それから組合関係という言葉でしましょうか。その辺たいに依頼することはな
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いですか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  職員に関しては一切そういうことはございません。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  ということは、個々のあたられるという認識でいいですか。本当

にそれが実行されているんですか。当然１００名の個々にあたらなければ業務にあたるわけです

が、個々にそういうことを伝達するということで理解していいですか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  そのとおりです。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  選挙というのは、今国会でもめていますから、そのような事前に

わかりますね。だから、個々に連絡してもそれは十分成り立ちます。そのほうで、あなたがそう

やって１００名近くの人に行き当たっていき、みんな集まるわけですから当然可能だと思います。

ということは、しつこいかもしれんがシルバーセンターとか、そういう民間等組合に依頼したこ

とはないということでいいですか。質問。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  組合というのは職員労働組合って考えていいんですかね。職員労働

組合には選挙がありますということで、その執行の日程等のお知らせと、職員の協力ということ

を団体にはお知らせしますけれども、従事者は総務のほうですべてピックアップしていきます。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  その連絡をするときに、課長名ということでなくて、選挙管理委

員の事務局長として伝達事項として書類でするのか、口頭でするのかお尋ねし、それを受け取っ

た側はだれをもってそれは責任者としてかえて伝達をしているのか、お尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  当初は、事務連絡という形でリストをつくりまして、皆さんの当日

協力できるかできないかを確認していくような形になります。実際、オッケーが出ますと、委嘱

という形をとっていきますので、事務従事者としてですね。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  ただいまそのような形を、そうでしょうね、１００人もね、いろ

んな団体につたってね、ある程度まとまったところに依頼するのが自然の形ですよね。 

 となれば、それを受けたところもちゃんと委託、選挙として委託ということを、はっきり明示

されますね。委託従事者として選挙のお手伝いをお願いしますということをはっきりできますね
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ということを言っているんですが、それでいいですか。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  事務従事者ですね。はい。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  となれば、先ほどまで繰り返しておきました個々の単価表の話に

おいても、そことも話を詰めなければ成立はしないというふうに私は理解するんですけど、いや

それはとは違う、それ等はうちが決めた単価でやっているんだということか、どっちか表現して

ください。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  従来どおりということで、確認はいたしておりません。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  だから従来という言葉、だから最初に私が聞いて、いつからこれ

始まったのかわからないというちょっとに、従来という言葉は一体どこにくるんですか。従来と

いうのは、契約が従来あったからあるんだ、その前がわからないのに従来という言葉は私理解で

きないんですが。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  従来というのは、普通は前回という解釈でいいのかなと私は思うん

ですけれども、その前回がまたいつからかと言われるとですね。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  結局はそうやって団体に頼むときに、いつごろかいとかいうよう

な話し合い、組合等の中で協定書等がもしあった場合には、それはちょっと民間に対して失礼で

すはな。民間は１万何ぼで、私が２万７,０００円もろうていう契約でもあったら大変ですよな。

そういうことは表面上言わないわな。 

 同じ選挙、その数字が違った場合ですよ、２万７,０００円と１万幾らですよと、１日来た人

がわかった場合、大変ですわねって。でも、大変でないということでは、これから立会人、その

他ここにおられる選管の人たち日当は幾らですと、あなたたち公民館長は幾らですと明示しても、

私は大声で叫んでも何ら影響はないという自信があるかどうか、まあこれないでしょうから、こ

の質問はどうですか。 

 なぜそこまでこだわるかというと、具体的な数字をちょっと見つけましたので、参議院では

８５４万９,０００円に対して人件費が３６２万４,８８０円、それから県知事選において

７７２万９,０００円の総経費に対して、人件費が３５５万４,８１０円、町長選においては

６６３万５,０００円の経費に対して、人件費が２７９万９,０４９円という数字で出ております。

これほどの大きい数字です。だから、慎重にしなきゃならないということで、それだけの人件費
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が国のほうに請求書としていって、国はその言われた数字の中で委託金として１００％入ってい

るということを決算書で見ております。 

 ということは、だからそれを受けて国県に何も、私たちの税金も少し入っているから、国県の

ほうもやっぱあるんでしょうけども、一番原点のあなた方がやっている投票所を４カ所削減し、

人件費が浮いたという話、１３０万円程度の人件費その他が浮いたということには全然私は結び

ついておらない結論に持っていきたいんですけど、いかがですか。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  投票所の削減について、その影響額というか、効果といいましょう

か、１３０万円でありましたけど、それは実際あるわけですので、事実としてあると思います。

今回言われるような人件費につきましては、これは適正に執行しているというふうに解釈してお

ります。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  私が言っているのは、町議選とか、そういう総体的に３つの町長

選、町議選、農業委員会のこの３つは実質町の税で支払われるあれだからマイナスだろうという

が、県議選、国会議員は１００％来るんですよ。逆に訴え方によっては、私たちが行ける権利者

の投票所のところを勝手に削減しちょって、どこが効果があったと１票の今度は訴えが起こった

場合は大変なことになりますよ。そう思いませんか。 

 身近なところの投票所を正当な理由がないと私は見る。にもかかわらず、投票の権利を奪って

いる。そして、国県から執行経費でもらうだけのお金を何の権利があれば奪って集中させている

のか。そして投票所を削減したおかげで投票率が上がったという、大前提の選挙管理委員会の大

前提があれば否定もされないでしょうけど、投票率は２０％も削減された地区があるんですよ。

だれに影響があったんですか。町民ですよ。投票する義務を、権利を持っている町民ですよ。一

体、そこの食い違い、見解の違いをどう解釈するのか。もう１年半もたっていますよ。主たる原

因もわからないと、いつまでもいつまでも逃げられるけど、１回もとに戻るということも考える

ということはないんですか。全然ないんですね。全く腹立たしくてなりませんが、町長はこの見

解についてどう所見をお持ちですか、町長の答弁を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  今議員のほうから、この１５投票所が１１カ所ですかね、４カ所削減さ

れたということで、これにつきましてもこの議会を含めて皆さんで議論された結果がこの行政改

革、三股町が自主自立でやっていこうというところの一環であったわけです。 

 その結果、そのような方針を決定し、そしてそれがどれだけ選挙に影響したかというところは

まだはっきりとはこれは申せませんけど、ただそれのカバーをするために期限前のところの投票
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所を設けて対応もしているわけです。やはりそれなりの努力はしているということで、だからこ

の投票所削減イコール、投票率の減に結びつくというのは私は考えておりません。 

 ただ、どのような影響があったかは、先ほどありましたようにアンケートの結果等を分析する

ということでございますので、そのあたりの報告を受けながらまた意見交換できればというふう

に考えています。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  わかりました。数字だけ言って、この私は町議会選挙平成７年度

数字７９.０９平成７年、平成１１年、４年後７６.９７、平成１５年が無投票、そして平成

１８年に今言われた行革大綱の中でこういう削減があって、平成１９年度は早速その効果があら

われたかしれんけど、６０.０７になっております。それから町長選挙の筆記によっては平成

６年が８０.６４、平成１０年度は７８.１８、平成１４年度で６９.７９、平成１８年度で

６６.１４までありますが、ご存じのとおり平成２２年度にはもう５０％であります。効果があ

らわれたという言葉は本当にどのように聞き取ればいいか、私も耳をかっぽじりたいですよね。

全然あらわれていないと思います。 

 とうことで、次に１番目の質問に移りたいと思います。 

 二元代表制について簡単に、私の思うには二元代表といっても町長選挙、町議会選挙、農業委

員会選挙、３つの選挙がありますけど、二元代表制は町行政のとき一人選ぶ、町会議員は定員の

中で１２名を選ぶというような認識と、それに提案権それからある程度人事案件を含むものと、

それを提案された議会としての、議員としての議決権、これの行使を持っているか、持っていな

いかのこの二元代表制が民主制度の根幹であるかなというふうに理解をしているんですが、また

これが日本の政治の地方自治法の中における基礎だと思っておりますが、町長の見解を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  ここで、答弁の前に選管委員長、退席を願いましてもよろしいです。ご

苦労さんでした。 

〔選挙管理委員長 山元 秋夫君 退席〕 

○議長（山中 則夫君）  答弁を求めます。町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  では、二元代表制についてということで、この質問の要旨に平成２３年

５月議会基本条例が施行され、平成２４年第１回議会報告会を行ったが、二元代表制度の町長の

見解を問うということにつきまして、回答をさせていただきます。 

 二元代表制の見解ということでございますが、もう皆さんも既にご承知のように、地方自治体

は憲法第９３条で、地方自治体の長と議会の議員について住民が直接これを選挙することが定め

られております。いわゆる執行機関の長と議決機関である議会の議員をそれぞれ住民が直接選挙

で選出する二元代表制であります。そして、執行機関と議会は独立対等の関係にたち、相互に緊



- 136 - 

張関係を保ちながら、協力して自治体にあたる責任を有しているというふうに考えています。 

 また、三股町議会基本条例の前文にあります、ともに町民の信託を受けて活動し、それぞれの

異なる特性を生かし、町民の意思を町政に的確に反映させるために競い合い、協力しながら、町

政の裁量の意思決定を導く共通の使命が課せられているとありますが、私も全くこのとおりであ

るというふうに考えております。今回、提案しておりますまちづくり基本条例第１条にも法の規

定に基づく二元代表制のもと、まちづくりに関する基本原則を明らかにするとともにとあります

ように、この条例も二元代表制を基本とした条例となっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  弁舌さわやかにすらすらとああやって言われると、私みたいにつ

っかえつっかえになる人はちょっと、また質問に困るわけでございまして、よろしくゆっくりと

私にわかるようにお願いしたいと思いますが、現に二元代表制を認められて、私がその下にまち

づくりの「町民等」とはということで、第２問もひっからめて質問いたしたいと思いますが、ど

うしても私は第三局をつくるような気がいたしまして、結局は今瓦れきの問題、放射能の問題、

町民等にその意見を求めたら、いえばどちらの意見が二つにあった場合に、じゃあそれを取りま

とめるのは一体だれかということの設問があった場合には、どのような工程でどのような課程を

もって、そのことの審議の、いえばジャッジメントをだれがするのかということの質問をしたい

ところですが、答弁をお願いします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  ジャッジメントは、この予算とか、町の重要問題については最終的には

議会に提案しまして、議会を決定するというふうに考えています。このいろんな多岐にわたる問

題がございます。それについて町民の声を聞きながら、行政として意見をまとめ、そしてそれを

議会に提案して、議会との中で議論しながら方向性を決める、これが当然のことだというふうに

理解しています。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  それでは、まちづくりの中には議会という言葉が入っていないと。

それから、私の勘違いかもしれませんで、１行か２行、議会のまちづくりの中における立場がな

いんですが、質問している私も立場がなくなるのかなと思うと、議会は本当に今存亡の危機にお

ります。その辺をご理解いただいて答弁を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  私はこれをつくるときに、職員に指示するときに議会基本条例とそして

まちづくり基本条例、これが車の両輪だなということで、それぞれがそれぞれの町民との接点を
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持ちながら、協働の理念でやっていく、最終的には議会で方向性を決めるわけですから。ただ、

このまちづくり基本条例のほうは、そういう議会の基本条例が先にできましたので、そちらのほ

うを尊重しながらという意味合いで、そこには触れなかったところでございます。 

 要するに、町民、事業者、コミュニティ組織、そういうところの役割、責任、そういうところ

をきちっと掲げて、そして町が行政として意思決定していくための方策を今回、この中に取り上

げておるということで、議会の本質を犯すようなことはできないというところで、そこは遠慮さ

せていただきました。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  じゃあ、最初に出された原案からほとんど内容が変わっておるん

ですけど、その理由について端的にお答えを求めます。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  原案もこれは諮問機関というところで町人の声を、そしてまたいろんな

団体等の構成員の中でもんでいただきました。その中で、やはり言葉遣いそして用語含めて、い

ろいろと委員の方々のご意見等もございましたので、そういうところを踏まえながら、この本町

に合うような条文ということでもんでもんだあげくの今回のこの提案だというふうに理解してい

ただければいいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  最初の話を聞いたとき、町長のマニフェストの中の、思いは原点

の中に、私は原本のほうが骨があったな、今度出されたのはもう骨がないな、それでも出される

ということは、その骨というのは私の見解は違うんですけど、原案による骨はどこだったと町長

は思われますか、質問します。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  先ほど言いましたように、言葉遣い、用語等もんでもまれてつくったと。

ただし、基本的なスタンス、考え方は全く変えておりません。要するに、それぞれの主体、まち

づくりの主体がどうあるべきか、そして役場職員がどうあるべきか、そしてそれを踏まえた行政

指揮者はどうあるべきか、そういうふうなスタンスで流れておりますので、そしてまた町民の声

を聞くための機関設置等ですね、きちっとこの中に整理させていただいたところでございますの

で、当初の原案と今回提案しているのが全く違うということではございません。 

 要するに、スタンス自体は基本的なスタンスは全く変えていません。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 
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○議員（９番 重久 邦仁君）  いや、原案は骨があった原案だったんですけど、今でもスタンス

は変えていないと言われると非常にスタンスは小幅から大幅と、大幅から小幅というくらい違う

ように思いますが、北海道のニセコ町から始まったこの原案ですね。条例ですね、私はそう思っ

ていますけども、人口が５,０００人程度の町で最初は始まったと私は思いますが、そこに外国

人の人たちが、いえば町の冬場・夏場の観光のためのその人たちのために優遇したいというよう

なことでその施策が始まったようやに聞きますが、その私の認識は間違っているかどうか、西村

室長にお伺いいたします。 

○議長（山中 則夫君）  地域政策室長。 

○地域政策室長（西村 尚彦君）  今言われましたように、このまちづくり基本条例というのは北

海道ニセコ町が平成１３年に、当初平成１２年度ですか、当初つくったところなんですが、これ

はもともとの発想というのが外国人とかどうかと言われたんですが、やはりまちづくりを、町民

を含めたまちづくりをやっていかないといけないと。いろいろ特別委員会でも説明しましたよう

に、いろんな権限委譲が来ております。今まで縦のだった仕組みが横になったということで、権

限を委譲する、予算を振るということで、その予算をいかに使っていくか、厳しい財政状況の中

でいかにつくっていくかというのが根本にありまして、そこでまちづくりに参加するためにでき

たのがこの条例だと理解しております。 

 以上です。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  ニセコ町の概要については合っていますか。５,０００人規模と

いう。 

○地域政策室長（西村 尚彦君）  合っています。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  予断ですけど、その後、ニセコの町長は今国会議員になっておら

れることもご存じだと思うんですけどね、民主党のですね。非常のその先がそういうようなもの

を含んでいるのかなということが１つ。 

 それから、町長にもう１点、この赤木、この思想を非常に広めておられる本の作家、法政大学

のアカギケイチロウという方をご存じかどうか、西村室長はご存じかどうか。２つ、両名お尋ね

申し上げます。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  私は知りません。 

○議長（山中 則夫君）  地域政策室長。 

○地域政策室長（西村 尚彦君）  アカギケイチロウさんという方は私も知りません。 

○議長（山中 則夫君）  重久君。 
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○議員（９番 重久 邦仁君）  非常に、私も頭が右左していて、正式な名前を言っておりません

が、この条例に対しては私も非常に疑問を持っていますが、もうちょっと考えたかったかなと思

っているんですが、以上で町長及び選管の質問を終わりたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（山中 則夫君）  ここで、１１時４０分まで本会議を休憩いたします。 

午前11時30分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時40分再開 

○議長（山中 則夫君）  休憩前に引き続き本会議を再開します。 

 発言順位６番、佐澤君。佐澤君。 

〔２番 佐澤 靖彦君 登壇〕 

○議員（２番 佐澤 靖彦君）  皆さん、こんにちは。通告どおり順に追って質問のほうをしてい

きたいと思います。 

 まずは、台風４号が過ぎましてほっとしたところでございましたけど、また台風５号が来てい

るということで、またこれは警戒が必要なのかなというとこも考えております。三股は災害がな

いということであれしておりますけど、気を抜くところはできないと思っております。 

 まず、１番目の宅地分譲事業についてということで、分譲するときに条件をつけることができ

ないかということなんですけど、今回、宮村地区の２１戸の分譲住宅、分譲地ですか、これを分

譲されたというのは確かにすばらしい町の活性化を図る、また住民人口をふやすためにもすばら

しいことだと、また考えております。いい取り組みだなというので考えておりますけど、そこで

１つ考えたのが、その活性化を図るために一つだけもう一歩足らないところがあったのかなとい

うのが考えられます。それは、２１戸分譲の中で、町内の建築業者がたしか１件だけだったとい

うような話を聞いております。町内には、かなりの建築会社が存在しております。それをするの

に、やはり町が分譲するわけですから、町内の建築業者を利用するっていう方法は一つできなか

ったのか。 

 また、それも町内の業者もこれだけある中で、こういう分譲があるというのでアピールすると

いうのもなかったのも一つ原因かなというのもあるんですけど、その辺をどうなのか質問して、

そのほかの質問は質問席のほうで行いたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  宅地分譲事業についてということで、佐澤議員からのご質問でございま
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す。町のほうで未処分町有地とか、また開発関係がございますけれども、そちらのときに処分す

る場合に条件をつけることができないかという質問でございますが、先ほど言われましたように、

昨年、町の土地開発公社が分譲しました宮村地区の眺霧台につきましては、宮村地区の人口が低

減傾向にあり、宮村小学校の児童数が減少し、数年後には複式学級が予想されるため、それを防

止するとともに、地区住民の増加と定住化を図るため、分譲を行ったところでございます。 

 現在、２１区画すべてにおいて住宅が建設され、あるいは建設されつつあり、７７名の人口増

加となりました。分譲開始から１年余りで住宅建設まで行われたということは、建築主、建て主

がいろいろなモデルハウス等での知識を得て、建築業者を決定されたのも一つの原因ではないか

というふうに思います。いわれるように、町内の建築業者は１社のみというふうに聞いておると

ころでございます。 

 町としましては、言われるように地域経済に対する効果という観点から、ご質問の趣旨は理解

いたすところでございますけれども、町が宅地分譲を行う場合の条件について、その目的、場所、

環境面などから、その処分に条件をつけること自体がどうなのかどうか、いろいろと多面的に検

討する必要があろうかというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  佐澤君。 

○議員（２番 佐澤 靖彦君）  今答弁の中でありました、どういうふうなあれでできるかできな

いかというところを、これから検討材料というような答弁だったんですけれども、それをするこ

とによって、農業関係では地産地消というようなことで、地元でつくって地元で消費するという

ような言葉を使われます。これも建築業に限らず、その辺も一緒なのかなというところで、町内

の業者を使って町内に住んでもらうということは、町内のやはり業者に潤う。また、その業者が

建てたことによって税金が発生し、納税がされるというような、ずっとサイクル的にしてくるの

ではないかと思っておるところでございます。 

 その中で建築業に限らず、やはり一たんリスト的なものを建築業、水道、土木いろんな企業の

リストなんかをつくってはどうかなと思うんですけど、その辺はどうでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  建築関係については、その裾野が広い関係で大変地域内の経済効果とい

うのはあろうかと思います。ただ、町のほうでこの宅地分譲を云々するときに、町内業者という

ふうに限定した場合に、その処分においてどれだけの効果といいますか、応募があるのかを含め

て考えたときに、まだまだちょっと検討すべきかな、もっと検討すべきかなというふうに考えて

おります。 

 特に、本町の場合で今住宅リフォーム事業というので、町内業者に限定してやっておりますけ
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ど、そちらのほうは非常に効果がありまして、大変需要といいますか、そちらの要望が多くて、

それはそれなりの効果があってるなというふうに思いました。 

 住宅までというところは、まだいかがなものか。ほかのいろんな業者がたくさんございます。

積水とかいろんな全国的な業者もございます。そういうのもありますので、そういうのの兼ね合

いを含めて検討しなければならないだろうというふうに考えてます。 

○議長（山中 則夫君）  佐澤君。 

○議員（２番 佐澤 靖彦君）  今検討課題ということですけど、仮に町内の建築業者を一堂に集

めまして、こういうふうな事業を今からやりたいということで、各建築業者のそういうアンケー

トじゃないですけど、いろんな意見を出し合いながら、モデルルームはここでどうのこうのとか、

そういうのが多分できると思うんです。カタログ、パンフレットとか、そういうので仮に次に分

譲の土地があるとすれば、区画がまた２０区画ぐらいあるとすれば、こういうふうな企画がある

んだけど、モデルルーム、パンフレット等を持ってアピールしたらどうかというような計画性を

これから取り組んでいく必要があると思いますけど、その辺はどうでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  町が取り組むべきなのか、あるいは商工会とかそういう団体のほうで、

やはり工業部会とかいろんな部会がございます。そちらのほうで地域活性化という視点から、ご

意見等を取りまとめていただきまして、その意欲に基づいたところでの協議、検討ということに

なろうかというふうに思います。 

 やはり町が音頭をとって皆さん方のお尻をたたくというよりも、やはり自分たちはやりたいと、

こういうふうなすばらしいノウハウを持ってるんだ、だからこそやりたんだと、そういう熱意が

ない以上はいかがなものかな、というふうに考えています。 

○議長（山中 則夫君）  佐澤君。 

○議員（２番 佐澤 靖彦君）  今、本当にありがとうございます。本当、企業がやる気を出して、

また商工会を含め商工会の工業部会という部会があります。その中で建築業、土木、いろんな水

道から全部携わった会員さんがほとんどですので、そういう案を出して、これを町のほうと提案

をしながらやっていくというので、ほかのところが大きな住宅メーカーが、この三股には入って

これないなというぐらいの気力のパワーをもってやることが必要なのかなと思っておりますけど、

その辺は商工会やらそういう部会の人たちと話をして、前向きに進んでよろしいでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  今現在、先ほど申し上げましたけれども、住宅リフォーム事業等を２年

目で実施しております。そちらのほうの評価等も聞きながら、そして今後またどんなふうに拡大

充実していくのか。そういうところを段階的にやっていきながら、住宅についてはどうなのかと
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いうところです。そして、住宅業者のほうもやっぱりそれぞれの考え方があろうかと思います。

木工を中心にしたところ、あるいはそういう建て方によっていろんな、そういうところのご意見

等を踏まえながら、やはり検討する必要があるのかなと思いますので、すぐに云々という形じゃ

ありませんけれども、やはり時間をかけて検討すべきかなというふうに思います。 

○議長（山中 則夫君）  佐澤君。 

○議員（２番 佐澤 靖彦君）  ありがとうございます。その中でも先ほど言われましたリフォー

ム事業で町の業者を利用してということで、かなりの案件が来てるということを言われました。

その中で、例えばこれが住宅を町内の限定でというような話になったときに、まさしく町内の業

者を使うことによって、また何らかの補助金措置というふうな形の対策はとれないか。また、そ

んな大きなあれじゃなくてもいいんでしょうけれども、例えば玄関の部分は補助金でどうぞとか、

カーポートはどうぞとか、そういうふうな何かの対象の補助、これをすることによってこんなメ

リットがありますよというような補助制度みたいなことはできないか、お聞きしたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  即答はできませんけれども、ただ、モデル的にどっかの未処分地を今度

処分するということで、町内業者限定の建て売り住宅は建てれば、これだけのメリットがありま

すよということで、例えば先ほど言いました住宅リフォームの１０万円、最高ですね、そういう

のをそれにも適用するとか考えられなくもないわけですけれども、今後いろんな場面を想定しな

がら一緒に考えていきたいというふうに考えます。 

○議長（山中 則夫君）  佐澤君。 

○議員（２番 佐澤 靖彦君）  本当に前向きな回答をありがとうございます。これをすることに

よって、やはり宮村地区でもあそこの分譲で、周りに建築業者が何件もあるわけです。その中で、

またあっこも家が建ってる、ここも家が建ってる、また違うとこだというような話を聞きました

んで、そういうことができるだけ町内で終わらせるような形でやっていければ、というふうに考

えております。 

 町内の業者を使うことによって、１件家を建てるということで、どれだけの企業の携わりがあ

るかというのを総合的に家を建てるという、設計から始まりまして基礎から木造でいけば木です

ね。それからかわら、その他、水道からふろから給湯、電気全部、ほとんど町内の業者でできる

というところがありますので、またそれをひとつ頭の中に置いて、いろんな企業の方の努力も必

要でしょうけど、そこをクリアしながら、またいろんな形で相談しながら、今町長が言われたよ

うに、ここの区画は町内の業者で建てたらこんだけのメリットがありますよというのをまたア

ピールすれば、相当な家ができて人口がふえて、三股で建てると三股の業者を使うと、こんだけ

メリットがあるよといういいコマーシャルになって、また人口がどんどんふえていくというのも
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つながってくるのかなと思っておりますので、ぜひこれからもいろいろ検討しながら、前向きに

取り組んでいきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、宿泊施設や総合体育館ができることによって、町に与える経済効果についてということ

で、もう私も３回目になりますけど、宿泊施設と総合体育館、これを一体的に整備することはで

きないかということで答弁を求めたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  宿泊施設と総合体育館、そちらのほうの一体的な整備というご質問でご

ざいますが、これまでに宿泊施設についてのご質問があり、その都度、考え方を説明いたしてお

りますが、今回はちょっと角度を変えて総合体育館との一体的整備という観点からの質問でござ

います。 

 現況の本町の体育施設、そちらのほうを踏まえての回答ということになりますので、担当課長

のほうから回答させます。 

○議長（山中 則夫君）  教育課長。 

○教育課長（重信 和人君）  では、お答えいたします。体育館機能を持つ体育施設は、現在町内

には武道体育館、小・中学校体育館等計１４施設が点在しております。本町の人口規模から見て、

体育施設は充実しているんじゃないかと考えております。このことは、平成２３年３月に策定さ

れた「三股町スポーツ振興基本計画」を策定する過程で実施した町民のアンケート調査の結果、

総合体育館の整備については１３％という低い状況でありました。一極集中型の総合体育施設に

ついては、大規模あるいは各種競技大会を１カ所で開催できるなど、その利便性や効率性につい

ては十分理解するところですが、本町の各体育施設の生い立ち、住民満足度、利用状況を踏まえ

ると、現況の形態で施設の充実度を高めることに努力することが重要だろうと考えております。 

 ただ、今後施設の老朽化による建替え等の時期が来たときには、大いに論議することは必要だ

ろうと考えております。 

 合宿の整備については、これまで何回か回答しておりますけれども、新たな施設の整備という

ことだけでなく、遊休施設の活用、民泊型な合宿など、同様な効果をもたらす施策についても検

討していく必要があると思っております。 

 先ほど総合体育館の整備に１３％というアンケートですけれども、ちなみに今後整備充実が必

要なスポーツ施設ということことでとりましたら、１位が室内トレーニング施設３２％、それで

５位が整備する必要はない１４.５％で、６位が総合体育館１３.３％というようになっておりま

す。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  佐澤君。 
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○議員（２番 佐澤 靖彦君）  私も何回ほどか行っておりますけど、この総合体育館というのは、

失礼ながら、この宮崎県には総合体育館というようなのは全くありません。県の体育館もありま

すけど、競技をする中では狭い、バレーに関すれば３面しかとれない。バスケットは２面だとい

うところです。 

 宮崎の市の体育館、これもバレーが３面、バスケットが２面で、高鍋の体育館はバレーは４面

ですけど、宮崎国体のときに建築された体育館で、あれはバドミントン専用の体育館で、この梅

雨どきになると床がぬれてほとんど使い物にならないような、密閉状態でしないといけないとい

うような観点から、県内にバレーのコートが４面とれるところは高鍋町の体育館だけ。隣の鹿児

島県に行きますと、各町が必ずアリーナ４面の体育館、バスケットが３面とれる、観客席が周り

が全部あるというようなところがほとんです。桜島にしては４面の２面というようなところ。あ

とは姶良、蒲生、川内アリーナ、伊集院、伊集院は前、研修に行きましたけど、体育館が４面、

ちょっと場所は離れていますけど４面ありまして、温泉施設で宿泊施設があると。陸上競技場は

青のタータン張りがして、合宿には最適なところというようなところがあります。鹿児島は市内

に川内アリーナというような、バレーが６面か８面かとれる大きな会場があるということで、や

はり、この三股は合併せずにこの三股町という名前が残っている限りは、この総合体育館、県内

で初めてつくる必要があるのかな。 

 これはあしたつくりなさい、１年後つくりなさいというわけでもありません。長期間かけて基

金を募るなり募金を募るなりして、町民でみんなで建てた建物だというようなところで、今教育

課長が言われましたアンケートをとったら１３％というところでしたけれども、これをもう一回

アンケートをとって、町民の声を聞くのも必要かな、もう一回です。その当時とすると大分変わ

ってきているんじゃないかなというようなところがあります。 

 なぜこの総合体育館というと、やはり話題にもなるというところもあります。この前ですけど、

何回も言ってるように基金がない、予算がないというので、頭からぱっと離れるような形ですけ

ど、できなかったらできるためにはどうするかというのも必要じゃないかなと思っております。 

 この前もこれはちょっと余談になりますけど、東京の石原都知事がある島を買うというような

話をした瞬間に募金が集まり、何十億かのお金が集まったというような報道もありました。町長

が仮に総合体育館を建てると言うたときに、どのくらい集まるのかというのもやってみる必要も

あるかなと思ったりもしてるんですけど、その辺はどうでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  東京都知事の石原さんのは、やはりあれだけのインパクトがあるし、ま

たそれだけの有名人でございます。先ほどありましたように、この総合体育館についての町民の

アンケート、これが２３年の３月ですから直近の数字かなというふうに思っております。ですか
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ら、町としましてもそれ以外にいろんなところで町民の声を聞くという形で、地区座談会、地域

座談会をやってますので、そういうところの声を踏まえながら対応したいなというふうに思いま

す。 

 総合体育館をつくるとアドバルーンを揚げて寄附行為云々というのは、今のところは考えてい

ません。 

○議長（山中 則夫君）  佐澤君。 

○議員（２番 佐澤 靖彦君）  これは余談だったんですけど、やっぱり総合体育館ができること

によって、隣でも宿泊施設という考え方ですけれども、今課長のほうが言われたのが、老朽化し

ている、今使ってない施設をそういうのも考えられると言われましたけど、いろんな手があると

思うんです。総合体育館ができれば、どうしても宿泊施設ができるというのであれば、必要であ

れば、企業誘致をしたらどうか。三股の方でホテル業をされている方が３名いらっしゃいますよ

ね、３件。その３件の人にこういうふうな計画でできるんだけど、隣に宿泊ホテルみたいのをつ

くることはできないか。できないと言われれば、いろんなホテル業が指を構えて待っていると思

うんです、そういう条件さえ整えば。ですから、そうなるといろんな大会が持ってこれる。大会

から小学校、中学校、高校、全国に向けての大会も持ってこれる。プロのスポーツも持ってこれ

るとなると、プロになると入場料が発生しますので、相当な使用料、またそういうのをとれると

いうところで、その辺の計算も今からしてみないとわかりませんけど、そういう誘致をするとい

う考えはいかがなもんでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  今現在の町のこの置かれている状況等を見ますと、町が喫緊の課題とし

て取り組むべきものかなというところはちょっと疑問でございます。先ほどありましたように、

老朽化とかそういうところの場に立ったときは大いに議論しながら、そういう総合体育館という

のも一つのテーマになっていくと思います。 

 そういう中で民間の活用ということは大いに大事だろうと思います。ですから、この合宿場を

含めたところの取り組みの中でのそういう本町出身での企業家、そういうのを取り込んでいくと

いうことは検討課題かなというふうに考えますが、今すぐに云々ということではなかろうかとい

うふうに考えているところです。 

○議長（山中 則夫君）  佐澤君。 

○議員（２番 佐澤 靖彦君）  今、老朽化による建てかえ検討というようなところでありました

けれども、ここでお尋ねしたいんですけど、耐用年数というのが建物にはあると思うんですけど、

武道館、勤労者、町の体育館、あとは小学校・中学校の体育館になりますよね。この三つの耐用

年数、あとどのくらいあるのかお聞きしたいと思います。 



- 146 - 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  この武道館については、今回耐震診断をやっていますので、それを踏ま

えてこれから耐震補強をしようかなと、そのような結果に基づいてです。そして、町体育館につ

いては平成１６年度ですか、大規模改造いたしましたので、これはまたそれ以降まだずっともつ

と思います。そしてまた勤労者です、そちらのほうは企業団のほうから譲渡を受けまして、これ

についてまだ耐震診断をしなくちゃならんということでございますので、そういうのを踏まえて

何年もつか、そのあたりの結果を踏まえないと、ちょっと今のところわかりません。あとは小学

校の体育館等が、この前耐震補強しましたので、まだまだ十分大丈夫だろうというふうに考えま

す。そしてまた地区分館もございますけれども、そちらのほうもそう古い建物じゃございません

ので、今のところまだ大丈夫かなというふうに考えています。 

○議長（山中 則夫君）  佐澤君。 

○議員（２番 佐澤 靖彦君）  今、耐震ですれば、多分また２５年、３０年もつのかなとは思っ

ておりますけど、その前にその辺は検討する余地があるのかなというところです。必要と供給に

応じてやる必要があると思います。 

 今回、総合体育館は今年度中につくれというのはちょっと無理でしょうけど、ことしは１２月

にあのバレーボールが天皇皇后杯が今までずっと東京体育館でやってたのが、ことしはなぜが

１２月に都城で天皇皇后杯が開催されるということで、今、都城バレーボール協会、日本バレー

ボール協会が、必死になって粗相のないようにということで取り組んでいるところでしょうけど、

この地方に天皇皇后杯が来るということは今まで１回もなかったということで、日本でもちょっ

と有名な日高先生が、亡くなられた松平さんとのつながりで、今度は都城に持ってくるというこ

とで、今てんやわんやでやっております。１２月ですので、それに向けてこの三股も隣、早水の

体育館で決勝が行われるということですので、あとは宮崎市とかそういうところで予選があって、

都城で決勝をやられるということですので、その辺はまたいろんな形で都城の観光協会やら商工

会議所等も通じて、いろんな案内、市役所からの案内も来ると思いますけど、ぜひ三股もひとつ

アピールをする方向でいかがなもんかなと思っておりますけど、その辺は物産店やら何やらやる

のも必要なのかなというブースがあれば思っておりますけど、産業振興課長にその辺はどうなの

か、ひとつお願いしたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  産業振興課長。 

○産業振興課長（丸山浩一郎君）  大きな大会が来るというのはちらと聞きましたけど、１２月と

いうことで、今お聞きますと非常に大きな大会ということですので、物産店等で展開していくと

いうのは、もうこちらから望みたいところでございますし、町の商工会そして地場産品部会、観

光部会等に諮りまして、単によかもんやに行っていただくという形ではなくて、各企業、個人店
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に話をかけていって、少しでもたくさんのお店が出せるような形で検討をしていきたいというふ

うには考えております。 

○議長（山中 則夫君）  佐澤君。 

○議員（２番 佐澤 靖彦君）  ぜひ、三股をアピールする全国各都道府県が来ますので、県の代

表男女が来ますので、その辺がひとつ三股をアピールするいい機会かなというところです。物産

に限らず、三股の観光、こちらのほうもやはりアピールしていく必要があるのかなというところ

であります。 

 先週、日曜日ですか、日向のドーム、野球、昔の阪急ですか近鉄がキャンプする日向のドーム

というところで、小学生のタグラグビーというのを試合連れていったんですけど、その県産材を

使ったドームで、その中で野球もできる、下は人工芝、一つのドームになってるというので、こ

れもひとついいあれだなというような形で、私はあっちこっち観光に行きますので、いろんなと

ころを見たり部活関係で行ったりしますので、そういう情報があれば、やはり皆さんで連なって

見学に行くなり、そういうところも勉強する必要があるのかなというところも考えております。 

 以上、二つのことであれしました。この分譲のことについては、いい意見をいただきましたの

で、前向きにどんどん進めていきたいと思いますので、ひとつお願いいたしまして、私の質問を

終わらせてもらいます。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（山中 則夫君）  ここで昼食のため１時３０分まで本会議を休憩します。 

午後０時12分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時30分再開 

○議長（山中 則夫君）  再開いたします。 

 発言順位８番、桑畑君。 

〔１２番 桑畑 浩三君 登壇〕 

○議員（１２番 桑畑 浩三君）  通告どおり質問します。 

 三股町のいろんな施設の抱えている課題、問題点をちょっと町長の認識と今後のことについて、

若干伺いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  この質問の趣旨に沿って回答させていただきたいということで、体育施

設の利用状況は現状等を踏まえての回答をまずはしたいということで、担当課長のほうに回答さ
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せます。 

○議長（山中 則夫君）  教育課長。 

○教育課長（重信 和人君）  では回答いたします。現在、町内には体育館の機能を有する施設と

いたしまして、武道体育館、先ほども回答いたしましたが、小学校体育館、計１４もの施設が町

内に点在しております。それぞれの体育館は、それぞれの時代を背景として、その時代の要請に

応じて限られた財源の中で補助事業として建設されたものと理解しています。 

 町体育館は昭和４０年の建設で築４７年経過しておりますが、平成１６年に大規模改修し、バ

ドミントンや卓球、ジュニアリーダーの体育の練習、各種イベントなど多目的に利用されていま

す。武道体育館はバレーボールが２面使用可能となる多目的施設であります。また、勤労者体育

センターは、昭和５２年に雇用能力開発機構が雇用労働者の福祉の増進を図ることを目的に建築

し、平成１５年に本町に使用権が移転された施設で、バレーボールが２面、ミニバレーボール

４面、バスケットボール１面が使用可能な体育施設であります。そして２地区交流プラザ、第

３地区、第６地区、第７地区分館については、規模は違いますけれども、舞台が整備された各種

イベントにも対応できるスポーツレクリエーションを利用可能とする多目的施設となっておりま

す。小・中学校体育館については、空き時間を利用した一般開放を行っている状況であります。 

 このように各施設とも町民のニーズにあった利用状況であり、一昨年実施したアンケートの調

査の結果からも明らかで、町民の体育施設に対する満足度という点でも、大いに満足、満足を合

わせて現況に満足している人が約６割に上がっています。少し不満、大いに不満は約１割でした。

体育施設の現況につきましては、町民は満足しているような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  桑畑君。 

○議員（１２番 桑畑 浩三君）  パークゴルフ場です。あれも最初から２面ではすぐ飽きて、そ

のうち４コースつくれち必ず言ってくるかち言って、当時の課長にも言ったんだけども、結局言

うこと聞かずに２コースつくっちゃって、しかも場所も悪いと。広げるにも金がかかり過ぎると

いうような場所なので、今いろんな案が出てます。もうちょっとあっちの方を利用しよとか。そ

れで、見通しはどうですか、４コースにする見通しは。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  このパークゴルフ場、議会のほうでもいろいろと議論がされたところで

ございます。当時を振り返ってみますと、あの当時にこのパークゴルフ場が必要かどうか、その

あたりも大いに議論があったところでございます。上米公園をどういう目的の公園にするかとい

うことで。 

 ですから、あの時期に２面という形でつくらしていただいたと。あれから突破口になったのか
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なというふうに思います。そして、場所的な問題もいろいろあるわけなんですが、ただ、現在の

ところ町としては検討しようかなというところが、近くに今使用してない池等もございますので、

そのあたりを視野に入れながら増設はできないのかどうか、地元といいますか、パークゴルフ協

会のほうと話をさせていただきながらやっていきたいというふうに考えています。それで、担当

課のほうにはパークゴルフ協会のほうと話をするようにということで、指示をいたしているとこ

ろでございます。 

○議長（山中 則夫君）  桑畑君。 

○議員（１２番 桑畑 浩三君）  大体、上米公園の上のほうの池でしょう。大体時期はいつごろ

になりそうね。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  まだそちらの場所でいいかどうかというところ、まだパークゴルフ協会

と話をしてませんので、そのあたりを踏まえて理解が得られれば、あそこの埋め立てということ

になりますと、それなりの土量といいますか必要でございますので、そのあたりの目当て等も考

えながら検討したいということで、２５年以降という形になろうかというふうに考えています。 

○議長（山中 則夫君）  桑畑君。 

○議員（１２番 桑畑 浩三君）  わかりました。 

 次に、文化ホールです。あれも固定席でいくか移動式でいくかで大いにもめたんですが、今の

文化ホールはやはり移動式はどうしても揺れると。船酔いホールちゅうあだ名がついてます。船

酔いをすると。それで、子供たちが歩くとどしんどしんしてだめだと。しかも移動式なおかげで、

移動式にしたもんだから、あかずの扉が二つあると。だから、もし火災でも起きた場合にはパニ

ック状態になって、前のほうしかないんです避難口が。やはり固定席につくりかえる必要がある

なと私はいつも思ってますが、ただ、今やれち言うても金がないだろうから、そこあたりも今後

の検討課題にしていただきたいと思います。どうも移動式は、やっぱり他のでもそうだが、だめ

ですね。それぜひお願いします。 

 それと、四半的道場です。あれも桑畑三夫さんのころやったけど、四半的に熱を上げたじい様

方がやかましい来て、つくれつくれつくれち言って、あれは５００万程度でつくったんですが、

ところが四半的道場をつくった隣の五本松公園でやっぱし四半的しよるとです。また何ごとや道

場つくっくれたっやがなち言えば、もうせばんねせぬきほちゅうな、公園のほうがきもがよかわ

けですよ。そとでどんどんやってましたけど、そのうち四半的同好会もすたれちゃってなくなっ

ちゃったですね。最近また１０人ぐらいでしょぼしょぼとやってるみたいやけど、四半的道場は

何に使ってるんですか。 

○議長（山中 則夫君）  教育課長。 
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○教育課長（重信 和人君）  四半的道場は四半的の部員というか、高齢者の方が１０人ほどいら

っしゃいまして、あと間を利用してスポーツ少年団の柔道場として使っております。 

○議長（山中 則夫君）  桑畑君。 

○議員（１２番 桑畑 浩三君）  合間に柔道をやってるちゅうことやけど、大体、武道館があり

ます。武道館、あれは田中康稔さんが町長のころ、柔剣道の常設館と、武道をやるんだというこ

とで武道館としてつくったんですが、だから観客席もなけりゃ何もありません。本当の武道館で

す。 

 ところが武道体育館という名前つけて、武道館でミニバレーをやっていると。肝心な柔剣が全

然行われてないという状態です。今度弓道場ができましたが、立派なのがです。これもいろんな

論議があったんだけど、私はそういう立派な本物をつくっていくちゅうことは大賛成なんです。

だけど、武道館も柔剣道の畳を敷いて半分を剣道にして、やはり中学校の今度武道も必須化され

たわけですから、本来の目的に沿うように、柔剣道の常設館にしたらどうかと。武道館は武道体

育館の体育館をとると。武道館とするということで、目的をやっぱりはっきり一つずつしたほう

がいいと思うんです。多目的とかいうのは無目的であり、余り要領よくやっちゃいかんですな。

やっぱり弓道場、柔剣道の常設館、そういうふうにつくっていったほうがいいんじゃないかと思

うんですが、いかがですか。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  武道館じゃなくて今は武道体育館ということで活用していますが、そう

いう意味合いで当時は体育館の必要性、そのあたりもあって、武道との絡みでつくったのではな

かろうかと。そのときにはこの議会でもいろいろと議論があったんではなかろうかとは思います。

本物をつくるということになるとすばらしいことなんですが、ただ、今回も弓道場もそうなんで

すが、やはりもっと力を入れてもっと立派なものをつくりたかった。と言いますのも、やはり今

現在、１０人立ちでございます。本当に１２人立ちという形の広さ、あるいはまた観客席、そう

いうのもきちっとつくれば、もっと充実したものになったのかなと思いますけれども、ただ、や

はりこの弓道場についても大いに議会の中でも議論がありました。やはり財政的な問題、そして

その利用状況、今後の計画、そういうものがいろいろかみ合わされましてこういう形になったわ

けなんですけど、やはりそのときそのときのいろいろな背景のもとにやらざるを得ないというこ

とでございます。 

 ただ、今のところその武道大会については、多目的にいろいろと利用されております。議員が

言われるように、専用施設という形での利用状況が生まれるようであれば、そういう必要性があ

れば、そういうふうな使い方もあろうかと思いますけれども、今のところどうなんだろうかとい

うふうに思いますので、今のところは武道体育館という形での使い方がベターではなかろうか。
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また、今後やはり本格的なものというときには、やはり皆さんとともに大いに議論はさせていた

だきたいなと思います。 

○議長（山中 則夫君）  桑畑君。 

○議員（１２番 桑畑 浩三君）  弓道場も弓道人口が１００名そこそこやと最初聞いておきまし

たが、それと同じで柔道はもっと広いですよ、剣道にしても。ちゃんと常設館にしてやれば、町

の剣道クラブも立ち上がり柔道クラブも立ち上がり盛んになると思います。あれはやはり武道館

としてつくってありますから、そこでバレーボールとミニバレーばっかりやっとるちゅう話はね

えやろうと思うんです。畳は１枚もないんだから。だから、今後よく検討してみてください。こ

れは総合体育館ともまた絡みますけど、総合体育館のはさっき佐澤君が出しましたので詳しくは

触れませんけど、私は五本松住宅です、あれは町の中央部にあって、三股の看板どこです。都城

から入ってくると、今の五本松とかは見るからにみすぼらしくて町のイメージも悪い。あれを今

後全部立ち退いてもらう。新しく小さくどこかつくらないかんけれども、宮村なり梶山なりあっ

ちなりに。だけど、五本松のところ更地にしてスポーツ公園にして、その中に総合体育館をつく

るというのがいいんじゃないかと。しかも中学校の運動場がどもこもせいてます。野球をしサッ

カーを陸上をし、だからあそこにもサッカーコートをしとくと１面、２面とれるんじゃないかと。

そういったふうにあれをやっぱりスポーツ公園にする。その立ち退きに従うように、それにあわ

せて基金を積んでいって、少しずつでも。立ち退きが終わった時点でやったらどうかと思うんで

す。 

 どうですか、町長もあと３期ぐらい町長をするでしょうから（笑声）、その間に慌てることな

いから、じっくり構えてつくり上げるということで、やっぱりあったほうがいいと思うんです。

鹿児島県がさっき佐澤君が言ったように、どの町もありますよね。ステージをつけた観客席もあ

る、ということはイベントもできるわけです。ＮＨＫのど自慢も来るでしょうし、民間が五木ひ

ろしを呼んで興行も打てる。１,５００か２,０００人入る。しかも中学校の全校生徒が入って式

典ができる。そういったすべてをスポーツ、文化、芸能もイベントもする、すべてのみ込む施設

ちゅうのが一つ必要だと思います。 

 だから、まずこれもよく検討してみてください。 

 以上で終わります。 

○議長（山中 則夫君）  答弁はいいんですね。（「要らない」と呼ぶ者あり） 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（山中 則夫君）  発言順位９番、福永君。 

〔５番 福永 燧文君 登壇〕 

○議員（５番 福永 燵文君）  それでは、一般質問をさせていただきます。 
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 さきに通告しておりました１番の案件につきましては、取り下げいたしましたので、そのよう

に図っていただきたいと思います。さらに２番の個人情報の保護のありかたについてということ

でございますけど、この件につきましても、さきに上西議員のほうから同様の質問が出されてお

りまして、ほぼ内容が重複するかと思いますけれども、再度質問さしていただきます。質問席の

ほうから質問さしていただきますので、よろしくお願いします。 

 失礼しました。さきの議会報告会の場でも、個人情報の保護のあり方について、一般の住民の

方々からいろんな意見が出されまして、余りにも過剰な保護が過ぎるんじゃないかというなこと

が出されました。公民館活動を広めていく上で、未加入者の加入に対して、その未加入者の情報

等が全然公民館長に伝わらないと申しますか、そういう問題があるということやら、また民生委

員の方々がひとり暮らしの老人なりひとり暮らしの方々が、どこにどれだけおられるかというよ

うな情報等もなかなか入ってこないということで、ぜひともそういうことに関しては、この個人

情報保護のあり方について検討いただきたいということでございますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  個人情報保護のあり方についてということで、民生委員、公民館長に対

して行政からの地区住民の情報提供はできないか伺うというご質問でございます。 

 先般、上西議員からの同様の質問のありまして回答したところでございますけど、繰り返しに

なりますけれども、お聞きいただきたいと思います。 

 平成１７年の個人情報保護法の施行以来、役場から民生委員、児童委員、公民館長に対する情

報提供が限られるようになり、地域における福祉活動や公民館活動がやりづらくなったという声

があります。個人情報保護法では、個人情報の収集提供は本人の同意を原則としている一方、個

人情報の取り扱いについては、個人情報の保護と活用のバランスを図ることが重要であるとされ

ているところでございます。 

 現在、情報の提供は法令に定めがある場合、町民の福祉の向上または公益上の必要があり、か

つ基本的人権を侵害するおそれがないと認められる場合に制限しているところですが、適切な情

報管理を基本とした上で、民生委員、児童委員等の活動に必要な情報提供について再度検討し、

現在の三股町電子計算組織にかかわる個人情報の保護に関する条例について、見直しを検討した

いというふうに考えているところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  福永君。 

○議員（５番 福永 燵文君）  上西議員の質問の答弁の中で、独居老人の人数が例えば６５歳の

方が４５２名とか、具体的な数字が出されましたけれども、ということは、人数がわかっている
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ということは名前もちゃんと把握をされているということでしょうか。そこをちょっと。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  ４５２名というのが、きのうの答弁で出されたのがどの資料か

らかわかりませんけれども、私は国勢調査の資料ではないかなと思うんですけれども、だとした

ら、この独居高齢者の方は地域包括支援センターで調査をして、実際におひとりで住んでらっし

ゃる方です。中には高齢者世帯とか家族と住んでらっしゃる方も、住基上そうなっていても、実

際に行くと高齢者おひとりだったりとか、逆にひとり世帯であっても家族と住んでらっしゃると

いうところもありまして、実際にこの独居高齢者の４５２名というのは、自分たちで把握した人

数です。その方のお名前は、こちらで把握しております。（「把握しておる」と呼ぶ者あり）は

い。よろしいでしょうか。 

○議長（山中 則夫君）  福永君。 

○議員（５番 福永 燵文君）  名前と住所を把握しておられるということでございますので、こ

のすべての方を一挙に公表というのは無理でしょうけれども、担当の例えば民生の方の区域に居

住される、そういう方々については、民生委員の方にその情報等を流すことはやっぱりだめなん

ですかね。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  今調査しているのが、どういう世帯でどういうふうに親族を含めたとこ

ろがどういうふうに周辺にいるかを含めたところの調査をしておりまして、その方々の情報を民

生委員、公民館長に流すためには、やっぱり同意というのが現在のところ必要だというふうに理

解していますので、そういう同意をとったところは流せますけれども、ですからこの個人情報保

護条例等の検討をさせていただいて、そういう方々の同意がなくても活用できる方法はないのか

というのを検討させていただきたいなというふうに考えているところです。 

○議長（山中 則夫君）  福永君。 

○議員（５番 福永 燵文君）  ぜひ今の町長の答弁のように、同意がなくても何とか活用できる

方法をぜひとも考えていただきたいというふうに思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 町のいろんな各種団体に対する補助金についてでございますけれども、昨年度までいろんな形

で補助金を出していたのに、本年度打ち切りというかゼロになったという団体が幾らぐらいある

のか、把握していたらお教え願いたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  補助金の打ち切りになった団体ということで、具体的な内容でございま

すので、担当課長のほうに回答させます。 
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○議長（山中 則夫君）  税務財政課長。 

○税務財政課長（渡邊 知昌君）  全体的な補助金の問題ということで、私のほうから答弁させて

いただきたいと思います。 

 本町の単独事業補助金については、各種団体等の育成や運営の支援、団体が行う事業を推進す

るための補助金、福祉や教育事業の促進や産業の振興など、政策面から交付する助成する事業な

ど、補助の対象は幅広く多岐にわたっております。 

 昨年実施しました外部事業評価の結果も踏まえ、町負担金補助金審議会で審議いたしまして、

平成２４年度の町単独補助金は当初予算で９０件、金額で２億４,８０９万７,０００円を当初計

上したところでございます。前年度まで継続し補助金を交付してきた中で、平成２４年度から補

助金としては廃止し委託事業に移行したり、あるいは直接経費として人件費等の組みかえたもの、

あるいは事業の完了したことによって補助金の交付をしなかったものもございます。純粋に団体

への補助金として廃止したものは３件でございます。交付額にして２４万１,０００円、前年度

に比べて２０万１,０００円を廃止したということでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  福永君。 

○議員（５番 福永 燵文君）  昨年度に比べて事業が完了とか組織自体が消滅したとか、そうい

うことに関しては補助金ゼロということも考えられますけど、この三つの中に農業関係団体が何

ぼ含まれているのかお伺いします。 

○議長（山中 則夫君）  税務財政課長。 

○税務財政課長（渡邊 知昌君）  農業団体の関係については１件含まれております。 

○議長（山中 則夫君）  福永君。 

○議員（５番 福永 燵文君）  その１件についてでございますけれども、これは和牛の肥育ヘル

パーの助成を今まで３万円いただいたおったものが、今回ゼロということでございます。間違い

ないですか。 

○議長（山中 則夫君）  税務財政課長。 

○税務財政課長（渡邊 知昌君）  はい、和牛ヘルパーの補助金はそのとおりでございます。これ

は畜産ヘルパー事業補助金として和牛と肥育牛、両方あると思います。 

○議長（山中 則夫君）  福永君。 

○議員（５番 福永 燵文君）  その中で肥育のほうだけですね、３万５,０００円。これが打ち

切られた補助金の審議会等に出て検討されたかしりませんけれども、打ち切られた具体的な理由

をちょっとお伺いしたいと思いますけども。 

○議長（山中 則夫君）  産業振興課長。 
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○産業振興課長（丸山浩一郎君）  ヘルパー補助金についてお答えしておきたいと思います。 

 もともとヘルパー制度につきましては、全国的にも三股町は先駆けとなって、平成３年にこの

事業の発足というのを見ております。その時点から１０年間、平成１２年度まで和牛ヘルパーの

事業補助金として支援をしておりました。そのころからもう１０年たったということで、運営に

対する支援といいますか、支援は終了するところでございましたけれども、先ほど言いましたよ

うに、本町は全国的にも先駆けとなった事業ということと、そしてまた事業主体の運営状況等を

考慮した上で、再度、今度は補助額を縮小し畜産ヘルパー制度強化事業補助金という形で、平成

１３年度から再び補助が始まった事業でございます。 

 平成１３年度ですから、そしてまた今１０年たったということになります。昨今の運営状況等

を調査したところ、和牛のヘルパー利用組合、そして肥育牛のヘルパー利用組合、ともに自力で

の財源確保というのが可能になってきた。そして運営自体が安定してきた。そういったことから、

最初運営としての支援という当初の目的は達成されたものだという判断をしております。そして、

平成２３年度をもって補助金の支援事業というのは終了させていただいたところでございます。 

 このことについては、平成２１年あたりから、それぞれのヘルパー利用組合に対しましては、

事業終了となりますよというお話はさしていただき、理解はいただいているということでござい

ます。 

○議長（山中 則夫君）  福永君。 

○議員（５番 福永 燵文君）  育成運営支援ということで、このヘルパー組織の設立に関しても

説明がございましたけれども、非常にこのヘルパー組織の育成というのは、当時尾形さんが一生

懸命やっていただいてでき上がったものでございます。要するに、農業後継者が特に畜産関係の

場合、３６５日休みがないと、そういうことじゃ後継者も育たないということで、何とか休日を

設けるためにはヘルパー制度が大事だという理念のもとに、このヘルパー制度が町の助成をいた

だいてできたわけでございます。 

 そして全国に先駆けて、その後も恐らくこの肥育ヘルパーというのは全国にないんじゃないか

と思う、三股独自の組織で、また町のほうが一生懸命になってくれてやった組織でございます。 

 そういう経緯から見ますと、事業がもう自立して自力でやっていけるといえばそれまででござ

いますけれども、町の立場としてこの補助金を打ち切るということは、その組織に対してはもう

関与しないというような感覚でいるのか、そこあたりがゼロになった場合には、今まで担当者が

いましたけれども、いろんな会議に出てくる、補助金がない場合には、根拠がないというような

感覚がするです。１万円でも補助金を町が出しておれば、その組織の会には出ていって、それな

りのこともして、やっぱり町が関与してるんだというような感じがするんですけれども、そこが

どうでしょうか。やっぱりゼロになっても、町としてはバックアップしてるんだという意識はあ
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るかもしれませんけれども、そこのところがゼロになるということに対しての感覚をちょっと示

していただきたい。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  この補助金というのは、スタートのときには運営補助という形で、その

設立に努力をして町と一体となってスタートさせたところでございますけれども、もう２０年た

ちました。要するに、先ほど担当課長が話をしましたように、もう自力でも運営ができるという

ことで、全体のこの予算枠からするとほんのわずかでございます。本当これがあってもなくても、

もう十分運営はできます。 

 ですから、町としましては農畜産業というのは非常に大事な産業というふうに位置づけており

ますので、この補助金がなくなったから、もうかかわらないという意味合いではなくて、和牛生

産部会そして肥育部会はございますので、そちらのほうとの連携を深めながら、そのヘルパーと

の関係も深めていくということを考えておりますので、そういう意味合いから、この補助金が廃

止、それで縁が切られたというわけではありませんので、ご理解方お願いしたいなと思います。 

○議長（山中 則夫君）  福永君。 

○議員（５番 福永 燵文君）  今新たに、人・農地プランのプロジェクトをつくって、いろいろ

後継者のことやら農地の集約やら今やっております。取り組んでおります。こういう中で、やっ

ぱり後継者のこととかいろいろ考えた場合には、このヘルパー制度というのは、当初の目的から

考えて、今でもやっぱり非常に重要なポイントじゃないかというふうな気がするんですけれども、

そういう点でゼロということに関しては、周りの肥育のほかの和牛なり、その全体の組織にはい

ろいろ助成しているからというような答弁でございますけれども、やっぱり町の対外的に本当に

誇れるこれは組織といいますか、だったわけで、それを今後も維持はしていきますけれども、町

とのかかわりを考えたときには、全くゼロというのはちょっとどうかなという気がするんですけ

れども、本当に運営費の中では微々たる金額ではございますけれども、ゼロということに関して

は非常に同じ私関係者として、ちょっと抵抗があるんですけれども、再度何とかならんとかと。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  今回、３件ほど補助金の打ち切りというのがございました。例えば、自

衛隊父兄会もそうなんですけれども、そちらのほうもゼロということになりしたけれども、これ

も十分に自衛隊の父兄会のほうともお話させていただきまして、やはりの補助金は流さないけれ

ども、しかしバックアップ、サイドからの応援とか、いろんな形でのこのつながりは深く連携を

とっていきましょうということで、ご理解をいただいたところでございます。 

 特に畜産関係は、本町の農地・水・環境を含めたところの大きなポイント占めますので、そう

いう関係はこれからもずっと続けていくというふうに考えているところでございます。 
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 以前、酪農ヘルパー組合というのもございました。そちらのほうも以前は北諸・都城で支援を

しておりましたけれども、そちらのほうも自活できるということで、今現在はもうゼロでござい

ます。そういう形でそれぞれが団体が自立していくということ、そちらのきっかけをつくってい

くのが、行政と最初の補助金でございますので、そういう意味合いからすると、この補助金を打

ち切ったから縁が切れるわけじゃなくて、その関係は続けていきますけれども、また別な面から

の支援というのが今後考えられるんじゃなかろうかというふうに考えます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  福永君。 

○議員（５番 福永 燵文君）  言われることはわかりますけれども、別な面からいろいろまた助

成してあげるというような発言がございましたので、今後の対策をまた期待したいと思います。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（山中 則夫君）  発言順位１０番、大久保君。 

〔８番 大久保義直君 登壇〕 

○議員（８番 大久保義直君）  それでは、通告順位１０番でございますが、公民館加入推進につ

いて、①は省略いたします。（「①しかない」と呼ぶ者あり）質問事項のほうですよ。これは省

略いたしますということで、早速本題に入りたいと思います。 

 自治公民館未加入世帯の取り組み状況と未加入世帯にどのような指導対応を進めているのか、

この件について１２月の定例議会でも質問をいたしました。今回の議会報告会でも、２カ所の会

場で８地区で質問がありましたので、１度行政側に取り組みの状況をただしてくださいというよ

うなことで、先ほどの議会報告会の３班の要望でもございます。 

 上記の問題については、１２月議会で山王原自治公民館の取り組み状況の報告をいたしました。

内容としては、４月の春祭り、夏祭り、いろいろなイベントも各公民館主催で行われていますが、

未加入世帯にはイベントなどのお知らせ、何一つもありません。また、心配しておりました塚原

団地Ａ棟は、全世帯が公民館に加入していただいたという話を聞いております。このことは行政

側の入所時の説明と、館長を初めＡ棟の支部長さん、あるいはそれぞれの役員の指導力のたまも

のだと感謝を申し上げているところでございます。あとは質問席からお尋ねしてまいりたいと思

います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  この自治公民館加入状況についてですけれども、これについては、１番

議員の人口増対策についての③のところで回答させていただきましたけれども、また具体的に担
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当課長のほうからの回答というふうにさせていただきたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  地域政策室長。 

○地域政策室長（西村 尚彦君）  それでは、自治公民館の未加入世帯への取り組み状況で、どの

ような指導対策を進めているかということでお答えしたいと思います。 

 昨日も池邉議員の質問にお答えしましたように、この事業自体は平成２３年度から実施してお

ります。平成２３年度に実態調査を行いまして、自治公民館の加入率が７７％という結果が出て

おりまして、それとあと未加入世帯が各地区、各支部ごとに１件ずつおさえていただきまして、

現在はその未加入世帯に対して、加入促進のチラシの配布を行っているというところでございま

す。 

 先ほどありましたように、ちょうど西側のほうから、まず東植木、西植木のほうから配り始め

ております。５月の半ばぐらいからです。大久保議員が言われましたように、やはり一番問題は、

未加入世帯が支部がどんな活動をしているかがわからないという声もありましたので、現在、チ

ラシというのが町がつくったどこでも共通するようなチラシが１枚あるんですが、それに各自治

公民館長と相談いたしまして、そこにその公民館独自のチラシも入れて配っているようにしてい

ます。 

 一つの例を申し上げますと、まず西植木の自治公民館なんですが、西植木自治公民館は公民館

の加入率というのが４０％台です。町内で一番低いところです。公民館の総会のときに、未加入

者に対して消防団の協力費と街灯費、これを未加入世帯からも徴収しようということで、西植木

の自治公民館の総会の中で議決されまして、その文書を一緒に添付しまして、当然そこに自治公

民館長の電話番号とか連絡先も入れまして未加入世帯に配ったところです。そうしたら、西植木

の公民館長から聞いた話なんですが、非常に共感できるといいますか、もう当たり前のことだと。

今までそういうことを知らなかったということで、やはり未加入世帯への伝達方法が今までなか

ったんじゃないかということで、何人も電話が来られまして、消防協力費と街灯費です。年間に

たしか６００円ぐらいだったと思うんですが、合わせてです、それを納めるという電話が何本も

入っているというのも聞いております。 

 あと東植木のほうは、きのうも申しましたけれども、新規加入が数件出てきたということで、

今言いますように、今東原、稗田終わりまして、花見原、新馬場のほうに今度は要るんですけれ

ども、配る前には、各自治公民館長のお宅に伺いまして、独自の何かありませんかということで

相談しています。それぞれの公民館によっては、じゃこれを入れてくれ、独自の文書を入れてく

れ、行事案内を入れてくれというのがありますので、それを差し込みながら、また稗田のときだ

ったと思うんですが、町の広報が余分が少しあるもんですから、それも一緒に入れて、公民館に

入るとこういう情報がありますよということで、それも添えて配ったりやっております。 
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 ということで、今現在進行中でございます。全未加入世帯に配布をしようと考えておりますの

で、配布するときにはそれぞれの自治公民館長の相談をさせてもらいながら、内容は基本のチラ

シは全部いれるんですが、それ以外はいろいろ相談をさしてもらいながら、未加入者への加入促

進は進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  大久保君。 

○議員（８番 大久保義直君）  今の未加入の取り組みについてはよくわかりましたが、また後で

ちょっと出てくるかもしれませんけれども、そのときはご答弁をお願いをいたしたいと思います。 

 まず、今役場の相談室、我々がおるときは相談室と言いよったですが、ここの相談件数、これ

はどのような進め方をしておるのか。私は効果があるのかなと思っておるのですが、実は公民館

からの助成金、委託金かな、そういうもので賄っておるわけですね、違うんですか。直接ですか、

町の補助で取扱いで。この効果がどの程度あるのか、私はちょっと聞いてみたら、余りないとい

うような話を聞いたんですが、その効果的な結果をちょっとお知らせしてください。 

○議長（山中 則夫君）  総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  相談室については、相談件数というのをここに数字を持ってきてま

せんのであれなんですけれども、内容としては、やはり各課に直接行くものをマークしておいて、

そこで受けて振り分けているという状況ですので。 

 相談室はそういう形ですということです。加入促進については、今は、ちょっとすいません。 

○議長（山中 則夫君）  答弁。税務財政課長。 

○税務財政課長（渡邊 知昌君）  引き継ぎということで、私のほうからちょっと答弁させていた

だきたいと思いますが、相談件数ということではなくて、転入時においてそこで支部加入の説明

をするということでございます。大体、入ってこられればどこの番地でどこの地区、どこの公民

館の何支部に当たりますよということがわかりますので、それに従ってお話を進めさせていただ

くということでございます。公民館あるいは支部ではこういうことをやってますよということは、

一応に説明はしますが、それに基づいてこれを各支部長さんなりあるいは公民館長さんなりに、

こういった方が転入してこられますよということをお知らせしていいですかということを、そこ

で伝えるわけです。それでいいですよということになりますと、それぞれ公民館長さん、支部長

さんにお知らせをするということになっております。それを情報源として、支部長さんなりある

いは公民館長さんなりが、加入促進をしていくということでございます。 

 中には拒否される方もおられますから、そういう方は公民館長さんのところに行かないんです

が、この件についてもそれぞれ公民館長さん方から、どれぐらいの方が入ってきたけれども、そ

ういったお知らせが来なかったのかということをお知らせくださいということになってますので、
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そういったことを含めて、自治公民館会長会議の行政事務連絡員会議の中で報告を、各月ごとに

報告をお知らせをしているところでございます。 

 ですから、そういった情報源がないと、なかなか動けないわけですから、やはりそこでの窓口

対応というのが非常に重要かなというふうに私どもは思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山中 則夫君）  大久保君。 

○議員（８番 大久保義直君）  私はこれのもともとの起こりは、公民館加入促進というような目

的だったと私は思っているんです。今のような言われ方では、どこまでその流れが行くのかわか

らんじゃないですか。だから、先ほど言ったように効果がないんじゃないかというようなことを

聞くんです。だから、その辺をもう少し、これは女の人がやってるですか、男の人ですか。女の

人２名、交代ですね。それはいいですけれども、やはり言えば、公民館を公民館長でもいいし、

もともとそういう人たちを素人じゃなくて、ただこういうことが支部にあって、お宅はここです

よ、ここですよというようなことばっかりでは、それは流れ作業とひとっこっですよ。 

 だから、とことんまでやっぱり案内をしていくのか、そこ辺まで徹底せんと、窓口でこうこう

こうや言うみたって、余り効果がないと思います。そういうことを私は聞いたもんだから、だか

らあえてこういうことを聞くんですが、もう少し効果的なやり方があれば、ご検討をしていただ

きたいと思っております。 

 次によろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 加入率の問題は西村室長が言いましたけれども、私が調べたところでは、これは間違っておれ

ば訂正をしてください。加入率では一番高いのは中原自治公民館ですね。ここが九十五点幾らで

すか。そして低いところは私が言うまでもございませんけれども、先ほど言われましたので西植

木です。５０％を割ってるわけです。そこ辺がやっぱり取り組みの状況がこのように差があるわ

けです。取り組みの姿勢というものが、公民館長自体がです。そこ辺もやっぱりしっかりとやっ

てもらいたいなというようなことは、私は思っておるんです。そこをまたひとつご検討も公民館

連絡協議会でも、もう少し協議していただければありがたいなと思っておりますが、こうした

パーセントでいけば、今申し上げましたように、中原自治公民館は非常に率が９５％もいってお

る。西植木は５０％を割っているというような差ですから、その辺の連絡協議会の中では検討を

されておるのかどうか、ちょっと教えてください。なからんなないでいいです。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  公民館の加入率につきまして、それぞれの地域の特性がございますので、

アンバランスな部分があるわけなんですけど、ただ私もよく植木のほうに行くわけなんですが、

自治公民館としては、やはり一生懸命取り組んでいらっしゃるなと。つまり、子供たちをまずは
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巻き込みながら、その親を引っ張り出して、そしてそういう地域での交流を通しながら、自治公

民館の理解を深めようというような姿が非常によく見えます。 

 そういう意味合いでは、やはりそれぞれの地域がそれぞれのやり方で頑張っているというふう

に私は理解しているところでございます。中原につきましては、公民館長が一生懸命頑張って、

そしてまた地域的にある程度限られております。それに対して、この植木のほうはアパート、マ

ンション等、そしてまた独居世帯、独居といいますか学生等、いろんな方々が入っていらっしゃ

いますので、そういう意味合いからしますと、やはりアンバランスといいますか、一律に上げて

いくというのはなかなか難しい状況もあろうかと思いますが、自治公民館の連協の中でも議題と

して取り上げていただきまして、お互い情報交換しながら、やはりいろんな手法で取り組むとい

うようなことで頑張っていらっしゃるというふうに理解しているところでございます。 

○議長（山中 則夫君）  大久保君。 

○議員（８番 大久保義直君）  ひとつ情報交換もしながら、しっかりやってもらっていただきた

いと思っております。 

 それで、やはり先ほど町長が申し上げましたが、町政の中でやっぱり大事な部分を占めておる

と思っております。本年度も昨年度も座談会をされましたが、本年度も各地区での町政の座談会

と申しますか、そういうものを開催する予定、計画があるのかどうか。あったら教えてください。 

○議長（山中 則夫君）  地域政策室長。 

○地域政策室長（西村 尚彦君）  本年度の地区座談会につきましては、昨年度までは各地区ごと

に９地区、こちらが指定した、去年１０月だったんですが１０月にまとめて行っておりましたが、

本年度はこの３０自治公民館単位で開きますよということで投げかけてあります。 

 当然、地区によっては、いや、うちはもう合同でいいと、うちはもう自治公民館でやるという

ことで、それぞれです。もう既に三原地区は済んでおります。きょうは５地区が合同でさしてく

れということで、きょうは５地区に伺う予定にしております。そういうことで来週は小鷺巣とか

勝岡とか単独でやるということで、今年度の地区座談会については、そのほかについてはまだ上

がってきてないんですが、開催時期についても時間についても単位についても、それぞれ申し出

があったとおりでやるということで実施する予定にしております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  大久保君。 

○議員（８番 大久保義直君）  先ほど申し上げましたが、いろいろと座談会を開催すると。これ

は非常に当局も大変でしょうけれども、公民館の加入についてはいいと思うんですが、その辺も

やっぱり含めた充実した説明を、先ほども室長が言ったようにチラシの問題とかいろいろなこと

が考えられるだろうと思っております。そこでやっぱり公民館に入った場合には、こういうよう
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なご利益がありますよとか、そういうようなご利益がないかもしれません、はっきり言って。実

際、反面は負担金、徴収費が山王原で１万３,０００円ぐらいかな、そういうのが要るらしいん

です。そこ辺も含めてですが、言えばチラシなんかやら配ったりしてすればいいんじゃないかな

と思っております。 

 ついでに申し上げますが、公民館加入促進の対策として、私はいろいろとパーセント的な問題

も西村室長のほうからも出ましたが、私も出しましたけれども、やはりモデル地区、こういうも

のは考えられないのか、言えば。３０公民館、自治公民館があるわけですが、その中でも一つか

二つでも決めてやる考えはないのか。もしあったら教えてください。 

○議長（山中 則夫君）  地域政策室長。 

○地域政策室長（西村 尚彦君）  今モデル地区をということでお話があったんですが、実は今回

のチラシ配布に当たりまして、それぞれの地区の自治公民館長さんたちと会議のたんびにちょっ

とお話をさせてもらっております。今言いますように、町の西側のほうから、９地区のほうから

ビラをくばっているんですが、当然西側のほうの９地区、８地区、７地区につきましては、公民

館長につきましてはぜひやってくれということで、やはりこういう未加入者に対しての配布とい

うのが非常に大事だという認識を持っていらっしゃいます。 

 ところが５地区の４人の館長さんたちと実は先日、おとといですか、話させてもらったんです

が、実は５地区の加入率というのは、当然非常によろしいです。もう大八重は１００％です。轟

木９６.６、仮屋、大野も９４、９５ですから、未加入世帯の配布をやりましょうかという話を

したところ、実はもう未加入世帯は、例えばお年寄りで病気されてて、もうどうしても入れない

方もいらっしゃるし、全部事情がわかってると。いろんな諸事情があって、件数にしては本当

１件とか２件とかそんなものですから、そういうことで事情はわかってると。うちはうちで、ま

たわざわざチラシ配る必要はないんだということで、やっぱり地区によってはそういう温度差が

あるんじゃないかと思っております。 

 ですから、今言われたモデル地区というのも、考え方によってはそういうことで、地区によっ

ては自分たちで中身の事情もわかってると。そういうことで取り組む方法もあるよというとこも

ありますので、確かに西側については、きのうも申しましたように、アパートとかマンションと

かが多くて、その自治公民館自体に理解を示さない世帯というのがふえてきておりますので、西

側の公民館長さんたちと話すに当たって一番今議題になっているのが、単身の世帯とかアパート、

マンション、貸家の世帯をどうしようかというのが、やっぱり考えないといけないかなという話

をしているところです。 

 例えば、不動産業の皆さんです、貸家を管理されている皆さんに、公民館連協として申し入れ

をしたらどうだろうかとか、いろんな方策を今また連協の中でも話していこうということでやっ
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ておりますので、そのモデル地区等も含めて、その辺はまた今後話し合って、対策をとっていき

たいと考えているところです。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  大久保君。 

○議員（８番 大久保義直君）  私が言おうとして、ここにメモしちょるんですが、西村室長が言

われましたので、私もちょっと一言申し上げておきたいと思っておりますが、公民館の促進に当

たっては、マンションとかそういう人が入居されておるわけです。その辺がやっぱ一番難しいだ

ろうと思っております。そこで、私の考えですけれども、不動産業者です。これと大家さん、こ

うした協力ともうしますか、こういうものの協議をもって、会議でもいいですが、促進について

の話し合いをすることはできないのか。ちょっと担当でもいいし教えてください。 

○議長（山中 則夫君）  地域政策室長。 

○地域政策室長（西村 尚彦君）  今お答えしましたように、当然これは公民館の連協、各自治公

民館長とも十分協議をしないといけないと思いますので、当然、申し入れするに当たっては、町、

公民館、連協の共同で申し入れというのが出てくると思いますので、その辺については、今検討

させてもらっておりますので、引き続き検討して、また結果はご報告をさしてもらいたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  大久保君。 

○議員（８番 大久保義直君）  最後になりましたが、中原団地の管理組合の結成はご存じですか。

管理組合。 

○議長（山中 則夫君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（下沖 常美君）  中原団地に入ってる方だけの。 

○議員（８番 大久保義直君）  管理組合。わかってないなら私が教えます。 

○都市整備課長（下沖 常美君）  駐車場とかそういうのじゃなくて。 

○議員（８番 大久保義直君）  いやいや駐車場はもうわかってるから、駐車場も含めて、すべて

の管理組合が結成されとるんです。 

○都市整備課長（下沖 常美君）  今のところ私、資料を持ってませんのでわかりません。 

○議員（８番 大久保義直君）  私が調べてきておりますので。 

○議長（山中 則夫君）  大久保君。 

○議員（８番 大久保義直君）  ごめんなさい。中原団地管理組合規約というのをつくっておられ

ますよ。そして、１１条まであります。平成２３年４月１日から施行しておるというような管理

組合ができております。その中で申し上げますと、これは山王原の問題について、私はこれを調
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べたんですが、まずやはり名称、事務局、こういうものができております。これを読みよるとま

た時間がかかりますので、管理組合長をもって設置すると。それから、団地の役割を研修し、団

地の振興及び社会福祉に寄与することを目的とするとか。それから事業としては、情報の交換に

関することが一つ。それから２番目に団地内の駐車場の適正な管理に関すること。それから３番

目に団地内の電灯、水道の適正な管理に関すること。それから団地内の環境整備に関することで

す。それから研修、親交、社会福祉に関すること、その他についてもありますけれども、言えば

住宅としては駐車場の適正管理はもうお願いしておりますわね。１台に１,０００円、２台やっ

たら２,０００円です。それから電灯料もそうなっておりますわね。電燈が何十あるて言うちゃ

ったかな。 

 そういうようなことで、すべてを団地管理組合で守っていくんだというような意気込みが非常

に強いんです。これは話を聞きますと、駐車場料金が１台に３００円、１,０００円、その

７００円が町のほうに入るわけです。３００円は運営費として向こうが取ってるわけです。その

金が相当やっぱり辛抱しながら辛抱しながら来て、大分あるらしいです。だから運営そのものは、

やっぱり管理組合に任せたほうがいいんじゃないかなというふうに、私も考えておるんですが、

その中で役員の報酬等もぴしゃっと決まっております。組合長で３万円、年間です。それから書

記、会計で同じく３万円、役員それぞれが１万円、監事は２,０００円というような規定をぴし

ゃっとつくられておりますが、この中にはやっぱり管理組合だけじゃ後々どちらにしても、やっ

ぱり公民館がタッチしたイベントとかそういうものもありますので、公民館長もこの中に一人は

加わっておるというような話をされました。いい組合だなと私も考えたわけですが、その辺をや

はり今後、取り組んでほしいなというのは、塚原団地、この件を私はちょっと私調べてあって行

ったわけですが、塚原Ａ棟は先ほど申し上げましたように、もうほとんど、１軒残っておるんか

な、入ってないのが４軒、４軒、それも近々入るんじゃないですか、そういうことでいいんです

が、Ａ棟とＢ棟、まずはじめにＡ棟のほうを、やっぱり指導力ちゅうのがやっぱり必要だろうと

思っておるんです、行政側の。だから、そこら辺の公民館長やら連絡を取りながら管理組合をつ

くってもらおうというのが私の頼みでございます。 

 それと、Ｂ棟は５４年、５５年の４月か５月ごろの入所になりますね。だから、その辺もあわ

せて、８０戸ですから、できるのは、両方で。だからその辺も一緒に管理組合をつくっていい方

向づけをしていただければ、これは塚原の支部長さんも、おととい、２、３日前に道路で話しを

したんですが、うまくいっておりますよと、私は管理組合のことは言いませんでした。だから、

みんなが協力してくれるというようなことでございましたので、ああＢ棟もうまくいくんじゃな

いかなというふうに考えております。 

 そこで、下沖課長にお願いだけんども、Ａ棟の廊下等を掃除をしたいと。それこそ管理組合が
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するような仕事もされておるんです。だから、どうも汚いと、汚れたりするというようなことで、

一階の北側ですか、あそこに水道はつくっていただくという了解はいただいておるということで

したが、２階、３階までホースどのように持ち上げていくのか、非常に困っておるというような

ことで、Ｂ棟については、やっぱり設計の見直しちゅうか、２階で蛇口をひねる、ホースをつな

いで蛇口を開ける、今度は３階でもそういうパイプを引いて蛇口を開けて掃除をするというよう

な方向の設計をやってもらえば非常にありがたいがなと。これはもう今のＡ棟の支部長さんたち

が言われるわけです。だから、そこら辺も含めて清潔にするようなことが一番いいだろうと思い

ますので、一つよろしくお願いを申し上げたいと思っております。 

 以上で、私の質問は終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（山中 則夫君）  ここで２時４５分まで本会議を休憩いたします。 

午後２時35分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時45分再開 

○議長（山中 則夫君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 発言順位１１番、池田さん。池田さん。 

〔１０番 池田 克子君 登壇〕 

○議員（１０番 池田 克子君）  通告に従い、福祉対策としての成年後見制度についてお尋ねい

たします。 

 この件につきましては、平成２０年９月定例会においても質問いたしております。この制度の

説明については、前回しっかりと申し上げておりますので割愛いたします。 

 その後の進展についてお尋ねいたします。前回、私はこのように申し上げておった部分がござ

います。「高齢者や障害者にとって身近な制度となるよう普及に向けた実効性のある工夫と対策

を取らなければならない」と申し上げておりました。それについての答弁がこうでございました。

「町内にも町民の皆さんにも浸透してないと思う。広報活動とともに行政としても今後更に取り

組んでいきたい」ということでありました。 

 当町の高齢化率も２１.５％であります。これに比例して認知証の発症率も高くなることは予

測されます。また、障害者のご家族の方々もご高齢になっておられます。将来に対して大きな不

安を抱えておられるのは言うまでもありません。前回質問してから４年が経過した現在、成年後

見制度の周知徹底はされたのでしょうか、お尋ねいたします。あとは、質問席にてお尋ねいたし

ます。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 
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〔町長 木佐貫辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫辰生君）  では、池田議員のご質問に対して回答させていただきます。 

 平成１２年に介護保険制度がスタートしまして、それまでの措置行政からすべての人が保険料

を払って、自分の意思でサービスを選択をするという契約のシステムに変わったところでありま

す。この制度に対応するため、判断力の衰えた本人にかわって契約を結べる後見人を選任するた

めに成年後見制度が制定されました。この制度は、介護保険制度を機能させるための不可欠な存

在であり、介護保険制度とともに「車の両輪」と言われています。 

 しかし、多くの方が利用している介護保険制度に対しまして、その利用は非常に少なく、

１０年間のデータや介護保険制度利用の５％程度しかないという現状であります。先進国の中で

日本が最も普及が遅れていると言われております。本町の具体的な取り組み、実情について担当

課長のほうで回答させます。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  取り組みと実情に関してお答えします。 

 取り組みに関しては、成年後見制度のパンフレットなどを福祉課の窓口や、消費生活相談セン

ターで配布したり、高齢者の相談窓口になっております地域包括支援センターでは、高齢者やそ

のご家族に制度を紹介したり、また三股町や社協が行っている無料法律相談や法テラス等の紹介

対応をしております。 

 また、地域包括支援センターでは高齢者に、支援にかかわるケアマネージャを対象に権利擁護

の研修会を開催しており、専門の講師を招いて成年後見制度の啓発に取り組んでおります。制度

の紹介をしても、早速手続をしてみますという方は少なくて、実際に成年後見制度の利用される

ケースは非常に少ないと思われます。 

 その理由としては、家族の方が心配してご相談されてもご本人が自分はまだ大丈夫だと考えて

いる方が大半で、また成年後見制度の申し立ての費用、それと専門職の方に後見人を立てたとき

の報酬費が発生すること、さらに手続に手間がかかるなどからなかなか普及が進まないものと考

えております。 

 また、三股町では、成年後見制度利用支援事業を予算計上しております。この事業は、成年後

見制度による支援が必要であっても、申し立てをする２親等以内の親族がいない、または親族が

申し立てをしない、費用負担が困難なことなどから利用ができないなどの理由で、制度利用が難

しい方については町長が申立人となり、申し立てに係る費用の助成及び後見人の報酬の一部もし

くは全額を助成するものでありますけれども、平成１８年からの利用は１件もございません。 

 しかし、少子化、核家族で、１人で物事を判断しなければならない高齢者が今後増加すること

が懸念されますので、回覧やホームページなどを利用して成年後見制度の情報を広く出していき
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たいと考えております。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  私も前回のときにしっかりとこの後見制度の周知徹底をお願い

したいということで申し上げておきました。 

 実は、私が前回も申し上げた事例があってるわけですが、前回のときもこういう事例でござい

ました。軽度の知的障害があるご兄弟だったんですが、悪徳商法で、自分で勝手に契約して、そ

のたびごとに兄弟が後の始末に大変苦労されてた。その方は、その後この後見制度を利用してし

っかりとフォローができたんですけれども、その方もこういう制度があることをご存じなかった

っていう部分がありまして。またもう一つは、ご両親が亡くなられて、その保険金が一挙に、多

額に入金されてたために、どこから情報が漏れたのかわかりませんが、先物取引で結局は大損を

してしまって、その方ももう本当に経済状況が今大変厳しい状況でありますと。兄弟もまた遠方

におられるもんですから、今、彼は周りの者が気遣いしてるんですけれども、この方も何とかこ

の後見利用制度を利用して、してあげないといけないんじゃないかなという、今立場に置かれて

おります。 

 そして、今回申し上げる方が、おじさんだったんですけれども、やはりこの方ご家族がいらっ

しゃらなくて、そして遠縁に当たる甥子さんになるんですけれども、本当に遠い方なんだけれど

も近くにおったということで、その方が認知症も入って、そしてまた急遽手術しないといけない

ということで、入院をするためにも手続き上のこととか、そういうことで大変ご苦労なさって、

やはりこの成年後見制度がもっと身近に、自分自身が窓口にでも行って知っておけば、すんなり

とそういう苦労もしないで済んだんじゃないかという、後でそれも私聞いたところだったんです。 

 先ほどいろいろおっしゃったように、パンフレットとか、あるいは支援センターのほうで説明

会したりとかされたとしても、やはりこれは本当にその方々っていうのは、本当に一部の方々じ

ゃないかなと思うんです。それで、さっき支援制度、支援事業、これもあるということもおっし

ゃいましたんですが、その中にもしっかりと国・県の国庫補助の中で事業費としては補償された

部分はあるんですよね。ですから、もっともっとそういう意味では皆さんへの周知徹底、これを

推進していただかなければ、こういう事例は次から次にやっぱり起こっていってるんです、現実

に。それを思うと、やはりこういう制度の周知徹底をしないといけないのは当然ですけれども、

その利用者がいないっていうのが幸いじゃないわけなんです。知らないから利用できないという、

反対、考えるとそういう結果なのかなと思うんです。 

 私が４年前にこの制度のことを申し上げたわけですけれども、やはりこういうことがあるとい

うことに対して、４年前は前町長さんに対するこの質問であったんですが、今町長さんもかわら

れましたので、今一度町長さんのご答弁を求めたいと思います。身近な制度として、どのように
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周知徹底していけばいいのかっていうのは、今は担当課から答弁あったんですけれども、今一度

町長の答弁を求めます。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  事例等を上げながらお話がありましたけれども、この軽度の知的障害者

の方々、あるいは認知症の方々、いろいろとその生活する上でのトラブル等も発生する可能性は

多々あるということで、そのためにはやはりこの成年後見人制度の利用というのは非常に重要だ

ろうというふうに思っております。町としましてもいろんな手立てで周知徹底を図っているわけ

なんですけれども、なかなかこちらのほうの申し立て、あるいは利用が少ないという状況でござ

いますけれども、やはり担当課のほうでやってます、またこれからもっとそのあたりを充実しな

がら啓発、ＰＲ等を図っていく必要があるだろうというふうに考えているところです。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  先ほど申しました後見制度の支援事業っていうのが２つほどご

ざいます。１つはさっき言われたように普及活動のための予算措置、もう１つは、先ほどこれも

おっしゃったんですが、困難と認められたときに助成される経費に対する助成っていうことです。

答弁いただいた中にも、確かに後見人の方への報酬関係とか、登記とか鑑定費用とかそういうも

のにかかるんでなかなか利用できないっていうようなことも言われてるわけですけれども、やは

りこれをもっと皆さんが利用しやすいようにするならば、どうでしょう、町の予算としても組み

込んでいかないといけないかなと思うわけですが、前回お聞きしたところにも１件ぐらいしか想

定してないということでございますが、現在においてはどういう、何件を想定されて予算化され

ているんでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  前回お答えしたとおり１件で予算計上しております。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  この１件というのも、多分申し立て費用、登録手数料、鑑定費

用だけの金額だと思うんです。１２万程度だったと思うんですが、それぐらいですね。これは、

その分が申し立て金としては大体それぐらいかかるということです。ですから、後見人の報酬と

しては全く見込んでないんです。しかし、これにおいても国の補助がちゃんと設定されているん

です。もちろん在宅とか施設とか、それによって設定額は当然違いますけれども、こういうもの

をしっかりと、これも月でございますから、在宅の場合にも２万８,０００円、施設も１万

８,０００円、月補償があるわけです。そういうのをしっかり皆さんに訴えていくと、それじゃ

あそっちのほうで今後のことを考えると、この後見制度を利用したいという人も出てくる可能性
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があるわけなんです。ですから、そういうものを、細かいことを皆さんに訴えるためには、当然

これは予算として確保しなければいけないと思うんですが、財政課長としてはどのようにお考え

でしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  税務財政課長。 

○税務財政課長（渡邊 知昌君）  この後見人制度の事業については、介護保険のほうでみて計上

しているということですので、一般会計とは違いますけれども、介護保険としても今後の状況を

みながら検討していくということになるんじゃないかなというふうに思っております。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  報酬費に関しては、成年後見制度申し立てと対になっていると

考えていますので報酬費も計上しております。それも在宅で２万８,０００円、月で計上してお

ります。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  結局はそれも１人分ということですよね。ですから、これを考

えると、もっと皆さんに周知徹底すると当然予算も考えんといけないわけです、じゃあどっちが

先かということですよね。やはり裏づけ、予算としての裏づけがないと皆さんに周知徹底するの

もはばかる部分も出てくるかなと。予算がある程度あると、いやもうちょっと皆さんの訴え方、

そのことがやはり違ってくるんじゃないかなと思いますので、ぜひこの周知徹底を今後していた

だきたいと思いますが、これは、どうでしょう、課長さんのほうからもう一度決意をお聞きした

いと思います。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  今、１件該当するかなというような方がいらっしゃるんです。

それで、戸籍を調べまして、公用請求いたしまして、本来なら２親等までなんですけど、４親等

まで調べましたけどもやはりご本人とかかわりを持っていらっしゃる方がいらっしゃらないとい

うところで、今１件あります。これは、民生委員さんからこういう方がいらっしゃるよというと

ころでご相談を受けて訪問したところなんです。ですので、一番頼りにしているのは民生委員さ

んの情報をご近所にこういう方がいらっしゃる、あとちょっと気になる方がいらっしゃるけどど

うでしょうかっていうお話を受けてそういう対応ができたので、民生委員さんたちにも広く啓発

をしていかないといけないと思います。担当課としても研修は受けるんですけども、実際にこれ

はどうなっているんですかということになると、インターネットで調べたりしてお答えしている

ような状況なんです、窓口でも。ですので、民生委員さんと一緒に勉強していけたらいいのかな

というふうに思っております。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 



- 170 - 

○議員（１０番 池田 克子君）  次にまいります。①の②でございますが、この成年後見制度に

関する老人福祉法、これが改正されました。本年４月１日より施行されております。この中で、

市町村の努力義務となったのが後見等に係る体制の整備として人材の育成及び活用を図るため、

研修の実施、家庭裁判所への推薦、その他必要な措置を講ずるよう努めなければならないという

のが今度の老人福祉法に改正されたその後見制度に関する文言でございます。 

 今、この最高裁判所の直近の調査では、新たに成年後見人を家裁に申し立てる件数が、今、

２０１０年でございますが、年間３万人を超えておるということで、その中として親族が選任さ

れるのが６割弱、そのほかは４割強になっているわけであります。以前は家族の方がほとんど、

８割、９割が後見人となられてたわけですけれども、今は家族の方ばかりじゃなくて、このよう

に４割強がほかの方に依頼したいということになっているようでございます。この成年後見制度

を利用する人のニーズに対応するためには、当然弁護士とか専門職とか親族による方々の、講習

を受けるとか、あるいはまたそういう方々だけの後見人ではなく、今ここで言われているのが市

民後見人の育成というのが、今皆さんそれぞれ希望の中であってるわけです。 

 そこで、お尋ねしたいわけですが、市民の後見人の育成、そしてまた養成、こういう講座を実

施して広く皆様にご協力をいただける方向ができないのか、町長にお尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  言われますように、平成２４年４月施行の改正、老人福祉法では、成年

後見人を確保するために市町村が主体となった取り組みに関する努力規定が新たに設けられまし

て、都道府県は市町村の取り組みを支援するということになったところでございます。 

 認知症、高齢者、ひとり暮らしの高齢者の増加に伴いまして、今後成年後見制度の必要性は一

層高まりまして、その需要はさらに増大することが見込まれるというところでございます。主な

専門職後見人である弁護士とか、司法書士、社会福祉士だけでの受け入れでは追いつかなくなる

ことも考えられることから、専門職後見人以外の市民後見人、言われますようにそういう市民後

見人が中心とした支援体制の構築が必要だろうというふうに考えています。具体的な取り組みに

つきましては、担当課長に答弁させます。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  では、お答えします。 

 本町では、先ほど答弁しましたとおり、成年後見制度の利用が少ない状況もありまして、現在

までは市民後見人の育成等には取り組んでおりません。厚生労働省のデータによりますと、平成

２３年度に市民後見推進事業を実施している市区町村は、２６都道府県で３７市町村となってお

ります。事業の内容としましては、市民後見人要請のための研修の実施、市民後見人を家庭裁判

所へ推薦したり、その他必要な措置、市民後見人の名簿等への登録、専門職による市民後見人の
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支援等があります。他の市町村では、事業を社協やＮＰＯ法人に委託しているところや、他の近

隣市町村と合同で取り組んでいるところもございます。日常生活自立支援事業等で経験を重ねて

後見人としての知識、技術を高めた後に、社会福祉協議会の取り組む日常生活自立支援事業にお

いて市民後見人として活動するという取り組みの報告もありますので、これらも参考にしていき

たいと思っております。 

 ですが、本町ではまず後見制度の理解を深めて、制度の普及・啓発のために講演会なども計画

して関心を持ってもらう取り組みからはじめていきたいと思っております。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  三股の方々は、もう今定年過ぎて皆さんもすごく人材の方がい

っぱいいらっしゃるかなと思うんです。ですから、そういう方々への呼びかけ、これはもう本当

に、今後の中ではぜひしていただきたいわけですけども、この研修の期間というのが半年ぐらい

と言われてます。司法書士とか社会福祉士とか大学教授の方々が講師となって講師をしてくださ

ると非常に手軽に講習が受けられるんじゃないかということです。ここにも法にうたってある以

上は、やはりこの市民後見人っていうのを育成していかないといけないのかなと思ったときには、

やはり同時進行にでも努力すべきではないかと思うわけです。ですから、本当にこういう制度を、

じゃあそれが市民が周知徹底したのがいつまでなのかとか、そういうものを考えるときに、じゃ

あ「あなたみんな知ってる、知ってる」なんて聞いて回るわけにもいけないわけですし、そうい

うものは、法にうたってある以上は同時進行でもしていかないといけないという覚悟をしていた

だきたいと思います。ましてや、この意義、意義っていうのが高齢化の中で、やはり大きな、大

きな認知症っていう問題を抱えてくるわけですが、もちろん障害者の方もそうですけれども、や

はり安心・安全、そして住みよい三股っていうのを町長も目指していらっしゃるわけですから、

そういうものをフォローするためにはしっかり制度的なものも行政のほうで取り組んでいただか

なければ、いつまでたっても、申し訳ないけども４年前に言ったのが今のような現状でございま

すので、これはもう即実行していただきたいと思います。今一度答弁願います。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  この成年後見制度、こちらのほうの普及、啓発といいますか、なぜこう

進まないのかなというところを考えて見ますと、平成１２年度から介護保険がスタートしまして、

それから介護保険制度自体が非常に浸透したわけなんですが、それに伴ってやはりそれをバック

アップする後見制度、これ自体も同時平行的に進むべきだろうと思いますけれども、ただ、こう

いうふうに第３者、あるいは親族でそうですけれども、後見人という形の制度自体がまだまだ日

本の文化にはなじんでない部分もあるのかなと、そういう意味合いで、今言われますように、こ

の啓発、そしてＰＲそしてこの認知症、あるいは知的の障害を持ってらっしゃるという形でのバ
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ックアップ、こういう体制は非常に重要でございますので、そういうところのケアするというに

は、大いにこれからも力を入れていきたいというふうには考えています。そういうところ、担当

課のほうでいろいろ取り組んいますので、そういうところの認識をお互いといいますか、町民の

皆さん方にも啓発していくような努力をさしていただきたいというふうに思います。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  よろしくお願いしておきます。 

 では、次にまいります。次の２でございます。この傾聴ボランティアに関する質問でございま

すが、これも昨年１２月の定例会において申し上げた内容でありますので、その後のこととして

お尋ねいたします。ここに通告いたしておりますので、これを一応読み上げいたします。 

 傾聴ボランティアの要請講座はその後実施したと伺いました。もうそれきりの講座だったんで

ございましょうか。今後、育成事業としてとらえ、持続的な実施ができないものかお尋ねいたし

ます。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  昨年の１２月議会で、傾聴ボランティアについてのご質問がございまし

て、高齢者の精神的な健康の維持や解消のためにその重要性を改めて認識いたしたところでござ

います。現状と今後の取り組みということで、担当課長が回答いたします。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  傾聴ボランティアは、相手の話を否定せずにきちんと受け止め、

相手の心に寄り添うという姿勢があればできるボランティア活動で、特別な資格は要りません。

相手に寄り添ってひたすら耳を傾けることで不安や寂しさを和らげる効果があり、被災地の仮設

住宅などでも傾聴ボランティアが活躍しております。 

 自分の話をきちんと聞いてくれる傾聴ボランティアの存在は、不安や寂しさの解消だけでなく、

精神面の健康の維持、回復の援助にも有効です。独居高齢者の方、子育て中の母親、うつ病の方

など、自分の話をきちんと聞いてほしいと思っている方は少なくいないと思います。 

 本庁でも、平成２１年度に民生委員を対象に１２時間の講座を実施して、延べ４６人が受講さ

れております。また、ことし２月には自殺防止対策のための講演会を実施して、一般住民の方、

民生委員など４０名ほどの参加がございました。講演では、高原町のＮＰＯ法人たかはるハート

ムの活動報告がありました。そこでは、傾聴ボランティア、自殺対策、新燃岳災害ボランティア

活動などを行っており、悩みなどを気軽に相談できる住民同士の交流スペースを設けたり、

「１日３０人と話そう会」という会を開いたりして相談する人を孤独にしない取り組みを続けて

いるということでした。講演を聴いた民生委員の感想として、「改めて相談者の話をよく聞く必

要を感じた」、「自分もやってみたい」という方もおられました。このように、意欲のある方々
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を対象に、養成講座を持続的に開催して、受講生による傾聴ボランティア団体確立の支援を行っ

ていく所存であります。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  １回じゃなく２回、３回とかされてるってことですかね。２回

されたっていうことですかね。講習、講習は。民生委員さんを先して、これはほかのところに参

加したということですか、あとの４０名の方は。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  ことしの２月には１回の講演会です。 

○議員（１０番 池田 克子君）  １回だけですね。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  はい。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  本当、このように早速傾聴ボランティアの講習をしていただい

たことは本当によかったと。本当にこれを、ここで私が申し上げてるように、育成事業としてと

らえていただいて、これを計画的にこれをずっと実施していただきたいなと、そしてまたその中

で、民生委員さんが最初に受講されたようでございますけれども、やはり多くの方々に講習を受

けていただいて、その中でボランティアの方がたくさんふえていただけるとありがたいなと思い

ますが、育成事業としてとらえていただけないか、町長にお尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  養成講座を終了して実務経験した受講生が核になって地域活動

のグループができましたら傾聴ボランティアの輪が広がるという理想系ができあがりますので、

町といたしましても全面的な支援をしていきたいと思っております。また、事例検討会などの開

催など会員活動のしやすい体制づくりには町としましても当然協力してまいりますが、まずは真

剣にかつ積極的に傾聴ボランティアに参加してくださる人材発掘に努めてまいりたいと思ってお

ります。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  本当に受講をされた方、貴重な方だと思うんですが、実はその

受講された方々が、やはり今後どういうグループの中でどう動きをすればいいかっていう悩みも

あられるようでございまして、こういう地域活動のグループづくりの支援とか、あるいは事例の

検討会とかそういう開催に対してこれを支援体制、先ほど育成事業っていうようなことを申しま

したが、この支援体制としてつくってもらえると、そういう受講生の方が活動をやりやすくなる

というような話を聞いてるわけなんです。 

 ですから、確かに受けるのは易いんですが、あとの活動がどういうふうにすればいいかってい
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う悩みを、本当に体制づくりをつくってあげることによって大きな輪がどんどん広がるんじゃな

いかと思いますが、その件についてお尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  私どもは高齢者の担当をしておりますけれども、障害のほうと

も一緒に協力し合いながらやっていくことが大事だなと思っております。 

 人材発掘と先ほど申しましたけれども、やはり一つ講演を聴いてそれが刺激になって非常に触

発されたという方もいらっしゃいます。先日、包括支援センターでコミュニティ技術を磨くとい

う研修をしました。それは、やはり相手の気持ちに寄り添うというところの部分が入っておりま

して、それで、こういう技術を身に付ければ自分達もできるのかなというような声も聞きました

ので、できればこれもまた民生委員さん頼りになってしまうんですけれども、相談支援にかかわ

られている民生委員さんを中心にそういう企画ができればいいのかなというふうには思っており

ます。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  その民生委員さん方のグループ、グループとしては大変重要な

ことであるかと思うんですが、民生委員さんは本当にいろんな役を持ってらっしゃって、地域の

方々とのそういういろんな訪問活動もありますし、あれもこれも民生委員さん、民生委員さんに

頼ってたんでは、これは民生委員さん自身がパンクしてしまう。ましてや、やはり民生委員さん

の交代ということで依頼しても、やはり首を縦に振っていただけない状況も現実にあるわけなん

です。それはなぜかっていったら、余りに重荷になり過ぎると、皆さん敬遠なさるっていう面も

ございます。ですから、そういう一般の方々が気軽に講習を受けて、その人たちがそういうグ

ループづくりをできやすい体制をつくってあげるのが支援体制なんです。そうなると、例えばそ

の中で声掛けていただいて、支援体制づくりですから、あなたとあなたのグループどうっていう

ような感じで言っていただいて、そしてそういう人たちがまたほかのグループとの事例報告会み

たいなのもし合っていくとか、そういうような支援体制づくりっていう意味でございまして、で

すから、その辺をちょっと行政のほうで知恵を絞っていただいて、そういう体制づくりをつくっ

ていただければいいのかなと思いますが、具体的にどのように、さっきはちょっと答弁していた

だいたんですけれども、それを考えますとどうお考えなられますかね、今一度答弁を願います。 

○議長（山中 則夫君）  福祉課長。 

○福祉課長補佐（宮之原泰子君）  今この場で具体的な案っていうのは持っておりませんので、皆

さんのまたお知恵をお借りしたいと思っております。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  「継続は力なり」というのは当然有名な格言ではございますが、
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本当にこの傾聴ボランティアの輪が広がれば、本当に最も住みやすい、すばらしい三股町として

そういうほかの町村から畏敬の念が持たれるんじゃないかと思います。ということで、町長とし

てはどのようにお考えになられますか、お尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  町長。 

○町長（木佐貫辰生君）  先ほど、申し上げましたけれども、傾聴ボランティアという役割の重要

性というのは再認識させていただきました。そしてまた、それを受けて傾聴される方々、これを

どのようにまた育成してまた支援していくかっていうご提言でございますが、やはり言われます

ように、民生委員さんだけに押しつけるっていうことは大変厳しい環境になっていくだろうと思

います。やはり自立と協働でつくるっていいまして、要するに町民の中からそういうふうな方々

をピックアップといいますか、やはり募集をしながら、そういう方々を育てていきながら、そし

てこのそういう組織づくりをいたしましてそこを支援していくと、そういう取り組みが今後大事

だろうなというふうに感じます。そういう意味合いでは今担当課のほうでもそのあたりのところ

は十分認識したと思いますので、そういう方向も探っていきたいなというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  町づくりは人づくりということで、ぜひこういう輪が広がって

いけるように行政としてもバックアップしていただきたいと思います。 

 これで、私の質問を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  本定例会の一般質問は本日をもってすべて終了いたしました。 

 ここでお諮りします。会議規則第９条第２項によりあすは休会とすることにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よってあすは休会とすることに決しました。 

 それでは、しばらくの間ここで本会議を休憩し、全員協議会といたします。 

午後３時25分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後３時29分再開 

○ 議長（山中 則夫君）  それでは、休憩前に引き続き本会議を再開いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

 以上で、本日の全日程を終了しましたので、これをもって本日の会議を散会します。 
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午後３時29分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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平成24年 第３回（定例） 三 股 町 議 会 会 議 録 （第12日） 

                             平成24年６月22日（金曜日） 
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議事日程（第５号） 

                         平成24年６月22日 午前10時00分開議 

 日程第１ 常任委員長報告 

 日程第２ 質疑（議案第４５号から議案第５５号までの１１議案） 

 日程第３ 討論・採決 

 日程第４ 意見書案第２号上程 

 日程第５ 議員派遣について 

 追加日程第１ 議会活性化検討特別委員会の設置を求める動議 

────────────────────────────── 
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 日程第１ 常任委員長報告 

 日程第２ 質疑（議案第４５号から議案第５５号までの１１議案） 
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 日程第４ 意見書案第２号上程 

 日程第５ 議員派遣について 

 追加日程第１ 議会活性化検討特別委員会の設置を求める動議 
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局長 上村 陽一君        書記 久寿米木和明君 

                 書記 谷口  光君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 
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教育長  岩﨑健一郎君   総務課長兼町民室長  大脇 哲朗君 

地域政策室長  西村 尚彦君   税務財政課長  渡邊 知昌君 

町民保健課長  山元 宏一君   福祉課長補佐  東  光吉君 

産業振興課長  丸山浩一郎君   都市整備課長  下沖 常美君 

環境水道課長  鍋倉 祐三君   教育課長  重信 和人君 

会計課長  財部 一美君                       

 

午前10時03分開議 

○議長（山中 則夫君）  ただいまの出席議員は１２名、定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に、２０日の一般質問に対する補足答弁の申し出がありますので、ここで発言を

許します。総務課長。 

○総務課長（大脇 哲朗君）  おはようございます。先日の一般質問で、９番議員の質問に対しま

して回答できなかった事項がございますので、追加で説明いたします。資料といたしましては

１枚紙と、そして４枚のホッチキスでとめてある資料を準備いたしましたので、よろしくお願い

いたします。 

 １枚紙のほうからですけれども、平成２３年４月、三股町の議会議員選挙時における手当と報

酬ということで一覧にしてみました。 

 投票時間１２時間ということで職員の手当のほうが２万７,６６０円、その右のほうに定額で

ありますけれどもそれぞれ投票の立会人、そして管理者の投票時間における手当額がここに書い

てあります。その下は開票ですけれども、開票２時間に対する職員の手当、そしてその２時間に

対する定額でございます開票の立会人、開票の管理者の報酬が、それぞれここに書いてございま

す。 

 支給をする際の根拠等ということで、職員につきましては、一般職の職員の給与に関する条例

により算出しておりまして、投票、そして開票の立会人及び管理者につきましては、「国会議員
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の選挙時の執行経費の基準に関する法律」によりまして報酬を支払っております。 

 で、質問のあった現在の手当、または報酬の金額となった時期についてはということで、職員

については注意書き、文書がなかったから注意書きという形で下のほうに書いておりますけれど

も、職員の手当の算出額については、以前から行われているので定かではありません。 

 しかし、「公職選挙法及び国会議員の選挙時の執行経費の基準に関する法律」が昭和２５年に

施行されており、翌年の昭和２６年には、「一般職の職員の給与に関する条例」が施行されてい

ることから、現在の選挙制度が発足した当初から、現在と同じ方法で支給されていると思われま

す。 

 それから、投票立会人、管理者につきましては、平成１９年３月３１日に額の改定がありまし

たので、現在のそれぞれ１万７００円、８,８００円というのは、１９年３月３１日からの金額

でございます。 

 それから、もう１枚、もう１枚というかホッチキスでとめてあるほうの資料でございます。こ

れは話をしましたけれども、町民アンケートを実施いたしました。これは、平成２４年の、こと

しの２月６日から３月９日ということで、単純集計が終わっておりますので、今回出させていた

だくものでございます。 

 回答率が３９.８ということで、全体的な集計が終わり次第、広報紙またはホームページのほ

うで結果をお知らせするつもりですけれども、最初のページに、性別、年齢、居住地ということ

で、これが問１から問３になっておりまして、あけていただきまして、問４から各項目のアン

ケート結果になっておりますのでよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．常任委員長報告 

○議長（山中 則夫君）  日程第１、常任会報告を議題とします。 

 まず、総務厚生委員長よりお願いします。総務厚生委員長。 

〔総務厚生常任委員長 指宿 秋廣君 登壇〕 

○総務厚生常任委員長（指宿 秋廣君）  おはようございます。それでは、総務厚生常任委員会の

審査の結果について、ご報告申し上げます。 

 当委員会に付託された案件は、議案第４５号、４６号、４７号、４８号、５２号、５３号、

５４号、５５号の計８件であります。 

 案件ごとにご説明を申し上げます。 

 議案第４５号「三股町税条例の一部を改正する条例」、地方税法改正で寄附金税額控除の対象

寄附が拡大したことに伴う条例改正であります。 
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 三股町税条例の第３４条の７第１項の県内に主たる事務所を有する法人または団体で、第１号

に国公立大学、第２項に私立高校、社会福祉法人等、第３項に特定公益信託、第４項にＮＰＯ法

人に対する寄附金の規定、県内に主たる事務所を有しない法人で、第５項に学校法人、第６項に

社会福祉法人の寄附の規定を新たに追加規定するものであります。 

 慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４６号「三股町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」について、ご説明申

し上げます。 

 医療費の増大により、国保税条例の改正で医療費分に伴うもので、所得割の率が、７.７０％

から７.８５％へ０.１５％の引き上げ、資産税割の率が、２４.５０％から３３.００％へ

８.５０％引き上げ、被保険者１人当たり２万１００円から２万３,３００円へ３,２００円引き

上げ、１世帯当たり１万９,０００円から１万８,０００円に１,０００円引き下げ。 

 後期高齢者支援分に伴うもので、所得割の率が３.１５％から３.１０％へ０.０５％引き下げ、

資産割の率が８.５０％から１６.５０％へ８.００％引き上げ、被保険者１人当たり７,７００円

から９,１００円へ１,４００円引き上げ、１世帯当たり６,８００円から７,０００円へ２００円

引き上げ。 

 介護納付金に伴うもので、所得割の率が、２.１５％から２.２０％へ０.０５％引き上げ、資

産割の率が、７.５０％から９.６０％へ２.１０％引き上げ、被保険者１人当たり７,０００円か

ら８,３００円へ１,３００円引き上げ、１世帯当たり５,４００円から４,６００円に８００円引

き下げを主な内容とするものです。 

 審査の経過で、問題点として、応能割額の資産割の課税率が一挙に高くなっている。そもそも

資産は収入でなく、支払い能力からすると無理があることや、都城市が国保税に課税している資

産税率の合計が３０.２％に対し、今回の改正案は５９.１％であり、２８.９％も高く賦課する

案で、都城市のほぼ倍となっています。そこで、資産割の率を昨年と同率として、不足する分を

所得割で補うことでバランスをとるべきとの結論に達しました。 

 その結果、国保税条例、第３条第１項の応能に係る医療分の所得割は８.２５％に、第４条の

資産割は２４.５０％に、第６条、後期高齢者支援分の所得割は３.５０％に、第７条、資産割は

８.５０％に、第８条、介護納付金の所得割は２.３０％に、第９条、資産割は７.５０％に修正

すべきものと決しました。 

 また、要望として、隣接している都城市は資産割の率を少なくしています。本町も家を建てや

すくすることや新たな人口増を図るためにも、都城市の率を上回らないように気を配りながら、

将来は資産税割をなくして所得割で賄い、また単身世帯や２世帯に負担の重い世帯割を廃止して

人員割で補うことを基本に、国保税賦課方式の検討を要望しておきます。 
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 慎重に審査した結果、賛成多数で修正可決すべきものと決しました。 

 議案第４７号「三股町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例」について、ご説

明申し上げます。 

 住民基本台帳の改正に伴うもので、本町の住民基本台帳に記載されているものは、外国人も日

本人と同様の取り扱いで印鑑登録を受けることができるように条例の改正をするものです。 

 慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 議案第４８号「三股町母子及び父子家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例」につ

いて、ご説明申し上げます。 

 第３条、助成の対象の条文中「義務教育を終了した者」との記載を削除しようとするものです。

この条例改正で、１８歳に達した日が属する年度の年度末までの児童は、同条第１号の本町の区

域に居住し、かつ住民票に記載されている者との規定は適応しなくなり、町外に住所を移動して

いる中高生の扶養者にも医療費助成が受けられることになります。 

 慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 議案第５２号「平成２４年度三股町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」について、ご

説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１８４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ３０億２,４５０万９,０００円と定めようとするものです。４月に行われた職員の定期

異動に伴う補正であります。 

 慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 議案第５３号「平成２４年度三股町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）」につい

て、ご説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７９４万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２億１,５８９万４,０００円と定めようとするものです。４月に行われた職

員の定期異動に伴う補正であります。 

 慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 議案第５４号「平成２４年度三股町介護保険特別会計補正予算（第１号）」について、ご説明

申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４８万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ１８億９,３２８万４,０００円と定めようとするものです。４月に行われた職

員の定期異動に伴う補正であります。 

 慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第５５号「平成２４年度三股町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第
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１号）」について、ご説明申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１,２３２万３,０００円と定めようとするものです。地域包括支援センター研修会受講料で

あります。 

 慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  ただいまの報告のとおり、総務厚生常任委員長から、議案第４６号「三

股町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」に対する修正案が提出されております。この修

正案は、議案第４６号に対する修正案ですので、当該議案の討論・採決時に議題としたいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４６号「三股町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例」に対する修正案は、当該議案の採決時に議題とすることに決しま

した。 

 次に、建設文教委員長よりお願いします。建設文教委員長。 

〔建設文教常任委員長 福永 燧文君 登壇〕 

○建設文教常任委員長（福永 燵文君）  それでは、建設文教委員会の審査結果について、会議規

則第７６条の規定に基づき報告いたします。 

 当委員会に付託された案件は、議案第５０号の１件でございます。 

 議案第５０号「三股町環境基本条例」、事件の概要、この条例は、環境の保全について基本理

念を定め、町、町民及び事業者の責務を明らかにするとともに、環境の保全に関する基本となる

事項を定めることにより、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、町民の健康で

文化的な生活の確保に供することを目的としています。 

 国においては平成５年、県においては平成８年、隣の都城市においては平成１３年に、環境基

本条例が制定されております。 

 審査の経過、この条文中の取り組みという語意について、漢字で「取組」、要するに送り言葉

の「み」はありませんが、解説の中では「取組み」の「み」がついております。これは、条文と

してどちらかに統一すべきではないかというような意見がありました。また、環境審議会委員に

ぜひ警察署職員も任命すべきであるとのご意見がございました。 

 審査の結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  次に、一般会計予算決算委員長よりお願いします。 



 

- 183 - 

〔一般会計予算・決算常任委員長 上西 祐子君 登壇〕 

○一般会計予算・決算常任委員長（上西 祐子君）  一般会計予算・決算常任委員会の報告をいた

します。 

 議案番号第５１号であります。議案５１号「平成２４年度一般会計補正予算（第１号）」につ

いて、ご報告いたします。 

 本案は、人事異動に伴う給与費等の人件費及び補助金等の内示決定などに基づき、所要の補正

措置を行うものであります。すなわち歳入歳出予算の総額８５億８,０００万円に、歳入歳出そ

れぞれ３,６３５万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８６億

１,６３５万６,０００円とするものであります。 

 歳入の主なものは、県補助金３,４９５万円ですが、これは、森林整備加速化・林業再生事業

補助金であります。 

 諸収入１３０万６,０００円は、宝くじ社会貢献広報事業として実施されるコミュニティ助成

事業補助金を交付決定により追加補正するものです。 

 歳出の主なものは、本年４月の人事異動に伴い、費目間及び会計間の組み替えによる人件費の

増減等を補正するものです。 

 農林水産業費は、森林整備加速化・林業再生事業補助金を追加補正するものです。 

 教育費は、ルール改正によるバスケットコートライン引きの委託料及び自治公民館音響設備の

整備に係るコミュニティ助成事業補助金です。 

 債務負担行為については、平成２３年度に教育パソコン導入事業として追加補正されたものが、

当該年度中に契約に至らなかったので、機器保守委託事業も含め、再度、債務負担行為を計上す

るものです。 

 審査の結果、要望として１点ありましたので申し上げます。 

 教育用パソコン導入事業は５年間となっておりますが、今の財政状況を考えるとき、１年でも

長くもたせることはできないものか検討してほしいという要望がありました。 

 審査の結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  次に、三股町まちづくり基本条例審査特別委員会委員長よりお願いしま

す。 

 三股町まちづくり基本条例審査特別委員長。 

〔三股町まちづくり基本条例審査特別委員長 指宿 秋廣君 登壇〕 

○三股町まちづくり基本条例審査特別委員長（指宿 秋廣君）  それでは、報告の前に、先ほど総

務厚生常任委員会の中で議案第５３号と５４号について、５３号であれば、歳入歳出の予算総額
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に歳入歳出それぞれ７９４万２,０００円を「追加」しと申し上げましたが、「減額」しの間違

えでありますので、ご訂正方よろしくお願いします。議案第５４号も同様に、歳入歳出の予算の

総額に歳入歳出それぞれ４８万６,０００円を「追加」しと申し上げましたが、「減額」しの間

違えですので、おわびを申し上げます。修正をお願いします。 

 それでは、三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の審査の結果について、会議規則第

７６条の規定に基づき報告いたします。 

 当委員会に付託された案件は、議案第４９号の１件であります。 

 議案第４９号「三股町まちづくり基本条例」、議案の概要ですが、「自立と協働でつくる元気

なまち三股」を実現するため、法の規定に基づく二元代表制のもと、まちづくりに関する基本原

則を明らかにするとともに、町民と町役場の役割や責務等を定めることにより、町民等が主体的

に参加する協働のまちづくりを推進することを目的に、全３４条から成る条例を新たに制定しよ

うとするものです。 

 審査した結果、賛成多数で可決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．質疑（議案第４５号から議案第５５号までの１１議案） 

○議長（山中 則夫君）  日程第２、質疑を行います。 

 質疑につきましては、常任委員長報告に対する委員長への質疑であります。質疑の際は、議案

番号を明示の上、質疑をお願いいたします。なお、質疑は１議題につき１人３回以内となってお

ります。 

 また、総務厚生常任委員長から提出された議案第４６号「三股町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例」に対する修正案の質疑も、ここでお願いいたします。 

 質疑ありませんか。池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  総務委員長にお尋ねいたします。４６号に関することで１点お

っしゃいましたんで、ちょっとお尋ねします。修正案に対する質疑です。 

 目の中で３条、４条、６条、７条ずっと９条まであるわけですけれども、これが明確に、３条

であれば７.８５を８.２５とか、次、６条、８条もそうですが、このパーセントをこのように変

えられたというのは、どういう話し合いをその中でされたのか。 

 そしてまた、削除するという部分もあるわけですけれども、これについてなぜ削除したのかと

いうのを協議なさったのか、どのように協議なさったのか、お尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  総務厚生常任委員長。 

○総務厚生常任委員長（指宿 秋廣君）  まず、後半の部分の削除という意味ですが、これは、執
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行部が提案した引き上げ案に対する案の削除でございますので、この修正案が通れば平成２３年

度と同額ということに移行するものであります。 

 先ほど提案理由で申し上げましたように、このときには率もすべて申し上げておりますので、

こういうふうに変わると、例えば、国保税の、要するに医療費分ですけれども、医療費分のもの

については資産割は２４.５０と申し上げましたが、これは平成２３年と同率ということでござ

います。 

 これをしても、都城市から比べるとまだ高いと。都城市が、医療分については２１.６０とい

うふうになっておりますので、都城市から比べてもまだ高いということなので、引き下げようと

いうことは余りにも横暴ということで、２３年度と同率引き上げ案を削除というふうにとらえて

もらえればいいと思います。 

 それと、もう１点、なぜ所得割の額が変更になったかということでございますが、提案理由で

も申し上げましたけれども、資産割の額をそのまま２３年度と同率にする、もしくは引き上げも

すべてそのままにする執行部案のとおりにすると、影響額が約１,９００万円ほど出ます。 

 そういう１,９００万円を引き上げをそのまましていいのか。この執行部案に対して、すべて

否決という案と、それから資産割の分だけ修正するという案もありましたけれども、そういうこ

とにすると、１,９００万円の額は余りにも大き過ぎるということで、その可能な限り、可能な

限り、資産割の額を落とした分のはね返りを所得割で、町民の皆さん大変でしょうけれども面倒

見ていただけませんかということでございます。 

 提案理由でも申し上げましたが、資産は所得を持ってません。要するに住んでるだけでござい

ますので、その人について、資産を持っているからこれぐらいという形で上げていくというのは

いかがかということで、この案になったものでございます。 

 以上です。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  ９条の中で、９条が要するに平等割額になってるわけですけれ

ども、ほかのところは資産割の部分で削除ということで検討なさったようですけれども、この介

護についてのこの部分は、平等割の応益の平等割が削除であって、資産割はそのまま原案どおり

というようなことで、ご検討されたということでしょうか。 

 そうなると、先ほど資産割の部分で、資産のことに関しては、このままアップっていうことで

あればおかしいということで検討なさったわけですから、それが介護については、これはもう資

産割はそのままでいいということで検討なさったんでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（山中 則夫君）  総務厚生委員長。 

○総務厚生常任委員長（指宿 秋廣君）  すべての案件について、受益者負担である応益割につい
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ては、一切手をつけてないということでございます。すべての案件について、資産割と所得割の

みに手をつけたと。 

 だから、この修正案につきましては、触れていないものについては書いてございません。だか

ら、受益者負担、世帯割と人頭割については、執行部案のそのままが生きるということでござい

ますので、あくまでも、この３つの医療分、後期高齢者分、それから介護保険分の資産割と、そ

れから所得割のみ変更するということでございます。 

○議長（山中 則夫君）  池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  じゃ、９条の、ごめんなさい、私はその３の部分を見てたんで。

９条のところの資産割の部分を削除という意味だったんでしょうか。済みません、わかりました。 

○議長（山中 則夫君）  総務厚生常任委員長。 

○総務厚生常任委員長（指宿 秋廣君）  何とかの何とついているのは、１つの条例でございます

ので、９条と言ったら９条だけで、９条の２と言ったら９条の２という条例ということでござい

ますので、９条だけを見ていただければありがたいと思います。 

○議長（山中 則夫君）  ほかに質疑ありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  質疑もないようですので、質疑を終結します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．討論・採決 

○議長（山中 則夫君）  日程第３、討論・採決を行います。 

 議案第４５号「三股町税条例の一部を改正する条例」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第４５号は、総務厚生委員長の報告のように原案のとおり決す

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４５号は原案のとおり可決さ

れました。 

 議案第４６号「三股町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」を議題として、討論・採決

を行います。 

 まず、本案に対し、総務厚生常任委員長から提出された修正案、「三股町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例」に対する修正案を議題といたします。 
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 これより討論を行います。討論ありませんか。上西さん。 

○議員（７番 上西 祐子君）  議案第４６号「三股町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例」に対して、反対の立場から討論いたします。 

 国民健康保険は、保険法第１条が規定しているように、社会保障及び国民保険の向上を目的と

し、国民に医療を保障しているものです。ところが今日、保険税が年々引き上げられ、払おうに

も払えない住民生活に追い討ちをかけるものとなっております。 

 国保税をこんなに高くした最大の原因は、国の予算削減です。医療費の４５％を政府が負担し

ていたものを自民党政府が３８.５％に引き下げ、その後も、国保の事務費や保険料軽減措置な

どへの負担を縮小・廃止してきました。この結果、国保の総会計に占める国の負担は、昭和

５９年度の５０％から平成２０年度には２４％に半減しており、ここに真の原因があります。 

 国保の加入所帯は、自営業、農業者、非正規労働者、年金受給者と、比較的所得の低い方々が

多いのが特徴です。本町でも法定の減額所帯割合が５７％と半数を超えております。 

 今回の健康保険条例で、所得１５０万円、固定資産税５万円、家族３人の家族で試算した保険

税は３７万４,３００円で所得の約２０％、昨年より３万５００円増となります。医療費増加や

滞納世帯の増加で、保険財政が苦しいことはわかりますが、景気の低迷で収入が減り、また年金

額も今年度は１.２％減額となります。所得の２０％も保険税が徴収されると、ますます払いた

くても払えない世帯がふえるのではないかと心配されます。 

 以上、反対討論を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。ご異議があるようですので、起立により採決いたします。本修正案

のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山中 則夫君）  起立多数であります。したがって、本修正案は可決されました。 

 次に、ただいま修正議決した部分を除く原案について採決します。 

 お諮りします。修正議決した部分を除く部分については原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、修正議決した部分を除く部分については
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原案のとおり決しました。 

 議案第４７号「三股町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例」を議題として、

討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第４７号は、総務厚生委員長の報告のように原案のとおり決す

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４７号は原案のとおり可決さ

れました。 

 議案第４８号「三股町母子及び父子家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例」を議

題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第４８号は、総務厚生委員長の報告のように原案のとおり決す

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４８号は原案のとおり可決さ

れました。 

 議案第４９号「三股町まちづくり基本条例」を議題として、討論・採決を行います。 

 討論ありませんか。桑畑君。 

○議員（１２番 桑畑 浩三君）  この条例案は可決ということでありましたが、我々は西村課長

の説明を聞いただけで、まだ内容について何の討論もしてないわけですね、議会は。検討も加え

てない。それで可決してしまったわけだけど、私はここで、この条例案は継続審議にするという

ことを動議として出したいと思います。動議を出します。賛成議員がある方がいらっしゃったら

「はい」ちゅうていただけますか。（「はい」「賛成」と呼ぶ者あり） 

 だから、これはもう採決は取りやめて、やっぱり継続審議にするという動議を出しておきたい

と思います。今、成立したわけですね、動議が。諮ってください。 

○議長（山中 則夫君）  ただいま桑畑君から、議案第４９号「三股町まちづくり基本条例」を三

股町まちづくり基本条例審査特別委員会の継続審議とする動議が提出されました。１人以上の賛
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成者がありますので、動議が成立しました。 

 また、この動議は先決動議でありますので、これより議案第４９号「三股町まちづくり基本条

例」を三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の継続審査とすることについてを議題といたし

ます。 

 動議提出者の説明を求めます。 

〔１２番 桑畑 浩三君 登壇〕 

○議員（１２番 桑畑 浩三君）  まず、非常に大事な条例で、我々はこれを慎重に、やっぱり検

討しなくちゃいかんと思うわけですね。 

 西村課長から、各条にわたって全部説明を受けたわけですけども、ただ説明が終わっただけで

すよね。まだ特別委員会として、その条文について検討も加えてない、議論もしてない。それで、

その段階で可決というのはちょっと我々のやっぱり識見が問われると思います。どうしてもやっ

ぱり継続審議にしてもらって、いろいろと議論、検討したほうがいいと思います。それが理由で

す。 

 以上。 

○議長（山中 則夫君）  ただいま動議提出者より説明がありましたが、提出議員にお聞きいたし

ます。確認をとります。ただいま、継続審査ということで動議が出されましたが、閉会中の継続

審査ということでよろしいんですか。 

○議員（１２番 桑畑 浩三君）  よろしいです。 

○議長（山中 則夫君）  わかりました。 

 それでは確認します。ただいま動議提出者は、継続審議の閉会中の審議をお願いしたいという

ことでありますので、そのように確認をしておきます。 

 それでは、質疑・討論・採決を行います。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  質疑もないので、これにて質疑を終結します。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。（「いや、継続審査にするかどうかやろ。」と

呼ぶ者あり）討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。採決は、起立により採決いたします。議案第４９号「三股町まちづ

くり基本条例」を三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の閉会中の継続審査とすることに賛

成の議員の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（山中 則夫君）  起立多数であります。したがって、議案第４９号「三股町まちづくり基

本条例」を三股町まちづくり基本条例審査特別委員会の閉会中の継続審査とすることに決しまし

た。 

 ただいま可決されましたが、三股町まちづくり基本条例審査特別委員会は、閉会中の継続審査

をよろしくお願いいたします。 

 ここで、しばらく本会議を休憩いたします。 

午前10時45分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時50分再開 

○議長（山中 則夫君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 議案第５０号「三股町環境基本条例」を議題として、討論・採決を行います。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第５０号「三股町環境基本条例」は、建設文教委員長の報告の

ように原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５０号は原案のとおり可決さ

れました。 

 議案第５１号「平成２４年度三股町一般会計補正予算（第１号）」を議題として、討論・採決

を行います。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第５１号は、一般会計予算・決算委員長の報告のように原案の

とおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５１号は原案のとおり可決さ

れました。 
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 議案第５２号「平成２４年度三股町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」を議題として、

討論・採決を行います。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第５２号は、総務厚生委員長の報告のように原案のとおり決す

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５２号は原案のとおり可決さ

れました。 

 議案第５３号「平成２４年度三股町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）」を議題

として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第５３号は、総務厚生委員長の報告のように原案のとおり決す

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５３号は原案のとおり可決さ

れました。 

 議案第５４号「平成２４年度三股町介護保険特別会計補正予算（第１号）」を議題として、討

論・採決を行います。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第５４号は、総務厚生委員長の報告のように原案のとおり決す

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５４号は原案のとおり可決さ

れました。 

 議案第５５号「平成２４年度三股町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第１号）」を議

題として、討論・採決を行います。 
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 これより討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第５５号は、総務厚生委員長の報告のように原案のとおり決す

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５５号は原案のとおり可決さ

れました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．意見書案第２号上程 

○議長（山中 則夫君）  日程第４、意見書案第２号を上程いたします。 

 意見書案第２号「３０人以下学級実現・義務教育費国庫負担２分の１復元を求める意見書

（案）」について提出者の説明を求めます。指宿君。 

〔６番 指宿 秋廣君 登壇〕 

○議員（６番 指宿 秋廣君）  ただいま上程しました「３０人以下学級実現・義務教育費国庫負

担２分の１に復元を求める意見書（案）」について、ご説明を申し上げます。 

 ３０人以下学級について、昨年義務教育法が改正され、小学校１学年の基礎定数化が定められ

たものの、今年度小学校２学年については、加配措置にとどまっています。社会状況の変化によ

り、学校は一人一人の子供に対するきめ細やかな対応が必要になっています。 

 しかし、教育予算について、ＧＤＰに占める教育費の割合は、ＯＥＣＤ加盟国の中で日本は最

下位になっています。また、三位一体改革により、義務教育費国庫負担の割合は、２分の１から

３分の１に引き下げられています。将来を担い、社会の基礎づくりにつながる子供たちへの教育

は極めて重要です。 

 以上のような理由から、義務教育費国庫負担制度を堅持するとともに、国の負担率を２分の

１に復元し、３０人以下学級の実現を強く要望しようとするものです。地方自治法第９９条の規

定により、意見書を提出しようとするものであります。皆様方のご参加をよろしくお願いをいた

します。 

 以上で提案理由の説明を終わります。 

○議長（山中 則夫君）  それでは、これより質疑・討論・採決を行います。 

 意見書案第２号を議題として質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  質疑もないようですので、質疑を終結します。 
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 これより討論を行います。討論ありませんか。癩癩ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。意見書案第２号は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、意見書案第２号は原案のとおり可決され

ました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議員派遣について 

○議長（山中 則夫君）  日程第５、議員派遣の件についてを議題とします。 

 今後の議員派遣についてお諮りします。お配りしております資料のとおり、議会運営委員会正

副委員長研修ほか、それぞれの議員を派遣することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、議員派遣については配付資料のとおり、

それぞれの議員を派遣することに決しました。 

 お諮りします。今期定例会において、議決案件等の条項、字句、数字、その他の整理を要する

ものについては、会議規則４４条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思います。ご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、議決案件等の条項、字句、数字、その他

の整理は、議長に委任することに決定しました。 

○議長（山中 則夫君）  以上で、すべての案件を議了しましたが、３月定例会以後の議長の公務

報告はお手元に配付のとおりであります。 

 しばらく本会議を休憩し、全員協議会を開きます。 

午前11時00分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時05分再開 

○議長（山中 則夫君）  休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  動議を提案いたします。 
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 議会活性化検討特別委員会設置の動議を提案いたします。 

○議長（山中 則夫君）  ただいま、重久君から動議が提出されましたが、賛成の方は。（「賛

成」と呼ぶ者あり） 

 それでは、ただいま重久議員のほうから、（「もう１回、説明してください」と呼ぶ者あり）

それは今からですよ。議会報告会活性化委員会ということでしょう、今の動議は。（「議会活性

化検討特別委員会です」と呼ぶ者あり） 

 本動議は所定の賛成者がありましたので成立しました。 

 お諮りします。本動議の取り扱いについては直ちに日程に追加し、追加日程第１として議題と

することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、本動議については直ちに追加し、追加日

程第１として議題とすることに決定しました。 

 しばらく本会議を休憩いたします。 

午前11時08分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時19分再開 

○議長（山中 則夫君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 それではお諮りします。今動議の取り扱いについては直ちに日程に追加し、追加日程第１とし

て議題とすることにご異議ありませんね。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  異議なしと認めます。よって、本動議については直ちに日程に追加し、

追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

 それでは、追加日程第１、議会活性化検討特別委員会の設置を求める動議とご記入ください。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

追加日程第１．議会活性化検討特別委員会の設置を求める動議 

○議長（山中 則夫君）  それでは、追加日程第１、議会活性化検討特別委員会の設置を求める動

議を議題とします。 

 ここで提出者の説明を求めます。重久君。 

〔９番 重久 邦仁君 登壇〕 

○議員（９番 重久 邦仁君）  今回、議会活性化検討特別委員会を求める理由といたしまして、

国からの地方分権推進方針の中、ますます議会活性化を求められております。議事提案権を担う

地方議会の機能、制度について、抜本的な改革が必要となる時代であります。議員による条例提



 

- 195 - 

案の活発化など積極的な議会運営が求められることを受けて、ここに提案するものであります。 

 以上。 

○議長（山中 則夫君）  ほかには、先ほど言いました委員の人数とかそういうのは。重久君。 

○議員（９番 重久 邦仁君）  人数については、この委員会は４名で編成し、期間においては、

平成２５年３月末までといたしたいと思います。 

 以上。 

○議長（山中 則夫君）  それでは引き続き、本動議を議題として質疑を行います。質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  質疑もないようですので、これにて質疑を終結します。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山中 則夫君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。この採決は起立によって行います。本動議のとおり、４名の委員で

構成する議会活性化検討特別委員会を設置し、これに議会報告、これに関する調査を付託するこ

とに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山中 則夫君）  起立少数であります。したがって、４名の委員で構成する議会活性化検

討特別委員会の設置に関する動議は否決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（山中 則夫君）  それでは、以上で、平成２４年第３回三股町議会定例会を閉会いたしま

す。 

午前11時25分閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 



 

- 196 - 

 

    会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

                                   議  長  山中 則夫 

                                   署名議員  内村 立澤 

                                   署名議員  桑畑 浩三 
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